


序

群
馬
県
に
は
多
種
多
様
の
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
に
お
け
る
著
し
い
社
会
生
活
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
よ
ぅ
と
い
て
い
ま 

^
9
 

〇そ
の
よ
ぅ
な
状
況
に
対
処
し
て
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
で
、
緊
急
に
保
存
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

無
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
緊
急
調
査
を
実
施
し
記
録
を
作
成
し
て
、
保
存
対
策
の
基
礎
資
料
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
五
年
度
は
、
桐
生
市
指
定
重 

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
桐
生
木
遣
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
歌
に
端
を
発
し
た
木
遣
は
、
慶
事
や
弔
事
に
も
使
わ
れ
、
現
在
の
形
に
体
系
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
こ
ろ
織
物
を
背
景
と
し
て
経
済
基
盤
の
整
っ
た
桐
生
で
は
、
同
時
期
に
江
戸
と
の
直
接
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
流
入
さ
れ
、
 

木
遣
も
火
消
し
や
鳶
職
に
よ
っ
て
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
報
告
書
に
は
、
桐
生
木
遣
の
歴
史
や
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
多
く
の
木
遣
を
で
き
る
か
ぎ 

り
採
譜
し
て
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

本
報
告
書
が
活
用
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
無
形
文
化
財
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い 

で
す
〇

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
当
た
り
、
御
指
導•

御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
調
査
員
、
及
び
快
く
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
桐
生
木
遣
保
存 

会

「桐
声
会
」
を
は
じ
め
、
調
査
対
象
者
の
方
々
、
並
び
に
桐
生
市
教
育
委
員
会
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
六
年
三
月

群
馬
県
教
育
委
員
会

教

育

長

唐

澤

太

市



無
形
文
化
財
緊
急
調
査(
桐
生
木
遣)

実
施
要
項

一
 

趣

旨

本
県
に
多
種
多
様
の
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
が
、
近
年
に
お
け
る
著
し
い
社
会
生
活
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
特
に
重
要
な
も
の
で
、
緊
急
に
保
存
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
形
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
調
査
の
う
え
記
録
を
作
成
し
、
保
存
対
策
の
基 

礎
資
料
を
得
る
。

二
調
査
対
象

「桐
生
木
遣
」

桐
生
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
平
成
元
年
三
月
十
三
日
指
定
。

桐
生
木
遣
の
特
色
は
、
江
戸
木
遣
の
大
間(

お
お
ま)

に
対
し
て
、
テ
ン
ポ
の
速
い
典
型
的
な
中
間(
ち
ゅ
う
ま)

に
あ
る
。
歯
切
れ
の
よ
い
言
葉
、
木 

遣
棒
の
動
き
が
優
れ
て
お
り
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

木
遣
が
盛
ん
に
唄
わ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
で
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
後
継
者
不
足
と
な
っ
た
。
こ
の
危
機
感
か
ら
昭
和
四
十
五 

年
に
、
鳶
の
伝
統
文
化
や
技
術
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
桐
生
木
遣
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。

し
か
し
、
桐
生
木
遣
と
し
て
継
承
さ
れ
た
四
十
五
曲
の
う
ち
、
完
全
に
伝
わ
る
も
の
は
二
十
六
曲
で
、
他
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

三
調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
貝
会

四

事

務

局
(
文
化
財
保
護
課)

荒
畑
大
治 

課
長

田
口
紀
雄 

総
括
課
長
補
佐

若
林
宏
宗 

課
長
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長



九
ま
と
め

調
査
報
告
書
「桐
生
木
遣
」
及
び
録
音
「桐
生
木
遣
」
を
作
成
す
る
。

八
調
査
内
容

① 

桐
生
木
遣
の
歴
史

②
 

唄
わ
れ
て
い
る
木
遣
、
復
元
可
能
の
木
遣

七
調
査
対
象
者

桐
生
木
遣
保
存
会
「桐
声
会
」 

会
長 

時
田 

安
三 

桐
生
市
境
野
町
二
丁
目
七
一
三
—
十
一

六
調
査
員

平

塚

貞

作
(
群
馬
県
文
化
財
保
護
指
導
員)

五
調
査
協
力
機
関

桐
生
市
教
育
委
貝
会(
文
化
財
保
護
課)

藤
生
洋
一
郎 

課
長

伊
藤
晋

祐 

課
長
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長 

大

瀬
_
祐
太 

管
理
係
長

高
橋
順
一 

主
幹
兼
専
門
員 

小
野
瀬
和
男 

専
門
員(
担
当) 

川
原
武
男 

主
任
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木

遣

へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

蔵
座
敷
の
戸
前
に
立
つ
と
、
威
厳
に
も
満
ち
た
あ
る
種
の
緊
張
感
を
覚
え
る
。
無
言
の
威
圧
感
と
比
類
な
き
安
定
感
。
幾
重
に
も
喰
い
合
う
重
厚
な
観 

音
開
き
は
、
松
墨
に
よ
る
「烏
の
濡
れ
羽
色
」
。
塗
り
込
め
ら
れ
た
雲
母
粉
が
冷
た
い
光
を
放
ち
、
触
れ
た
指
先
に
は
金
属
質
と
し
て
伝
わ
る
。
開
閉
に 

あ
た
っ
て
の
「煙
返
し
」
は
、
半
紙
一
枚
ほ
ど
の
妥
協
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
磨
き
抜
か
れ
て
、
幾
世
代
経
て
も
微
動
だ
に
し
な
い
堂
々
と
し
た
風 

格
は
、
存
在
感
に
お
い
て
他
を
圧
し
て
、
左
官
技
術
の
妙
に
は
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

寸
分
違
わ
ぬ
機
能
の
秘
密
は
単
に
左
官
技
術
の
み
で
は
な
い
。
重
厚
な
扉
を
支
え
る
部
材
と
、
直
視
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
完
璧
な«

基
礎
地
形.

き 

そ
じ
ぎ
よ
う»

に
よ
っ
て
磐
石
に
保
持
さ
れ
て
い
る
。

土
蔵
に
限
ら
ず
全
て
の
構
築
物
は
も
と
よ
り
、
銘
木
を
多
用
し
、
贅
を
尽
く
し
た
建
造
物
か
ら
一
般
住
宅
が
、
建
物
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
続
け
る 

た
め
に
は
基
礎
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
特
に
建
築
物
の
場
合
、
建
物
の_

重
と
建
物
に
加
わ
る
二
次
的
外
力
を
含
め
て
、
上
部
構
造
と
一
体
と
な
っ
た
全 

重
量
を
磐
石
に
支
え
て
安
全
に
地
盤
に
伝
え
る
重
要
な
部
分
が
基
礎
で
あ
る
。

建
物
が
完
成
し
た
場
合
、
基
礎
の
部
分
は
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
存
在
で
、
人
々
の
意
識
か
ら
も
程
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
基
礎
は
、
建
物 

が
い
っ
た
ん
出
来
上
が
っ
た
後
で
は
、
や
り
直
し
の
き
か
な
い
部
分
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
絶
対
に
手
抜
き
が
許
さ
れ
な
い
。
ま
さ
に
「縁
の
下
の
力
持 

ち
」
と
し
て
重
要
な
機
能
と
任
務
が
基
礎
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「砂
上
の
楼
閣
」
は
、
地
盤
や
基
礎
工
事
の
重
要
性
を
体
験
か
ら
言
わ
し
め
た
先
人
の
戒 

め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

基
礎
工
事
は
、
地
均
し
——

縄
張
り
——

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
——

水
盛
り
遣
り
方
の
仮
設
工
作
を
経
て
、
基
礎
の
形
式
に
従
っ
て
、
根

切

り(
布
堀
り, 

壺
掘
り•

総
堀
り)

を
行
い
、
地
盤
の
支
持
力(
地
耐
力)

を
補
強
し
て
基
礎
を
安
全
に
支
え
る
こ
と
を«

地
形
——

じ
ぎ
よ
う»

と
言
う
。
玉
石
地
形
、
 

割
栗
地
形(
布
基
礎•

独
立
基
礎)

ヽ
ろ
う
そ
く
地
形
、
砂
地
形
、
杭
打
ち
地
形
が
現
在
の
工
法
と
し
て
主
力
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
基
礎
工
事
に
お
け
る
機
械
化•

近
代
化
は
め
ざ
ま
し
く
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ラ
ン
マ
ー•

輾
圧
バ
ィ
ブ
レ
ー
タ
ー
の
出
現
に 

よ
っ
て
、
伝
統
的
な
在
来
工
法
は
急
速
に
姿
を
消
し
た
。
機
械
化•

近
代
化
以
前
は
、
基
礎
工
事
全
般
は
、
単

に

「地
形
」
と
言
い
、
多
く
の
場
合
は
、
 

普
請
す
る
施
主
の
親
戚
や
知
人
の
「
ユ
ィ
」
的
奉
仕
と
い
う
手
伝
い
が
主
た
る
労
力
で
、
さ
ら
に
、
専
門
職
で
あ
る
鳶
職
一
人
が
指
導
采
配
す
る«

真
棒



胴
突
——

し
ん
ぼ
う
ど
う
づ
き»

に
ょ
る
「玉
石
地
形
」
が
主
流
で
あ
っ
た
。

筆
者
の
旧
居
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
新
築
普
請
で
、
こ
の
時
も
真
棒
胴
突
き
で
行
わ
れ
た
。
 

多
く
の
鳶
職
に
伺
っ
て
も
最
後
の
事
例
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
真
棒
胴
突
き
の
場
合
、
 

真
棒
の
落
下
は
、
五
〜
六
秒
に
一
発
の
作
業
サ
ィ
ク
ル
に
ょ
っ
て
玉
石
を
突
き
固
め
る
〇
直
径 

二
十
五F

位
、
長
さ
約
四
メ5

、

重
量
百M

に
達
す
る
櫸
の
丸
太
を
真
棒
と
し
、
基
部
に
は
金
輪 

を
嵌
め
、

「根
付
く
」
と
い
う
短
い
綱
が
伸
び
る◦

こ
れ
は
、
胴
突
き
作
業
中
、
真
棒
の
落
下 

位
置
を
自
在
に
操
る
重
要
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
少
し
上
方
に
は
、
七
〜
八
本
の
縄
を
鞠
っ 

て
太
く
強
靱
と
し
た
「親
綱
」
二
本
を
結
わ
え
付
け
る
、
こ
の
真
棒
は
、
ア
ン
ド
ン
櫓
の
中
央 

に
据
え
ら
れ
て
「根
取
り
」
さ
ん
が
控
え
る
。
親
綱
は
、
櫓
上
方
の
滑
車
を
介
し
て
五
〜
六
本 

の
縄
が
結
ば
れ
、
こ
の
縄
が
「
ヤ
ナ
ギ
」
と
称
さ
れ
る
「曳
き
綱
」
で
あ
る
。
ヤ
ナ
ギ
は
作
業"

者
が
握
り
、
曳
き
役
と
な
る
。
時
に
は
、

一
本
の
ヤ
ナ
ギ 

に
二
〜
三
人
着
く
場
合
も
あ
る
。

根
取
り
の
指
示
に
よ
〇
て
一
斉
に
綱
を
曳
く
と
、
真
棒 

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
引
き
寄
せ
た
綱
を
一
斉
に
放
す
と
真 

棒
は
自
重
で
落
下
す
る
。
こ
の
時
、
根
取
り
は
、
手
に
し 

た
根
付
く
に
よ
っ
て
落
下
方
向
と
位
置
を
自
在
に
定
め
て 

玉
石
上
に
落
と
す
。
こ
れ
に
よ
る
衝
撃
に
よ
っ
て
玉
石
が 

沈
み
、
地
盤
が
突
き
固
め
ら
れ
る
。

地
形
の
現
場
や
地
盤
の
状
況
に
よ
っ
て
、
玉
石
は
、
根 

堀
り
の
底
に
一
つ
並
べ
に
突
き
固
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な 

い
。
二
段
重
ね
、
三
段
、
四
段
と
積
み
重
ね
ら
れ
、
周
囲 

は
、
栗
石
と
目
潰
し
の
切
り
込
み
砂
利
と
に
よ
っ
て
磐
石

櫓地形•鳴き地形における曳き子。

輾圧プレートバイブレーター。 輾圧ビブランマー。 手だこ。



な
地
盤
と
な
り
、
地
形
が
出
来
上
が
る
。

玉
石
が
強
固
に
据
え
ら
れ
た
か
否
か
の
判
断
は
、
玉
石
と
真
棒
と
の
衝
撃
音
に
ょ
っ
て
根
取
り 

さ
ん
が
見
極
め
る
。
こ
ぅ
し
て
、

ー
ヵ
所
で
長
さ
一 
K

程
の
地
形
が
完
成
す
る
と
、
櫓
ご
と
移
動 

さ
せ
て
順
次
地
形(
突
き
固
め
作
業)

を
進
行
さ
せ
る
、

一
般
住
宅
の
場
合
は
二
〜
三
日
で
完
了 

す
る
。
機
械
化
さ
れ
た
現
在
の
工
法
は
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ラ
ン
マ
ー
で
毎
分
五
十
〜
六
十
回
の
真 

棒
落
ち
に
相
当
し
、
通
常
の
住
宅
の
場
合
一
〜
二
時
間
程
の
作
業
で
完
了
す
る
。
さ
ら
に
進
歩
し 

た
バ
ィ
ブ
レ
ー
タ
ー
方
式
は
、
高
速
振
動
に
ょ
る
連
続
衝
撃
で
五
〜
十
ト
ン
ロ
ー
ラ
ー
に
匹
敵
す 

る
威
力
で
、

一
般
住
宅
の
場
合
十
五
〜
三
十
分
程
の
作
業
時
間
で
あ
る
た
め
、
住
宅
建
設
が
著
し 

い
現
在
で
も
、
ぅ
っ
か
り
す
る
と
施
主
で
も
お
目
に
掛
か
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

か
つ
て
の
工
法
は
、
人
生
に
一
度
有
る
か
無
い
か
の
慶
事
で
、
親
類
縁
者
の
ユ
イ
的
奉
仕
の
性
格
が
強
く
、
素
人
の
作
業
者
が
「綱
を
曳
く
」
力

を

「
 

タ
メ
ル
」

一
斉
に
「放
す
」
•
•
•
•

一
連
の
作
業
シ
ス
テ
ム
を
、
全
員
の
呼
吸
や
動
作
を
同
一
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
る
必
要
か
ら
「作
業
歌
」
が 

不
可
欠
と
な
る
。

「
お
っ
母
っ
ち
ゃ
ん
の
た
め
な
ら
エ
エ
ー
ン
ヤ
コ
ォ
ー
ラ
。
「
お
っ
父
っ
ち
ゃ
ん
の
た
め
な
ら
エ
ー
ン
ヤ
コ
ォ
ー
ラ
。
は
定
番
詞
章
と
し
て
良
く
知
ら 

れ
て
い
る
が
、
単
調
な
作
業
の
た
め
作
業
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
た
め
と
、
時
に
は
志
気
を
鼓
舞
さ
せ
る
必
要
が
主
目
的
で
あ
っ
て
、
詞
章
の
中
身
は
卑
猥 

な
部
類
が
多
い
。
若
い
女
性
が
通
れ
ば
、r

娘
が
通
る
ぞ
エ
ン
ヤ
コ
ラ
。
「
こ
っ
ち
を
見
た
ぞ
え
エ
ン
ヤ
コ
ラ
。
心
地
ょ
い
風
が
吹
け
ばr

ヵ
ゼ
も
手
伝 

ぅ
エ
ン
ヤ
コ
ラ
。
落
ち
葉
が
舞
え
ばr

木
の
葉
が
踊
る
ぞ
エ
ン
ヤ
コ
ラ
。•
•
•
•

周
囲
の
情
景
は
即
座
に
取
り
入
れ
て
、
た
わ
い
も
な
い
作
業
唄
が
出 

来
上
が
る
。
多
人
数
の
現
場
に
は
必
ず
奇
知
に
富
ん
だ
者
が
居
り
、
詞
章
の
中
身
に
は
事
欠
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
「真
棒
胴
突
き
」
は
、
根
取
り
役
の
鳶
頭
を
除
け
ば
、
全
て
素
人
集
団
で
あ
る
が
、
鳶
職
の
専
門
職
能
と
し
て
行
ぅ
「地
形
」
も
あ
る
。
 

«

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
地
形»
«

櫓
地
形»

な
ど
と
呼
ば
れ
、
桐
生
で
は«

鳴
き
地
形»

と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ま
た
単
に«

地
形»

な
ど
と
称
さ
れ 

る
も
の
で
、
真
棒•

ア
ン
ド
ン
ヤ
グ
ラ,

親
綱•

ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
道
具
や
段
取
り
は
、
前
述
の
素
人
集
団
に
ょ
る
地
形
と
相
違
な
い
が
、
決
定
的
な
違
い 

は
、
真
棒
の
動
き
に
あ
る
。
ヤ
ナ
ギ
を
曳
い
て
、
真
棒
を
曳
き
上
げ
た
状
態
で
い
っ
た
ん
止
め
て
、
呼
吸
を
整
え
、
力
を
貯
め
て
、
さ
ら
に«

ユ
ス
リ» 

を
か
け
て
真
棒
を
上
方
に
曳
き
上
げ
て
一
気
に
落
下
さ
せ
る
。
作
業
サ
イ
ク
ル
は
、
約
十
八
〜
二
十
秒
に
一
発
の
真
棒
落
下
で
、
作
業
歌
も
独
特
で
、
い

根取り役。



か
に
も
プ
ロ
集
団
に
ょ
る
仕
事
で
あ
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
素
人
集
団
に
比
し
玉
石
へ
の
衝
撃
は
倍
加
し
、
良
く
シ
マ
ル
結
果
と
な
っ
て
、
ょ
り
強
固
な

地
盤•

基
礎
と
な
る
。

こ
の
時
の
作
業
歌
は
、

え 

レ
え 

ぇ
え
ん
や

ア

：

■

れ
ぇ

え 

ア 

れ
こ
—

の
ォ

—:

：:

^
j

代
は
目
出
度
の̂
^
 

一
や̂̂

—

れ
こ
の
ド 

い
え
——

ぇ 

え
ん
や
ア
——

れh

え 

ヤr

レ

コ

ノ

若

松

様

竹
に
は
雀
が 

\
 

梅
に
は
鶯 

\

 

品
よ
く
止
ま
る 

\

 

峰
の
小
松
に 

\

 

雛
鶴
か
け
て

谷
の
流
れ
で 

\
 

真
棒
は
黒
金 

そ
の
他
各
種
あ
っ
て
七
五
調
で
あ
れ
ば
全
て
唄
う
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
作
業
歌
で
地
形
が
進
行
す
る
が
、
歌
っ
た
り
、
曳
い
た
り(
結
果
と
し
て
力
を
出
す)

と
い
う 

連
続
作
業
で
は
長
続
き
し
な
い
、
し
た
が
っ
て
三
秒
間
隔
ぐ
ら
い
の
「
ヨ
ィ
チ
ョ
ン
突
き
」
を
織
り
ま
ぜ
る
が
、
 

こ
れ
も
六
回
ぐ
ら
い
連
続
さ
せ
る
と
大
変
疲
れ
る
も
の
で
、
力
を
タ
メ
る
た
め
、
あ
る
い
は
曳
き
子
を
休
ま
せ 

る
必
要
か
ら
、
十
八
〜
二
十
秒
の
作
業
に
移
行
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ヨ
ィ
チ
ョ
ン
突
き
の
場
合
は
、
真
棒
の
上
昇
は
少
な
く
、
威
力
も
当
然
弱
い
。
強
固
な
地 

形
、
つ
ま
り
磐
石
な
地
盤
は
、
真
棒
を
よ
り
上
方
に
曳
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
「鳴
き
屋
」
と

い
ぅ
特
別
な
任
務
を
持
っ
た
曳
き
役
が
配
置
さ
れ
る
。
鳴
き
屋
と
は
、
鳴
き
地
形
に
お
け
る
作
業
歌
を
歌
い〇

づ
け
る
こ
と
を
本
務
と
し
て
い
る
。
従
っ 

て
、
ヤ
ナ
ギ(
曳
き
綱)

を
握
っ
て
、
他
の
曳
き
役
と
同
じ
動
き
は
す
る
も
の
の
ヤ
ナ
ギ
は
程
ん
ど
弛
ん
だ
ま
ま(
力
を
入
れ
て
な
い)

で
歌
い
つ
づ
け 

る
。
歌
い
疲
れ
る
と
ヨ
ィ
チ
ョ
ン
突
き
に
移
行
す
る
が
、
曳
き
役
が
疲
れ
て
く
る
と
、
す
か
さ
ず
「鳴
い
て
く
れ
ぇ
一
」
と
催
促
が
来
て
再
び
十
八
秒
休 

め

る

「鳴
き
地
形
」
と
な
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
全
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
の
連
続
作
業
で
は
、
肉
体
的
な
リ
ズ
ム
、
作
業
の
リ
ズ
ム
の
必
要
か
ら
作
業
歌
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
歌
専
門 

の
従
事
者
も
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
形
工
事
の
実
例
と
し
て
は
、
重
要
文
化
財
桐
生
明
治
館
は
、
昭
和
三
年
、
相
生
村
役
場
と
し
て
前
橋
市
よ
り
移
築
さ
れ
た
経
緯
は
良
く
知
ら
れ 

て
い
る
が
、
明
治
館
の
古
い
記
録
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
二
十
五
日
よ
り
六
日
間
に
わ
た
っ
て
、
二
十
人
の
作
業
者
が
三
十
貫
以
上
の
真
棒
に
よ
っ
て
地
形 櫓地形•鳴き地形の再現。



工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
九
月
、
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
に
ょ
る
空
前
の
大
被
害
は
、
戦
後
の
物
資
難
と
、
人
手
不
足
を
は
ね
の
け
敢
然
と
し
た
災
害
復
旧
に
は
こ
の 

地
形
が
随
所
で
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
新
制
中
学
校
建
設
を
始
め
と
し
て
、
公
共
建
築
で
は
伝
統
工
法
が
そ
の
任
を
果
た
し
、
昭
和
三
十
二
年
の
西
方
寺 

庫
裡
や
昭
和H

十
二
年
の
梅
田
中
学
校
体
育
館
工
事
に
お
け
る
「櫓
地
形•

割
栗
地
形
」
が
最
後
の
実
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

西
方
寺
の
地
形
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、
設
計
士
が
現
場
に
「水
を
入
れ
た
コ
ッ
プ
」
を
置
き
、
水
面
の
波
立
ち
状
況
に
ょ
っ
て
、
強
固
に 

突
き
固
め
ら
れ
た
か
否
か
の
判
断
を
し
、
梅
中
体
育
館
で
は
、
鳴
き
役
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
が
現
桐
声
会
相
談
役
の
八
木
一
輔
で
あ 

り
、
曳
き
子
と
し
て
従
事
し
た
の
が
副
会
長
の
堀
田
良
雄
で
あ
る
。

地
盤
を
強
固
に
突
き
固
め
て
、
基
礎
石
を
磐
石
に
据
え
る
「地
形
」
に
あ
っ
て
、
建
築
の
す
べ
て
の
工
程
の
中
で
、
最
も
重
要
視
さ
れ
、
最
も
華
や
か 

に
行
わ
れ
た
工
程
が
、
木
遣
り
を
伴
ぅ«

木
遣
地
形»
«

棚
地
形»

で
あ
る
。

木
遣
を
唄
い
な
が
ら
の
連
続
作
業
の
た
め
か
、
木
遣
地
形
と
も
呼
ば
れ
る
が
む
し
ろ
、
大
掛
り
な
棚
足
場
を
構
え
て
の
作
業
で
あ
り
、
木
遣
師
は 

「棚
地
形
」
と
称
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
る
。

前
述
の
二
例
の
地
形
と
は
、
工
法•

目
的•

費
用.

工
期•

作
業
者

•  

.  

•  

•

す
べ
て
に
異
質•

異
彩
で
、
建
築
普
請
に
お
け
る
「華
」
と
ま
で
言
わ

れ
た
の
が
「棚
地
形
」
で
あ
る
。

櫓と真棒。



四人用手だこの再現。

この場合、右側手前の作業者が「根取り」役で、たこの落下位置と全体の進行すべてを 

采配する〇

鍬形蕙斎が描しヽた棚地形の状況【地衡,じづき一部分】。

和
哥
乃

浦
に
ハ

名
所
が
御
坐
る

近
松翁

の
こ
と
はな

里

日
本
乃

a
Y
U

や,

ハ 

象
ん
や
ら
や

か
ら
の
き
や
り
ハ
け
ゝ
ら
ほ
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と
ハ



輦台と真棒上部。 桐生明治館前庭に建った【棚足場】 平成3年11/1〜30。 
(以下棚地形に関する写真は桐生明治館の提供です。)

—7 一

棚
地
形•

木
遣
地
形
の
実
態

建
物
の
平
面
図
に
副
っ
て
、
必
要
と
す
る
「基
礎
」
全
体
を
覆
う
規
模
の
「棚
足
場
」
の
組
み
立
て
か
ら
始 

1

 

ヒノキ 

■

ま
る
。
棚
足
場
は
、
杉
丸
太
も
し
く
は
桧
丸
太
と
の
荒
縄
掛
け
で
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
二
階
建
て
と
な
る
。■  

足
場
掛
け
に
あ
た
っ
て
は
、
横
繋
ぎ
の
元
口
と
末
口
、
各
布
の
返
し
丸
太
に
留
意
し
、
緊
結
に
は
「龍
頭•

り
一 

ゅ
う
ず
」
と
称
す
る
荒
縄
で
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
下
か
ら
上
へ
の
三
連
に
よ
る
「
よ
り
込
み
結
び
」
で
行
う
。
筋 

か
い
は
、
足
場
材
と
交
差
す
る
箇
所
す
べ
て
を
緊
結
す
る
が
、
筋
か
い
丸
太
の
交
差
箇
所
の
み
緊
結
し
な
い
こ 

と
が
鉄
則
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
刑
場
の
竹
矢
来
に
通
じ
、
も
っ
と
も
忌
み 

嫌
わ
れ
る
。
構
造
的
に
は
二
階
建
て
で
あ
る
が
、
桐
生
の
特
徴
と
し
て
、
二
階
の
上
部
に
後
述
の
「輦
台•

れ
X
 

ん
だ
い
」
を
固
定
す
る
横
材(

コ
ロ
バ
シ)

が
全
体
に
並
走
す
る
。

以
上
の
棚
足
場
の
組
み
立
て
が
済
む
と
、
基
礎
の
「根
切
り
」
を
行
い
、
根
堀
り
底
に
は
「基
礎
石
」
と
な 

1

 

る

「玉
石
」
が
据
え
ら
れ
る
。
玉
石
は
、
据
わ

り(
安
定)

が
良
い
よ
う
に
適
度
な
丸
味
で
鏡
餅
様
な
厚
み
が 

最
良
と
さ
れ
、
土
蔵
の
場
合
は
、
直
径
四
十
五
cm
か
ら
五
十
cm
ぐ
ら
い
が
一
般
的
に
多
く
使
わ
れ
る
。

玉
石
上
に
「真
棒
」
が
立
ち
、
真
棒
の
最
上
部
は
、
作
業
中
に
極
端
な
「
ブ
レ
」
が
な
い
よ
う
に
「輦
台
」
 

が
設
け
ら
れ
て
、
こ
の
中
に
収
ま
る
。
輦
台
は
、
金
輪
に
縄
や
藤
蔓
を
巻
き
付
け
て
油
を
滲
み
込
ま
せ
て
作
り
、
 

真
棒
の
直
径
に
比
し
て
三
倍
程
の
リ
ン
グ
状
で
木
枠
に
収
ま
る
。
こ
の
形
状
が
か
つ
て
、
大
井
川
な
ど
で
有
名 

な
渡
河
川
の
輦
台
に
似
て
い
る
た
め
の
名
称
で
あ
る
。

他
所
、
例
え
ば
前
橋
で
は
金
輪
に
幾
つ
も
の
金
属
小
環
を
つ
け
て
ロ
ー
プ
で
四
方
に
吊
る
方
法
も
あ
る
が
、
 

桐
生
で
は
、
先
の
並
走
す
る
二
本
の
丸
太
に
木
枠
を
固
定
す
る
方
法
が
も
っ
ぱ
ら
で
、
利
点
は
、
基
礎
の
真
上 

に
真
棒
が
位
置
す
る
こ
と
と
、
左
右
へ
の
移
動
の
容
易
に
あ
る
。

真
棒
は
常
に
輦
台
の
中
を
上
下
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
毎
回
真
っ
直
ぐ
な
上
下
動
で
は
な
く
、
地
形
の
進
行



と
地
盤•

玉
石
の
状
況
に
よ
っ
て
、
想
像
以
上
に
「
ナ
ナ
メ
」
に
振
ら
れ
る
た
め
に
、
余
裕
を
持
た
す
必
要
と
、
真
棒
の
元
部
は
太
く
、
上
部
は
徐
々
に 

細
く
な
っ
て
お
り
、
曳
き
上
げ
ら
れ
て
も
な
お
余
裕
を
も
た
せ
る
こ
と
と
、
後
述
の«

ユ
ス
リ»

状
態
の
必
要
か
ら
大
き
め
の
輦
台
と
な
っ
て
い
る
。

曳
き
綱
は
独
特
で
、

一
本
の
荒
縄
を
芯
と
し
て
、
こ
れ
に
七
本
〜
九
本
の
荒
縄
が
卷
か
れ
る
。
こ
の
作
業
は
多
く
の
場
合
、
大
八
車
を
用
い
て
絢
わ
れ 

る
。
大
八
車
を
浮
か
せ
て
、
車
輪
の
空
転
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
ず
、
芯
に
な
る
縄
を
車
軸
に
結
わ
え
る
。
次
に
、
車
輪
部
に
六
本
〜
八
本
の 

縄
を
結
わ
え
る
と
準
備
が
整
ぅ
。

作
業
者
は
、
七
本
撚
り
の
場
合
、
芯
縄
を
含
め
て
縄
の
先
端
を
持
っ
七
人
の
他
に
、
絢
わ
れ
る
部
分
を
押
さ
え
る
者
と
、
車
輪
を
回
転
さ
せ
る
者
計
九 

人
が
必
要
で
、
こ
の
作
業
を«

縄
地
形•

な
わ
じ
ぎ
よ
ぅ»

と
呼
び
、
«

掛
束•

か
け
づ
か»

な
ど
の
調
子
の
良
い
木
遣
り
を
唄
い
な
が
ら
整
然
と
し
た 

作
業
で
、
車
輪
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
芯
と
な
る
縄
を
中
心
と
し
て
、
周
囲
か
ら
六
本
〜
八
本
の
縄
が
芯
縄
を
抱
き
込
み
な
が
ら
強
靱
な
極
太
に 

構
成
さ
れ
て
曳
き
綱
が
完
成
す
る
。
こ
の
綱
を«

ヤ
ナ
ギ»

と
呼
ぶ
。
こ
の
手
法
で
絢
わ
れ
た
縄
は
、

「釣
瓶
井
戸
」
で
も
多
く
利
用
さ
れ
、
古
く
な
っ 

た
縄
は
し
な
や
か
に
練
れ
て
い
る
た
め
三
〜
四
cm
に
切
っ
て
、
揉
み
ほ
ぐ
し
て
土
壁
の
中
塗
土
の
ツ
タ
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。

真
棒
は
直
径
約
一
尺
以
上
、
全
長
約
三
間
以
上
、
重
量
三
十
貫
か
ら
八
十
貫
に
も
達
す
る
「櫸
丸
太
」
が
良
く
使
わ
れ
る
。
か
っ
て
の
公
共
工
事
に
お

け

る

「地
形
仕
様
」
は
三
十
貫
以±

と
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

真
棒
の
元
部
に
は
、
重
厚
に
鍛
造
さ
れ
た
「黒
金•

く
ろ
が
ね
」
と
称
さ
れ
る
「金
輪
」
を
嵌
め
込
ん
で
、
 

真
棒
の
引
き
裂
け
を
防
ぎ
、
こ
の±

に
«

根
取
り»

役
が
握
る«

根
付
く»

が
伸
び
、
少
し±

方
の
四
箇
所
に 

「ダ
ボ
ー•

太
柄
」
が
埋
め
込
ま
れ
て
、
わ
ず
か
に
露
出
し
た
ダ
ボ
ー
の
頭
を
取
り
巻
く
ょ
う
に
「竹
縄
」
を 

廻
し
て
、
こ
こ
に
、
先

の

「
ヤ
ナ
ギ
」
が
結
わ
え
ら
れ
て
、
ー
ー
階
の
棚
足
場
に
控
え
る
「曳
き
子.

曳
き
役
」
 

ま
で
伸
び
る
。

地
形
作
業
に
あ
た
っ
て
は
「七
人
曳
き
」

「九
人
曳
き
」
が
一
般
的
で
、
七
人
曳
き
の
場
合
は
、
曳
き
子
六 

人
と
根
取
り
一
人
が
従
事
す
る
。
真
棒
の
重
量
に
ょ
っ
て
、
曳
き
子
が
増
減
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
寺 

社
の
堂
塔
や
鳥
居
な
ど
格
式
を
重
ん
じ
た
り
、
富
豪
が
勢
威
を
誇
示
す
る
門•

土
蔵
な
ど
で
は
、
三
階.

五
階 

建
て
の
大
が
か
り
な
棚
足
場
を
組
ん
で
、
紅
白
の
曳
き
綱(

ヤ
ナ
ギ)

を
用
い
て
、
木
遣
り
を
響
か
せ
て
、
格 

調
た
か
く
賑
や
か
に
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。

玉石上に立つ真棒基部と太柄•竹縄•ヤナギ。 

「根付く」はヤナギに懸けて休んでいる状態。



根
取
り
さ
ん
は
真
棒
の
元
部
、
金
輪
と
ダ
ボ
ー
の
間
に
結
わ
え
た
「根
付
く
」
を
持
っ
て
根
堀 

り
底
に
控
え
る
。
 

I  

木
遣
り
の
進
行
に
従
っ
て
曳
き
子
全
員
が
「
ヤ
ナ
ギ
」 

つ
ま
り
握
っ
た
綱
を
曳
く
こ
と
に
よ
っ 

i  

て
、
真
棒
が
曳
き
上
げ
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
い
っ
た
ん
真
棒
を
静
止
さ
せ
る
。
次
い
で
、
曳
き
子
が 
- 

力

を

「
タ
メ
」
て
、
呼
吸
を
整
え
て
、
更
に
綱
を
曳
く
。
つ
ま
り
、
二
階
の
棚
足
場
上
に
い
て
、
 

足
や
身
体
の
移
動
に
制
約
が
あ
る
曳
き
子
が
、
腕
と
身
体
を
の
け
ぞ
っ
て
も
、

一
回
に
曳
く
長
さ1 

(
高
さ)

に
は
限
界
が
あ
り
、
二
回
に
わ
た
っ
て
真
棒
を
曳
き
上
げ
て
、
結
果
と
し
て
高
位
置
か 

I  

ら
の
落
下
衝
撃
を
意
図
し
た
独
特
な
作
業
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が«

ユ
ス
リ»

で
、
こ
の
時
、
真 

1  

棒
の
元
部
は
根
取
り
さ
ん
が
手
を
伸
ば
し
て
も
や
っ
と
届
く
か
、
そ
れ
以
上
の
高
さ
ま
で
曳
き
上 

げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
場
合
で
も
根
取
り
は
「根
付
く
」
の
み
が
頼
り
と
な
る
。
手
繰
っ
た
綱 

を
曳
き
子
が
一
斉
に
放
す
と
真
棒
は_

重
で
落
下
し
、
根
取
り
が
定
め
た
位
置
に
落
ち
る
。
そ
の 

衝
撃
に
よ
っ
て
玉
石
は
沈
む
。

一
連
の
作
業
サ
イ
ク
ル
は
、
木
遣
り
の
リ
ズ
ム«

大
間•

お
お
ま»

と
«

中
間•

ち
ゅ
う
ま»

に
よ
っ
て
多
少
の
遅
速
が
あ
る
が
、
典
型
的
な
中
間
を 

特
徴
と
す
る
桐
生
は
、
全
国
で
も
最
も
速
い
サ
イ
ク
ル
と
言
わ
れ
、
江
戸
木
遣
は
大
間
の
リ
ズ
ム
で
最
も
遅
い
作
業
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
て
、
桐
生
の
場
合 

は
一
分
間
に
二
発
の
真
棒
落
ち
が
標
準
で
、
大
間
の
リ
ズ
ム
の
場
合
は
多
少
伸
び
る
こ
と
が
特
長
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
約
一
分
間
に
二
発 

の
真
棒
落
ち
が
棚
地
形
の
標
準
で
、
こ
の
作
業
を
安
全
に
遂
行
出
来
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
作
業
歌
が
「木
遣
」
で
あ
る
。

玉
石
が
磐
石
に
据
え
ら
れ
た
か
//:
。
つ
ま
り
堅
固
な
地
盤•

基
礎
と
な
っ
た
か
否
か
の
判
断
は
、
玉
石
の
沈
み
具
合
や
衝
撃
音
に
よ
っ
て
根
取
り
役
が 

判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
玉
石
へ
の
真
棒
落
ち
回
数
は
、
同
じ
現
場
で
あ
っ
て
も
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
た
め
出
す
木
遣
り
も
長
短
お
り
混
ぜ 

な
が
ら
の
作
業
が
続
け
ら
れ
る
。
木
遣
り
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
真
棒
落
ち
三
発•

六
発•

七
発•

十
発•

十
一
発
。
例
え
ば«

野
曽
喜.

の
ぞ
き»
«
 

清
念
寺.

せ
い
ね
ん
じ»
«

黒
金•

く
ろ
が
ね»

な
ど
で
は
、
十
九
発
の
真
棒
落
ち
に
構
成
さ
れ
て
、
木
遣
り
の
曲
に
よ
っ
て
真
棒
落
ち
、
つ
ま
り
時
間 

的
な
長
さ
が
決
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
真
棒
落
ち
が
必
要
な
場
合
は
、
春
の
返
し
、
弐
の
返
し
、
参
の
返
し
と
言
う
よ
う
に
「返
し
」
の
手
法
や
、

「元 

歌
•

も
と
う
た
」
に
続
け
て
、
下
の
句
に
相
当
す
る
替
え
歌
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
、
次
か
ら
次
ぎ
に
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何

回
(
何
発)

で
も
連
続
さ 木遣りが進行し、中棒とともに真棒が引き 

上げられる(途中)



せ
て
、
真
棒
の
落
下
を
可
能
と
す
るT

夫
が
出
来
て
い
る
。

一
人
前
の
木
遣
師
は
、
最
低
で
も
二
時
間
以±

に
わ
た
っ
て
唄
い
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
棚
地
形
の
曳
き
役
は
努
め
ら
れ
な
い
。
先
に
も
記
し
た
が
、
 

棚
地
形
の
現
場
で
は
「木
遣
り
」
の
唄
以
外
は
、

一
切
無
言
で
作
業
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
石
の
補
給
や
輦
台
の
移
動
が
あ
る
に
せ
よ
、
極 

言
す
れ
ば
、
朝
の
作
業
開
始
か
ら
十
時
の
お
茶
休
み
ま
で
連
続
し
て
地
形
の
進
行
、
つ
ま
り
木
遣
り
が
延
々
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に«

木
遣 

師»

の
偉
大
さ
が
実
感
と
し
て
納
得
で
き
は
し
ま
い
か
〇
な
ぜ
な
ら
ば
、
立
ち
場
を
替
え
て
、
現
在
の
我
々
が
カ
ラ
オ
ケ
に
興
ず
る
ば
あ
い
、
歌
詞
カ
ー 

ド
な
し
に
音
程
と
リ
ズ
ム
を
外
す
こ
と
な
く
、
自
信
を
も
っ
て
二
〜
三
曲
完
全
に
歌
い
こ
な
せ
る
人
が
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
仮 

に
居
た
と
し
て
も
二
〜
三
曲
で
は
数
分
か
ら
十
分
程
度
で
あ
る
。
木
遣
り
の
場
合
は
、
歌
詞
カ
ー
ド
は
も
と
よ
り
、
全
体
の
進
行
や
次
節
を
暗
示
さ
せ
る 

伴
奏
が
一
切
な
い
う
え
に
、

一
瞬
々
々
に
、
自
分
や
仲
間
の
命
が
懸
か
っ
て
い
る
と
い
う
極
限
状
況
が
延
々
と
続
く
な
か
、
身
体
の
奥
底
か
ら
渾
身
の
力 

を
振
り
絞
っ
て
の
作
業
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
唄
う
木
遣
り
の
順
番
に
も
厳
格
な
約
束
ご
と
が
控
え
て
い
る
。

作
業
開
始
時
の
朝
は
、
先

ず

「真
鶴•

ま
な
づ
る
」
「手
古•

て
こ
」
か
ら
始
ま
り
「小
車•

こ
ぐ
る
ま
」
「野
曽
喜.

の
ぞ
き
」
。
昼
近
く
に
な
る
と 

「ど
ん
し
よ
め
」
が
出
て
「酒
田•

さ
か
た
」
が
出
れ
ば
昼
食
と
な
る
。
午
後
も
「真
鶴•

手
古
」
で
は
じ
ま
り
「東
金•

と
う
が
ね
」

「金
輪•

か
な 

わ
」
な
ど
で
三
時
の
休
憩
。
休
憩
後
は
「真
鶴•

手
古
」
に
続
い
て
「五
萬
石•

ご
ま
ん
ご
く
」

「
五
尺
手
拭•

ご
し
ゃ
く
て
の
ご
い
」
な
ど
の
端
物
に 

続
い
て
「黒
金

•  

く
ろ
が
ね
」
で
一
日
の
作
業
が
仕
舞(
終
了)

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
何
事
に
お
い
て
も
「真
鶴
」

「手
古
」
が
先
陣
で
、
真
鶴
は
俗
に
「鶴
の
一
声
」
あ
る
い
は
「遣
り
声
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
周
囲
や
木 

遣
師
に
「
い
っ
さ
い
を
取
り
仕
切
る
」

「
こ
れ
か
ら
始
め
ま
す
」
と
言
う
意
味
で
、
手
古
は
「
い
か
な
る
場
合
で
も
最
初
に
遣
る
木
遣
り
」
で
、
木
遣
師 

を
含
め
て
物
事
全
て
を
祓
い
清
め
て
、
工
事
の
安
全
や
祭
礼
に
お
け
る
鋅
山
車•

神
輿
の
安
全
な
渡
御
、
つ
ま
り
、
神
や
将
軍•

藩
主
の
「渡
御•

御
成 

り•

御
出
座
」
に
お
け
る
露
払
い
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

実
際
の
作
業
に
お
け
る
朝
一
番
に
出
す
木
遣
り
は
、
別

名«

朝
日
光•
あ
さ
に
っ
こ
う»

と
言
い
、
«

昼
酒
田•

ひ
る
さ
か
た»
«

夕
黒
金•

ゆ
う
く 

ろ
が
ね»

と
あ
り
、
地
形
が
仕
上
が
っ
た
最
後
の
「修
め
木
遣
り
」
は

「土
佐•

と
さ
」
で
、
俗

に«

笠
間
の
笠
脱
ぎ•

土
佐
の
手
打
ち»

と
も
言
い
、
 

祭
礼
の
山
車
で
は
「納
め
」
と
な
る
が
、
桐
生
の
祭
礼
で
は
、
祭
り
開
始
が
『翁
.

お
き
な
』
で
終
了
日
が
『翁
返
し•

お
き
な
が
え
し
』
で
、
俗
に
桐 

生
祇
園
は
『翁
に
始
ま
り
翁
で
終
わ
る
//:
』
と
言
う
習
俗
語
が
伝
統
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

棚
地
形
の
開
始
は
「真
棒
建
て
」
仕
舞

い(
終
了) 

は

「真
棒
修
め
」
稽
古
で
も
開
始
日
を
「真
棒
建
て
」
中
日
が
「中
真
棒
」
や

「真
棒
休
め
」
終



了
日
が
「真
棒
修
め
」
や

「真
棒
返
し
」
と
区
別
し
て
い
る
〇

こ
の
ょ
う
に
永
い
伝
統
あ
る
木
遣
り
は
、
棚
地
形
の
現
場
で
の
華
と
し
て
の
任
務
の
他
に
、
高
貴
人•

権
力
者
の
威
厳
高
揚
と
格
式
誇
示
。

一
般
民
衆 

が
ハ
レ
の
日
と
し
て
参
加
す
る
祭
礼
で
の
任
務
で
培
わ
れ
て
、
工
夫•

発
展
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
長
時
間
歌
い
続
け
る
、
あ
る
い
は
長
時
間
に 

わ
た
っ
て
の
極
限
状
況
下
で
の
肉
体
労
働
を
安
全
に
、
し
か
も
整
然
と
遂
行
さ
せ
る
工
夫
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
様
々
な
場
面
、
段
落 

の
区
切
り
に
出
す
木
遣
り
を
「齣
物•

く
さ
り
も
の
」
と
言
い
、
こ
れ
の
中
間
に
用
い
る
「端
物•

は
も
の
」
側
受
け
の
負
担
を
軽
く
さ
せ
る
「手
休
め 

物
」
や
長
道
中
を
流
す
「流
し
物
」

「巻
き
物
」
等
々
が
工
夫
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
相
当
数
の
木
遣
り
を
完
全
に
修
得
し
て
、
始
め
て
一
人
前
の
木 

遣
師
と
し
て
、
棚
地
形
に
従
事
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

木
遣
師
自
身
の
戒
め
と
し
て
、
良
く
耳
に
す
る
言
葉
に
「兄
に
は
な
っ
て
も
弟
に
は
な
る
な
//:
」
こ
の
こ
と
は
、
広
義
的
に
は
立
場
の
序
列
で
あ
る
が 

一
 

般
的
に
は
兄
弟
の
序
列
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
兄
木
遣
り
を
努
め
る
木
遣
師
が
上
位
で
、
弟
木
遣
側
が
下
位
に
位
置
ず
け
る
こ
と
で
は 

な
い
。

木
遣
り
の
構
成
は
、
音
頭
に
対
し
て
受
け
て
応
え
る
「掛
け
合
い
」
に
ょ
っ
て
全
て
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
陣
を
務
め
る
兄
は
常
に 

自
分
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
範
囲
で
木
遣
り
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
弟
は
そ
れ
に
続
い
て
受
け
て
応
え
る
立
場
で
あ
る
。
そ
の
立
場
を
敢
え
て
技 

術
面
か
ら
序
列
的
に
説
明
す
れ
ば
、
上
位
者
が
兄
に
相
違
な
い
が
、
木
遣
り
修
得
の
す
べ
て
の
面
で
上
位
の
者
で
な
い
と
弟
は
努
め
ら
れ
な
い
仕
組
み
が 

木
遣
り
と
も
言
え
る
。
厳
密
に
は
上
位
の
者
が
兄
を
務
め
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
が
、
木
遣
師
ど
う
し
で
立
場
を
決
め
る
場
合
、
自
ら 

が
進
ん
で
兄
を
努
め
る
こ
と
は
良
く
解
釈
す
れ
ば
謙
譲
の
美
徳
で
あ
る
が
、
本
来
は
恥
ず
べ
き
配
慮
と
い
え
る◦

こ
の
場
合
で
も
、
お
互
い
の
合
意
の
上 

で
の
場
合
は
、
互
い
に
負
担
を
軽
く
し
た
り
、
見
せ
ど
こ
ろ
、
聴
か
せ
ど
こ
ろ
を
譲
る
配
慮
が
必
要
な
場
面
も
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
に 

初
対
面
の
木
遣
西
行
と
相
対
す
る
場
面
が
か
つ
て
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
り
、
注
意
を
喚
起
さ
せ
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。

木
遣
り
の
構
成
上
、
兄
は
木
遣
り
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
が
弟
の
立
場
で
は
選
曲
出
来
な
い
宿
命
で
、
立
場
を
替
え
た
場
合
で
も
兄
が
唄
っ
た
木
遣
り 

は
、
弟
の
立
場
で
は
後
か
ら
出
す(
唄
う)

こ
と
も
で
き
な
い
暗
黙
の
約
束
が
出
来
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
相
手
の
度
量
も
把
握
で
き 

な
い
ま
ま
相
手
を
兄
と
し
て
、
自
分
が
弟
と
し
て
「受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
な
ど
と
口
走
る
こ
と
は
逆
に
解
釈
す
れ
ば
、
兄
の
度
量
が
試
さ
れ
て 

い
る
こ
と
と
な
っ
て
、
兄
は
次
か
ら
次
に
い
ろ
い
ろ
な
木
遣
り
を
出
し(
唄
う)

て
弟
に
受
け
さ
せ
る
。
仮
に
弟
が
知
ら
な
い
木
遣
り
が
出
さ
れ
て
受
け 

ら
れ
な
い(
続
け
て
唄
う
こ
と
が
出
来
な
い)

場
合
は
鉢
巻
き
を
取
っ
て
土
下
座
し
て
謝
る
な
り
、
祭
礼
の
場
合
は
、
絆
纏
を
脱
い
で
山
車
か
ら
降
ろ
さ



れ
て
し
ま
う
。

木
遣
師
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
鳶
職
と
い
う
職
人
で
あ
っ
て
、
職
人
と
し
て
の
誇
り
は
、
修
得
し
た
技
術
と
知
識
と
い
う
知
恵
そ
の
も
の
で 

あ
り
、
他
人
か
ら
の
技
術
的
誹
謗
に
は
、
金
銭
を
抜
き
に
し
た
絶
対
的
な
自
信
で
日
頃
の
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
木
遣
り
も
同
様
で
、
相
手 

の
度
量
を
見
極
め
な
い
ま
ま
鉄
面
皮
な
言
動
を
慎
ま
せ
た
師
匠
か
ら
の
温
情
込
め
た
言
葉
と
思
わ
れ
る
。

木
遣
り
は
、
稽
古
を
始
め
て
三
年
〜
五
年
ぐ
ら
い
で
木
遣
り
ら
し
く
唄
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
耳
の
肥
え
て
い
な
い
旦
那
衆(

一
般
の
人)

の
耳
に
も 

そ
れ
ら
し
い
格
調
で
聴
こ
え
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
昔
の
師
匠
が
常
に
言
い
続
け
た
こ
と
は
「人
前
で
は
や
る
な
よ"

：」
で
あ
っ
た
と
言
う
。
確
か 

に
三
年.

五
年•

十
年
の
稽
古
修
得
あ
た
り
が
、
人
前
で
披
露
し
た
い
気
持
ち
も
逸
る
時
機
に
相
違
な
く
、
同
じ
想
い
を
経
た
師
匠
に
は
、
痛
い
ほ
ど
理 

解
出
来
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
木
遣
り
に
は
、
修
得
の
難
易
、
つ
ま
り
入
門
初
期
に
覚
え
る
木
遣
り
、
三
年
目
頃
か
ら
稽
古
を
開
始
す
る
木
遣
り
、
十 

年
、
二
十
年•
.
•

奥
の
深
い
曲
目
が
順
次
控
え
て
い
る
。

木
遣
り
の
奥
行
き
と
完
成
度
は
、
そ
の
曲
を
何
回
稽
古
し
た
か
ら
良
し
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
日
頃
の
仕
事
に
お
け
る
職
能
技
術
や
現
場
に
お
け
る 

責
任
力
や
そ
の
立
場
。
社
会
的
な
経
験
に
よ
る
人
間
形
成
ま
で
も
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
木
遣
り
へ
の
味
付
け
と
な
り
、
無
意
識
の
う
ち 

に_

然
々
々
に
格
調
を
醸
す
要
因
と
な
っ
て
、
更
な
る
精
進
か
ら
木
遣
り
の
真
髄
と
も
言
わ
れ
る
枯
淡
の
味
を
響
か
せ
て
、
聴
く
者
を
納
得
さ
せ
る
木
遣 

り
が
完
成
す
る
。
仮
に
二
十
年
生
で
あ
っ
て
も
、
玄
人
筋
が
聞
き
惚
れ
る
ほ
ど
の
木
遣
り
を
披
露
し
て
来
れ
る
か
と
思
え
ば
、
少
し
難
度
の
あ
る
曲
に
な 

る
と
技
術
不
足
か
ら
か
、
聴
く
に
耐
え
な
い
木
遣
り
に
な
っ
し
ま
う
こ
と
は
往
々
に
存
在
す
る
し
、
そ
の
こ
と
に
全
く
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
木
遣
り 

の
難
し
さ
が
あ
る
。

師
匠
が
言
う
と
こ
ろ
の
「他
所
で
は
や
る
な
よ
//:
」
は
、
相
手
の
木
遣
師
の
技
量
や
耳
の
肥
え
た
旦
那
衆
か
否
か
の
見
極
め
つ
か
な
い
ま
ま
、
有
頂
天 

に
な
っ
て
恥
を
晒
し
て
挫
折
し
て
、
結
果
と
し
て
木
遣
師
を
断
念.
.
.
.

有
頂
天
に
な
っ
た
一
人
の
断
念
で
済
め
ば
良
い
が
、
木
遣
り
の
格
調
ま
で 

失
い
た
く
な
い
師
匠
の
思
い
は
理
解
で
き
る
。

そ
の
反
面
、
師
匠
が
同
席
す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
手
助
け
も
可
能
な
た
め
、
三
年
生
ぐ
ら
い
で
も
積
極
的
に
唄
わ
せ
て
、
場
馴
れ
に
よ
る
味
の
深 

ま
り
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
と
多
く
の
木
遣
師
が
述
懐
し
て
い
る
。

木
遣
り
の
味
と
格
調
に
よ
る
奥
ゆ
か
し
さ
や
洗
練
は
、
第
三
者
的
に
見
れ
ば
、
木
遣
師
自
身
の
人
生
プ
ロ
セ
ス
の
背
景
が
大
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
の 

木
遣
り
に
は
、
職
能
に
よ
る
報
酬
と
男
意
気
の
優
位
、
つ
ま
り
生
活
の
糧
と
、
な
に
よ
り
も
存
在
感
が
併
存
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
の
木
遣
り
は
、
職



能
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
意
識
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
し
、
木
遣
り
の
木
の
字
を
知
ら
な
く
と
も
、
鳶
職
と
い
う
職
能
に
は
何
ら
不
都
合
が
生
じ 

な
い
こ
と
も
一
面
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
鳶
の
社
会
は
も
と
よ
り
、

一
般
の
社
会
的
認
識
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
木
遣
り
を
自
分
の
も
の
と
し
た
鳶
職
が
関
与
し
た
仕
事
の
出
来
ば
え
に
は
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
何
か
が 

味
付
け
さ
れ
て
、
発
注
者
で
あ
る
施
主(
旦
那)

の
満
足
度
が
確
か
と
す
る
声
が
、
近
年
高
ま
り
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
事
実
に
、
ま
っ
た
く
気
が 

つ
い
て
い
な
い
の
が
、
当
の
木
遣
師
で
あ
る
こ
と
も
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

実
戦
の
棚
地
形
は
、
す
で
に
社
会
的
使
命
を
全
う
し
て
い
る
が
、
伝
統
技
芸
で
あ
る
木
遣
り
の
真
の
中
身
は
、
時
々
刻
々
の
プ
ロ
セ
ス
が
命
懸
け
と
い 

う
気
概
で
、
精
進
稽
古
に
熱
中
し
、
木
遣
り
修
得
の
一
点
の
み
に
、
没
頭•

集
中
す
る
稽
古
場
に
は
、
人
間
の
持
つ
、
あ
る
枠
を
越
え
た
凄
ま
じ
い
精
気 

が
み
な
ぎ
り
、
木
遣
り
以
外
の
「鳶
の
人
生
そ
の
も
の
」
つ
ま
り
、
目
的
よ
り
も
途
中
の
過
程
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
得
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が 

結
果
と
し
て
日
々
の
仕
事
面
に
も
現
わ
れ
、
唄
う
木
遣
り
に
も
自
然
に
味
付
け
さ
れ
て
、
格
調
の
響
き
へ
の
確
か
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
隠
し
味
に
寄
与 

し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

玉
石
は
、

一
箇
所
の
地
形
で
一
個
と
は
限
ら
な
い
。
二
段
、
三
段
、
五
段
と
、
地
山
も
し
く
は
磐
石
に
な
る
ま
で
突
き
沈
め
、
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
つ 

ま
り
地
盤
の
支
持
力
が
磐
石
に
な
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
沈
下
は
無
理
と
見
極
め
る
ま
で
、
玉
石
を
突
き
固
め
、
突
き
沈
め
る
。
結
果
と
し
て
玉
石
が
ど
の 

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
も
設
計
さ
れ
た
「土
台
の
下
端
」
ま
で
二
段•

三
段•

五
段
と
玉
石
が
重
ね
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
盤
と
一 

体
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
周
辺
の
「土
」
も

「版
築
工
法
」
の
よ
う
に
突
き
固
め
な
が
ら
、
全
体
を
強
固
に
磐
石 

と
す
る
が
、
多
く
の
場
合
、
柱
の
直
下
と
な
る
六
尺 

ニ
ニ
尺
の
位
置
を
入
念
に
行
い
な
が
ら
玉
石
の
頭(
天
端)

を
揃
え
る
よ
う
に
玉
石
の
厚
み
を
組
み 

合
わ
せ
て
「地
形
」
を
完
成
さ
せ
る
〇

出
来
上
が
っ
た
基
礎
は
、
直
接
目
に
見
え
な
い
所
、
埋
め
戻
さ
れ
た
内
部
に
伝
統
工
法
の
妙
が
隠
さ
れ
て
、
ま
さ
に
「縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
、氷 

久
に
機
能
さ
れ
る
。

可
能
な
限
り
天
端
を
揃
え
て
も
玉
石
は
自
然
石
で
あ
っ
て
、
多
少
の
凹
凸
は
避
け
ら
れ
な
い
。
古
い
木
造
建
造
物
を
見
る
と
、
土
台
を
基
礎
石
の
形
状 

に
合
わ
せ
て
巧
み
に
切
り
込
め
ら
れ
て
水
平
に
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
堂
塔
建
築
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎(
礎
石)

上
端
を
加
工
し
て
独
立
柱
が
用 

い
ら
れ
た
。

一
般
民
家
で
も
一
切
の
土
台
を
用
い
ず
全
て
の
柱
が
基
礎
石
の
エ
に
直
接
立
つ
独
立
基
礎
の
工
法
も
少
な
く
無
く
な
か
っ
た
。
現
在
の
よ
う 

に

「沓
金
物
」
や

「箱
金
物
」

「
コ
ー
チ
ボ
ル
ト
」
な
ど
使
用
せ
ず
、_

然
石
の
基
礎
石
に
柱
の
納
ま
り
を
合
わ
せ
て
、
載
せ
る
だ
け
で
建
物
と
し
て
の



機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

棚
地
形
と
い
う
本
格
的
な
地
形
で
な
く
「手
だ
こ
」
を
用
い
て
行
う
「た
こ
突
き
地
形
」
も
あ
っ
て
、
小
屋
組
が 

安
易
な
場
合
は
、
む
し
ろ
主
流
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
後
述
のE
 

•  
S
 
-

モ
ー
ス
は
詳
細
に
観
察
し
、
基
礎
石
の
機 

能
と
建
物
の
関
係
を
的
確
に
述
べ
て
い
る
。

「•
•
•

ご
く
あ
り
き
た
り
の
日
本
家
屋
の
組
み
立
て
構
造
は
、
い
た
っ
て
原
始
的
で
あ
る
。
直
立
柱
は
、
な
ん 

の
取
り
付
け
操
作
も
加
え
ず
に
、

一
個
の
自
然
石
ま
た
は
粗
く
加
工
し
た
切
り
石
の
上
に
据
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ 

る
。
こ
れ
ら
の
石
は
、
何
人
も
の
鳶
職
が
木
製
の
大
槌
で
も
っ
て
ど
う
突
き
し
て
固
め
た
砂
利
石
の
エ
に
、
重
ね 

て
据
え
ら
れ
る
。
家
は
こ
れ
ら
の
石
の
エ
に
置
か
れ
る
。
柱
が
据
え
ら
れ
る
石
は
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
形
を
し
て 

い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
柱
の
基
部
は
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
細
心
に
工
夫
さ
れ
る
。
見
た
目
に
は
こ
の
う
え
も 

な
く
不
安
定
な
感
じ
を
与
え
る
け
れ
ど
、
こ
の
柱
の
効
力
た
る
や
、
ま
ず
、
た
い
へ
ん
軽
快
な
感
じ
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
、
つ
ぎ
に
は
い
ち
じ
る
し
く
弾
力
性
に
富
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、
と
も
か
く
、
こ
の
建
物
は
、
た
び
重
な
る
地
震
の
衝
撃
に
耐
え
て
き
た 

ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
夏
に
襲
い
か
か
っ
て
猛
威
を
振
る
う
台
風
に
も
耐
え
て
き
た
の
で
あ
る•
•
•

一
部
要
約
」
こ
の
項
『日
本
人
の
住
ま
い
・

E
 
- 
S
 
•

モ
ー
ス
。
斉
藤
正
二•

藤
本
周
一
訳
』

棚
地
形•

ヤ
グ
ラ
地
形
が
建
物
を
支
え
る
基
礎
の
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
も
既
に
記
し
た
が
、
土
蔵
な
ど
の
ょ
う
に
「布
石
」
を
並
べ
て
基
礎
と
す
る 

場
合
も
、
そ
の
基
礎
石
を
磐
石
に
支
え
る
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、
玉
石
に
ょ
る
「地
形
」
は

「棚
地
形
」
の
工
法
が
多
く
用
い
ら
れ
た
〇
む
し
ろ
、
成 

功
者
の
ス
テ
ィ
タ
ス
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
「土
蔵
」
や
シ
ン
ボ
ル
的
な
「門
」
な
ど
の
構
築
に«

棚
地
形»

が
似
合
っ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
、
 

多
く
の
伝
承
で
も
蔵
と
門
に
実
例
が
語
ら
れ
て
い
る
。

棚
地
形
の
実
施
は
、
施
主
に
と
っ
て
一
世
一
代
の
慶
事
で
、
木
遣
り
が
響
く
お
祭
り
的
な
賑
や
か
さ
で
、
見
物
人
が
集
ま
る
程
の
華
や
か
な
ィ
ベ
ン
ト 

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
古
く
か
ら
あ
き
ら
か
で
、

『軽
口
咄
』
に
元
禄
十
四
年(

一
七
〇
一)

に
実
施
さ
れ
た
真
如
堂
の
棚
地
形
を
見
物
に
行
っ
た
話
が
あ 

り

「
い
ま
地
突
き
、
ま
た
祭
禮
の
山
車
を
引
く
」
と
あ
る
。
棚
地
形
の
現
場
を
見
学
し
な
が
ら
木
遣
り
を
聴
い
た
そ
の
帰
り
に
、
今
度
は
祭
礼
の
行
列
に 

出
く
わ
し
て
、
山
車
の
先
頭
に
立
っ
て
大
勢
の
木
遣
連
中
が
木
遣
り
を
唄
っ
て
い
た
、
と
い
う
描
写
で
あ
る
。.
•
•

こ
の
項
『月
刊
鳶
』

亨
和
二
〜
三
年
頃(
約
一
九
〇
年
前)

白
川
楽
翁(
松
平
定
信)

は
、
鍬
形
蕙
斎(
北
尾
政
美•

明
和
元
年
生.

俗
称
三
二
郎•

文
政
七
年
没•

享
年 E • S •モースが描しヽた【たこ突き地形】



六
十
ー
オ)

に
命
じ
て
「職
人
尽
絵
詞
」
を
描
か
せ
、
軽
妙
洒
脱
な
人
物
描
写
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
棚
地
形
の
実
際
を
こ
れ
ほ
ど
克
明
な
絵
様
と
し
た 

他
例
は
披
見
で
き
ず
貴
重
で
あ
る
。
絵
詞
は
、
四
方
赤
良(
太
田
七
左
衞
門)

で

「•
•
•

日
本
の
き
や
り
ハ
晨
ん
や
ら
や/

か
ら
の
き
や
り
ハ/

ケ
ケ 

ラ
ホ/

ケ
ケ
ラ
ホ
と
ハ/

近
松
翁
の
こ
と
は
な
り•

•

.

」
と
記
し
、
「和
哥
の
浦
に
ハ/

名
所
か
御
坐
る
」
と
詞
書
し
て
い
る
。
 

'

こ
の
木
遣
り
、
は
あ
き
ら
か
に«

し
お
り»

で
あ
る
。

P
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和
哥
の
浦-
-
-
-
-
-

桐
生
木
遣
の«

し
お
り»

の
一
節
で
、
他
所
で
は«

変 

わ
り
丹
波»

な
ど
曲
題
の
違
い
は
い
く
つ
か
あ
る
が
こ
の
頃
す
で
に
現
在
の
形
の
木
遣
り
や
棚
地
形
が
完
成
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

棚
地
形
の
現
場
に
見
物
人
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
施
主
で
あ
る
旦
那
の
溜
飲
は
下
が
り
、
宣
伝
効
果
を
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
、
費
用
は
増 

す
が
、
必
要
以
上
に
棚
地
形
を
継
続
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
桐
生
に
お
け
る
土
蔵
の
「地
形
」
は
、
四
隅
の
一
角
を
最
低
二
日
間
、
戸
前
部
で 

は
、
完
成
後
に
力
が
加
わ
る
こ
と
も
理
論
上
考
え
ら
れ
な
い
が
「八
の
字
地
形
」
を
入
念
に
行
な
い
、
全
体
で
は
十
日
か
ら
二
週
間
の
地
形
工
事
が
一
般 

的
で
あ
っ
た
。

『渋
川
市
の
建
造
物
』
に
ょ
れ
ば
、
下
郷
羽
鳥
家
の
門
柱
地
形
は
、
曳
き
子
十
八
人
で
、
片
方
の
門
柱
に
七
日
間
、
両
方
で
半
月
の
棚
地 

形
を
実
施
し
た
と
あ
る
。
門
柱
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
十
八
人
の
曳
き
子
が
乗
る
棚
足
場
は
、
い
か
に
も
大
き
過
ぎ
る
〇
あ
き
ら
か
に
施
主
の
勢
威 

誇
示
か
ら
か
、
三
階
建
て
の
棚
足
場
が
組
ま
れ
た
と
想
像
で
き
る
〇

桐
生
天
満
宮
の
一
の
鳥
居
は
、
大
正
十
エ
年
に
建
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
台
座
据
え
付
け
と
笠
木
を
巻
き
エ
げ
る
棚
足
場
は
、
三
階
建
て
に
組
ま
れ 

て
、N

階
.

三
階
の
足
場
か
ら
二
層
と
な
っ
て
の
大
掛
か
り
な
工
法
で
、
曳
き
綱
も
、
神
社
と
い
う
威
厳
と
格
式
誇
示
か
ら
か
、
紅
白
の
ヤ
ナ
ギ
を
握
っ 

て
華
や
か
に
実
施
し
た
記
念
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

桐
生
で
、
今
も
語
り
種
と
な
っ
て
い
る
棚
地
形
は
、
末

広

町(
旧
停
車
場
通
り)

に
、
明
治
三
十
年
六
月
開
店
し
た
「料
亭
林
源
」
の
新
築
普
請
は
、
 

空
前
な
規
模
の
棚
足
場
を
組
ん
で
、
相
当
な
期
間
を
費
や
し
て
の
地
形
を
行
い
、
昼
間
か
ら
芸
者
衆
が
見
物
す
る
ょ
う
に
仕
組
ん
だ
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ 

ン
ス
を
お
こ
な
い
、
開
店
前
か
ら
実
の
あ
る
宣
伝
効
果
を
挙
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

近
代
化
遺
産
拠
点
都
市
の
核
と
し
て
、
有
機
的
な
機
能
を
発
揮
し
、
様
々
な
文
化
を
発
進
さ
せ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「有
燐
館•

ゆ
う
り
ん
か
ん
」
旧 

矢
野
本
店
の
蔵
群
の
一
つ
で
、
大
正
五
年
着
工
さ
れ
た
店
舗(
伝
承)

は
、
当

初

「
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
地
形•

櫓
地
形
」
で
着
工
し
た
が
、
当
時
の
支
配
人
さ 

ん
は
、
地
形
現
場
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ッ
を
持
ち
出
し
て
、
水
面
の
波
立
ち
が
満
足
で
き
る
状
況
で
な
か
っ
た
た
め
「
こ
の
地
形
は
ア
ヵ
ン
//: 

本
地
形



で
願
い
た
い
//:
」
直
ち
に
棚
足
場
が
掛
け
ら
れ
て
、
唄
う
木
遣
り
も
一
際
力
強
く
、
高
位
置
か
ら
落
下
す
る
真
棒
は
強
烈
で
、
傍
ら
に
置
か
れ
た
バ
ケ
ッ 

か
ら
は
、
波
う
ち
飛
び
散
る
水
は
、
踊
る
が
如
く
の
勢
い
で
あ
•〇
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
砂
上
の
楼
閣
の
名
言
は
先
に
述
べ
た
と
う
り
で
あ
る
が
、
エ 

費
の
出
し
惜
し
み
を
し
な
い
老
舗
な
ら
で
は
の
入
念
な
普
請
が
伺
え
る
。

こ
の
ょ
う
に
、
棚
地
形
は
単
に
、
羽
振
り
誇
示
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ば
か
り
で
な
く
、
次
代
次
々
代
に
誇
れ
る
建
造
物
は
、
し
っ
か
り
し
た
「基
礎
地 

形
」
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

実
際
の
棚
地
形
は
、
明

治,

大
正
期
が
ピ
ー
ク
で
、
昭
和
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
や
近
代
工
法
の 

台
頭
と
技
術
革
新
が
あ
っ
た
に
せ
ょ
、
ラ
ン
マ
ー
等
の
基
礎
工
事
用
機
械
の
出
現
ま
で
は
「地
形
」
と

い

う

「伝
統
工
法
」
な
く
し
て
建
物
が
建
た
な
い 

こ
と
は
事
実
で
、
工
費
の
関
係
の
み
か
ら
「
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
地
形
」

「
ヤ
グ
ラ
地
形
」
あ
る
い
は
「鳴
き
地
形
」
が
主
流
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
こ
の
こ
と
は
既
に
江
戸
時
代
か
ら
の
こ
と
で
『守
貞
謾
稿
』
に
は

「京
阪
ニ
テ
ハ
、

土
蔵
ヲ
建
ル
ニ
行
レ
之
。

家
宅
ー
ー
ハ
、

巨
戸
ハ
行
レ
之
モ
稀
ニ
ア
レ
ド
モ
、

多
ク
ハ
不
レ
為
之
。

此
地
ヲ
突
堅
ム
ル
ヲ
、

京
阪
ニ
テ 

地
突
卜
云
。
江
戸
ニ
テ
地
形
卜
云
。

文
化
七
年
浪
波
に
生
ま
れ
た
石
原
守
貞
は
、
三
十
ー
オ
に
し
て
江
戸
の
北
川
家(
喜
多
川)

の
養
嫡
と
な
っ
た
関
係
か
ら
、
京
•

大
阪
と
江
戸
と
の
世 

態
•

風
俗
を
克
明
に
比
較
記
録
し
て
お
り
「地
形
」
の
実
態
が
理
解
で
き
貴
重
で
あ
る
。

「京
阪
ノ
地
突
ハ
石
数
ケ
ヲ
柱
下
二
突
キ
入
ル
也
。
江
戸
ニ
モ
、
此
京
阪
卜
同
ク
、
石
ヲ
突
入
ル
モ
ア
レ
ド
モ
、
専
ラ
杉
材
ヲ
栽
二
埋
ム
也
。
先
地
四 

五
尺
ヲ
堀
リ
、
此
以
下
二
長
二
間
許
ノ
杉
材
ヲ
突
キ
入
ル
也
。
其
上
二
切
石
ヲ
並
べ
、
其
上
二
切
石
ヲ
立
ル
ヲ
、
蠟
燭
卜
云
。
其
立
石
ノ
上
二
、
又
切 

石
ヲ
横
へ
、
土
蔵
ヲ
建
ル
也
。

三
都
二
突
レ
之
ニ
ハ
、
先
杉
材
ヲ
以
テ
足
代
ヲ
作
リ
、
其
上
二
数
人
上
リ
テ
、

ド
ゥ
ヅ
キ
ト
云
具
ヲ
以
テ
突
入
ル
也
。

是
皆
、
手
伝
、

鳶
ノ
者
ノ
出
来 

也
。

足
代
ノ
上
ョ
リ
、
大
音
二
唄
ヒ
テ
綱
ヲ
引
ク
。
其
唄
ヲ
、
キ
ヤ
リ
ト
云
。
木
遣
ナ
リ
。
本
字
輿
樗
也◦

京
阪
卜
江
戸
卜
、
其
唄
及
曲
節
ヲ
異
ニ
ス
。
 

地
山
の
深
い
江
戸
で
の
工
法
と
し
て
「
ろ
う
そ
く
地
形
」
の
状
況
を
描
写
し
た
も
の
で
「杉
丸
太
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
解
せ
な
い
が
、
桐
生
で
は 

有
燐
館
蔵
群
の
「醤
油
蔵
」
で

「
ろ
う
そ
く
石
」
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
特
異
な
「基
礎
」
が
見
ら
れ
る
。
矢
野
本
店
は
、
京
•

大
阪
と
同
一
な
文
化
圏 

の 
(
？) 

色
濃
い
出
自
で
、
こ
の
頃
は
、
近
江
出
身
者
の
み
の
従
業
員
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
土
蔵
ば
か
り
で
な
く
家
屋
も
完
全
な
地
形
工
事
を
行
う



こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
伺
え
る
。

前

橋•

高
崎
を
含
め
た
多
く
の
木
遣
師
の
記
憶
か
ら
も
、
桐
生
は
も
と
よ
り
群
馬
県
に
お
け
る
最
後
の
「棚
地
形
の
実
例
」
は
、
昭
和
ー
ー
十
八
年
五
月 

桐
生
信
用
金
庫
理
事
長
、
増
山
作
次
郎
翁(
初
代)

の
、
銅
像
建
立
に
際
し
て
、
増
山
邸
中
庭
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
台
座
を
据
え
る
た
め
の
基
礎
工
事 

で
あ
っ
た◦

こ
の
時
、
木
遣
師
と
し
て
ヤ
ナ
ギ
を
曳
い
た
の
が
平
成
五
年
物
故
し
た
徳
井
和
昭
相
談
役
と
時
田
安
三
桐
声
会
会
長
で
あ
っ
た
。
銅
像
の
台 

座
で
あ
り
、
わ
ず
か
半
日
程
度
のH

期
と
は
い
え
、
増
山
翁
は
、
庶
民
金
融
の
貢
献
者
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
県
•

市
政
の
功
労
者
と
緑
綬
褒
章
を
受 

け
た
直
後
の
祝
福
気
運
か
ら
の
顕
彰
で
あ
っ
て
、
格
調
あ
る
木
遣
り
が
響
く
な
か
で
の
本
格
的
な
棚
地
形
こ
そ
、
翁
の
功
績
と
人
柄
を
象
徴
す
る
工
法
で 

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

増
山
翁
の
銅
像
台
座
据
付
工
事
が
、
群
馬
県
に
お
け
る
「棚
地
形
」
最
後
の
実
例
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
も
の
の
、
棚
地
形
の
社
会
的
使
命
が
終
焉
し
て 

ェ
十
年
余
の
こ
と
で
、
明

治•

大
正
期
に
経
験
し
た
木
遣
師
の
指
導
の
も
と
に
、
当
時
の
若
い
衆
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
と
想
像
に
難
く
な
い
。

銅
像
が
存
在
し
た
旧
増
山
邸
は
、
俗
に
水
道
御
殿
と
呼
ば
れ
、
鳶
頭
と
し
て
「
お
出
入
り
」
が
許
さ
れ
て
居
た
の
が
、
桐
声
会
鈴
木
清
太
郎
相
談
役
の 

父
•

幸
太
郎
で
あ
っ
た
。
町
内
鳶
頭
の
鈴
木
幸
太
郎
は
、
旦
那
で
あ
る
翁
の
恩
顧
に
報
い
る
た
め
か
、
当
時
、
木
遣
師
と
し
て
名
の
知
ら
れ
て
い
た
時
田 

松
蔵
、
杉
森
秀
雄
、
川
崎
栄
吉
、
小
山
勝
次
郎
。
等
と
肝
入
り
と
な
っ
て
「若
い
衆
に
棚
地
形
を
体
験
さ
せ
た
い
//:
」
鳶
職
組
合
の
事
業
と
し
て
再
現
さ 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
最
後
の
実
例
と
い
う
よ
り
も
、
群
馬
県
に
お
け
る
伝
統
工
法
再
現
の
嚆
矢
と
言
え
は
し
ま
い
か
〇

伝
統
工
法
や
伝
統
技
芸
の
保
存•

継
承
は
、
体
験
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
須
で
、
関
東
連
合
若
鳶
会
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
エ
十
七
日
、
前 

橋
を
会
場
に
し
て
棚
地
形
を
行
い
。
次
い
で
平
成
元
年
十
月
一
日
、
安
中
に
於
い
て
、
関
東
若
鳶
連
合
会
が
主
催
し
た
第
十
八
回
伝
統
行
事
研
修
会
で
実 

施
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
二
年
三
月
六
日
前
橋
市
伝
統
文
化
保
存
会
に
よ
っ
て
、
同
市
大
蓮
寺
弁
財
天
堂
新
築
に
合
わ
せ
て
本
格
的
な
棚
地
形
が
再
現
さ 

れ
て
い
る
〇

桐
生
に
お
け
る
棚
地
形
再
現
の
記
念
的
試
み
は
、
桐
生
明
治
館(
重
要
文
化
財
旧
群
馬
県
衛
生
所)

の
企
画
展«

桐
生
木
遣»

の
一
環
と
し
て
平
成
三 

年
十
一
月
三
日
、
午

前•

午
後
の
エ
回
、
桐
声
会
の
全
面
協
力
と
桐
生
鳶
工
業
組
合•

桐
生
若
鳶
会
の
後
援
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

文
化
財
強
調
週
間
の
特
別
行
事
と
し
て
、
ま
た
明
治
館
企
画
展
の
特
別
公
開
と
は
い
え
、
伝
統
工
法
の
再
現•

公
開
を
企
画
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の 

木
遣
師
に
と
っ
て
、

「ま
ぼ
ろ
し
」
で
あ
っ
た
棚
地
形
が
実
感
と
し
て
体
験
し
得
た
こ
と
が
な
に
よ
り
も
貴
重
で
、
こ
の
試
み
こ
そ
、
文
化
財
行
政
の
満 

塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
文
化
財
と
し
て
の
「桐
生
木
遣
」
の
最
大
な
特
徴
と
価
値
は
、
実
戦
を
常
に
意
識
し
て
、
現
場
に



お

け

る

「真
棒
」

の
動
き
と
、

寸
分
違
ゎ
ぬ
「木
遣
棒=

稽
古
棒
」
の

「棒
運
び
」
を
、
伝
統
ど
ぅ
り
に
踏
襲
し
た
真
摯
な
稽
古
精
進
に
よ
っ
て
、
格 

調
の
響
き
が
維
持
さ
れ
て
来
た
。

若
い
後
継
者
に
と
っ
て
、
棚
地
形
は
も
と
よ
り
鳴
き
地
形
、
ヤ
グ
ラ
地
形
の
体
験
は
も
と
よ
り
実
際
を
見
た
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
師
匠
や
先
輩
の
指
導 

を
的
確
に
受
け
入
れ
る
に
も
、
実
戦
の
体
験
が
有
る
の
と
無
い
の
と
で
は
、
伝
統
文
化•

技
芸
の
修
得
に
あ
た
っ
て
、
実
感
と
し
て
の
理
解
力
に
大
き
な 

差
が
出
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、
こ
の
体
験
以
降
、
納
得
し
つ
つ
の
稽
古
が
充
実
し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
も
、
時
機
を
得
た
再
現•

公
開
で
あ
っ
た
と 

言
ぇ
る
。
桐
生
市
教
育
委
員
会
の
英
断
に
拍
手
し
た
い
。

再
現
に
あ
た
っ
て
は
「
ヤ
ナ
ギ
」
製

作

の

「縄
地
形
」
。
「
リ
ュ
ゥ
ズ
」
に
よ
る
「足
場
掛
け
」
の
初
体
験
が
含
ま
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。

一
般
公
開
を 

前
提
と
し
た
趣
向
は
、
理
論
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い
て
桐
声
会
員
の
心
労
も
察
し
余
る
が
、
加
藤
組
合
長
が
提
供
し
た
資
材
置
場
で
の
事
前
の
稽
古
で

杞
憂
も
氷
解
し
た
。

時
田
と
徳
井
が
三
十
八
年
前
に

体
験
し
た
記
憶
を
も
と
に
、
伝
統

H

法
を
、
現
在
の
視
聴
に
耐
ぇ
ぅ 

る
公
開
手
法
は
難
問
で
あ
っ
た
が
、
 

参
観
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
評
価
は
、

「何
百
キ
ロ
も
の
真
棒
が
ー
ー 
メ
ー 

ト
ル
余
の
高
さ
か
ら
落
下
さ
せ
る 

伝
統H

法
の
確
か
な
威
力
に
納
得 

し
た•
•

こ

「
セ
メ
ン
ト
や
鉄 

筋
の
無
か
っ
た
時
代
の
知
恵
と
エ

夫
が
納
得
で
き
た.
.
.

」
「木
遣
り
の
格
調
や
良
さ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
長
時
間
唄
い
続
け
得

る
命
懸
け
の
実
態
が
理
解
で
き
た•

•
•

」
「群
馬
は
も
ち
ろ
ん
関
東
や
日
本
で
貴
重
な
『土
佐
』

に
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
大
切
に
継
承
し
て
ほ
し
い
」-
-

こ
の
こ
と
は
別
項
を
参
照
願
い
た
い
。

明治館企画展に協力し、棚地形を再現した桐 

声会および組合と若鳶会有志



木

遣

り
•

•

•

命

を

懸

け

る

仕

事

歌

棚
地
形
の
安
全
な
遂
行
の
た
め
、
永
い
経
験
と
現
場
に
お
け
る
実
体
験
か
ら
、
様
々
な
工
夫
と
約
束
ご
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
仕
事
歌
が
「木
遣
り
」
で
あ
る
。
根
取
り
を
含
め
た
従
事
者(
曳
き
子•

曳
き
役)
_

身

が

「
そ
ろ
そ
ろ
綱
を
曳
く
体
制
に
入
る
」
。

呼
吸
を
整
え
て
、
絶
妙
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
で
一
斉
に
力
を
込
め
て_ 

「曳
く
」
〇
棚
足
場
の
二
階
に
位
置
す
る
「曳
き
子
」
は
、
真
棒
の
基
部
に
結
わ
え
た
「
ヤ
ナ
ギ
」

つ
ま
り

「綱
」
を
曳
く
わ
け
で
あ
り
、
単
に
曳
く
と
言
ぅ
よ
り
も
「引
っ
ぱ
り
上
げ
る
」
状
態
で
あ
る
。

次
い
で
、

更

に

「
ユ
ス
リ
」
を
掛
け
る
体
制
も
「木
遣
り
」
の
進
行
に
す
べ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ユ
ス
リ
と
は
、

結
果
と
し
て
「真
棒
」
を
よ
り
上
方
に
引
き
上
げ
て
、
真
棒
の
重
力
加
速
度
を
増
し
て
地
盤•

玉
石
へ
の
衝 

撃
を
よ
り
強
固
と
す
る
目
的
で
あ
る
。
 

_

r
i

ス
リ
に
移
行
す
る
直
前
の
曳
き
子
は
、
両
手
で
綱
を
握
っ
て
真
棒
を
支
え
て
い
る
。
従
っ 

て
瞬
間
的
に
片
方
の
手
を
離
し
、
素
早
く
、
綱
の
更
に
前
方
に
腕
を
伸
ば
し
て
「
い
っ
き
」
に 

「曳
く
」
。

こ
の
時
、
先
に
、
握
っ
た
ま
ま
の
片
腕
に
は
真
棒
の
全
重
量(
正
確
に
は
従
事
す 

る
曳
き
子
が
六
人
で
あ
れ
ば
六
分
の
一)

が
か
か
り
、
も
っ
と
も
力
を
要
す
る
場
で
あ
る
。
こ 

ぅ
し
て
、
綱

を

「
タ
グ
ル
」
ご
と
く
に
、
全
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
真
棒
を
曳
き
上
げ
る
。

曳
き
上
が
っ
た
瞬
間
「根
取
り
」
は
、
真
棒
が
落
下
す
る
位
置•

角
度
を
瞬
時
に
見
極
め
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
落
下
方
向
の
指
示
は
、
す
べ
て
握
っ
た
「根
付
く
」
で
行
ぅ
が
、
ユ
ス
リ 

状
態
の
直
前
か
ら
こ
こ
ま
で
真
棒
の
「基
」
や

「金
輪
」
部
に
は
、
間
違
っ
て
も
手
を
触
れ
る 

こ
と
は
厳
禁
で
、
握
る
手
も
小
指
側
を
先
に
、
つ
ま
り
真
棒
側
に
す
る
こ
と
が
鉄
則
で
あ
る
。
 

理
由
は
、
金
輪
部
を
握
っ
た
場
合
は
、
ユ
ス
リ
と
と
も
に
真
棒
が
曳
き
上
が
り
そ
れ
と
同
時
に 

根
取
り
本
人
も
「
引
っ
張
り
上
げ
ら
れ
る
」
危
険
と
、
手
の
ひ
ら
や
指
を
添
え
た
場
合
は
、

真棒が曳き上がる瞬間。

ヤナギを曳く体勢に入った曳き子。



瞬
発
的
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
出
来
な
い
た
め
で
あ
る
〇

次
い
で
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
一
斉
に
「綱
を
離
す
」
こ
の
瞬
間
、
真
棒
は
自
重
で
落
下
す
る
。
二
百
キ
ロ
前
後
、
も
し
く
は
数
百
キ
ロ
に
達
す
る 

真
棒
が
、
二m
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の
高
さ
か
ら
重
力
加
速
度
を
つ
け
て
玉
石
へ
の
落
下
で
あ
り
、
衝
撃
威
力
は
強
大
で
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
玉
石
が
沈 

み
、
地
盤
も
固
め
ら
れ
る
〇

以
上
、

一
連
の
サ
イ
ク
ル
で
約
三
十
秒
を
要
す
る◦

こ
れ
ま
で
の
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
、
作
業
の
進
行
す
べ
て
が
約
束
事
と
し
て
木
遣
り
の
中
に
含
ま
れ 

て
い
る
。

«

木
遣
り
は
命
懸
け»

.
•
•

ょ
く
聞
く
戒
め
言
葉
で
あ
る
。
稽
古
中
の
師
匠
が
再
々
口
に
す
る
〇
文
化
財
指
定
以
降
は
、
公
的
な
場
で
披
露
す
る
機 

会
も
多
く
、
何
度
も
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、

「木
遣
り
は
命
懸
け
と
聞
い
た
が
、
粋
だ
、
格
調
だ
、
い
い
も
の
だ
と
は
実
感
と
し
て
感
じ
る
が
、
命
懸
け 

と
言
ぅ
こ
と
が
い
ま
一
つ
理
解
で
き
な
い

•  
•

・
」

木
遣
り
の
基
本
は
、

「本
棒
」

「
ア
ダ
棒
」

「中
棒
」

「本
棒
」

の
正
確
な
繰
り
返
し
が
厳
格
な
約
束
事
で
、
本
棒
か
ら
ア
ダ
棒•

中 

棒

に

移

行(
木
遣
り
が
進
行)

す
る
直
前
ま
で
は
、

「真
棒
」
が
玉 

石
上
に
あ
〇
て
「静
止
」
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
曳
き
子
が
単
に 

休
み
の
状
態
で
は
な
く
、
 

「綱
、
つ
ま
り
ヤ
ナ
ギ
」
を
曳
く
呼
吸
と 

体
制
を
整
え
、
根
取
り
は
、
次
に
、
玉
石
の
ど
の
位
置
に
真
棒
を
落 

と
す
か
を
見
定
め
る
時
間
で
あ
っ
て
「中
棒
」
に
入
る
と
同
時
に
一 

斉
に
力
を
込
め
て
綱
を
曳
く
。
同
時
に
、
真

棒

は

「根
取
り
」
さ
ん 

の
胸
か
ら
顔
の
位
置
ぐ
ら
い
ま
で
曳
き
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
曳 

き
子
全
員
が
力
を
込
め
て
「曳
く
」
タ
ィ
ミ
ン
グ
が
一
致
す
れ
ば
問 

題
な
い
が
、
も
し
、

一
人
だ
け
、

一
秒
の
何
分
の
一
で
も
タ
ィ
ミ
ン 

グ
が
遅
れ
た
場
合
は
、
力
学
的
に
、
遅
れ
た
曳
き
子
の
反
対
側
に
「 

ブ
レ
」
な
が
ら
真
棒
が
曳
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合

ユスリに入る体勢。

一気に曳き上けユスリを加える。ここから一気に
真棒落ちとなる



ブ
レ
る
方
向
が
根
取
り
さ
ん
側
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
真
棒
の
根
元
や
金
輪
部
が
根
取
り
さ
ん
の
胸
や
顔
面
へ
の
直
撃
は
必
至
で
あ
る
。

次

い

で

「中
棒
」
で
は
、

「引
立
て•
•

ひ
っ
た
て
」
と
称
す
る
「
ユ
ス
リ
」
の
動
作
に
入
る
。
こ
こ
が
棚
地
形
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ
り
、
最
も
力 

を
必
要
と
す
る
。
前
述
の
如
く
、
真
棒
を
更
に
上
方(
根
取
り
さ
ん
が
手
を
伸
ば
し
て
や
っ
と
届
く
ぐ
ら
い)

ま
で
曳
き
上
げ
て
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
>-
グ 

で
一
気
に
綱
を
離
す
。

握
っ
た
綱
を
離
す
こ
と
が
「本
棒
」
で

「真
棒
」
の
落
下
と
な
る
が
、
地
形
現
場
で
最
大
の
危
険
場
面
が
「綱
を
離
す
」
瞬
間
で
あ
る
。
曳
き
子
全
員 

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
揃
え
ば
、
根
取
り
さ
ん
が
定
め
た
位
置•

方
向
に
真
棒
落
ち
と
な
る
が
、
仮
に
、
曳
き
子
一
人
だ
け
が
、

一
秒
の
何
分
の
一
と
い
ぅ
僅 

か
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
た
場
合
、
瞬
時
と
は
い
え
、
他
の
曳
き
子
が
綱
を
離
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
遅
れ
た
一
人
の
み
で
真
棒
を
支
え
る
こ
と
は 

絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
綱
を
握
っ
て
い
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、
全
身
に
力
が
加
わ
っ
て
い
る
状
態
の
た
め
、
他
の
曳
き
子
が
綱
を
離
し
、
真
棒
の
落
下
と 

と
も
に
遅
れ
た
曳
き
子
も
同
時
に
引
き
ず
り
落
と
さ.
れ
る-
-
-
-
-
-
-

全
身
に
力
が
入
っ
て
い
る
た
め
。

危
険
は
遅
れ
た
曳
き
子
一
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
——

引
っ
立
て
〜
ユ
ス
リ
——

状
態
は
、
七
人
曳
き
で
あ
れ
ば
、
六
人
の
曳
き
子
に
ょ
っ
て
真
棒
が 

吊
り
上
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
間
、
真
棒
の
下
で
は
根
取
り
さ
ん
が
玉
石
の
位
置
ず
れ
を
直
し
た
り
、
玉
石
の
周
辺
に
土
を
補
給
し
た
り
の
作
業 

を
行
っ
て
い
る
。
木
遣
り
の
進
行
を
把
握
し
て
、
背
中
の
上
、
頭
の
上
に
は
何
百
キn
も
の
真
棒
が
存
在
し
て
い
て
も
、
曳
き
子
全
員
を
信
頼
し
て
、
命

を
託
し
て
の
共
同
作
業
で
あ
っ
て
、
本
棒
へ
の
移
行
、
つ
ま
り
、
綱
を
離
す
瞬
間
に
一 

人
だ
け
遅
れ
れ
ば
、
真
棒
を
支
え
て
い
た
絶
妙
な
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
根
取
り 

さ
ん
が
定
め
た
方
向•

位
置
へ
の
真
棒
落
ち
も
不
可
能
と
な
る
。
真
棒
の
基
は
、
根
取 

り
さ
ん
の
頭
上
遥
か
上
方
に
位
置
す
る
わ
け
で
、
万
が
一
の
場
合
は
、
根
取
り
さ
ん
の

「頭
」
や

「背
中
」
を
直
撃
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
一
連
の
作
業
シ
ス
テ
ム
の
ポ
ィ
ン
ト•

ポ
ィ
ン
ト
が
ま
さ
に
「命
懸
け
」 

で
あ
り
、
こ
の
作
業
す
べ
て
が«

木
遣
り»

の
進
行
と
と
も
に
行
れ
る
。
木
遣
り
は
労 

働
歌
で
あ
り
、
「根
取
り
」
と

「曳
き
子
」
。
「音
頭
」
と

「受
け
」
。
「兄
」
と

「弟
」
。

「木
遣
師
」
と

「側
受
け
」
の
掛
け
合
い
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

地
盤
の
状
況
、
玉
石
の
沈
み
ぐ
あ
い
。-
-
-
-
-
-
-

良
く
突
き
固
め
ら
れ
た

中棒の途中、この後、真棒は根取り役の 

頭上まで曳き上がる。



こ
と
を
「
シ
マ
ル
」
と
言
い
、
こ
の
こ
と
は
同
じ
現
場
で
あ
〇
て
も
場
所
に
よ
•□
て
そ
の
状
況
は
千
差
万
別
で
、
シ
マ
リ
具
合
の
判
定
は
根
取
り
さ
ん
が 

行
う
。
し
た
が
っ
て
音
頭•

号
令
を
発
す
る
「木
遣
師
」
で
あ
る
根
取
り
さ
ん
の
状
況
判
断
に
よ
っ
て
、
玉
石
上
に
真
棒
を
落
下
さ
せ
る
回
数
は
場
所
に 

よ
っ
て
異
な
る
。
つ
ま
り
「出
す
木
遣
り
」
が
異
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
短
い
木
遣
り
、
長
い
木
遣
り-
-
-
-

現
場
の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
 

真
棒
落
ち
回
数
を
想
定
し
て
様
々
な
木
遣
り(
曲
題)

を_

在
に
盛
り
込
ん
で
の
作
業
が
整
然
と
お
こ
な
わ
れ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
棚
地
形
の
現
場
で
は
、
木
遣
り
の
唄
以
外
は
一
切
無
言
で
も
、
整
然
と
し
た
作
業
が
進
行
出
来
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
を 

開
始
す
る
と
き
、
休
憩
に
入
る
合
図
、
昼
食
、
そ
の
日
の
作
業
を
終
了
さ
せ
る
木
遣
り.
.
.

。
曳
き
子
が
疲
れ
て
い
る
と
根
取
り
さ
ん
が
判
断
す
れ
ば
、
 

あ
ま
り
力
を
要
し
な
い
木
遣
り
を
出
し
、
時

に

は

「
ヨ
ィ
チ
ョ
ン
突
き
」
と
い
っ
て
、
チ
ョ
ン
、
チ
ョ
ン
、
チ
ョ
ン
と
軽
く
突
か
せ
る
場
合
も
あ
る
。
 

こ
の
時
の
掛
け
声
は 

r
 3
L

チ
ョ
ン
ダ 

「m
L

チ
ョ
ン
ダ 

が
な
ぜ
か
一
般
的
で
、
桐

生.

前

橋.

伊
勢
崎• 

•  

•

皆
お
な
じ
フ
レ
ー
ズ
で 

あ
る
。
多
く
の
場
合
、
柱
の
直
下
、
六
尺
ご
と
に
入
念
な
地
形
を
行
う
の
が
常
で
、
次
い
で
三
尺
の
位
置
、
そ
し
て
中
間
の
直
接
力
の
加
わ
ら
な
い
場
所 

は
軽
く
行
う
。
土
蔵
な
ど
は
全
面
を
入
念
に
突
き
、
四
隅
部
や
戸
前
部
は
更
に
入
念
に
行
う
、
通
常
の
蔵
の
場
合
、
桐
生
で
は
十
日
か
ら
二
週
間
の
「地 

形
」
が
行
な
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
の
ポ
ィ
ン
ト
が
木
遣
り
の
中
に
約
束
ご
と
と
し
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
「
ア 

ダ
棒
」

「中
棒
」

「本
棒
」
で
あ
る
。

以
上
の
状
況
か
ら
し
て
、
棚
地
形
の
総
責
任
者
で
あ
る
根
取
り
さ
ん
は
、
自

ら

の«

命»

を 

も
託
せ
る
者
で
な
け
れ
ば
「曳
き
子
」
と
し
て
ー
ー
階
の
棚
足
場
に
は
絶
対
に
登
ら
せ
な
い
。
言 

い
換
え
れ
ば
、
根
取
り
が
認
め
た
木
遣
師
で
な
け
れ
ば
「棚
地
形•

木
遣
地
形
」
は
務
め
ら
れ 

な
い
。
つ
ま
り
棚
地
形
は
二
時
間
位
の
連
続
作
業
で
あ
り
、
そ
の
間
の
作
業
が
続
行
で
き
る
だ 

け
の
木
遣
り
の
種
類
と
数
を
熟
知
し
た
者
で
な
け
れ
ば
曳
き
子
と
し
て
、
木
遣
師
と
し
て
務
ま 

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

棚
地
形
は
、
す
べ
て
の
建
築
工
事
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
危
険
が
伴
な
う
う
え
に
、
絶
対
に 

手
抜
き
が
出
来
な
い
工
程
で
あ
る
反
面
、
最
も
華
や
か
な
工
程
で
あ
り
、
見
物
人
も
祭
礼
見
物 

の
ょ
う
に
大
勢
集
ま
る
。
施
主
に
と
っ
て
は
一
世
一
代
の
慶
事
で
あ
り
、
周
囲
へ 

の
勢
威
と
羽 

振
り
誇
示
か
ら
、
時
に
は
必
要
以
エ
の
期
間
の
棚
地
形
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

認められた木h師のみが棚足場に上

がる



宣
伝
効
果
を
意
識
し
た
粋
筋
の
店
や
、
通
り
に
面
し
た
土
蔵
や
門 

な
ど
で
は
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
理
由
も
頷
け
る
。

施
主
側
と
し
て
も
自
己
満
足
か
ら
か
、
地
形
従
事
者
へ
の
報
酬
も_
 

然
別
格
と
な
り
、
大
盤
振
る
舞
い
に
お
い
て
棟
梁
送
り
の
比
で
は
な 

か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

木
遣
り
が
出
来
な
い
者
、
未
熟
な
者
は
、
木
遣
り
が
伴
ぅ
棚
地
形 

の
現
場
で
は
、
手
伝
い•

梃
子=

手

古•

手
元
と
も
言
ぅ
雑
務
に
従 

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
の
進
涉
に
と
も
な
っ
て
「玉
石
」

「栗
石
」

「砂
利
」

「土
砂
」
等
を
、
根
取
り
さ
ん
の
求
め
に
応
じ 

て
、
こ
れ
ら
の
資
材
を
差
し
出
す
任
務
で
あ
っ
て
、
忙
し
い
こ
と
こ 

の
エ
も
な
い
。
特
に
基
礎
石
と
な
る
玉
石
は
、
丸

み•

厚

み•

長
さ 

•

形
状
の
要
求
は
、
天
端
を
平
ら
に
揃
え
る
必
要
か
ら
厚
さ
が
特
に 

厳
格
で
、
肉
体
の
酷
使
は
曳
き
子
の
比
で
は
な
く
、
大
変
な
労
働
で 

あ
り
な
が
ら
も
、
施
主
や
見
物
人
が
見
守
る
な
か
に
あ
っ
て
、
忙
し 

い
だ
け
で
見
た
目
も
決
し
て
良
く
は
な
く
、
報
酬
に
い
た
っ
て
は
屈 

辱
的
な
差
別
を
強
い
ら
れ
る
。
棚
地
形
の
現
場
に
お
い
て
は
、
木
遣 

り
が
出
来
な
い
者
は
一
人
前
の
職
人
と
し
て
社
会
的
に
扱
わ
れ
な
い
。
 

そ
の
た
め
一
人
前
の
木
遣
師
と
な
る
べ
く
現
場
で
の
手
伝
い
に
耐
え 

な
が
ら
の
修
得
に
務
め
る
。
さ
ら
に
は
師
匠
宅
に
通
っ
て
の
稽
古
を 

続
け
て
木
遣
師
と
し
て
大
成
す
る
。
多
く
の
場
合
、
師
匠
が
現
場
で 

の
根
取
り
さ
ん
で
あ
っ
た
。

棚地形の状況地形の現場では全ての宰領と差配は根取りが指 

揮する。



◊真棒は鳶にとってかけかえのないシンボルである。されど、社会的使命をまっとう 

し、横臥して久しい物体に、芸術という魂が与えられると違和感なく蘇生し、四周 

に誇示するごとく『大ボス』として半永久的に生き続ける。

◊桐生の近代化を支えた「のこぎり屋根」の織物工場をアトリエにして創作活動を続 

ける現代彫刻家•掛井五郎先生は、力強さにおいて他に比類なき存在感溢れる重厚な 

「真棒」にコールテン鋼で造形した「大ボス」の顔を載せた作品を創作した。 

◊金輪•太柄•八角真棒の形態は、江戸木遣りで任を果たしたと思われる。 

◊「織」で育まれた、柔らかな、鋭い感性を持つ人々が住む地「K丨RYU」とは掛 

井評である。

『大ボス』 掛井五郎 コールテン鋼•木325X65X45cm
撮影松尾幹生



粋

と

格

調

へ

の

軌

跡

平
成
四
年
一
月
四
日
、
桐
生
市
産
業
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
に
は
、
桐
生
市
長
を
初
め
と
す
る
各
界
の
代
表 

者
、
各
種
委
員
が
集
う
。
そ
の
数
は
千
人
余
り
、
桐
生
市
恒
例
の
互
例
会
が
い
ま
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
時
、
 

客
席
で
は
初
春
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
と
弾
ん
だ
会
話
、
喧
騒
に
遮
断
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
、
瞬
時
の
静
寂
の
し
じ 

ま
と
相
ま
っ
て
、
緞
帳
の
奥
か
ら
、
力
強
く
、
明
快
な
響
き•

、•

・
。

「
初

春

に

あ

ま

た

の

長(

お
さ)

が

つ
ど
い
来
て 

め
で
た
く
祝
う

今
日
の
佳
き
日
を

桐
生
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「桐
生
木
遣
」
の

「前
ょ
み
」
に
続
い
て
「真
鶴
」
「手
古
」
の
格
調
た 

か

い

「粋
な
響
き
」
が
ホ
ー
ル
を
包
み
鍛
帳
が
静
か
に
開
い
た
。

粋
と
い
な
せ
を
絵
に
描
い
た
鳶
の
衆
が
、
身
体
の
奥
底
か
ら
全
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
朗
詠
す
る
「木
遣
り
」 

に
ょ
っ
て
互
例
会
が
開
幕
さ
れ
た
。

文
字
ど
う
り
新
年
の
幕
開
け
の
大
任
を
果
た
し
た
「桐
生
木
遣
」
。

「木

遣
り
っ
て
の
は
い
い
も
の
だ
ね
え
—
—
」

「粋
だ
ね
え-
-

」

「身
も
心
も
引
き
締
ま
っ
て
正
月
ら
し
い
ね
」◦

場
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
絶
賛
す
る 

囁
き
が
漏
れ
伝
わ
る
。

三
十
年
、
四
十
年
、
四
十
五
年
余
も
永
き
に
わ
た
っ
て
の
精
進
稽
古
を
続
け
、
様
々
な
場
で
乞
わ
れ
る
ま
ま
披
露
し
て
来
た
木
遣
師
が
受
け
る
賛
辞
の 

パ
タ
ー
ン
は
な
ぜ
か
決
ま
っ
て
い
る
。

「鳶
頭
ィ
キ
だ
ね
」

「木
遣
り
は
い
い
ね
え
」
,
•
•

。
他
の
、
褒
め
言
葉
を
失
っ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
四
十 

年
前
、
三
十
年
前
そ
し
て
現
在
も
変
わ
ら
ぬ
評
価
。
木
遣
り
を
聴
く
全
て
の
人
に
、

一
様
の
感
動
を
与
え
る
秘
密
の
正
体
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

五
十
人
、
百
人
の
宴
会
。
ヵ
ラ
オ
ケ
と
弾
ん
だ
会
話
、
宴
た
け
な
わ
の
喧
騒
で
あ
っ
て
も
「鳶
頭
が
木
遣
り
を
や
る
//:
」
誰
か
の
一
声
で
、
瞬
く
間
に 

姿
勢
を
正
し
て
静
寂
な
「場
」
と
な
る
。
鳶
頭
と
木
遣
り
に
は
、
な
ぜ
に
そ
れ
ほ
ど
の
威
厳
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か-
-
-
-
-

？

実
戦
で
の
命
懸
け
を
意
識
し
た
朗
詠
が
、
格
調
た
か
い
旋
律
の
響
き
や
フ
レ
ー
ズ
の
は
し
ば
し
に
威
厳
と
し
て
伝
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

恫生币立例会•平成6年1月4日



将
軍
や
藩
主•

高
貴
人
が
威
厳
誇
示
の
た
め
荘
重
な
場
を
演
出
し
た
ラ
イ
ブ
背
景
を
知
っ
て
、
主
催
者
や
鳶
頭
に
敬
意
を
示
す
現
れ
な
の
か
。

町
火
消
の
伝
統
を
継
承
す
る
絆
纏
装
束
に
理
由
が
あ
る
の
か-
-
-
-

？ 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
聞
く
側
が
聴
く
姿
勢
を
瞬
時
に
正
し
て
受 

け
入
れ
る
風
潮
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
言
か
ら
も
事
実
で
あ
る
。

職
人
と
し
て
の
鳶
頭
は
、
常
に
、
生
活
の
糧
を
与
え
て
く
れ
る
旦
那
衆(
客
先
で
あ
る
施
主)

や
社
会
に
対
し
て
「縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
の
任 

務
と
立
場
を
片
時
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。

平
成
三
年•

四
年
度
に
群
馬
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
「群
馬
県
の
諸
職
」
調

査

で

『鳶
職
』
を
担
当
し
た
筆
者
が
驚
嘆
し
た
実
例
は
、
粋
と
い
な 

せ
の
真
髄
は
、
旦
那
衆
か
ら
期
待
さ
れ
る
鳶
頭
で
あ
っ
て
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
鳶
頭
と
な
る
た
め
に
「鳶
の
粋
」
を
内
面
か
ら
醸
す
素
養
修
得
に
「
こ 

だ
わ
り
を
も
っ
て
の
精
進
」
に
は
、
人
知
れ
ず
務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
十
年
の
精
進
で
一
人
前
と
認
め
ら
れ
る
木
遣
り
は
鳶
の
表
看
板
で
あ
り
、
 

職
能
技
術
が
表
芸
と
す
る
な
ら
ば
、
裏
芸
の
筆
頭
を
木
遣
り
と
し
、
纏
振
り•

梯
子
乗
り
の
技
芸
や
絆
纏
の
着
こ
な
し
、
着
装
し
た
と
き
の
身
ご
な
し
や 

心
構
え
。
特
に
町
内
絆
纏
と
店
絆
纏
に
対
す
る
き
め
細
か
な
気
ず
か
い
に
は
、
鳶
と
し
て
の
自
覚
が
滲
み
出
て
い
る
。
鳶
頭
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
要
素
を 

本
物
と
す
る
た
め
に
「茶
道
」

「華
道
」

「
日
舞
」
な
ど
の
諸
芸
ま
で
を
も
た
し
な
む
努
力
を
惜
し
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
断
の
努
力
が
あ
っ
て 

初
め
て
、
木
遣
り
に
「粋
と
い
う
隠
し
味
」
が
加
味
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
本
物
の
、
格
調
と
い
う
認
識
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
聴
く
側
に
感
動
と
枯
淡
の 

趣
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

鳶
の
味
の
あ
る
粋(
知
恵)

の
一
つ
に«

前
よ
み»

が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
よ
み
は
本
項
冒
頭
に
紹
介
し
た
ご
と
く
、
短
い
文
章
で
は
あ
る
が
、
大
和
言 

葉
を
意
識
し
て
、
侘
や
寂
に
鳶
の
粋
を
加
味
し
た
七•

五
調
の
詞
章
を
「唄
う
が
如
く
」
に
、
抑
揚
を
つ
け
て
「
一
気
に
読
み
上
げ
る
//:
」

一
種
の
口
上 

に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
瞬
時
に
盛
り
上
げ
て
、
参
加
者
の
聴
視
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
目
的
で
、
鳶
の
衆
が
生
み
出
し
た
独
特 

な
手
法
で
あ
る
。-
-
-
-

(
83
ペ
ー
ジ
を
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い)

木
遣
り
は
あ
ら
ゆ
る
時
と
場
の
雰
囲
気
を
格
調
た
か
く
、
高
尚
に
引
き
締
め
る
独
特
な
要
素
を
秘
め
た
「粋
な
伝
統
文
化
」
と
し
て
定
着
し
、
冠
婚
葬 

祭
全
般
に
、
披
露
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
拡
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
木
遣
り
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
は
あ
く
ま
で
も
「棚
地
形
」
と
い
う
命
懸
け
の
現
場
で 

あ
り
、
純
然
た
る
労
働
歌
に
帰
結
す
る
木
遣
り
が
、
な
ぜ
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
絶
賛
と
市
民
権
を
得
て
「伝
統
文
化
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た«

鳶
の 

技
芸»

と

は•
•

軌
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
。

現
在
、
伝
承
さ
れ
一
般
的
に
唄
わ
れ
て
い
る
木
遣
り
は
、
師
匠
か
ら
弟
子
に
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
、
す

べ

て

「
口
伝
」
の
み
に
よ
っ
て
唄
い
継
が
れ



て
来
た
。
こ
の
伝
承
経
過
の
み
が
こ
こ
で
言
う«

木
遣»

で
あ
っ
て
、
各
地
で
民
俗
芸
能
や
民
謡
の
範
ち
ゅ
う
に
入
れ
て
い
る
木
遣
り
と
は
、

一
線
を
画 

し
た
い
も
の
で
あ
る
〇
多
く
の
場
合
、
桐
生
で
言
う
「鳴
き
地
形
」
の
掛
け
声•

仕
事
歌
を
「木
遣
り
」
と
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ 

た
く
異
質
で
、
目

的•

手

段,

結

果•

伝
承
者
す
べ
て
が
異
な
る
こ
と
を
先
ず
記
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
、
«

聴
か
せ
る
木
遣
り»

全
盛
の
現
在
に
あ
っ
て
、
各
地
の
木
遣
り
の
良
い
と
こ
ろ
の
み
を
採
り
入
れ
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
新
た
な
木
遣
り
作
り
に 

積
極
的
な
所
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
木
遣
り
の
普
及
に
は
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
手
法
で
は
、
伝
統
や
地
域
に
根
ざ
し
た 

特
徴
を
完
全
に
無
視
し
た
木
遣
り
と
な
っ
て
、
し
い
て
は
、
重
要
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
、
大
間
や
中
間
の
約
束
ご
と
ま
で
を
も
逸
脱
し
か
ね
な
い
ば
か
り
か
、
 

木
遣
り
本
来
の
粋
や
格
調
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
お
座
敷
や
聴
衆
の
み
を
念
頭
に
し
た
木
遣
り
で
は
、
原
点
で
あ
る
「地
形
の
現
場
」 

か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て
、
結
果
と
し
て
伝
統
の
伴
な
わ
な
い
単
な
る
木
遣
り
唄
と
な
っ
て
し
ま
う
。

木
遣
り
の
文
化
性
を
含
め
て
伝
承
経
過
を
考
え
る
場
合
、
も
っ
と
も
不
思
議
な
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
長
時
間
を
要
す
る
木
遣
り
で
あ
っ
て
も
、
記
録
と 

し
て
の
詞
章
は
も
と
ょ
り
、
楽
譜
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
記
録
採
譜
化
の
作
業
が
遅
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
必
要
が
無
か 

つ
た
こ
と
と
、
「書
い
て
は
覚
え
ら
れ
な
い
//:
」
と
厳
し
く
戒
め
ら
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

現
在
で
も
、
歌
詞
ヵ
ー
ド
や
採
譜
し
た
モ
ノ
を
見
な
が
ら
で
は
木
遣
り
は
唄
え
な
い
し
、
独
特
な
響
き
は
文
字
や
楽
譜
に
表
現
出
来
な
い
、
い
わ
ゆ
る 

小
節
の
連
続
で
、
他
人
の
採
譜
で
は
何
の
役
に
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
す
べ
て
は
稽
古
の
繰
り
返
し
と
、
身
体
を
使
っ
て
全
身
で
覚
え
込
む
こ
と 

が
一
番
の
近
道
と
な
っ
て
い
る
。

棚
地
形
と
い
う
現
場
に
お
い
て
の
修
得
と
、
師
匠
か
ら
弟
子
の
み
へ
の
継
承
修
得
で
事
足
り
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
広
羲
の
民
俗
芸
能•

伝
統
芸 

能
と
は
根
本
的
に
存
在
の
基
盤
や
目
的
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
多
く
の
場
合
、
舞

台
(
境
内
や
広
場
を
含
むI
-
場

——

と
、
形
式
も
多
様
で
あ 

る
か)

や
座
敷
で
行
わ
れ
る
、
そ
し
て
技
芸
の
巧
拙
や
創
意
や
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
木
遣
り
の
場
合
は
、
渾
身
の
力
を
出
す
。
維
持
。
 

抜
く
。
こ
れ
ら
の
瞬
間
々
々
が
命
懸
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
が
絶
妙
で
な
け
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
直
結
す
る
。

棚
地
形
の
現
場
は
、
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
時
期
が
多
く
、
ヵ
ラ
ッ
風
の
中
で
の
共
同
作
業
は
、
木
遣
り
と
い
う
「掛
け
声
」
の
み
で
進
行
す
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
強
風
に
吹
き
消
さ
れ
な
い
豊
か
な
声
量
が
重
要
で
あ
っ
て
、
地
上
部
の
「根
取
り
役
」
と
二
階
部
の
「曳
き
子
役
」
の
位
置
関
係
で
も
、
 

相
手
方
に
確
実
に
届
く
声
量
と
声
質
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
様
な
状
況
下
で
の
作
業
歌
も
、
建
築
普
請
と
い
う
極
め
て
慶
事
そ
の
も
の
の
中
で
培
わ
れ
、
作
業
着
で
あ
る
絆
纏
装
束
か
ら
し
て
、

一
般
人
が
そ



こ
に
参
入
を
可
能
と
す
る
雰
囲
気
は
無
く
、
木
遣
り
修
得
の
難
解
度
と
作
業
の
特
殊
性
か
ら
、
常
人
が
習
い
覚
え
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
無
か
っ
た
の
で 

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
命
懸
け
の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
と
、
作
業
エ
リ
ァ
か
ら
考
え
て
も
広
範
な
文
化
圏
も
存
在
し
て
い
な
い
。

木
遣
り
そ
の
も
の
は
、
全
国
に
伝
播
さ
れ
て
各
地
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
、
近
隣
で
は
微
妙
な
違
い
で
あ
っ
て
も
、
少
し
離
れ 

る
と
異
質
感
か
ら
違
和
感
さ
え
覚
え
る
程
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
〇
そ
の
た
め
、
桐
生
木
遣
り
、
前
橋
木
遣
り
、
伊
勢
崎
木
遣
り
、
高
崎
木
遣
り
、
足
利
、
 

佐

野•
•
•

江
戸
木
遣
り
。
地
域
名
を
冠
し
た
呼
び
名
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
も
っ
て
完
成
さ
れ
て
い
る
。

各
々
の
地
域
性•

市
民
性•

土
地
柄
や
、
特
に
、
木
遣
り
を
求
め
た
旦
那
衆
の
好
み
や
都
市
の
経
済
力•

文
化
性
か
ら
社
会
性
な
ど
様
々
な
要
因
が
背 

景
と
な
っ
て
、
地
域
色
が
色
濃
く
特
徴
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
桐
生
な
ど
の
よ
う
に
、
織
物
関
連
産
業
を
基
盤
と
し
て
豊
か
な
経
済
力
が
古
く
か
ら
確
立
し
、
 

概
し
て
祭
り
好
き
、
派
手
好
み
で
、
粋
を
ス
テ
ィ
タ
ス
と
す
る
市
民
性
に
加
え
て
、
織
物
生
産
と
い
う
第
二
次
産
業
が
高
度
に
発
達
集
積
し
、
そ
れ
に
直 

接•

間
接
に
関
わ
る
多
く
の
関
連
諸
職
が
都
市
基
盤
で
あ
る
特
殊
性
か
ら
、
各
町
内
で
は
鳶
頭
を
丸
抱
え
と
し
て
、
都
市
機
能
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
の 

「町
内
鳶
頭
」
を
設
置
す
る
都
市
性
か
ら
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
鳶
頭
や
木
遣
り
も
自
然
に
自
覚.

洗
練
さ
れ
て
、
桐
生
ら
し
い
特
徴
を
持
っ
た
木 

遣
り
が
確
立
し
た
。

す
べ
て
が
口
伝
と
い
う
こ
と
は
、
棚
地
形
が
ギ
ル
ド
的
特
殊
技
能
集
団
の
み
に
必
要
な
仕
事
歌
で
あ
っ
て
、
粋
や
格
調
を
醸
す
か
ら
と
い
っ
て
常
人
が 

旦
那
芸
と
し
て
習
得
し
よ
う
に
も
五
年
や
十
年
の
嗜
み
で
は
絶
対
に
モ
ノ
に
は
な
り
得
な
い
の
が
木
遣
り
で
あ
る
。
文
化
的
な
素
要
と
し
て
一
般
人
が
参 

入
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
、
木
遣
り
に
関
す
る
記
録
は
皆
無
に
等
し
い
状
況
と
言
え
る
。
少
な
く
と
も
習
熟
し
た
木
遣
師
や
、
我
々
が
納
得
す
る
、
あ
る 

い
は
理
解
出
来
得
る
紋
切
り
型
の
概
説
書
す
ら
無
く
、
系
統
的
な
研
究
書
に
い
た
っ
て
は
筆
者
の
未
熟
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
既
に
二
十
年
余
り
追
い
求 

め
て
も
披
見
で
き
な
い
ま
ま
本
調
査
を
担
当
し
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
、
木
遣
り
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
素
人
調
査
員
に
よ
る
調
査
の
域
を
脱
し
得
な
い
が
、
 

時
田
会
長
を
初
め
と
す
る
桐
声
会
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
木
遣
師
と
し
て
の
体
験
や
、
先

代•

先
々
代
の
師
匠
か
ら
指
導.

教
示
さ
れ
た
貴
重
な
行
動
伝
承 

•

周
期
伝
承
に
加
え
て
諸
書
か
ら
の
散
見
を
織
り
混
ぜ
て
軌
跡
の
一
端
と
し
た
い
。

伝
承
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
木
遣
り
が
歌
わ
れ
た
最
初
と
し
て
、
治

承

四

年(

ー
ー
八
〇)

平
清
盛
が
安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
、

一
時
、
新
都 

を
置
い
た
現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区
に
は
、
福
原
遷
都
の
際
の
木
材
陸
揚
げ
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「木
遣
音
頭
」
が
伝
承
さ
れ
、
歴
史
を
背
景
と
し
た
郷 

土
芸
能
が
知
ら
れ
て
い
る
。

臨
済
宗
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
栄
西
禅
師(

ョ
ゥ
サ
ィ
と
も
言
わ
れ
る)

は
、
比
數
山
で
天
台•

密
教
を
学
び
、
仁

安

三

年(

ー
ー
六
八)

に
続
い



て
文
治
三
年(

ー
ー
八
七)

再
度
入
宋
し
て
禅
法
を
修
め
て
建
久
二
年(

ー
ー
九
一)

帰
朝
し
て
、
博
多
に
聖
福
寺
。
次
い
で
鎌
倉
の
寿
福
寺
に
宋
朝
禅 

の
種
を
蒔
き
、
建
仁
ー
ー
年(

ー
ニ
〇
ー
ー)

に
い
た
っ
て
、
台
•

密•

禅
の
三
宗
兼
学
の
道
場
と
し
て
京
都
に
建
仁
寺
を
建
立
し
た
。
造
営
工
事
に
あ
た
っ 

て
、
加
茂
川
か
ら
大
材
を
曳
き
揚
げ
よ
う
に
も
巨
木
の
た
め
、
大
勢
の
人
夫
の
呼
吸
が
合
わ
ず
、
は
か
ど
ら
な
い
現
場
を
目
撃
し
た
栄
西
禅
師
は
、
入
宋 

時
に
見
聞
し
た
手
法
と
機
知
に
富
ん
だ
才
覚
で
、
自
ら
の
名
が
エ
イ
サ
イ
で
あ
り
、m

ゥ
サ
イ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
事
す
る
人
夫
に
、
自 

ら
の
名
、
つ
ま
り
、C

エ
イ
サ
イ
//: 

C

 m

ゥ
サ
イ
//:

と
交
互
に
唱
和
さ
せ
て
曳
か
せ
た
。
高
僧
の
名
を
呼
び
捨
て
に
で
き
る
人
夫
達
の
士
気
は
揚
が 

り
、
掛
け
声
も
次
第
に
弾
ん
で
さ
す
が
の
大
材
も
難
な
く
曳
け
た•
•
•

。

『近
代
世
事
談
』
 

『嬉
遊
笑
覧
』
に
記
さ
れ
、
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
と
い
う 

木
遣
り
の
一
節
は
、
木
遣
師•

•C

エ
ー
サ

イ

エ

ー
サ
イ

側
受
け

•  
•C

エ
ー
サ
イ
ヤ
チ
ヨ
ー
ザ

木
遣
師•

•C
曳
け
や
曳
け
曳
け

側
受
け

•  

•C
エ
ー
サ
イ
ヤ
チ
ヨ
ー
ザ

木
遣
師•
綱
方
揃
え
て

側
受
け

•  

•C

エ
ー
サ
イ
ヤ
チ
ヨ
ー
ザ

木
遣
師•

.
r

梃
子
方
揃
え
て

側
受
け•

エ
ー
サ
イ
ヤ
チ
ヨ
ー
ザ

こ
の
様
に
掛
け
合
い
形
式
で
、
音
頭
と
受
け
の
唱
和
で
な
り
た
っ
て
る
。
こ
の
こ
と
や
先
の
福
原
遷
都
の
木
遣
歌
が
木
遣
り
の
嚆
矢
と
言
わ
れ
、
俗
に 

「木
遣
り
は
八
百
年
の
歴
史
」
•
•
•

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

天
正
十
一
年(

一
五
八
三)

豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
築
城
の
際
、
大
木
の
用
材
運
搬
をN

人
の
茶
坊
主
に
指
揮
さ
せ
た
。

一
人
を
栄
斎
と
言
い
、
も
う
一 

人
が
要
斎
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
、
仲
々
の
才
覚
が
あ
っ
て
、
気
勢
の
挙
が
ら
な
い
人
足
ど
も
に
、
自
ら
の
名
前
を
交
互
に
よ
ば
せ 

C

エ
ー
サ
イ 

「
ヨ
ー
サ
イ
と
掛
け
声
を
か
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
人
足
共
の
意
気
が
合
っ
て
一
気
に
大
木
を
運
搬
し
て
し
ま
っ
た
。

•  
• 
• 

•

エ
ー
サ
イ
、
ヨ
ー
サ
イ
の
掛
け
声
と
は
同
一
で
な
い
に
し
て
も
、
重
量
物
運
搬
を
職
能
と
す
る
鳶
職
は
も
と
よ
り
、

一
般
の
我
々
が
日
常
ご
く
自
然
に 

用
い
ら
れ
る
号
令
で
あ
っ
て
、
先
の
二
例
の
情
景
は
理
解
で
き
る
が
、
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
作
り
話
し
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
況
ん
や
木
遣
り
の 

嚆
矢
と
す
る
に
は
拙
速
の
そ
し
り
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
発
展
過
程
で
の
挿
入
話
し
と
し
て
は
貴
重
で
あ
る
。



木
遣
り
の
広
羲
的
原
点
は
、
多
勢
が
力
を
合
わ
せ
て
引
く)
張
る
こ
と
で
あ
〇
て
、
御
神
木
や
建
築
用
材
の
巨
木•

巨
石
。
重
量
物
を
綱
を
用
い
て
曳
く 

こ
と
で
あ
る
。
巨
木
を
曳
く
こ
と
を
「木
曳
き
」
と
言
い
、
巨

石

を

「
石
曳
き
」
、

梵

鐘

が

「鐘
曳
き
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
曳
く
物
に
応
じ
て
そ
の 

呼
び
名
も
違
つ
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
石
出
し
の
語
は
現
在
に
残
つ
て
い
る
も
の
の
石
曳
き
、
鐘
曳
き
の
名
称
が
死
語
同
然
と
な
つ
て
、
重
量
物
全
般
が 

「木
曳
き
」
と
し
て
総
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

巨

木•
巨
石
を
曳
く
の
は
大
普
請
の
場
合
が
当
然
で
、
多
人
数
が
寄
つ
て
た
か
つ
て
の
手
伝
い
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
お
祭
り
の
屋
台
を
曳
く
よ
う
な
雰 

囲
気
と
な
る
。
多
人
数
に
通
じ
る
「合
図
」
や
、
集
団
を
一
体
的
に
「鼓
舞
」
さ
せ
る
趣
向
と
、
宰
領
役
が
集
団
を
統
率
す
る
「号
令
」
が
不
可
欠
で
あ 

る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
現
在
の
我
々
で
も
自
分
一
人
で
は
手
に
負
え
な
い
重
量
物
を
「押

す•

引

く•

挙
げ
る
」
と
い
う
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
体 

験
か
ら
、
そ
れ
に
必
要
な
人
数
を
集
め
て
の
共
同
作
業
で
目
的
を
果
た
す◦

こ
の
様
な
場
合
、
格
別
の
相
談
を
経
な
く
と
も
必
ず
誰
か
が
宰
領
役
と
な
つ 

て
号
令
を
発
つ
し
て
指
示
を
す
る
。
そ
れ

は

「
セ
エ
ー
ノ
ォ
ー
」
で
あ
つ
た
り
「
イ
イ
ー
チ
」 

「
ニ
イ
ー
イ
」
で
あ
つ
た
り
す
る
。
ま
た
、
重
い
と
感
じ 

た
場
合
は
、
イ
イ
チ•

ニ
イ
イ
で
体
勢
を
整
え
、
力
を
タ
メ
て
「
サ
ァ
ー
ン
」
で
一
斉
に
力
を
出
す
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ 

つ
て
「•
•
•

の
始
ま
り
」
的
な
論
究
は
際
限
な
い
分
野
で
あ
つ
て
馴
染
め
な
い
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

号
令
に
つ
い
て
の
相
応
し
い
初
出
と
見
ら
れ
る
の
は
、
平
安
末
期
、
藤
原
氏
発
展
の
歴
史
的
叙
述
と
、
道
長
亡
き
後
の
子
孫
の
動
向
を
編
年
体
に
書
き 

続

け

た

『栄
華
物
語
』
に
、-
-

衆
の
中
に
主
立
つ
た
者
が
、
先
に
立
ち
謡
う
、
こ
れ
を
号
頭
と
云
う
、
衆
こ
れ
に
和
す
る
を
打
号
と
云
う̂

^
 

こ
こ
で
言
う
号
頭
は
あ
き
ら
か
に
音
頭
で
あ
つ
て
、
木
遣
り
で
い
う
「木
遣
師
」
「根
取
り
」
「兄
」
で
あ
る
。
打
号
は
受
け
で
あ
つ
て
、
木
遣
り
の 

「側
受
け
」
「曳
き
子
」
「弟
」
で
あ
る
。

『和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、
呂
氏
春
秋
の
、

擧
こ
大
木
一
者
前
唱
ー
ー
輿
樗
一
、
後
亦
應
レ
之
、
 

大
木
を
挙
げ
る
に
は
、
先
に
こ
う
ち
よ
を
唱
え
、
あ
と
又
こ
れ
に
応
え
る 

此
擧
レ
重
勸
レ
カ
之
歌
也
、
今
人
擧
レ
重
、
 

こ
れ
重
き
を
挙
げ
力
を
励
ま
す
時
の
歌
な
り
、
今
、
人
重
き
を
挙
げ

出
レ
カ
者
一
人
唱
、
則
爲
ー
ー
號
頭
一
、
衆
皆
和
レ
之
、
 

力
を
出
す
者
一
人
が
唱
え
る
こ
と
を
号
頭
、
衆
皆
こ
れ
に
合
わ
せ
る
こ
と 

日
こ
打
號
一
、
此
其
始
也
、

按
號
頭
今
云
音
頭
也
、
 

を
打
号
と
言
う
、
号
頭
は
現
在
の
音
頭
の
こ
と
な
り
。

前

述

の「.

• 
•

の
始
ま
り
」
は
馴
染
め
な
い
と
し
た
が
、
栄
華
物
語
が
号
頭•

打
号
す
な
わ
ち
「号
令
」
の
初
出
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
始
ま
り 

と
は
言
え
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
よ
り
古
い
時
代
の
堂
搭
建
築
や
大
土
木
工
事
。
例
え
ば
前
橋
市
総
社
町
の
「山
王
廃
寺
跡
」
の
主
要
遺
品
で
あ
る



「根
卷
石
」
は
、
直
径
九
十
六
、
五
-fe>
チ
の
丸
柱
の
存
在
を
示
し
、
「
石
製
鴉
尾
」
は
、
重
さ
ー
ト
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
る
棟
木
を
は
じ
め
棟
持
柱•

巨 

木
•

巨
石
の
運
搬•

据
え
付
け
作
業
、
特
に
棟
木
や
鴉
尾
の
据
え
付
け
に
は
、
現

在

の

「巻
き
木
遣
り
」
の
原
型
が
用
い
ら
れ
た
に
相
違
な
く
。
高
崎
市 

の
観
音
山
古
墳
で
は
、

壁
体
下
部
に
厚
さ
五
十$

チ
の
砂
利
地
形
が
行
わ
れ
、

牛
臥
砂
岩
の
天
井
石
は
二
十
ニ
ト
ン
に
達
す
る
巨
岩
で
、

古
墳
の
南
西
十
三 

キ
ロ
よ
り
運
ば
れ
て
い
る
。
六
世
紀
末
築
造
の
観
音
塚
古
墳
は
、
版
築
工
法
や
栗
石
地
形(
群
馬
県
史)

が
見
ら
れ
、
天
井
石
は
幅
三
、
五
奴
以
上
、
奥
行 

四
メ1

以
上
で
、
厚
さ
ー 

メ
と
し
て
も
重
量
は
三
十
七
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
巨
石
を
、
榛
名
町
も
し
く
は
松
井
田
町
の
鳥
川
か
碓
氷
川
の 

上
流
部
、
い
ず
れ
に
し
て
も
直
線
に
し
て
十r
〜
十
五
キ
ロ
も
の
遠
隔
地
か
ら
牽
引
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

巨
石
の
運
搬
作
業
に
あ
た
た
群
馬
の
古
代
人
が
無
言
の
ま
ま
で
作
業
に
あ
た
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
巨
石
ゆ
え
に
、
長
時
間
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大 

勢
の
労
力
が
必
要
と
な
り
、
単
な
る
号
令
だ
け
で
な
く
、
作
業
歌
に
近
い
「
モ
ノ
」
が
存
在
し
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

複
数
以
上
の
人
間
が
共
同
で
作
業
す
る
場
合
の
掛
け
声
は_

然
発
生
し
、
発
展
し
て
作
業
歌
と
な
る
わ
け
で
、
敢
え
て
起
源
を
求
め
る
な
ら
ば
、
人
類 

誕
生
ま
も
な
く
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
。

号

令•

号
頭
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
過
激
な
采
配
は
織
田
信
長
に
尽
き
る
。
派
手
な
出
で
立
ち
と
巧
み
な
演
出
で
、
多
人
数
の
志
気
を
鼓
舞
さ
せ
成
功 

を
収
め
た
の
は
加
藤
清
正
で
あ
ろ
う
。

永
緑
十
二
年(

一
五
六
九)

信
長
は
、
将
軍
足
利
義
昭
の
居
館
二
条
第
造
営
に
際
し
「大
石
の
数
百
人
に
て
引
き
か
ぬ
を
、
信
長
公
さ
い
を
取
っ
て
た 

だ
一
聲
え
い
や
と
聲
を
出
し
た
ま
え
ば
、
鳥
の
飛
ぶ
が
如
く
行
き
け
る
と
な
り
、
何
時
も
人
の
気
は
、
い
さ
む
と
い
さ
ま
ぬ
に
替
え
る
事
な
り
」
ま
た
、
 

「六
条
本
国
寺
を
三
好
の
軍
兵
に
か
こ
ま
れ
た
時
、
信
長
公
一
騎
が
け
に
駆
け
付
け
ら
れ
、
自
ら
音
頭
を
取
っ
て
諸
勢
に
唄
は
せ
た
其
の
歌
は
、
——
 

r

織
田
の
か
づ
さ
は
果
報
の
も
の
よ\

 r

一
番
槍
を
つ
く
ほ
ど
に 

\

 

r

志
か
も
上
意
の
御
前
に
て-
-
-

と
三
べ
ん
唄
わ
せ
て
、
八 

方
か
ら
の
大
軍
を
一
気
に
突
き
く
ず
し
た•
.
.

」
『載
恩
記
』

二
条
ノ
御
所
御
普
請
云
々
故
、
細
川
氏
綱
が
旧
宅
二
、
藤
戸
石
ト
テ
名
石
ノ
有
ケ
ル
ヲ
、
信
長
自
信
奉
行
ヲ
シ
テ
、
絹
布
ヲ
以
テ
石
ヲ
包
マ
セ
、
花
ヲ 

粧
リ
木
遣
ヲ
謡
ハ
セ
、
笛
太
鼓
ニ
テ_

立
テ
、
多
勢
二
引
ヵ
セ
テ
、
大
石
ヲ
即
時
二
御
所
へ
引
付
ケ
サ
セ
リ
—

『重
編
応
仁
記
』
『多
聞
院
日
記
』
 

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
巨
石
で
あ
っ
て
も
、
工
法
次
第
、
つ
ま
り
段
取
り
と
釆
配
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
、
急
進
強
行
を
も
可
能
と
さ
せ
た 

信
長
は
、
天
正
四

年(

一
五
二
四)

安
土
城
築
城
に
あ
た
っ
て
、
跑

石
(
蛇
石
と
も
言
わ
れ
て
い
る)

と
い
う
巨
石
に
は
一
万
余
人
が
、
三
昼
夜
が
か
り 

で
標
高
二
百
“

の
城
山
に
引
き
上
け
て
い
る
。
こ
の
時
「剣
を
笞
と
し
、
槍
を
杖
突
い
て
の
お
ん
勇
み
也
」
。
刀
を
鞭
の
代
わ
り
に
振
り
廻
し
て
槍
を
枷



と
し
て
の
威
嚇
そ
の
も
の
で
あ
る
。

『続
事
実
譚
編
』
に
は
、
「矢
声
せ
ざ
る
者
二
人
あ
り
、
公
怒
っ
て
立
所
に
首
を
刎
ね
た
れ
ば
、
さ
す
が
の
大
石
を
一
時
に
揚
が
る.
•
.

」
矢
声
と 

は
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ー
な
ど
の
掛
け
声
に
相
違
な
い
が
、
信
長
公
の
指
揮
宰
領
は
強
制
と
容
赦
し
な
い
厳
罰
で
あ
っ
た
。

鉄
砲
伝
来
以
降
の
城
構
え
は
、
想
像
に
絶
す
る
超
重
量
物
の
移
動•

遠
距
離
か
ら
の
運
搬
据
え
付
け
技
術
が
必
要
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
想
像
に
余 

る
規
模
の
威
厳
と
威
嚇
を
示
す
新
技
術
が
求
め
ら
れ
、
大
規
模
な
土
木•

建
築
技
術
や
そ
の
工
法
も
一
変
し
た
の
か
記
録
が
豊
富
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の 

頃
よ
り
鳴
り
物
入
り
で
攤
し
た
て
、
浮
か
れ
調
子
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
根
限
り
の
力
を
出
さ
せ
て
成
功
を
収
め
た
人
物
と
し
て
加
藤
清
正
が
諸
書
か
ら 

伺
い
知
れ
る
。

信
長
に
よ
る
二
条
第
の
修
理
造
営
は
、
名
石
藤
戸
石
を
綾
錦
で
包
み
、
花
を
飾
っ
て
木
遣
り
を
唄
い
、
笛
太
鼓
で
雠
子
立
て.
•
.

祭 

礼
の
鋅
山
車
の
曳
き
廻
わ
し
そ
の
も
の
で
あ
る
。
清
正
は
、
こ
の
故
知
に
な
ら
っ
た
の
か
『事
跡
合
考
』
に
、
加
藤
清
正
が
「謡
•

う
た
い
」
を
唄
っ
た 

と
あ
り
、
あ
る
書
物
で
は
、
こ
の
こ
と
は
信
憑
性
が
あ
っ
て
木
遣
り
の
嚆
矢
に
値
す
る
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
諸
書
を
漁
っ
て
み
て
も
、
こ
の
事
例
を
木
遣
り
の
嚆
矢
と
断
定
す
る
に
は
い
さ
さ
か
無
理
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
清
正
の
謡
以
前
に
同
じ 

よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
熊
本
城•

江
戸
城•

名
古
屋
城
に
お
け
る
加
藤
清
正
の
手
法
は
、
精 

い
っ
ぱ
い.
の
派
手
な
出
で
立
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

『事
跡
合
考
参
考
落
穂
集
』
に
は
、
清
正
は
、
芝
浦
か
ら
江
戸
城 

ま
で
の
献
上
石
運
搬
に
あ
た
っ
て
、
蛇
ノ
目
の
金
紋
を
打
っ
た
朱
の
広
袖
を
着
し
、
大
兼
光
の
一
刀
を
落
差
し
に
し
て
、
扇
を
か
ざ
し
て
、
清
正
自
身
が 

木
遣
り
を
唄
い
な
が
ら
曳
か
せ
た
。
と

あ

り

『続
撰
清
正
記
』
に
は
、
名
古
屋
城
の
そ
れ
を
刻
明
に
伝
え
て
い
る-
-
-

大
石
は
、
毛
氈
で
包
ん
で
青 

綱
で
か
ら
げ
、
着
飾
っ
た
児(
ち
ご)

小
姓
た
ち
を
石
の
上
に
立
ち
並
ば
せ
、
自
身
も
自
慢
の
片
鎌
槍
を
突
っ
立
て
て
中
央
に
は
だ
か
り
、
木
遣
音
頭
を 

と
り
な
が
ら
五
、
六
〇
〇
〇
の
人
数
で
引
か
せ
た◦

こ
の
時
、
沿
道
に
は
物
売
り
の
市
が
立
っ
た
が
、
清
正
は
言
い
値
次
第
に
物
を
買
っ
て
は
見
物
人
に 

投
げ
与
え
、
酒
は
飲
み
放
題
に
さ
せ
た
の
で
見
る
者
す
べ
て
が
綱
に
手
を
か
け
、
愛
宕
参
り
の
小
唄
を
唄
う
騒
ぎ
と
な
っ
て
、
宮
か
ら
名
古
屋
へ
一
気
に 

く
り
込
ん
だ
。
•
•
,
•

こ
の
項•

田
淵
実
夫•

『石
垣
』
よ
り
。

釆
を
振
り
、
唄
い
讎
し
て
、
祭
礼
の
鋅
山
車
よ
ろ
し
く
多
勢
を
鼓
舞
さ
せ
る
状
況
と
、
建
築
に
お
け
る
棟
木
の
巻
き
上
げ
作
業
は
、
絵
巻
物•

職
人
尽 

絵
.

屏
風
絵•

襖
絵
や
各
種
の
風
俗
絵
な
ど
に
そ
の
絵
様
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
社
寺
や
城
郭
な
ど
、
大
土
木
建
築
の
規
模
拡
大
と
と
も
に
、
単
な
る
労
働
歌
が
、
権
力
者
に
よ
る
格
調
と
威
儀
威
厳
の
高
揚
の
必
要
か 

ら
«

木
遣»

へ
と
発
展
す
る
が
、
建
築
そ
の
も
の
が
慶
事
で
あ
る
た
め
、
木
遣
り
も
「祝
儀
唄
」
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
て
、
労
働
の
現
場
を
離
れ
て
儀



式
や
宴
席
に
ま
で
粋
と
格
調
の
代
表
歌
と
し
て
進
出
し
て
、
他
分
野
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。

代
表
例
と
し
て
「御
舟
歌
」

「御
座
舟
歌
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
若
年
寄
支
配
の
諸
役
に
「御
舟
手
頭
」
が
あ
る
。
寛

永

九

年(

一
六
三
二)

に
置
か
れ 

た
も
の
で
、
幕
府
の
旗
艦•

御
召
艦
を
管
理•

操
船
し
、
海
上
の
運
輸
一
般
か
ら
治
安
一
切
を
管
掌
し
た
要
職
で
、
御
船
手
頭.

御
召
船
御
船
役•

同
心 

•

御
主
水
と
呼
ば
れ
る
役
名
で
、
そ
の
職
務
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
略
す
が
、
寛
永
九
年
、
新
造
船
の
安
宅
丸
が
伊
豆
よ
り
漕
ぎ
出
す
と
き
「•
•
•

歌
舞 

伎
座
ノ
祖
——

猿
若
勘
三
郎
二
木
遣
音
頭
ヲ
命
セ
ラ
レ
、
金
麾
ヲ
賜
ヒ
——

」
『守
貞
漫
稿
』
よ
り
。

漕
ぎ
出
す
と
は
、
官
船
の
進
水
処
女
航
海
で
あ
っ
て
、
幕
府
に
お
い
て
も
、
格
式
あ
る
祝
い
歌
と
し
て
の
地
位
を
、
す
で
に
こ
の
頃
得
て
い
る
こ
と
を 

物
語
っ
て
い
る
。
木
遣
り
の
持
つ
荘
重
な
歌
い
ぶ
り
と
独
特
な
響
き
は
、
単
な
る
祝
い
歌
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
儀
式
ば
っ
た
威
厳
を
醸
す
と
こ
ろ
か 

ら
、
将
軍
の
乗
船
や
藩
主
の
参
勤
交
代•

舟
遊
び
で
の
乗
船
の
際
に
、
厳
粛
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
御
船
歌
は
御
座
船
歌
、
御
座
船
謡
な
ど
類
似
の
詞 

章
や
特
に
掛
け
合
い
の
歌
い
方
が
各
地
に
見
ら
れ
、•

木
遣
り
と
の
交
渉
は
極
め
て
深
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

将
軍
や
藩
主
か
ら
、
御
祝
儀
歌
と
し
て
の
認
知
を
得
た
木
遣
り
の
持
つ
広
範
な
要
素
は
、
雅
楽
や
武
家
の
式
楽
と
は
一
線
を
画
し
て
、
広
く 

一
般
民
衆 

が
娯
楽
の
中
に
受
け
入
れ
て
、
華
や
い
だ
風
流
を
醸
し
て
「
ハ
レ
」
の
演
出
に
主
要
な
要
素
と
し
て
、
祭
礼
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
重
要
な
見
せ
場
と
任
務
が 

与
え
ら
れ
て
積
極
的
に
迎
え
ら
れ
た
。

大
勢
を
鼓
舞
さ
せ
て
の
巨
木
を
曳
く
手
法
は
、
超
重
量
物
で
あ
る
鋅
山
車
の
曳
き
廻
し
に
好
都
合
で
あ
る
ば
か
り
か
、
神
の
神
幸
に
際
し
て
、
神
を
担 

ぎ
、
神
幸
を
知
ら
せ
、
沿
道
を
払
い
清
め
る
警
固
役
の
任
務
に
あ
た
る
鳶
の
衆
が
、
唄
い
吟
ず
る
木
遣
り
は
、
祭
礼
、
特
に
附
け
祭
り
を
よ
り
賑
や
か
に 

盛
り
上
げ
る
主
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
『守
貞
漫
稿
』
に
は
そ
の
状
況
が
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

——

略
、
神
幸
ハ
、
先
二
太
鼓
、
次
二
大
柵
、
玄
武
、
白
虎
、
朱
雀
、
青
竜
、
日
月
等
ノ
鉢
、
次
二
太
鼓
、
次
二
獅
子
頭
一
對
、
次
二
神
輿
也
。
 

獅
子
頭
ハ
、
鳶
人
足
数
十
人
木
遣
ヲ
唄
ヒ
持
之
。
——

略

♦

江
戸
山
王
社
祭
禮

——

略
、
手
棍
卜
云
テ
、
其
所
ノ
鳶
人
足
、
大
勢
是
モ
對
ノ
浴
衣
ニ
テ
、
出
シ
ノ
前
二
木
遣
ヲ
唄
ヒ
行
ク
。
諸
稽
固
人
以
下
、
手
棍
前
、
雇
夫
二 

至
ル
迄
、
又
、
必
ラ
ズ
造
リ
花
付
タ
ル
笠
ヲ
ヵ
ム
ル
也
〇 
I

略I

山
王
、
神
田
、
其
他
午
頭
天
王
、
神
幸
並
二
獅
子
頭
一
對
、
行
列
ノ 

第
ー
ニ
行
ク
。
木
綿
ニ
テ
、
鉢
二
形
ド
ル
物
ハ
、

帖
シ
テ
頭
ノ
下
ニ
シ
キ
、

一
鳶
夫
肩
レ
之
。
二
人
並
ビ
衆
鳶
夫
ト
ト
モ
ニ
、
木
遣
ノ
唱
哥 

ヲ
唄
ヒ
、
叫
ビ
行
ク
。
——

略

——

山
王
ノ
獅
子
頭
ハ
、
将
軍
家
光
公
ノ
反
古
ニ
テ
所
製
卜
云
伝
へ
、
観
者
惣
下
座
也
〇



♦

花
笠

——

略
、
手
棍
前
、
テ
コ
マ
エ
ト
訓
ズ
。
出
シ
車
ヲ
遣
ル
人
足
也
。
蓋
、
車
ハ
牛
ヲ
以
テ
曳
ニ
ヨ
リ
、
車
前
二
群
歩
シ
テ
、
木
遣
音
頭
卜
云
ヲ
サ 

ケ
ビ
行
ク
。

祭
礼
の
鋅
山
車
な
ど
を
曳
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
先
導•

参
進
す
る
に
相
応
し
い
位
置
ず
け
で
、
木
遣
り
を
歌
う
こ
と
が
「伊
達
」
と
す
る 

に
い
た
っ
た
木
遣
り
で
あ
る
が
、
単
な
る
労
働
歌
を
こ
こ
ま
で
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
進
展
さ
せ
た
最
大
の
理
由
は
、
木
遣
師
で
あ
る
鳶
の
衆
の
創
意
工
夫 

と
鳶
独
特
の
「粋
と
い
う
知
恵
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
が
、

一
人
、
鳶
の
知
恵
ば
か
り
で
は
な
く
、
め
ぐ
ま
れ
た
時
代
背
景
、
特
に 

近
世
音
楽
が
時
を
前
後
し
て
急
速
に
萌
芽
発
展
し
た
要
因
を
無
視
で
き
な
い
。

い
わ
ゆ
る
歌
舞
音
曲
と
い
う
言
葉
は
、
不
用
意
に
用
い
ら
れ
な
い
現
在
で
あ
る
が
、
近
世
初
頭
に
伝
来
し
た
三
味
線
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
邦
楽
に
影 

響
を
与
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
や
流
派
は
、
自
分
達
だ
け
の
世
界
を
つ
く
り
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
の
交
流
は
せ
ず
に
、
別
個
の
世
界
と
し
て
今
日
ま
で 

伝
承
さ
れ
て
来
た
。
地
歌
箏
曲
、
長
唄
、
常
磐
津
、
清
元
な
ど
の
歌
舞
伎
音
楽
。
人
形
浄
瑠
璃
の
羲
太
夫
や
新
内•

宮
菌
、
等
々
か
ら
民
謡
を
含
め
一
般 

民
衆
に
ま
で
大
流
行
し
、
京
•

大

阪•

江
戸
等
の
文
化
の
中
心
地
か
ら
地
方
の
隅
々
ま
で
「語
り
物
」
「唄
も
の
」
の
主
要
な
楽
器
と
し
て
定
着
し
た
。
 

こ
れ
ら
邦
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
、
木
遣
り
と
直
接
に
関
係
を
持
っ
て
、
互
い
に
発
展•

洗
練
さ
せ
た
と
解
せ
る
状
況
も
伺
い
知
れ
る
。

♦

延

宝

四

年(

一
六
七
六)

刊
行
さ
れ
た
『淋
敷
座
の
慰
——

さ
び
し
き
ざ
の
な
ぐ
さ
み
』
に
«
•
•

口
説
木
遣»

と
し
て
十
三
曲
の
三
味
線
歌
曲 

化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
曲
節
は
現
在
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

♦

元
禄
十
六
年 2

七
〇
三)

刊

の

『松
の
葉
』
に
は
、
長
唄

の«

木
遣
り»

が
記
載
さ
れ
現
在
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

♦

宝

暦

十

年(

一
七
六
〇)

初
演
さ
れ
た
義
太
夫
『木
遣
り
音
頭
』
の
«

三
十
三
間
堂
棟
由
来
——

さ
ん
じ
ゆ
う
さ
ん
げ
ん
ど
う
む
ね
の
ゆ
ら
い» 

は
、
力
の
入
っ
た
威
勢
の
良
い
木
遣
り
や
、
木
遣
り
を
暗
示
さ
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
三
味
線
が
弾
き
、
木
遣
り
そ
の
も
の
の 

C

和
歌
の
浦
に
は
名 

所
が
御
座
る
、

一
に
権
現
、
二
に
玉
津
島/

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
ナ
。
木
遣
り
音
頭
は
父
が
役 

\

 

か
ざ
す
扇
子
も
し
ほ
れ
声
。

C

む
ざ
ん
な
る
か
な 

の
後
は
辛
く
悲
し
い
語
り
物
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
る
。

♦

天
保
十
年(

一
八
三
九)

初
演
の
清
元«
/

能
色
相
図
——

し
め
ろ
や
い
ろ
の
か
け
ご
え»

は
、
神
田
祭
り
の
賑
わ
い
を
バ
ッ
ク
に
踊
り
を
披
露 

す
る
展
開
で
、
羲
太
夫
の
ょ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
な
い
が
、r

警
護
て
こ
ま
え
華
や
か
に 

\

 

祭
り
に
対
の
派
手
模
様 

\

 

派
手
な
若
い
衆 

が 

/
 

ヤ
レ
は
や
せ 

ソ
レ
は
や
せ 

/
 

花
山
車
て
こ
ま
え
警
護
に
行
列
ょ
ん
や
さ 

\
 

男
伊
達
ぢ
ゃ
の
ヤ
レ
コ
ラ
サ 

\

 

こ
こ
が
木



遣
り
の
家
の
株 

r

ヤ
ア
や
ん
れ
引
け
引
け
よ
い
声
か
け
て 

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ッ
ト\

 

そ
よ
が
締
め
か
け
中
綱 

r

え
ん
や
え
ん
や
こ
れ
は
あ
れ 

は

さ

の

エ\

エ
ン
ヤ
リ
ョ
ゥ\

萬
歳
千
秋
限
り
な
く̂

^

神
田
祭
り
に
お
け
る
鳶
の
衆
の
任
務
や
、
木
遣
り
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
様
子
に
加
え
て 

「
来
て
も
見
よ
か
し 

か
ら
手
古
舞
の
華
や
か
さ
で
、
 

祭
り
の
賑
わ
い
や
、
情
緒
ま
で
感
じ
と
れ 

「
常
か
ら
主
の 

以
降
は
口
説
き
と
な
っ
て
芸
者
と
粋
な
鳶
頭
が
ヵ
ラ
ム
見
せ
場
と
な
り 

「
や
ん
れ
引 

け
ひ
け 

は
清
元
流
の
木
遣
り
と
し
て
完
成
さ
せ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

r

こ
こ
が
木
遣
り
の
家
の
株 

以
降
の
三
味
線
は
、
あ
き
ら
か
に
木
遣 

り
の
様
子
を
表
現
し 

「
ヤ
ア
や
ん
れ
引
け
ひ
け
よ
い
声
か
け
て 

か
ら 

「
え
ん
や
え
ん
や
こ
れ
は
あ
れ
は
さ
の
さ 

エ
ン
ヤ
リ
ョ
ゥ
。
ま
で
は
木 

遣
り
を
そ
っ
く
り
導
入
し
て
い
る
。
天
下
祭
り
と
言
わ
れ
る
祭
礼
の
ハ
レ
や
か
な
気
分
と
、
浮
き
立
つ
心
意
気
を
見
事
に
ひ
き
っ
け
る
軽
妙
で
ィ
キ
な
曲 

と
な
っ
て
い
る
。

祭
り
に
「手
古
舞
」
は
、
っ
き
も
の
で
、
本
来
は
「梃
前
——

て
こ
ま
え
」
で
あ
っ
て
、
挺
を
用
い
て
仕
事
を
行
ぅ
「仕
事
師
——

鳶
職
」
か
ら
来
て 

い
る
。
鳶
の
粋
で
い
な
せ
な
姿
に
憧
れ
た
芸
者
衆
が
、
男
衆
姿
で
祭
り
に
花
を
添
え
る
「意
気
」
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
て
、
芸
者
に
惚
れ
ら
れ
る
、
あ
る 

い
は
前
述
の
清
元
に
お
け
る
、
鳶
頭
と
芸
者
の
ヵ
ラ
ミ
な
ど
、
男
冥
利
に
尽
き
る
役
得
を
享
受
し
た
鳶
の
衆
に
よ
っ
て
、
洗
練
さ
れ
た
木
遣
り
へ
と
発
展 

し
た
。

祭
礼
の
賑
わ
い
や
ハ
レ
の
意
気
は
、
歌
舞
伎
と
吉
原
の
俄(

に
わ
か)

に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
、
附
け
祭
り
の
賑
わ
い
を
取
り
入
れ
た
「祭
礼 

も
の
」
と
呼
ば
れ
る
三
味
線
曲
は
各
種
あ
っ
て
、
先
の
神
田
祭
り
の
前
に
、
文
政
九
年•

清
元
——

お
祭
り
：
申
酉
。
嘉
永
四
年•

常
磐
津
—
勢
獅
子
。
 

安
政
二
年•

常
磐
津
—
三
社
祭
。
明
治
四
十
四
年.

長
唄
—
神
田
祭
。
な
ど
が
劇
場
で
演
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
祭
礼
の
余
興
に
演
奏
さ
れ
た
も 

の
に
、
文
政
十
一
年•

長
唄
—
贱
機
帯
。
嘉
永
三
年•

河
東
節
—
花
く
ら
べ
。
な
ど
。

劇
場
を
離
れ
て
、
晴
天
ー
ケ
月
間
行
わ
れ
た
の
が
吉
原
俄(
仁
和
賀)

で
、
こ
れ
を
主
題
に
し
た
富
本
の
木
遣
り
は
文
化
元
年
。
清
元
の
玉
屋
は
天
保 

三
年
。
常
磐
津
の
粟
餅
は
弘
化
二
年
。
長
唄
の
廓
丹
前
は
安
政
四
年
。
な
ど
で
、
現
在
ま
で
残
っ
た
も
の
に
清
元
の
女
車
引
き
が
嘉
永
〜
安
政
期
。

一
中 

節
の
廓
帯
引
は
嘉
永
三
年
で
あ
る
。
荻
江
節
の
ほ
と
ん
ど
が
吉
原
俄
で
上
演
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。•
.
•

『国
文
学•

解
釈
と
鑑
賞.

祭
礼
と
俄 

——

竹
内
道
啓
』
よ
り

以
上
の
ご
と
く
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
邦
楽
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、
木
遣
り
が
直
接•

間
接
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
疑
ぅ
余
地
も
な 

い
が
、
木
遣
り
も
ま
た
、
各
邦
楽
、
特
に
清
元
や
浄
瑠
璃•

新
内
の
手
法•

云
風
を
積
極
的
に
導
入
し
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
木
遣
り
に
進
歩
発
展
さ
せ



た
こ
と
は
確
か
で
、
現
在
の
木
遣
り
に
清
元
の
関
わ
り
、
特
に
江
戸
木
遣
り
は
新
内
の
歌
唱
法
が
鮮
明
に
伺
え
る
。

木
遣
り
を
披
露
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
お
座
敷
に
ま
で
進
出
し
得
た
の
は
、
各
邦
楽
の
良
さ
を
、
鳶
の
衆
が
自
ら
木
遣
り
に
取
り
入
れ
た
こ
と
も
多
少 

は
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
、
清
元
や
新
内
の
師
匠
筋
と
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
、
作
詞
は
も
と
よ
り
曲
節
の
ア
レ
ン
ジ
ま
で
芸
統
を
導
入
し
た
の
で
は 

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
、
作
業
歌
が
粋
な
お
座
敷
に
ま
で
進
出
で
き
た
要
因
が
説
明
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
思
議
な
こ
と 

は
、
邦
楽
関
係
は
、
初
演
日
や
作
詞
者•

作
曲
者
が
。
常
磐
津•

長
唄•

清
元
な
ど
は
、
振
付
師
ま
で
も
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
木
遣
り
の
場
合 

は
、
そ
れ
ら
後
世
に
名
を
残
す
よ
う
な
記
録
が
一
切
な
く
、
す
べ
て
が
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
口
伝
の
み
で
あ
る
。

詞
章
や
曲
節
に
少
な
か
ら
ず
関
係
を
持
っ
た
邦
楽
諸
流
諸
派
の
創
始
者•

師
匠
連
が
、
単
な
る
好
意
の
み
で
、
木
遣
り
の
洗
練
の
た
め
に
力
を
貸
し
た 

と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
頃
、

一
部
の
邦
楽
、
特
に
清
元
な
ど
と
共
存
す
る
形
で
お
座
敷
に
ま
で
進
出
を
果
た
し
、
祭
礼
で
は
花
形
と
し
て
の
出
番
が
与
え
ら
れ
。
粋
と
意 

気
を
欲
し
い
ま
ま
に
享
受
し
、
男
伊
達
と
し
て
の
鳶
の
衆
や
鳶
頭
の
庇
護
が
あ
れ
ば
、
近
世
邦
楽
界
の
中
で
も
不
動
の
地
位
を
得
る
の
も
容
易
で
あ
っ
た 

ろ
う
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
格
調
が
よ
り
洗
練
さ
れ
た
木
遣
り
で
あ
っ
て
も
、
棚
地
形
と
い
う
現
場
で
、
命
懸
け
で
従
事
す
る 

木
遣
師
に
対
し
、
頭
脳
参
入
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
諸
流
諸
派
の
中
に
あ
っ
て
、
存
在
感
の
高
揚
意
識
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？-
-
-

。
様
々
な
要
因 

は
想
像
で
き
る
が
、
木
遣
り
に
関
す
る
諸
記
録
が
皆
無
で
、
伝
承
だ
け
と
い
う
状
況
で
は
確
た
る
判
断
が
出
来
か
ね
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の
形
に
洗
練
さ
せ
て
、
粋
と
い
な
せ
を
盛
り
込
ん
で
格
調
高
め
た
木
遣
り
に
完
成
さ
せ
た
の
は
、
町
火
消
以
降
と
考
え
る
こ 

と
が
自
然
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
木
遣
り
が
う
け
た
要
因
と
し
て
、
俗
に
歌
舞
音
曲
と
い
わ
れ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
、
つ
ま
り
文
楽
に
お 

け
る
義
太
夫
節
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
常
磐
津•

清
元
節
や
遊
里
の
座
敷
浄
瑠
璃
か
ら
発
展
し
た
新
内
節
。
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
木
遣
り
の
発
展
期 

•

安
定
確
立
期
と
は
多
少
の
時
代
的
錯
綜
も
あ
る
が
、
邦
楽
諸
流
の
多
種
多
彩
な
芸
風
を
摂
取
発
酵
さ
せ
、
過
去
に
完
成
さ
れ
た
威
厳
と
格
調
や
粋
を
温 

存
し
な
が
ら
新
た
な
る
ト
レ
ン
ド
を
重
層
的
に
隠
し
味
と
し
て
加
え
て
、
日
本
人
好
み
の
新
鮮
な
響
き
と
、
印
象
的
で
荘
重
な
余
韻
を
声
楽
的
に
確
立
さ 

せ
て
来
た
の
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
大
衆
の
求
め
を
先
取
り
す
る
新
た
な
提
案
や
趣
向
を
満
た
す
努
力
や
工
夫 

な
く
し
て
生
き
残
れ
な
い
し
、
伝
統
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
消
え
去
る
こ
と
は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

桐
生
の
鳶
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
粋
な
工
夫
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。

「前
お
き
」
「小
車
」
「掛
束
」
等
々
に
お
け
るr

-
-
-

は
ら
よ-
-
-

に
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。
他
所
の
木
遣
り
を
試
聴
す
る
と
、
曲
題
は



同
一
で
な
い
が 

「-
-

あ
ら
よ-
-

と
発
声
し
て
い
る
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
あ
き
ら
か
に
「掛
け
声
」
で
あ
り
、
地
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
日
本 

人
で
あ
れ
ば
力
を
入
れ
る
場
合
、
自

然

「
ア
ラ
ョ
ー
」
と
な
る
が
、
桐
生
の
鳶
は
「駕
籠
か
き
や
俥
屋
で
は
な
い
」
「旦
那
の
前
で
ア
ラ
ョ
ー
で
は
申
し 

訳
な
い-

」

「掛
束
」
に
お
け
る 

r

-
-
-

い 

へ 

へ
え-
-
-

も
顕
著
な
例
で
あ
る
。
「
い
へ 

へ
え
」
の
う
ち
「
へ
」
は

「え
」
を
意
識
し
て
、
「
え
へ 

ヱ
」
 

と
発
声
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
少
し
尾
籠
で
あ
る
が
、
「旦
那
の
前
で
『
へ
』
な
ん
て
言
え
や
し
な
い
『
え
へ 

ヱ
』
と
や
る
ん
だ-
-
-

」
こ
の
よ 

う
に
言
葉
一
つ
に
も
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
粋
の
洗
練
が
見
い
だ
せ
る
。

現
在
の
稽
古
場
を
見
学
し
て
い
る
と
、
若
手
ば
か
り
で
な
く
、
少
し
気
を
抜
く
と
日
頃
の
仕
事
や
生
活
の
た
め
か
、
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
もc

あ
ら
よ 

C

い
へ 

へ
え 

と
発
声
し
て
し
ま
う
場
面
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
は
「お
互
い
に
注
意
し
よ
う
//:
」
 

他
所
と
の
違
い
や
伝
統
を
大
事
に
し
て
い 

る
様
子
が
伺
え
る
。

昔
の
師
匠
は
「他
所
や
お
江
戸
だ
っ
て
ハ
ラ
ョ
ー
な
ん
て
洒
落
た
こ
と
は
言
い
や
し
な
い
//:
」

「
い
へ 

へ
え 

の
小
さ
い
こ
と
ま
で
こ
だ
わ
る
所
は 

桐
生
だ
け
だ
//:
」
「桐
生
の
木
遣
師
は
、
手
古
舞
や
力
仕
事
だ
け
が
出
番
で
は
な
い
」
「座
敷
や
茶
室
に
だ
っ
て
上
が
る
こ
と
が
あ
る•

、.

」
「

粋
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
桐
生
の
鳶
じ
ゃ
ね
え•
•

・
」

以
上
の
ご
と
く
桐
生
の
鳶
や
木
遣
り
が
旦
那
や
町
内
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
高
尚
な
市
民
性
と
文
化
に
相
応
し
い
格
調
を
醸
す
「桐
生
木
遣
」
に
洗
練
さ 

せ

た

「
こ
だ
わ
り
」
の
一
端
を
考
え
て
も
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
工
夫
を
試
行
し
て
来
た
か
が
理
解
で
き
る
。

伊
勢
神
宮
の
「御
木
曳
」
は
、
神
が
常
に
若
々
し
い
「常
宮
」
を
保
ち
「弥
栄
」
を
目
ざ
し
て
、
持
統
天
皇
の
朱
鳥
四
年(
六
九
〇)

か
ら
エ
十
年
に 

一
度
の
式
年
遷
宮
が
実
施
さ
れ
、
御
用
材
は
、
木
曽
の
山
中
か
ら
ヒ
ノ
キ
ー
万
二
千
本(
平
成
五
年
の
遷
宮)

が
伐
り
出
さ
れ
、
か
つ
て
は
海
路
を
経
て 

伊
勢
に
入
り
、
川
か
ら
陸
に
引
き
上
げ
て
神
宮
に
運
ん
だ
。
こ
の
時
の
「御
木
曳
」
作
業
か
ら
「伊
勢
木
遣
」
が
発
生
し
て
い
る
。
長
野
県
諏
訪
の
「御 

柱
」
も
、
八
ケ
岳
西
麓
の
御
小
屋
山
の
神
林
か
ら
モ
ミ
の
大
木
を
伐
り
倒
し
て
、
山
も
川
も
一
直
線
に
曳
い
て
行
く
。
崖
を
下
る
「木
落
し
」
で

は

「
メ 

ド
梃
」
に

も

「柱
」
に
も
勇
ま
し
い
曳
子
が
乗
っ
て
一
気
に
勇
壮
に
く
だ
る
。r
御
小
屋
の
山
の
モ
ミ
の
木
は
里
に
下
り
て
神
と
な
る
—

純
真
無
垢 

な
童
子
に
よ
っ
て
唄
わ
れ
る
木
遣
り
か
ら
「御
柱
曳
木
遣
唄
」
が
発
生
し
た
。
聖
な
る
樹
木
の
伐
採
と
運
搬
も
聖
な
る
営
み
で
、
厳
粛
な
儀
礼
行
為
と
し 

て
日
本
人
の
心
に
生
き
て
い
る
。
木
遣
り
の
誕
生
は
「神
事
に
原
点
が
求
め
ら
れ
る
」
理
由
も
頷
け
る
が
、
あ
く
ま
で
も
労
働
歌
に
相
違
は
な
い
。
し
か 

し
単
な
る
労
働
歌
と
し
て
は
格
調
が
高
く
、
こ
こ
ま
で
発
展
洗
練
さ
せ
た
経
緯
の
真
意
は
も
と
よ
り
、
日
本
人
の
琴
線
に
ふ
れ
る
そ
の
調
べ
は
、
単
な
る



伝
統
文
化
と
し
て
の
位
置
ず
け
ば
か
り
で
な
く
、
建
築
工
事
に
お
け
る
「伝
統
工
法
」
の
観
点
か
ら
も
貴 

重
な
た
め
各
地
で
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
桐
生
木
遣
も
、
平
成
元
年
三
月
十
三
日
、
桐
生
市 

ょ

り

「重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
指
定
を
受
け
、
桐
生
鳶
工
業
組
合
の
木
遣
保
存
会
「桐
声
会
」
 

が
、
そ
の
伝
承
機
関
と
し
て
保
存
責
任
を
負
ぅ
立
場
に
あ
る
。

□

美
•

し•

き
•

も
•

の•

は•

滅
•

び•

去
•

る•

も
•

の•

な.

り□

桐
士
尸
会
の
真
摯
な
意
欲
と
意
識
は
「
そ
れ
で
は
な
ら
な
い
——

ガ
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

単
に
、
鳶
の
真
髄
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
「魂
の
叫
び
と
も
感
じ
る
」
「心
の
奥
底
か
ら
滲
み
出 

る
響
き
」

「命
を
懸
け
た
心
か
ら
の
唄
だ
と
信
じ
て
い
る
」

「今
の
時
代
で
絶
や
す
こ
と
だ
け
は
出
来
な 

い
」
だ
か
ら
こ
そ
「後
世
に
伝
え
た
い
——

」
真
摯
な
意
欲
と
意
識
に
は
、
木
遣
り
の
良
さ
以
前
の
問
題

と
し
て
絶
賛
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

お
店•

旦
那
衆
と
称
す
る
「社
会
の
恩 

恵
で
現
在
を
生
か
さ
れ
て
い
る
鳶
」
と
し 

て

「木
遣
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
守
り
抜
い 

て
、
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
」
と
い
ぅ
責 

任
感
漲
る
情
熱
の
み
が
つ
く
り
あ
げ
た
来 

た
味
わ
い
深
い
伝
統
が
「桐
生
木
遣
」
に 

は
息
ず
い
て
い
る
。

伝
承
手
段
は
口
伝
と
い
ぅ
稽
古
の
積
み 

重
ね
の
み
が
頼
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

披
露
す
る
「場
.

機
会
」
も
な
い
ま
ま
の
修
得
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
三
十
年
の
精
進
で
ょ
ぅ
や
く 

一
人
前 

と
も
言
わ
れ
る
難
解
な
木
遣
り
は
、

「鳶
の.

や•

せ•

が.

ま•

ん
」
の
み
が
成
せ
る
「男
意
気
」
に 

ょ
っ
て
、
伝
統
と
未
来
の
共
存
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

文化財指定時の桐声会員

弟木遣 兄木遣

兄と弟が左右に相い対峙して「土佐」を披露する



町

火

消

と

木

遣

り
 

™

木
遣
り
の
格
調
や
粋
な
響
き
。
火
消
の
意
気
や
ィ
ナ
セ
。
江
戸
の
男
伊
達
。
江
戸
の
華
と
も
言
わ
れ
る
木
遣
り 

は
、
男
性
斉
唱
と
し
て
世
界
に
類
の
な
い
完
成
さ
れ
た
声
楽
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
(
似
た
ょ
う
な
も 

の
が
ど
こ
か
に
一
つ
だ
け
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
は
い
る
が
——

モ
ン
ゴ
ル 

カ)

こ
れ
ま
で
記
し
た
と
お
り
、
純
然
た
る
労
働
歌
に
端
を
発
し
た
木
遣
り
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
洗
練
さ
れ
て
、
 

確
固
た
る
地
位
を
得
た
最
大
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
町
火
消
の
歴
史
的•

社
会
的
な
背
景
を
避
け
て
通
れ
な
い
。
 

人
間
の
営
み
に
と
〇
て
、
火
は
必
要
不
可
欠
で
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
神
事
に
於
け
る
「斎
火
——

い 

み
び
」
や
太
平
記
頃
の
辻
々
に
お
け
る
「篝
火
——

か
が
り
び
」

「松
明
——

た
い
ま
つ
」
を
か
ざ
し
て
町
を
警 

固
す
る
武
士
。
合
戦
に
お
け
る
戦
法
に
も
火
の
威
力
は
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
。
火
の
利
用
技
術
は
、
人
間
が
生
き 

る
た
め
の
衣
食
住
や
、
人
間
の
行
動
全
般
に
わ
た
っ
て
の
恩
恵
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
同
時
に
恐
怖 

I  

も
併
存
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
絵
巻
物
に
も
火
災
の
状
況
は
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
描
写
さ
れ
た
状
況
は
、
 

火
を
消
す
こ
と
は
二
の
次
で
、
恐
れ
お
の
の
き
逃
げ
ま
ど
う
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

防
火•

消
火
。
つ
ま
り
火
を
制
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
新
し
い
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い 

っ
た
ん
燃
え
狂
っ
た
紅
蓮
の
勢
威
に
は
立
ち
向
か
う
す
べ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

慶
長
六
年(

一
六
〇
一)

徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
府
し
て
江
戸
の
町
作
り
が
本
格
化
す
る
が
、
商
家
の
屋
根
は,

•- 

草
葺
で
江
戸
城
内
で
も
未
だ
板
葺
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
い
っ
た
ん
火
事
と
も
な
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
こ
, 

の
頃
も
江
戸
や
各
地
で
大
火
が
頻
々
と
起
こ
り
、
せ
っ
か
く
の
町
作
り
も
一
夜
に
し
て
灰
塵
と
化
し
て
も
火
消
の 

制
度
は
出
来
な
か
っ
た
。
三
代
将
軍
家
光
の
代
に
な
っ
た
寛
永
六
年
「奉
書
火
消
」
が
制
度
と
し
て
出
来
る
が
、

匾 

内
容
は
実
効
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
日
本
初
と
い
う
ば
か
り
か
世
界
で
も
最
初
の
消 

防
組
織
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
。
本
調
査
は
「火
消
」
が
本
旨
で
な
い
た
め
詳
細
は
略
す
が
、
こ
の
後
の
組
織I

大泉町乂化むらホールで振られる桐声会の 

纒振りの雄姿
町火消の伝統を伝える鲻背な若鳶



制
度
と
し
て
は
、
寛
永
二
十
年
編
成
さ
れ
た
「大
名
火
消
」
に
属
す
る
も
の
と
し
て
「所
々
火
消
」

「方
角
火
消
」

「増
火
消
」

「各
自
火
消
」
な
ど
と 

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
消
火
す
る
区
域
は
江
戸
城
を
は
じ
め
曲
輪
う
ち
と
各
大
名
の
屋
敷
が
対
象
で
あ
っ
て
、
旗
本
屋
敷
や
町
家(
ち
ょ
う
か) 

は
対
象
外
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
般
町
方(
ま
ち
か
た)

に
あ
っ
て
は
自
分
達
で
「消
せ
//:
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
最
大
の
大
火
と
い
わ
れ
る
「明
暦
の
大
火
——

振
袖
火
事
」
は
、
当
時
、
世
界
最
大
の
都
市
に
発
展
し
た
矢
先
の
大
火
で
、
江
戸
の
町
ほ
と
ん
ど 

を
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
大
火
を
き
っ
か
け
に
幕
府
も
よ
う
や
く
防
火
都
市
の
建
設
と
火
災
対
策
に
着
手
し
て
、
編
成
さ
れ
た
の
が
「定
火
消
」
で 

万
治
元
年(

一
六
五
八)

幕
府
直
属
の
常
備
火
消
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
「臥
烟
——

が
え
ん
」
は
、
定
火
消
の
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
火

事

場(

や 

く
ば)

で
直
接
火
掛
り
に
あ
た
る
火
消
人
足
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
身
を
持
ち
崩
し
た
御
家
人
崩
れ
の
救
済
策
の
一
環
か
ら
寄
せ
集
め
た
集
団
で
も 

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
い
っ
た
ん
火
事
と
も
な
れ
ば
命
懸
け
で
火
中
に
飛
び
込
む
威
勢
の
良
い
連
中
で
あ
る
が
、
そ
の
普
段
は
、
火
消
屋
敷
で
の
博
打
、
 

町
に
出
れ
ば
無
銭
飲
食
や
婦
女
子
へ
の
乱
暴
、
些
細
な
こ
と
か
ら
の
喧
嘩
は
お
手
の
も
の
で
、
ユ
ス
リ•

タ
ヵ
リ
は
日
常
茶
飯
事
と
い
う
手
に
負
え
な
い 

乱
暴
者
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
制
度
上
火
消
し
に
お
け
る
町
方
へ
の
恩
恵
は
な
い
も
の
の
、
旗
本
奴
ほ
ど
の
悪
事
は
し
な
い
し
、
素
っ
裸
で
火
事
場
に
飛
び 

込
ん
で
の
働
き
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
て
、
小
銭
で
も
あ
れ
ば
気
前
が
良
く
、
日
に
三
度
も
風
呂
に
入
り
、
何
時
死
ん
で
も
良
い
ぐ
ら
い
に
身
の 

回
り
は
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
、
法
被
姿
に
白
足
袋
履
い
て
町
中
を
繰
り
歩
く
そ
の
容
姿
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
江
戸
の
人
気
者
と
な
っ
た
。

臥
烟
つ
ま
り
定
火
消
の
出
動
区
域
は
幕
府
の
要
地
、
武
家
屋
敷
十
九
ケ
所
と
そ
れ
を
中
心
と
し
た
ー
キ
ロ
弱
ぐ
ら
い(
八
丁) 

以
内
と
厳
重
に
定
め
ら
れ 

て
い
た
。
つ
ま
り
町
家
に
は
消
火
と
い
う
活
動
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
の
火
事
は
失
火
ば
か
り
で
な
く
放
火
も
多
く
、
そ
の
対
策
と 

し
て
寛
文
二
年
に
「火
附
盗
賊
改
役
」
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
中
期
ま
で
の
火
消
制
度.

組
織
は
、
武
家
火
消
で
あ
っ
て
、
町
方
の
火
事
に
は
手
を
出
さ
な
い
定
め
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
火 

事
は
風
向
き
次
第
で
は
、
武
家
屋
敷
で
も
町
家
で
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
燃
え
広
が
る
も
の
で
あ
り
、
武
家
と
し
て
も
、
町
方
と
し
て
も
自
衛
策
を
講
じ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

江
戸
の
町
の
発
展
に
伴
っ
て
、
町
方
で
も
逃
げ
ま
ど
う
ば
か
り
で
な
く
火
消
し
を
す
る
必
要
が
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
正
徳
か
ら
亨
保
期
、
町
方
で
は 

五
人
組
や
大
店
で
「店
火
消
——

た
な
び
け
し
」
を
創
設
し
た
。
店
火
消
は
、
老
舗•

大
店
の
主
人
が
狩
り
出
し
た
店
子
や
出
入
り
の
寄
せ
集
め
職
人
で 

あ
っ
て
、
仕
事
の
手
を
休
め
て
出
動
し
た
奉
公
人
で
は
、
火
事
場
に
あ
っ
て
は
足
手
ま
と
い
に
な
る
だ
け
で
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
破
壊
消
防 

の
火
事
場
で
は
、
狩
り
出
さ
れ
た
鳶
職•

左
官•

大
工
の
働
き
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
鳶
職
な
ど
は
大
刺
股
の
火
消



道
具
を
使
っ
て
、
ど
の
柱
を
倒
せ
ば
家
が
倒
壊
す
る
の
か
、
家
屋
の
軸
組
み•

小
屋
組
み
を
熟
知
し
、
危
険
を
避
け
る
術
を
知
り
、
高
い
所
も
恐
れ
な
い 

専
門
職
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
火
消
と
店
火
消
を
共
同
で
火
消
し
に
従
事
さ
せ
た
町
奉
行
の
思
惑
は
、
鳶
の
働
き
っ
ぷ
り
以
外
の
統
率
面
で
見
事
に
崩
れ 

て
し
ま
っ
た
。
 

,

歴
戦
の
勇
士
で
あ
る
定
火
消
の
臥
煙
と
は
組
織•

指
揮
系
統
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
て
、
当
初
は
歯
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
訓
練
も
出 

来
て
い
な
い
烏
合
の
衆
で
あ
っ
た
鳶
や
大H

の
若
い
衆
も
、
度
々
の
出
動
と
指
揮
監
督
す
る
「火
消
頭
」
の
設
置
に
ょ
っ
て
、
店
火
消
も
火
事
場
で
役
立 

つ
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
が
就
任
ま
も
な
い
南
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
で
あ
る
。

亨
保
三
年(

一
七
一
八)

こ
れ
ま
で
店
単
位
で
出
動
し
て
い
た
店
火
消
を
「風±

風
脇
の
左
右
各
二
町
合
わ
せ
て
六
町
は
、
町
毎
に
ま
と
め
て
最
低
三

十
人
を
出
し
て
火
消
し
に
当
た
る
べ
しI

要
約
」
町
火
消
の
原
型
と
な
る
火
消
組
織
と
な
っ
た
。
 

翌
四
年
、
江
戸
の
町
を
ィ.

ロ•
ハ
四
十
八
組
に
分
け
、
隅
田
川
を
隔
て
た
本
所•

深
川
に
十
六
組 

の

「町
火
消
」
を
鳶
の
者
主
体
で
組
織
し
た
。

ィ.

ロ •

ハ
の
う
ち
「
へ
は
屁
に
通
じ
」

「
ラ
は
男
性
器
」

「
ン
は
最
後
」
 

「
ヒ
は
火
」
に
通
じ
て
、
 

江
戸
っ
子
の
気
性
か
ら
し
て
気
に
入
る
筈
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「百
•

千
•

万
•

本
」
と
置
き
換
え 

て
、
片
仮
名
も
「
い•

ろ.

は
」
と
改
称
し
た
。
こ
う
し
て
編
成
さ
れ
た
「町
火
消
」
も
度
々
起
き
る 

火
事
に
は
、
町
名
主
と
火
消
人
足
が
出
動
し
、
町
奉
行
や
与
力•

同
心
と
と
も
に
消
火
作
業
に
あ
た
っ 

て
大
き
な
働
き
を
し
、
武
家
火
消
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
実
力
を
備
え
る
に
は
以
外
と
速
か
っ
た
。

火
消
に
と
っ
て
の
火
事
場
は
、
ま
さ
に
火
と
闘
う
戦
場
で
あ
っ
て
、
混
乱
す
る
火
事
場
で
の
進
退. 

指
揮
系
統
の
一
貫
性
の
必
要
か
ら
旗
印
と
夜
間
用
の
高
張
提
灯
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
が
発
展
し
て
天
保 

二

年(

一
八
三
二 

に
至
っ
て
「纏
——

ま
と
い
」
が
与
え
ら
れ
た
。
纏
に
も
特
徴
的
な
約
束
ご
と
が 

多
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
多
く
を
記
す
紙
幅
の
都
合
か
ら
注
目
い
た
だ
け
そ
う
な
一
点
の
み
記
し
て
お
き 

た
い
。

各
組
の
纏
の
う
ち
「
い
組
」
の
形
は
、
芥
子
の
実
と
析
を
型
ど
り
、
こ
れ
で
「消
し
ま
す
」
と
洒
落 

た
も
の
で
あ
る
〇
い
か
に
も
江
戸
っ
子
な
ら
で
は
の
意
味
あ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
芥
子 

の
実
を
用
い
た
纏
は
十
一
本
も
あ
っ
て
「消
し
」
を
意
識
し
た
洒
落
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

固
木
遣
り
の
キ
桐
生
の
キ
を
陀
志
に
戴
く
桐
声
会
の
纏 

困
桐
生
新
町
火
消
役
の
伝
統
を
継
承
す
る
桐
瓢
簞
を
陀 

志
と
し
た
桐
生
鳶
工
業
組
合
の
纏

固
琴
柱
を
形
象
し
た
桐
生
若
鳶
会
の
纒

♦馬簾の三本筋は県連の統一識別で、桐生•大間々 

地区は第三区にあたる。



と
も
あ
れ
こ
の
時
代
に
お
け
る
実
際
の
火
掛
か
り
で
は
、
す
べ
て
が
破
壊
火
消
で
あ
っ
て
、
武
家
火
消•

町
火
消
も
全
く
同
じ
方
法
で
あ
っ
た
。
破
壊 

火
消
と
い
う
の
は
、
纏
を
先
頭
に
火
事
場
に
駆
け
つ
け
、
身
体
を
張
っ
て
火
と
の
闘
い
か
ら
始
ま
る
。
火
消
の
頭
や
名
主
当
番
が
風
向
き
を
見
て
、
延
焼 

し
そ
う
な
方
向
のH

疋
面
積
の
家
屋
を
片
っ
端
か
ら
壊
し
て
、
延
焼
防
止
帯
を
作
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
延
焼
を
阻
止
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
 

消
し
口 
(
消
し
止
め
る
場
所)

を
定
め
る
と
、
纏
持
ち
は
、
組
の
水
と
援
助
を
頼
り
に
家
並
み
の
屋
根
に
纏
を
上
げ
て
、
馬
簾
の
中
で
振
り
か
か
る
火
の 

粉
を
払
い
な
が
ら
命
懸
け
で
纏
を
護
っ
た
。
組
の
者
は
、
纏
持
ち
を
護
る
た
め
に
、
纏
に
対
し
て
必
死
に
水
を
掛
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
結
果
と 

し
て
、
そ
の
場
所
で
延
焼
を
く
い
止
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
〇
こ
の
こ
と
は
明
和
元
年(

一
七
六
四)

に
町
火
消
に
支
給
さ
れ
た
龍
吐
水
以
降
も 

同
じ
方
法
で
あ
っ
た
。

大
森
貝
塚
の
発
見
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
エ
ド
ワ
ー
ド

•  
S
 •

モ
ー
ス
は
、
碗
足
類
の
採
集
を
主
目
的
と
し
て
三
力
月
の
探
検
を
試
み
る
計
画 

で
、
明
治
十
年
六
月
横
浜
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
請
わ
れ
る
ま
ま
東
京
帝
大
に
動
物
学
科
や
博
物
館
の
新
設
を
依
頼
さ
れ
て
二
年
間
の
滞
在
を
契
約
し 

た
(

つ
ご
う
三
回
来
日)

こ
の
間
、
民
族
学
的
思
考
で
と
ら
え
た
日
本
の
住
文
化
や
住
生
活
、
生
活
の
知
恵
や
工
夫
を
余
す
こ
と
な
く
、
当
時
の
日
本
の 

実
情
を
正
し
く
世
界
に
紹
介
し
て
い
る
。
大
正
六
年
に
現
わ
し
た
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」
の
中
で
、
破
壊
消
防
の
実
体
に
則
し
た
消
火
作
業
の
実
態
を 

克
明
に
記
し
て
い
る
。

「
——

い
ざ
と
い
う
時
に
は
短
時
間
で
そ
れ
を
取
り
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
可
能
な
構
造
で
、
畳
や
障
子
、
板
張
り
の
天
井
さ
え
も
素
早
く
運
び
去 

る
こ
と
が
可
能
で
。
屋
根
も
瓦
や
野
地
板
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
。
家
屋
を
骨
組
み
だ
け
に
す
る
と
、
迫
っ
て
く
る
火
焰
の
勢
い
を 

殺
ぎ
、
延
焼
の
抑
止
に
獅
子
奮
迅
の
消
防
夫
は
、
消
し
口
ま
で
の
建
造
物
を
片
っ
ぱ
し
か
ら
破
壊
す
る
。
そ
し
て
何
が
外
国
人
を
驚
か
せ
る
か
と
い
っ
て 

も
、
燃
え
さ
か
る
紅
蓮
の
焰
に
放
水
す
る
の
で
な
く
、
破
壊
作
業
に
従
事
し
纏
を
振
り
廻
し
て
い
る
消
防
夫
に
む
か
っ
て
放
水
が
な
さ
れ
て
い
る
——
 

要
約
——

」

消
防
力
が
近
代
化•

機
械
化
さ
れ
る
明
治
中
期
ま
で
の
、
約
三
百
年
間
に
お
け
る
破
壊
火
消
し
の
火
掛
か
り
は
、
消
し
口
と
定
め
た
屋
根
の
上
で
振
ら 

れ

る

「纏
」
を
護
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
守
り
抜
く
こ
と
に
ょ
っ
て
延
焼
が
防
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
纏
持
ち
は
、
火
消
の
華
で
あ
り
、
江
戸
っ
子
の
意
地 

と
組
の
名
誉
に
か
け
て
、
火
の
粉
の
中
で
頑
張
っ
た
の
で
あ
る
。
頑
張
れ
る
背
景
は
、
職
能
給
に
も
関
係
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
何
ょ
り
も
、
 

男
意
気
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
事
と
も
な
れ
ば
普
段
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
内
の
た
め
、
旦
那
衆
の
た
め
に
命
を
懸
け
て
火
事
場
で
働
く
。
そ
の
働
き
が
町
内
の
評
判
と
な
り
、
旦



那
衆
か
ら
の
信
頼
が
増
し
、
結
果
と
し
て
男
を
挙
げ
る
。
そ
う
い
う
心
意
気
が
男
の
美
徳
と
し
て
な
に
も
の
に
も
変
え
が
た
い
誇
り
で
あ
る
こ
と
に
位
置 

づ
け
る
、
あ
る
い
は
、
そ
う
思
い
込
ま
せ
て
し
ま
っ
た
旦
那
衆
や
民
衆•

町
内
と
い
う
社
会
の
作
戦
に
、
も
の
の
見
事
に
し
て
や
ら
れ
た
一
本
気
な
「男 

達
」
に
拍
手
を
惜
し
ま
な
い
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
 

-

延
焼
を
最
短
で
喰
い
止
め
る
、

「消
し
口
を
取
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
火
消
達
に
と
っ
て
大
変
に
名
誉
な
こ
と
で
、
火
事
が
治
ま
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
組 

の

「消
し
札
」
が
消
し
口
に
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
各
組
の
活
躍
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
、
多
く
の
消
し
札
を
立
て
る
こ
と
は
、
そ
の
組
の
実 

積
と
し
て
誇
り
と
な
る
ば
か
り
か
、
受
持
ち
の
町
内
や
そ
の
旦
那
衆
か
ら
絶
賛
を
受
け
て
、
ま
た
、
男
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
。

江
戸
庶
民
か
ら
大
き
な
期
待
を
受
け
な
が
ら
町
火
消
も
発
展
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
町
火
消
の
活
躍
に
よ
っ
て
火
災
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な 

い
。
た
だ
諸
記
録
か
ら
も
、
大
火
と
い
う
火
事
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
亨
保
十
五
年
の
焼
失
町
数
一
六
三
ケ
町
に
対
し
、
元
文
五
年
に 

は
七
三
ケ
町
と
、
半
数
以
下
の
数
字
は
成
果
の
現
れ•
で
あ
ろ
う
——

『火
消
夜
話
』

町
火
消
は
鳶
の
者
、
鳶
は
町
火
消
と
言
わ
れ
る
程
、
鳶
主
体
の
編
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
鳶
は
、

「町
抱
え
鳶
」
と
い
う
の
が
一
般
的
で
、
町
内
で 

は

「
お
抱
え
」

「お
出
入
り
」
な
ど
と
称
し
、
鳶
で
は
「
お
店•

旦
那•

旦
那
衆
」
と
称
し
て
、
大
店
を
始
め
、
家
主.

地
主•

町
内
全
域
と
密
接
な
関 

係
を
持
っ
て
、
火
事
の
無
い
時
は
、
仕
事
師
と
い
わ
れ
る
鳶
の
本
務
、
つ
ま
り
、
建
築
の
基
礎
工
事
、
足
場
架
け
、
棟
上
げ
、
道
路
普
請
、
町
内
警
護
、
 

喧
嘩
の
仲
裁
、
祭
礼
の
取
り
仕
切
り
、
芝
居
や
角
力
の
興
行
と
小
屋
掛
け
、
大
店
の
冠
婚
葬
祭
一
切
の
宰
領
と
差
配
か
ら
溝
掃
除
に
至
り
。
時
に
は
出
入 

り
す
る
お
店
の
旦
那
の
仕
事
や
物
見
遊
山
に
お
け
る
荷
車
や
、
鋏
箱
を
担
い
で
の
お
供
か
ら
、
使
い
走
り
的
な
こ
と
、
何
で
も
が
鳶
の
職
能
で
あ
っ
た
。

町
内
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
何
事
も
町
内
の
た
め
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
っ
て
、
火
消
頭
宅
で
居
候
よ
ろ
し
く
の
稼
業
で
あ
る
。
当
然
と
言
う
か
必 

然
と
い
う
べ
き
か
、
棚
地
形
や
木
遣
り
そ
の
も
の
も
旦
那
衆
の
聶
貭
筋
や
町
内
の
常
磐
津•

浄
瑠
璃•

清
元
な
ど
の
師
匠
筋
と
は
昵
懇
の
間
柄
で
、
既
存 

の
木
遣
り
の
手
直
し
、
詞
章
や
節
廻
し
ま
で
を
も
含
め
て
邦
楽
諸
流
諸
派
の
芸
風
を
移
入
さ
せ
て
、
よ
り
格
調
を
た
か
め
、
粋
や
節
廻
し
の
艶
を
も
加
味 

し
て
品
格
を
も
備
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
木
遣
り
を
現
在
の
形
に
体
系
づ
け
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
、
こ
の
頃
に
出
来
た
と
思
わ
れ
る
「木
遣
」
も
少 

な
く
な
く
、
江
戸
の
賑
わ
い
や
町
火
消
を
歌
っ
た
木
遣
り
も
現
存
し
て
い
る
。

町
火
消
最
大
の
活
躍
と
画
期
的
な
木
遣
り
披
露
や
記
録
に
残
る
棚
地
形
の
実
例
を
、
ーー、
三
記
し
て
木
遣
り
の
発
展
過
程
と
し
た
い
。

江
戸
城
は
、
慶
長
八
年
の
開
府
か
ら
慶
応
四
年
の
幕
府
崩
壊
ま
で
の
二
六
五
年
間
に
、_

火
•

類
焼
に
よ
っ
て
十
三
回
も
炎
上
し
て
い
る
。
慶
長
十
一 

年
二
代
将
軍
秀
忠
は
、
諸
大
名
の
手
伝
普
請
に
よ
っ
て
本
格
的
な
増
築
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
の
工
事
中
に
出
火
し
た
の
が
江
戸
城
炎
上
の
最
初
で
、
こ



の
時
は
大
事
に
至
ら
ぬ
う
ち
に
消
し
止
め
て
い
る
。

延
亨
四
年
四
月
十
六
日
の
炎
上
は
、
二
の
丸
よ
り
出
火
し
た
四
度
目
の
火
事
で
、
こ
の
時
、
町
火
消
も
江
戸
城
の
火
掛
か
り
に
動
員
さ
れ
た
が
、
実
際 

の
消
火
作
業
に
は
従
事
で
き
ず
鎮
火
後
の
後
始
末
で
あ
っ
た
も
の
の
、
江
戸
城
へ
の
出
動
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

天
保
九
年
三
月
十
日
、
西
の
丸
か
ら
の
出
火
に
際
し
て
は
町
火
消
が
城
内
火
掛
か
り
に
初
め
て
従
事
し
た
。
こ
の
時
も
、
老
中
水
野
越
前
守
は
、
町
火 

消
が
城
内
に
入
る
と
、
か
え
っ
て
混
乱
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
反
対
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
目
付
三
枝
佐
兵
衛
の
英
断
と
三
枝
自
身
が
松
の
生
枝
を 

釆
と
し
て
振
る
陣
頭
指
揮
で
、

一
番
組
と
八
番
組
が
繰
り
込
ん
で
火
消
作
業
に
あ
た
り
、
延
焼
の
危
険
に
あ
っ
た
御
切
手
御
門
と
御
裏
御
門
は
定
火
消
に 

協
力
し
て
こ
れ
を
守
り
抜
き
。
大
番
所
、
御
留
守
居
役
詰
所
、
御
太
鼓
櫓
は
町
火
消
の
み
で
守
り
き
っ
て
類
焼
か
ら
免
れ
て
い
る
。
こ
の
功
に
よ
り
、
十 

二
月
、

一
番
組
以
下
に
褒
美
が
下
さ
れ
た
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
西
の
丸
普
請
に
あ
た
っ
て
、

一
番
組
ニ
ー
番
組
か
ら
各
五
百
人
宛
の
鳶
の
者
と
人
足
が
各
四
九
〇
人
宛
動
員
さ
れ
た
。
こ
の 

時
、
棚
地
形
が
実
施
さ
れ
て
「
ろ
組
」
の
木
遣
り
は
、
三
町
四
方
に
響
い
て
江
戸
随
一
と
評
判
に
な
り
、
将
軍
家
斎
も
大
層
気
に
入
っ
て
、
そ
の
後
、
堪 

能
な
木
遣
師
が
呼
ば
れ
て
再
度
将
軍
に
聞
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
こ
の
時
は
、
将
軍
へ 

の
お
目
通
り
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

寛
政
七
年
浅
草
寺
「雷
門
」
の
再
建
は
三
月
に
始
ま
っ
て
、
棚
地
形
は
五
階
の
棚
足
場
を
組
ん
で
、
紅
白
の
曳
き
綱
と
い
う
華
や
か
な
も
の
で
、

「
ほ 

組
」
の
鉄
次
郎•

巳
之
助
が
木
遣
師
を
務
め
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

文
政
三
年
、
芝
増
上
寺
で
、
家
康
を
祀
る
安
国
殿
の
普
請
が
三
月
に
実
施
さ
れ
、
こ
の
時
の
棚
地
形
に
唄
う
木
遣
の
曲
目
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ 

に
よ
れ
ば
、
御
祝
儀
曲•

追
掛
け•

日
光•

田
歌•

酒
田.

地
平
均•

手
古•

小
車.

の
ぞ
き•

軽
井
沢•

な
ら
し
ほ
節•

猪
毛
節.

東
金•

掛
束.

切 

よ
う•

黒
金
。
で
あ
っ
た
と
言
う
。(

こ
の
項 

キ
ャ
リ.

マ
ト
ィ
教
本)

こ
の
頃
、
神
田
の
「
よ
組
」
に

「喜
六•

弥
六
」
の
兄
弟
が
い
て
、
兄
喜
六
は
節
廻
し
が
う
ま
く
、
弟
弥
六
は
と
り
わ
け
美
声
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と 

い
う
。
こ
の
兄
弟
が
仲
良
く
交
替
に
音
頭
を
取
っ
て
の
棚
地
形
や
木
遣
り
披
露
は
評
判
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
兄
木
遣•

弟
木
遣
が
掛 

け
合
い
で
の
吟
唱
は
一
般
的
な
手
法
で
あ
り
、
格
式
あ
る
木
遣
に
位
置
ず
け
ら
れ
て
い
る
〇
江
戸
木
遣
は
、
別
名
、
兄
弟
木
遣
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
— 

——

(

こ
の
項 

月
刊
鳶
、

一
部
要
約)

町
火
消
が
男
の
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
い
な
せ
な
男
伊
達
を
競
っ
た
の
と
同
時
に
、
そ
の
資
質
の
た
め
に
修
得
し
た
の
が
「木
遣
り
」
で
あ
っ
た
。
何
事 

に
お
い
て
も
、
命
を
懸
け
て
精
一
杯
の
事
を
な
し
得
た
後
の
満
足
感
は
格
別
で
あ
る
。
火
消
達
が
命
を
懸
け
て
も
惜
し
く
な
い
満
足
感
を
味
わ
う
檜
舞
台



も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

鎮
火
後
、
消
し
札
の
結
果
。
つ
ま
り
火
事
場
で
の
働
き
っ
ぷ
り
の
一
部
始
終
が
町
内
や
旦
那
衆
に
通
報
さ
れ
、
そ
れ
を
讃
え
る
ベ
く
旦
那
衆
や
町
民
が
、
 

町
内
入
口
で
待
ち
受
け
る
ス
テ
ー
ジ
が
整
う
頃
、
火
消
達
は
火
事
場
で
の
働
き
を
物
語
る
ご
と
く
の
火
消
装
束
で
意
気
揚
々
と
凱
旋
を
す
る
。
組
頭•

纏 

を
先
頭
と
し
た
隊
列
で
「引
き
揚
げ
木
遣
」
を
流
し
な
が
ら
の«

町
内
帰
り»
-
-
-
-

旦
那
衆
や
町
民
の
惜
し
み
な
い
拍
手
と
歓
呼
。
満
足
感
と
充 

実
感
。
男
冥
利
か
ら
か
、
唄
う
木
遣
り
の
張
り
も
一
際
響
か
せ
て
の
町
内
帰
り
に
よ
っ
て
、
男
の
生
き
甲
斐
が
増
し
、
火
消
根
性
が
育
ま
れ
る
。
こ
う
し 

て
、
歓
呼
に
迎
え
ら
れ
る
町
内
帰
り
と
い
う
ハ
レ
の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
旦
那
衆
や
町
内
に
「命
を
懸
け
る
」
更
な
る
根
性
と
気
概
が
植
え
付
け
ら
れ 

る
〇命

懸
け
と
い
う
自
覚
を
植
え
付
け
た
社
会
背
景
が
結
果
と
し
て
勝
利
を
収
め
た
の
か
、
と
に
か
く
、
乗
せ
ら
れ
た
男
達
に
と
っ
て
も
、
男
伊
達
を
売
り 

い
な
せ
な
纏
持
ち
の
「見
立
絵
」
で

「
ス
タ
ー
」
と
し
て
の
羨
望
は
男
冥
利
に
尽
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
粋
と
張
り
か
ら
も
、
艶
や
格
調
を
よ
り
重
視
す
る 

木
遣
り
、
高
尚
な
響
き
へ
と
洗
練
せ
ざ
る
を
得
な
い
木
遣
り
へ
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
本
気
な
男
達
は
、
信
頼
と
絶
賛
の
歓
呼
の
中
に
芸
者
衆
や
粋
筋
の
黄
色
い
声
援
に
応
え
る
ベ
く
、
木
遣
り
の
艶
と
い
な
せ
な
姿
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ 

て
の
修
練
と
洗
練
に
は
精
進
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

火
掛
り
に
出
動
す
る
際
に
歌
う
「火
事
木
遣
」
も
あ
っ
た
。
『守
貞
漫
稿
』
に

「-
-
-

刺
子
の
半
天
二
猫
頭
巾
、
各
手
二
鳶
口
ヲ
肩
ッ
キ
持
チ
、
異 

ロ
同
音
木
ヤ
リ
ヲ
云
〇
其
声
キ
ャ
ア
キ
ャ
ア
ト
シ
テ
殺
伐
ノ
声
ノ
ミ
也-

」

喜
多
川
守
貞
の
眼
に
映
っ
た
「-
-

キ
ャ
ア
キ
ャ
ア
と
し
て
殺
伐
の
声
——

」
と
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
〇
情
景
は
天 

保
八
年
以
降
の
幕
末
で
あ
っ
て
、
町
火
消
の
社
会
的
な
位
置
ず
け
や
、
火
消
技
術
も
確
立
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。
筆
意
か
ら
し
て
、
火
消
頭
が
手
鳶
を
釆 

と
し
て
振
る
指
揮
に
、
毅
然
と
し
た
勇
敢
な
男
達
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
火
事
場
と
い
う
戦
場
に
命
懸
け
で
出
動
す
る
気
負
い
か
ら
殺
伐
と
し
た
叫
び
と 

な
る
の
力-

？

い
ず
れ
に
し
て
も
男
伊
達
や
い
な
せ
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
情
景
と
し
て
捕
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「火
事
木
遣
」
は
、
現
在
の
「車
木 

遣
•

く
る
ま
ぎ
や
り
」
に
相
当
し
、
纏
が
振
り
込
ま
れ
て
い
る
間
「
ヤ
ア
ー
ヤ
ア
ー
」

「
ヤ
ア
ー
ヤ
ア
ー
」
と
各
自
が
勝
手
に
叫
び
続
け
る
が
、
聞
く
側 

に
は
、
守
貞
同
様
「
キ
ャ
ア
ー
キ
ャ
ア
ー

ヒ
ャ
ア
ー
ヒ
ャ
ア
ー
」
と
殺
伐
と
し
た
叫
び
に
し
か
聞
こ
え
な
い
。
近
年
こ
の
手
法
を
移
入
し
て
実
行
し
て 

い
る
所
も
あ
る
が
、
あ
き
ら
か
に
イ
ナ
セ
な
鳶
が
振
り
込
む
勇
壮
な
纏
や
、
木
遣
り
の
格
調
と
は
異
質
な
光
景
と
し
か
映
ら
な
い
。



纒の振り込み。

町火消の心意気を伝え鲻背の代表とされる纒振りの妙技

纒持ちは意気地と伊達の象徴に他ならなしヽ。

♦武蔵野に しヽろはに咲いた江戸の華 しずれ劣らぬ 四十八組 

♦芝で生まれて神田で育ち今じゃ火消しの纒持ち



桐

生

と

木

遣

り

格
調
と
粋
を
加
味
さ
せ
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
木
遣
り
と
し
て
の
完
成
は
、
江
戸
町
火
消
に
従
事
す
る
「鳶
の
者
」
に
よ
る
「創
意,

工
夫
」
と
、
町 

鳶
と
し
て
、
町
内
の
邦
楽
師
匠
筋
と
の
密
着
し
た
交
流
か
ら
の
「芸
風
移
入
」
に
よ
る
結
果
が
大
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
説
に
論
を
待
た
な
い
が
、
な
ぜ
に 

桐
生
に
移
入
さ
れ
て
、
現
在
に
定
着
し
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り
の
、
納
得
で
き
る
経
緯
は
未
だ
披
見
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

現
在
の
木
遣
師
で
あ
る
「桐
声
会
員
」
が
、
永
年
の
体
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
実
感
と
、
各
々
の
師
匠
筋
や
旦
那
衆
、
町
内
と
の
関
わ
り
か
ら
の
深
慮 

と
時
代
背
景
の
多
方
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
「木
遣
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
価
値
観
を
認
め
て
、
文
化
的
評
価
で
受
け
入
れ
る
社
会
性
や
、
特
に
経
済
的
な
裏
付
け
で
あ
る 

旦
那
衆(
施
主
で
あ
り
仕
事
の
発
注
者)

の
理
解
な
く
し
て
定
着
は
し
な
い
。

木
遣
り
を
伴
う
「棚
地
形
」
を
行
う
普
請
は
、
多
く
の
場
合
、
贅
沢
普
請
や
格
式
を
重
ん
じ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
木 

遣
り
が
存
在
し
な
く
と
も
、
棚
地
形
と
い
う
工
法
を
用
い
な
く
と
も
建
物
は
立
派
に
建
て
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

大
が
か
り
な
棚
足
場
を
構
え
て
、
大
勢
の
い
な
せ
な
鳶
の
衆
が
格
調
た
か
く
木
遣
り
を
奏
で
て
、

一
週
間
、
十
日
あ
る
い
は
二
十
日
と
い
う
長
期
間
に 

わ
た
っ
て
の
基
礎
固
め
。
地
形
工
事
は
手
間
暇
と
工
事
費
は
膨
大
と
な
り
、
そ
こ
の
施
主
で
あ
る
旦
那
の
見
栄
と
虚
勢
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
て
、
 

得
る
と
こ
ろ
は
存
在
感
と
宣
伝
効
果
、
後
世
へ
の
語
り
種
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
経
済
的
成
功
者
の
み
の
特
権
で 

で
あ
っ
て
、
自
我
の
満
足
感
は
、

一
般
人
の
詮
索
が
及
ば
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

桐
生
は
、
織
物
関
連
産
業
を
基
盤
と
し
て
功
な
り
名
を
遂
げ
た
先
人
は
綺
羅
星
の
ご
と
く
存
在
し
た
。
し
か
も
業
種
と
し
て
は
、
昔
も
今
も
、
時
代
の 

最
先
端
を
行
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
時
代
を
反
映
し
た
感
性
で
あ
り
、
つ
ね
に
鮮
度
の
高
い
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
。
粋
筋
を 

含
め
た
文
化
面
で
の
様
々
な
新
し
い
風
に
あ
た
る
こ
と
が
、
経
営
感
覚
の
刺
激
と
い
う
糧
に
結
び
つ
い
て
来
た
こ
と
は
す
で
に
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
 

単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
れ
、
感
覚
の
吸
収
に
は
授
業
料
を
惜
し
ま
な
い
先
覚
者
と
い
う
旦
那
衆
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
仮
り 

に
、
江
戸
町
火
消
の
ィ
ナ
セ
や
粋
を
価
値
観
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
、
桐
生
に
木
遣
が
定
着
す
る
こ
と
も
な
い
し
、
現
在
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
。



町
火
消
や
木
遣
り
を
含
め
た
鳶
の
衆
。
い
わ
ゆ
る
「町
鳶•

旦
那
場
鳶
」
を
必
要
と
す
る
土
地
柄
が
桐
生
で
あ
り
、
桐
生
の
都
市
構
造
と
都
市
機
能
が 

求
め
た
職
能
で
あ
っ
て
、
織
物
関
連
産
業
と
桐
生
の
地
域
性
を
無
視
し
て
は
「桐
生
木
遣
」
の
本
質
は
理
解
で
き
な
い
。

桐
生
の
市
街
地
は
、
桐
生
川
の
沖
積
層
扇
状
地
と
渡
良
瀬
川
沖
積
層
上
に
立
地
し
、
古
く
か
ら
耕
地
面
積•

優
良
農
地
に
恵
ま
れ
ず
、
第
一
次
産
業
で 

あ
る
農
業
基
盤
が
極
め
て
脆
弱
で
、
谷
奥
深
く
ま
で
耕
地
を
求
め
た
典
型
的
な
山
間
農
業
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
現
金
化
農
業
に
活
路
を
見
い
出
さ
ざ
る
を 

得
な
い
土
地
柄•

地
域
性
が
桐
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
養
蚕•

製
糸•

絹
織
り
の
農
間
余
業
が
古
く
か
ら
発
達
し
、
近
世
に
至
っ
て
「桐
生
織
物
」
 

と
し
て
本
格
的
な
業
態
に
発
展
し
、
商
品
と
し
て
も
、
流
通
手
段
に
し
て
も
桐
生
人
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
こ
れ
を
全
国
に
ひ
ろ
め
て
「西
に
西
陣. 

東
に
桐
生
」
と
称
さ
れ
る
程
、
日
本
の
有
力
機
業
地
に
躍
進
し
た
。

一
般
に
い
ぅ
鳶
職
は
「野
丁
場
鳶
」
と

「町
鳶
」
に
大
別
さ
れ
、
町
鳶
の
中
に
、
出
入
り
す
る
「
お
店.

大
店
」
を
持
つ
「旦
那
場
鳶
」
と
町
内
丸
抱 

え

の

「町
内
鳶
頭
」
が
存
在
し
、
こ
の
二
者
が
桐
生
の
特
徴
的
な
「鳶
職
」
で
、
職
能
的
に
も
特
別
な
任
務
と
機
能
を
有
し
て
、
自
治
組
織
の
一
翼
を
担 

っ
て
の
桐
生
独
特
な
発
展
と
任
務
は
、
織
物
関
連
産
業
全
般
の
盛
況
を
基
盤
に
、
町
の
活
況
に
し
た
が
っ
て
都
市
機
能
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

織
物
産
業
が
桐
生
に
与
え
た
偉
大
な
功
績
と
し
て
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
原
材
料
や
生
産
設
備
の
生
産
者
。
各
工
程
ご
と
の
従
事
者 

が
一
般
的
な
認
識
以
エ
に
多
く
、
そ
の
人
達
の
生
活
を
支
え
る
様
々
な
物
資
の
生
産
者
も
必
要
で
、
織
物
関
連
産
業
が
求
め
た
職
種
。
育
ん
だ
文
化
。
習 

俗
。•
•
•

第H

次
産
業
の
中
に
あ
っ
て
も
他
産
業
や
他
分
野
へ
の
波
及
効
果
が
顕
著
な
産
業
で
あ
る
。

物
作
り
は
、
生
産
性
や
経
済
効
果
か
ら
も
生
業
に
専
従
し
て
、
日
常
的•

非
生
産
的
雑
務
を
賄
ぅ
専
門
職
が
求
め
ら
れ
る
。
第
二
次
産
業
の
発
達
と
と 

も
に
職
業
の
分
化
が
進
み
、
都
市
機
能
ま
で
も
託
せ
る
専
門
職
が
必
要
と
な
る
。

近
世
初
頭
に
新
設
さ
れ
た
桐
生
新
町
は
、
当
初
か
ら
新
来
者
優
待
の
在
郷
町
で
、
排
他
性
が
な
く
、
新
興
の
気
風
に
満
ち
て
い
た
結
果
、
そ
の
後
の
市 

民
性
や
織
物
業
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
〇
町
の
統
治
も
、
当
初
は
幕
府
直
轄
領
で
、
そ
の
後
、
館
林
藩
松
平
綱
吉
領.

旗
本
領•

幕
府
直
轄
領•

旗
本
領 

と
変
遷
し
、

一
七
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
幕
末
ま
で
出
羽
松
山
藩
の
飛
び
地
と
し
て
酒
井
氏
が
支
配
し
、
桐
生
陣
屋
で
の
酒
井
氏
支
配
は
、
江
戸
屋
敷
か
ら 

一
〜
二
名
の
同
心
が
常
駐
し
た
に
過
ぎ
ず
、
在
地
の
農
民
層
か
ら
士
分
に
取
立
て
ら
れ
た
名
主
な
ど
の
有
力
者
が
陣
屋
守
と
し
て
業
務
を
代
行
し
た
。
こ 

の
経
緯
は
初
期
二
十
年
間
の
綱
吉
領
を
除
い
た
江
戸
期
の
ほ
と
ん
ど
が
町
民
に
ょ
る
民
主
的
な
自
治
で
あ
っ
て
、
自
治
権
が
確
立
し
て
自
由
闊
達
な
気
風 

の

「桐
生
新
町
」
を
育
て
る
基
礎
と
な
り
、
「
日
本
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
桐
生
の_

治

組

織(
社
会
構
成)

は
、
名
主•

組
頭•

年
寄.

百
姓
代
な
ど
の
役
職
層
、
高
持
百
姓
層
、
借
地
借
家
層
に
加
え
て
、
桐
生



独
特
な«

火
消
役»

が
各
町
の
高
持
百
姓
層
よ
り
入
札
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
行
政
的
に
は
城
下
町
で
は
な
く
「在
方
」
で
あ
る
桐
生
に
、
火
消 

役
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
画
期
的
で
、
他
所
に
例
の
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

県
史
に
よ
れ
ば
、
寛
文
元
年(

ニ
ハ
六 

こ 

以
降
か
ら
桐
生
新
町
一
丁
目
よ
り
六
丁
目
の
各
町
に
二
名
と
、
横
町
に
一
名
の
計
十
三
名
の
火
消
役
が
任 

命
さ
れ
、
任
務
は
、
各
町
の
火
消
人
足
を
指
揮
し
て
の
火
消
業
務
の
他
に
、
治
安
維
持
か
ら
市
場
の
管
理
、
祭
礼
な
ど
の
町
行
事
の
肝
煎
り
な
ど
町
役
人 

の
業
務
の
一
翼
を
担
っ
て
の
顔
役
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
実
務
面
は
各
町
丸
抱
え
の
「町
内
鳶
頭
」
と
、
そ
こ
に
出
入
り
す
る
若
い
衆
、
つ
ま
り
鳶
の
者 

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
伝
統
は
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
、
民
俗•

習
俗
分
野
の
伝
統
行
事
な
ど
、
町
内
鳶
頭
の
組
織
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
ほ
ど 

密
接
な
関
係
と
機
能
が
存
在
し
て
い
る
根
底
は
、
産
業
都
市•

経
済
都
市
と
し
て
の
機
能
を
支
え
た
職
能
で
あ
っ
て
、
他
所
に
例
を
求
め
る
こ
と
が
難
し 

い
程
、
桐
生
鳶
独
特
な
発
展
経
緯
が
あ
る
〇

城
主
と
い
ぅ
封
建
制
の
絶
対
権
力
者
は
も
と
よ
り
、
武
士
も
ほ
と
ん
ど
居
な
い
町
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
「火
消
役
」
の
設
置
は
、
全
国
的
に
も
極
め 

て
早
い
英
断
で
あ
る
。

江
戸
に
お
け
る
武
家
火
消•

町
火
消
の
創
設
や
各
搬
の
防
火
施
策
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
大
火
の
直
後
で
あ
っ
た
。
地
方
都
市
の
多
く
は
城
下
町
と 

し
て
発
展
し
た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
参
勤
交
代
が
も
た
ら
す
江
戸
文
化
と
諸
制
度
の
移
入
は
当
然
で
、
火
消
制
度
も
同
様
で
あ
っ
た
。
大
火
に
見
舞 

わ
れ
る
と
必
ず
火
消
制
度
が
叫
ば
れ
て
、
何
ら
か
の
施
策
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
背
景
や
事
情
は
略
す
が
『火
消
夜
話
』
 

『火
消 

暦
』
『江
戸
消
防
』
『群
馬
県
史
』
『桐
生
市
史
』
『桐
生
消
防
史
』
等
か
ら
、
火
消
組
織
や
施
策
を
創
設
順
に
年
代
を
追
っ
て
み
た
い
。

♦

寛
永
六
年 

二 

六
二
九)

•

江
戸
——

奉
書
火
消
。♦

寛
永
十
一
年•

大
阪
——

町
火
消
〇♦

寛
永
十
六
年.

江
戸•

六
大
名
に
よ
る
専
門
職
の
— 

I

奉
書
火
消
。♦

寛
永
二
十
年•

江
戸
——

六
万
石
以
下
の
大
名
十
六
家
で
大
名
火
消
。♦

正
保
三
年(

一
六
四
六)

•

日
光
火
之
番
。♦

慶
安
元 

年
(

一
六
四
八)

•

「慶
安
の
町
触
」
で
江
戸
の
町
に
消
化
用
水
桶
、
梯
子
の
設
置
「火
の
用
心
」
の
字
句
を
初
め
て
使
用
開
始
。♦

万
治
元
年 
(

一

六
五
八)

•

江
戸
——

定
火
消
、
こ
の
後
元
禄
八
年
ま
で
増
強
さ
れ
て
宝
永
元
年
よ
り
減
少
を
続
け
る
。♦

万
治
元
年•

甲
府
——

火
消
制
度
。♦

万 

治
三
年•

名
古
屋
——

防
火
策
制
度
。♦

寛
文
元
年(

一
六
六
〇)

•

桐
生
——

火
消
役
。♦

寛
文
二
年•

火
付
盗
賊
改
役
創
設
。♦

寛
文
五
年.

尾 

張
藩
火
消
組
合
六
組
創
設
。♦

寛
文
八
年•

富
山
——

火
消
制
度
。♦

寛
文
十
年•
山
口
——

市
中
御
法
度
。♦

寛
文
十
年•

長
府
——

火
消
制
度
。
 

♦

寛
文
十
年•

金
沢
——

火
消
制
度
〇♦

寛
文
十
一
年•

富
山
——

早
鐘
設
置
。♦

延
宝
元
年(

一
六
七
三)

•

伊
勢
山
田
——

町
方
火
消
組
。♦

延 

宝
六
年•

備
前
藩
——

立
番
創
設
。♦

延
宝
八
年•

鹿
児
島
——

辻
々
番
所
。♦

元
和
元
年(

一
六
八
一)

.

尾
張
、
水
戸
、
紀
州
の
御
三
家
お
よ
び



加
賀
藩
の
み
——

八
丁
火
消
。
私
設
火
消
——

加
賀
鳶
。♦

貞
亨
二
年 

二 

六
八
五)
•

岡
山
——

火
の
用
心
番
所
。♦

貞
亨
ー
ニ
年•

京
都
——

常
火 

消
。♦

元
禄
三
年 
(H

ハ
九
〇)
•

高
知
——

御
火
消
組
、
町
火
消
。♦

元
禄
三
年•

松
山
——

水
防
火
消
組
。♦

元
禄
四
年•

弘
前
——

非
常
之
節 

詰
場
所
。♦

元
禄B

年•

尾
張
——

寺
院
火
事
番
。♦

元
禄
四
年•

広
島
——

防
火
防
水
制
度
。♦

元
禄
九
年•

仙
台
——

火
消
役
。♦

宝
永
六
年 
( 

一
七
〇
九)
•

京
都
——

禁
裏
御
所
火
消
方
、
京
都
常
火
消
。♦

正
徳
二
年
二 

七
ニ
ー)

.

江
戸
——

方
角
火
消
。♦

正
徳
四
年•

江
戸
——

辻
番
〇 

♦

亨
保
こ
年
二
七
一
七)

.

江
戸I

各
自
火
消
。♦

亨
保
四
年•

江
戸
——

町
火
消
。♦

亨
保
五
年•

館
林
——

町
火
消
〇♦

亨
保
七
年•

桐 

生
——

越
後
屋
上
州
店
式
目
、
火
の
用
心
の
心
得
。♦

亨
保
七
年•

江
戸
——

所
々
火
消
、
増
火
消
。♦

亨
保
十
四
年•

高
崎
〇♦

亨
保
ー 

ー
十
年•

福 

島
——

火
消
組
〇 
♦

延
亨
二
年(

一
七
四
五)

•

盛
岡
——

火
消
組
。♦

寛
政
七
年(

一
七
九
五)

.

弘
前
——

火
消
組
、
名
主
支
配
下
。♦

寛
政
十 

年
.

盛
岡
——

南
部
火
消
。♦

寛
政
十
年•

前
橋
——

火
消
組
織
。♦

亨
和
三
年(

一
八
〇
三)

•

米
沢
——

防
火
警
火
令
。♦

文
化
六
年(

一
八
〇 

九)
•

広
島
城
下
——

火
消
夫
組
。♦

文
化
十
一
年•

青
森
——

火
消
組
。♦

文
政
八
年
二
八
二
五)
•

桐
生
——

佐
羽
家
定
、
火
の
用
心
の
家
訓
。
 

♦

天
保
十
二
年
二 

八
四
一)

•
安
中
。♦

天
保
十
四
年.

新
潟
——

火
防
組
。♦

天
保
十
四
年•

川
越
——

火
消
制
度
。♦

安
政
六
年(

一
八
五

九)
•

横
浜
——

火
消
組
。

以
上
の
如
く
行
政
的
に
は
在
方
で
あ
っ
た
桐
生
に
、
古
く
か
ら«

火
消
役»

が
存
在
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
実
務
的
に
機
能
し
た
火
消
は
天
明 

期
か
ら
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
頃
の
桐
生
は
、
正
保
三
年 u

六
四
六)

絹
市
が
開
始
さ
れ
、
貞
亨
元
年 u

六
八
四)

に
は
書
上
三
郎
右 

衛
門
が
江
戸
の
問
屋
と
直
接
取
引
を
始
め
。
亨
保
三
年 

二 

七
一
八)

江
戸
の
飛
脚
十
七
屋
が
桐
生
店
を
構
え
て
逓
送•

為
替
業
務
を
。
亨
保
七
年
に
は 

江
戸
の
越
後
屋(
三
越
の
前
身)

も
桐
生
店
を
構
え
て
絹
買
業
務
を
始
め
る
な
ど
。
産
業•

経
済
都
市
と
し
て
躍
進
中
の
桐
生
に
、
江
戸
の
文
化
や
制
度 

が
移
入
さ
れ
る
条
件
は
揃
っ
て
い
た
。

桐
生
の
火
消
は
、
都
市
機
能
の
維
持
や
生
産
性•

経
済
効
果
の
必
要
か
ら
「町
内
鳶
頭
」
を
頂
点
と
す
る
「鳶
の
者
」
が
実
務
を
担
当
し
、
各
々
が
旦 

那
衆
の
も
と
に
出
入
り
し
て
「お
店
」
や

「町
内
」
と
密
接
な
主
従
関
係
を
築
い
て
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

鳶
頭
が
出
入
り
す
る
お
店
は
世
襲
的
に
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
木
遣
り
の
定
着
と
発
展
や
、
洗
練
と
価
値
感
を
高
揚
さ
せ
、
結
果
と
し
て
継
承 

に
寄
与
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

桐
生
人
の
市
民
性
は
、
概
し
て
「派
手
で
見
栄
っ
張
り
」

「粋
を
理
解
し
ス
テ
ィ
タ
ス
と
す
る
」
気
風
が
特
徴
的
で
、
旦
那
衆
ど
ぅ
し
の
良
い
意
味
で 

の
見
栄
の
張
り
合
い
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
織
物
の
技
術•

品
質
や
斬
新
な
デ
ザ
ィ
ン
の
強
調
、
い
わ
ゆ
る
違
い
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
、
切
磋
琢
磨



さ
れ
て
、
生
産
活
動
や
経
済
効
果
の
原
動
力
と
な
っ
て
、
こ
れ
が
木
遣
り
の
存
在
感
と
価
値
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
 

木
遣
り
最
大
な
理
解
者
で
あ
る
旦
那
は
、
自
ら
が
抱
え
る
鳶
頭
の
資
質
と
素
養
修
得
に
は
無
言
の
強
制
が
顕
著
で 

あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
事
情
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。

東
京
か
ら
の
来
客
の
席
に
は
、
粋
な
店
絆
纏
を
着
さ
せ
た
出
入
り
の
鳶
頭
を
同
席
さ
せ
て
木
遣
り
を
披
露
さ
せ 

る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
織
物
の
商
談
も
時
に
は
茶
席
の
場
合
も
あ
り
、
鳶
頭
は
主
人
に
言
わ
れ
る
ま 

ま
に
作
法
ど
ぅ
り
の
お
手
前
を
披
露
す
る
。
遠
来
の
上
客
は
、

一
介
の
出
入
職
人
が
店
羽
織
を
粋
に
着
こ
な
し
て 

の
堂
々
の
仕
種
に
、
主
人
の
そ
れ
以
上
の
人
品
を
即
座
に
見
抜
い
て
、
現
物
を
見
ず
し
て
そ
の
場
で
商
談
が
成
立 

し
た
事
例
も
二
三
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
言
ぅ
。

お
店
の
普
請
に
お
け
る
建
前
の
二
の
膳
の
席
や
•ヽ
棟
梁
送
り
の
派
手
な
大
盤
振
る
舞
い
は
桐
生
人
特
有
の
見
栄 

と
、
羽
振
り
誇
示
そ
の
も
の
で
、
旦
那
の
ス
テ
ィ
タ
ス
と
宣
伝
効
果
を
挙
げ
る
に
相
応
し
い
演
出
に
木
遣
り
が
最 

適
で
あ
っ
た
。

新
築
披
露
に
は
得
意
先
の
上
客
を
招
い
て
木
遣
り
披
露
——

。

桐
生
木
遣
の
多
く
は
、

旦
那
衆
の
肝
入
り
で
披
露
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
鳶
頭
と
し
て
、
木
遣
師
と 

し
て
旦
那
に
恥
を
か
か
せ
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の
木
遣
り
修
得
と
そ
の
洗
練
に
は 

精
進
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

旦
那
も
ま
た
、
鳶
頭
を
一
流
料
亭
に
度
々
招
い
て
、
高
級
な
料
理
と
適
度
な
緊
張
感
や 

贅
沢
感
。
三
味
線
曲
と
の
粋
な
交
流
に
よ
っ
て
、
粋
の
真
髄
や
艶•

品
格.

格
調
の
要
素

I  

と
感
性
に
は
贅
を
惜
し
ま
な
い
粋
な
旦
那
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
鳶
頭 

一
 

ひぃ

と
し
て
も
、
茶
道•

華
道•

日
舞
な
ど
諸
芸
に
秀
で
る
努
力
は
、
人
知
れ
ず
怠
ら
な
か
っ 

た
こ
と
は
、
前
述
の
と
ぅ
り
で
あ
る
。
極
端
に
言
い
換
え
れ
ば
、
桐
生
木
遣
は
旦
那
衆
に 

よ
っ
て
育
ま
れ
た
木
遣
で
あ
っ
て
、
江
戸.

東
京
を
始
め
各
地
を
商
用
で
出
掛
け
、
本
物 

の
至
芸
を
観
る
目
と
耳
の
肥
え
た
旦
那
衆
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

秩父•世良田とともに関東三大夜祭と評された桐生祇園の三 

丁目「翁鈴」

桐生祇園は別名「木遣りに始まり木遣りに終わる」とも言わ 

れている。山車や屋台の組み立て、飾り付け、習俗知識は町 
内鳶頭の必須職能である。

本町三町目の町内鳶頭を務める鈴木清太郎

(桐声会相談役)



な
い
。

現
在
の
木
遣
師
が
言
う
「桐
生
の
旦
那
衆
は
聴
く
耳
が
肥
え
て
い
る
」

「
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
じ
ゃ
木
遣
り
は
出
せ
な
い
」

「絆
纏
の
着
こ
な
し
と 

着
る
場
と
素
材
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
恥
を
か
く
」
-
-
-

こ
の
こ
と
は
、
町
内
と
鳶
頭
の
主
従
関
係
に
す
べ
て
が
集
約
さ
れ
る
が
、
古
く
か
ら
文
化 

的
に
成
熟
し
た
都
市
ゆ
え
に
、
歌
舞
伎
で
言
う
「見
巧
者
」
に
例
え
れ
ば
、
木
遣
や
鳶
の
粋
を
理
解
し
、
必
要
と
す
る
「聴
巧
者.

観
巧
者
」
が
多
い
都 

市
柄
と
言
え
る
。

粋
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
旦
那
側
か
ら
の
「店
絆
纏
」

「店
羽
織
」
に
代
表
さ
れ
る
「
お
仕
着
せ
」
も
多
い
が
、
鳶
自
身
の
自
助
努
力
も
顕
著
で
、
絆
纏 

の
素
材
選
び
か
ら
帯
の
組
み
合
わ
せ
。
着
こ
な
し
。
着
し
た
時
の
気
概
等
々
。
逐
一
列
記
で
き
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
の
こ
だ
わ
り
を
念
頭
に
お
い
て
「
お 

店
」
に
出
入
り
し
て
「旦
那
」
に
気
に
入
っ
て
頂
く
。
あ
る
い
は
恥
を
か
か
せ
な
い
コ
ダ
ワ
リ
の
気
概
に
よ
っ
て
、
本
物
の
粋
や
木
遣
り
の
格
調
が
隠
し 

味
と
し
て
滲
み
出
て
来
る
。-
-
-
-
-

本
物
の
木
遣
り
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

旦
那
の
肝
入
り
に
よ
っ
て
桐
生
木
遣
の
危
機
を
救
っ
た
実
例
の
一
つ
と
し
て
、
本
町
四
丁
目
で
染
料
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
手
広
く
事
業
し
た 

山
田
勝
太
郎
翁
は
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
六
日
、
当
時
三
十
万
円
も
す
る
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
真 

先
に
録
音
し
た
の
が
木
遣
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
桐
生
木
遣
は
、
披
露
す
る
機
会
も
少
な
く
、
寒
稽
古
を
除
い
て
普
段
の
稽
古
は
自
然
疎
遠
と
な
り
、
 

木
遣
り
の
先
行
き
を
憂
い
た
翁
が
「
お
江
戸
の
昔
か
ら
桐
生
で
咲
き
続
け
た
粋
な
華
を
唄
い
つ
づ
け
て
い
る
鳶
頭
の
意
気
と
粋
の
声
を
残
し
て
お
き
た
い 

」

「桐
生
の
木
遣
り
を
大
切
に
し
た
い
者
が
居
る
こ
と
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ほ
し
い
」

「若
い
後
継
者
を
育
て
て
来
れ
」

「木
遣
り
の
良
さ 

は
必
ず
い
つ
か
陽
の
目
を
見
る
時
が
来
る
」
。

初
め
て
見
る
録
音
機
に
向
か
っ
た
の
は
時
田
松
蔵•

杉
森
秀
雄•

宮
下
菊
松•

小
山
旦
二.

時
田
安
三.

八
木
一
輔.

堀
田
良
雄
で
あ
っ
た
。
伝
統
技 

芸
と
し
て
、
ま
た
、
桐
生
の
粋
な
文
化
の
華
と
し
て
の
木
遣
り
の
保
存
継
承
に
私
財
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
翁
の
積
極
策
に
意
を
強
く
し
た
木
遣
師
達
は
、
 

こ
れ
以
降
の
精
進
と
後
継
者
の
発
掘•

指
導
に
も
誇
り
と§

覚
が
加
わ
り
、
ま
も
な
く
鈴
木
清
太
郎•

藤
本
濤
司
が
加
わ
り
、
機
が
熟
し
た
昭
和
四
十
五 

年

「桐
生
木
遣
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

桐
生
の
鳶
が
、
お
店
に
対
す
る
主
従
関
係
と
忠
誠
心
は
格
別
で
あ
っ
た
。

「我
々
は
短
い
絆
纏
が
正
装
で
あ
っ
て
、
旦
那
衆
の
よ
う
に
長
い
着
物
が
着 

れ
な
い
稼
業
で
あ
る
こ
と
を
常
に
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「店
絆
纏
や
町
内
絆
纏
は
、
お
店
や
町
内
の
看
板
で
あ
る
、
間
違
っ
て
も
尻
に
敷
い
て 

は
な
ら
な
い
」
「
い
か
な
る
時
で
も
旦
那
の
先(
上)

に
立
っ
て
は
な
ら
な
い
」-
-

謙
虚
な
述
懐
の
み
が
聞
こ
え
る
。



日
頃
は
無
報
酬
の
奉
仕
が
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
こ
と
は
、
主
従
の
義
理
と
絆
を 

深
め
る
た
め
で
あ
っ
て
、
何
ら
不
自
然
を
感
じ
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
夜
半
に 

大
雪
が
降
れ
ば
、
翌
朝
、
お
店
の
住
み
込
み
従
業
員
や
家
族.

主
人
が
起
き
る
前
に
店
先
の
雪
か 

き
を
終
え
て
お
く
。
大
風
が
吹
け
ば
夜
中
で
あ
っ
て
も
見
廻
り
に
出
掛
け
る
。
彼
岸
や
盆
に
は
墓 

掃
除
。
暮
に
は
正
月
飾
り
。
門
松
の
配
置
も
、
お
店
の
職
種
に
配
慮
す
る
気
遣
い
が
あ
っ
た
。
商 

店
に
あ
っ
て
は
、
客
入
り
を
念
頭
に
し
た
「入
り
船
の
構
え
」
。

機
屋
な
ど
製
造
業
で
は
、
出
荷 

を
意
識
し
た
「出
船
の
構
え
」
桐
生
の
鳶
が
「
お
店
や
町
内
」
に
対
す
る
粋
な
習
俗
的
配
慮
は
、
 

民
俗
的
に
も
注
目
す
べ
き
事
例
が
少
な
く
な
い
。

お
店
が
商
店
で
あ
れ
ば
売
り
出
し
の
手
伝
い
。
輸
出
織
物
を
扱
う
機
屋
や
整
理
屋
で
あ
れ
ば
、
 

納
期
の
迫
っ
た
木
枠
梱
包
の
手
伝
い
は
夜
間
の
見
廻
り
に
立
ち
寄
っ
た
素
振
り
で
積
極
的
に
手
を 

貸
す•
•
•

等
々
。
す
べ
て
が
言
わ
れ
る
前
に
出
来
な
く
て
は
「お
店
に
出
入
り
す
る
資
格
が
無 

い
//:
」
と
、
鳶
頭_

身
が
言
い
切
る
状
況
で
あ
っ
て
、
旦
那
に
対
す
る
襟
を
正
し
た
姿
勢
に
は
想 

像
を
絶
す
る
事
例
も
あ
る
。

本

来

「
お
酒
大
好
き
//:
」
な
鳶
頭
も
、
旦
那
の
前
で
は
些
細
な
失
敗
も
許
さ
れ
な
い
た
め
、

一
 

滴
の
酒
も
慎
む
た
め
「酒
は
飲
め
な
い
鳶
頭
//:
」
と
思
い
込
ん
だ
旦
那
が
、
ヒ
ョ
ン
な
こ
と
か
ら 

_

宅
で
飲
酒
す
る
鳶
頭
を
見
て
「三
十
年
も
良
く
ぞ
耐
え
て
来
て
く
れ
た
」
と
ま
た
信
頼
の
絆
を 

増
す.
.
.

鳶
頭
は
何
事
も
「
お
店
の
た
め
//: 

旦
那
の
た
め
//: 

町
内
の
た
め
//:
」
に
忠
節 

を
尽
く
し
て
、
義
理
は
欠
か
さ
ず
//:
が
本
分
で
あ
る
。
現
在
で
は
想
像
し
難
い
事
も
あ
る
が
、
そ 

こ
ま
で
の_

覚
を
認
識
さ
せ
た
の
は
、
桐
生
と
い
う
社
会
性
そ
の
も
の
で
、
背
景
は
織
物
関
連
産 

業
を
頂
点
と
し
た
豊
か
な
経
済
力
と
高
尚
な
市
民
性
に
他
な
ら
な
い
。

鳶
の
仕
事
に
限
ら
ず
、
春
先
は
シ
モ
ガ
レ.

ト
ヤ
と
称
す
る
閑
散
期
で
あ
る
〇
そ
の
よ
う
な
時 

期
で
あ
っ
て
も
、
鳶
頭
や
若
い
衆
を
遊
ば
せ
な
い
た
め
に
、
お
店
側
で
は
屋
根
漆
喰
や
蔵
の
補
修
、

「水引飾り」玄関•床の間等の正月飾 

りで、主に鉛(しころ)ふうに前方に 

たれ下げ縁起に豪華さを意識した装飾 

結びである。

鶴

日タレ

三ツ輪

:

雌蝶

鶴

,—53 —

/昭和30年代までは、粋を好み派手好み 
なお店の依頼によって製作飾り付けさ 
れた。
鳶の粋な技術の水引飾りも習得手段は 
互いの持ち技を教示しながら学んだが 
現在では学び、教える場もない。

鶴•亀



時
に
は
店
絆
纏
を
着
し
た
鳶
職
が
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
に
よ
-O
て
、
従
業
員
の
士
気
高
揚
や
取
引
先
へ
の
羽
振
り
誇
示
の
た
め
、
仕
事
の
無
い
ま
ま
控 

え
さ
せ
た
り
、
荷
車
で
の
東
京
ま
で
の
製
品
出
荷
は
、
大
正
か
ら
昭
和
二
十
年
代
初
期
に
は
珍
し
い
事
で
は
な
く
、
織
物
の
町•

桐
生
の
鳶
は
仕
事
の
範 

ち
ゅ
う
も
広
範
で
あ
っ
た
。

捨
て
扶
持
と
称
す
る
年
二
回
払
の
一
種
の
専
属
料
は
、

一
朝
事
あ
る
と
き
に
駆
け
つ
け
る
契
約
に
似
た
絆
の
仕
組
み
が
出
来
て
い
た
。
お
店
側
は
何
か 

と
鳶
頭
に
配
慮
し
て
密
接
な
主
従
関
係
を
育
み
、
忠
誠
心
の
強
い
絆
で
鳶
頭
を
上
手
に
育
て
上
げ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

あ
る
大
店
で
は
、
何
棟
も
の
蔵
を
構
え
て
、
そ
の
う
ち
の
一
棟
に
は
、
番
頭
は
も
と
よ
り
家
族
の
者
で
も
入
ら
せ
な
い
程
、
重
要
な
蔵
で
あ
っ
て
も
、
 

お
出
入
り
の
鳶
頭
の
み
に
許
可
が
与
え
ら
れ
鍵
を
渡
さ
れ
て
管
理
ま
で
託
さ
れ
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。
旦
那
に
対
し
て
は
、
何
事
に
も
義
理
を
わ
き
ま 

え
て
ロ
が
固
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
の
信
頼
を
得
た
鳶
頭
の
気
概
と
忠
節
は
自
然
大
き
く
も
な
ろ
う
。

鳶
頭
へ
の
配
慮
は
旦
那
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ
の
お
内
儀
さ
ん
の
配
慮
も
想
像
外
で
、
差
し
入
れ
の
握
り
飯
の
間
に
、
そ
っ
と
小
銭
を
忍
ば
せ
るQ 

こ
の
こ
と
は
、
お
店
側
か
ら
若
い
衆
へ
の
祝
儀
と
し
て
で
は
な
く
、
鳶
頭
か
ら
若
い
衆
に
直
接
届
く
よ
う
に
と
す
る<

鳶
頭
を
た
て
る>

奥
ゆ
か
し
い
配 

慮
で
あ
っ
て
、

一
本
気
な
鳶
頭
の
感
激
は
、
何
事
に
お
い
て
も
お
店
の
た
め
。
旦
那
に
気
に
入
っ
て
い
た
だ
く
。
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
職
能
本
務 

と
な
っ
て
、
恩
返
し
の
一
つ
と
し
て
、
木
遣
り
修
得
と
桐
生
木
遣
り
の
特
徴
背
景
と
し
て
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

桐
生
で
言
う
旦
那
と
は
、
地
域
全
体
の
発
展
を
願
っ
て
、
町
づ
く
り
や
教
養
面
を
含
め
た
ロ
ー
ヵ
ル
文
化
を
た
か
め
、
指
針
を
提
言
し
、
高
尚
な
文
化 

の
吸
収
に
は
率
先
し
て
参
加
す
る
リ
ー
ダ
ー
で
、
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
期
か
ら
多
く
の
経
営
者
が
実
践
の
範
を
示
し
、
現
在
の
市
民
が
恩
恵
と
し
て
享
受 

し
て
い
る
。

桐
生
に
木
遣
り
が
移
入
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
の«

西
行•

さ
い
ぎ
ょ
う
——

木
遣
の
指
導
者»

に
よ
る
ケ
ー
ス
と
、
桐
生
の
鳶
が
江
戸
に
出
て
習
い
覚 

え
て
持
ち
帰
っ
た
ケ
ー
ス
の
二
点
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
江
芦
木
遣
は
、
明
治
以
降
も
清
元•

新
内•

浄
瑠
璃
な
ど
の
邦
楽
系
の
芸
風 

を
取
り
入
れ
て
現
在
に
発
展
さ
せ
て
来
た
こ
と
は
疑
う
余
知
も
な
い
が
、
桐
生
の
場
合
は
、
早
い
う
ち
、
た
ぶ
ん
江
戸
文
化
が
爛
熟
し
た
化
政
期
頃
に
は 

桐
生
木
遣
と
し
て
完
成
し
、
現
在
に
継
承
さ
れ
た
と
見
る
の
が
当
を
得
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
桐
生
木
遣
の
リ
ズ
ム
は
、
典
型
的 

な
中
間
の
リ
ズ
ム
で
、
中
間
に
あ
っ
て
も
、
最
っ
と
も
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
さ
れ
、
何
よ
り
も
明
快
で
歯
切
れ
の
良
い
詞
句
と
突
っ
込
み
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
が
絶 

妙
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、
い
か
に
も
桐
生
人
好
み
な
、
妥
協
を
許
さ
な
い
本
格
的
な
木
遣
り
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
同
じ
木
遣
り
で
あ
っ
て
も
現
在 

の
江
戸
木
遣
と
桐
生
木
遣
を
対
比
す
れ
ば
、
木
遣
師
の
艶
や
伸
び
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
節
廻
し
に
は
一
日
の
長
と
し
て
の
味
わ
い
が
あ
る
が
、
リ
ズ
ム
と



切
れ
味
。
明
快
な
節
廻
し
〇
力
の
入
れ
方
。
捨
て
声
の
許
容
。
フ
ァ
ジ
ー
な
突
っ
込
み
。
な
ど
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
異
質
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
程
、
 

特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

桐
生
木
遣
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
、
祇
園
祭
礼
と
天
満
宮
御
開
帳
に
お
け
る
警
護
手
古
舞
や
神
輿
渡
御
に
お
け
る
「真
鶴•

手
古
」
に
続
く
祇
園
攤
子
と
の 

共
演
を
始
め
と
し
て
、
桐
生
祇
園
は
別
名
「鳶
頭
の
祭
り
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
木
遣
り
で
始
ま
り«

翁
,

お
き
な»

木
遣
に
終
わ
る«

翁
返
し»

と
ま 

で
言
わ
れ
る
ほ
ど
習
俗•

民
俗
分
野
に
不
可
欠
な
任
務
が
存
在
し
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
初
期
の
頃
ま
で
の
木
遣
師
は
、
七
月
の
桐
生
祇
園
に
続
い
て
大
間
々
祇
園•

沼
田
祇
園
と
祭
り
を
辿
っ
て
の
木
遣
西
行
で
、
各
地
の
山
車
の
前
で 

桐
生
木
遣
り
を
披
露
し
た
。
大
間

.々

沼
田
に
木
遣
師
が
居
な
か
っ
た
と
も
思
え
な
い
が
、
昭
和
十
年
代
ま
で
の
師
匠
筋
の
話
で
は
、
両
地
区
へ
は
恒
例 

と
し
て
出
掛
け
た
と
の
こ
と
で
、
木
遣
り
披
露
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
範
で
あ
っ
た
こ
と
が
頷
け
る
。

前
述
の
ご
と
く
桐
生
織
物
の
商
談
の
席
を
筆
頭
と•
し
て
、
お
座
敷
で
の
披
露•

三
味
線
曲
と
の
共
演
な
ど
、
粋
筋
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
洗
練
に
磨
き 

を
掛
け
る
試
行
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
基
本
を
忠
実
に
、
実
戦
を
意
識
し
て
フ
レ
ー
ズ
ご
と
に
「命
懸
け
」
を
念
頭
に
お
い
た
木
遣
り
が
伝
承
さ 

れ
て
来
た
現
実
は
貴
重
で
あ
る
。
各
地
の
木
遣
り
を
試
聴
比
較
し
て
も
、
原
点
で
あ
る
棚
地
形
を
彷
彿
す
る
に
相
応
し
い
最
適
な
木
遣
り
こ
そ
「桐
生
木 

遣
」
と
断
言
す
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。

基
本
と
伝
統
を
踏
襲
し
た
木
遣
り
は
、
聴
か
せ
る
木
遣
り
全
盛
の
現
在
に
あ
っ
て
も
、
木
遣
り
の
良
さ
を
最
も
印
象
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
聴 

き
良
く
て
聴
き
や
す
い
木
遣
り
の
追
求
は
、
洗
練
に
洗
練
を
重
ね
て
技
巧
の
み
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
や
や
も
す
る
と
木
遣
師
一
代
限
り
と
な
っ
て
し
ま 

う
恐
れ
も
あ
る
。
普
段
の
稽
古
に
お
い
て
も
、
技
巧
が
伴
な
わ
な
い
ま
ま
節
廻
し
を
強
調
し
す
ぎ
て
、
個
性
が
埋
没
し
、
声
の
張
り
と
艶
の
強
調
の
た
め 

か
自
分
の
声
質
や
声
量
に
逆
ら
っ
た
発
声
な
ど
が
前
面
に
出
て
妙
味
が
半
減
し
て
し
ま
う
。
側
受
け
も
木
遣
師
と
の
一
体
感
を
忘
れ
て
、
個
人
的
技
巧
が 

強
調
さ
れ
、
木
遣
り
の
持
つ
掛
け
合
い
と
い
う
総
合
の
妙
が
欠
落
す
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
二
十
年
も
続
け 

ば
も
は
や
伝
統
か
ら
か
け
離
れ
て
、
鳶
の
技
芸
で
は
な
く
民
謡
に
近
く
な
っ
て
し
ま
う
。

木
遣
り
の
本
質
は
、
地
形
現
場
の
状
況
を
重
ね
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
個
性
の
強
調
は
命
取
り
で
あ
る
。
永
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
民
族
的
な
原
点 

を
忘
れ
た
木
遣
り
で
は
、
真
の
格
調
と
価
値
が
半
減
し
た
と
評
さ
れ
て
も
反
論
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

基
本
で
あ
る
木
遣
棒(
稽
古
棒)

を
無
視
し
て
の
修
得
。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
か
ら
の
声
を
師
匠
と
す
る
稽
古•
.
•
.

そ
れ
で
も
一
時
期
は
聞
き
惚 

れ
る
に
値
す
る
木
遣
り
と
な
っ
て
も
将
来
が
危
ば
ま
れ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。



桐
生
木
遣
の
最
大
な
財
産
は
、

一
貫
し
て
伝
統
を
尊
重
し
、
基
本
に
忠
実
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
桐
生
と
い
ぅ
社
会
性
も
、
旦
那
衆 

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
各
地
の
文
化
を
移
入
し
、
高
尚
な
ロ
ー
ヵ
ル
文
化
と
し
て
育
み
定
着
さ
せ
た
功
績
が
偉
大
で
、
桐
生
木
遣
は
桐
生
の 

土
地
柄
を
反
映
し
た
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
温
存
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
結
果
と
し
て
、
聴
き
や
す
く
、
感
動
が
余
韻
と
し
て
残
る
印
象 

的
な
木
遣
り
。
優
美
な
ま
で
に
洗
練
さ
れ
た
鳶
の
粋
。
木
遣
り
の
す
べ
て
が
味
わ
え
る
。•
•
.

高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

基
本
に
忠
実
と
は
、
何
ょ
り
も
木
遣
棒
の
動
き
に
あ
り
、
シ
ッ
ヵ
リ
し
た
棒
運
び
は
木
遣
り
最
大
の
見
せ
場•

聴
か
せ
ど
こ
ろ
の
掛
け
合
い
に
お
け
る 

突
っ
込
み
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
帰
結
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
棚
地
形
に
お
い
て
は
全
員
の
一
挙
手
一
頭
足
が
、_

分
を
含
め
た
従
事
者
全
員
の
命
懸
け
で
あ 

っ
て
、
こ
の
こ
と
を
無
視
し
た
木
遣
り
は
も
は
や
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
の
疎
外
と
逃
避
で
あ
っ
て
、
力
と
魂
の
抜
け
た
形
だ
け
の
舞
台
芸
と
し
か
言
わ 

ざ
る
を
得
な
い
。

桐
生
木
遣
の
寒
稽
古
は
、
初
心
者
が
対
象
で
あ
り
、
こ
の
段
階
か
ら
瞬
時
の
妥
協
も
許
さ
な
い
木
遣
棒•

稽
古
棒
に
ょ
っ
て
完
璧
な
リ
ズ
ム
が
培
わ
れ 

る
。
こ
の
こ
と
は
単
に
正
確
な
リ
ズ
ム
の
修
得
ば
か
り
で
な
く
、
フ
レ
ー
ズ
ご
と
の
瞬
間
瞬
間
に
「命
懸
け
」
の
気
概
が
植
え
付
け
ら
れ
て
、
力
強
さ
に 

迫
力
と
責
任
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
伝
統
に
も
と
ず
い
た
継
続
が
約
束
さ
れ
る
。

木
遣
棒
は
稽
古
の
時
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
披
露
の
際
に
は
ま
っ
た
く
必
要
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
遣
棒
に
つ
い
て
、
な
ぜ 

に
こ
こ
ま
で
強
調
す
る
か
と
言
え
ば
、
筆
者
は
か
つ
て
文
化
財
指
定
に
む
け
て
調
査
し
た
折
り
、
桐
声
会
で
は
、
僅
か
な
妥
協
も
許
さ
な
い
か
た
く
な
な 

姿
勢
を
今
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
、
桐
生
木
遣
と
し
て
二
十
六
曲
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
記
録
し
た
が
、
実
は
他
に
も
五
〜
六
曲
完
全
に
唄
え 

る
木
遣
り
も
存
在
し
た
。
し
か
し
木
遣
棒
の
動
き
が
い
ま
ひ
と
つ
完
全
で
は
な
い
た
め
、
つ
ま
り
、
リ
ズ
ム
に
僅
か
な
狂
い
が
あ
っ
た
。
あ
っ
た
と
言
っ 

て
も
三
曲
に
つ
い
て
は
、

一
秒
に
も
満
た
な
い
狂
い
で
あ
っ
た
が
「木
遣
棒
が
完
璧
に
揃
わ
な
い
限
り
桐
生
木
遣
と
は
言
え
な
い
//:
」
と
言
い
切
る
桐
声 

会
の
姿
勢
に
、
伝
統
を
重
視
す
る
不
断
の
気
概
に
感
服
し
た
経
緯
が
あ
る
。

寒
稽
古
で
は
、
多
く
の
初
心
者
が
声
を
出
し
、
伝
統
に
も
と
ず
い
た
稽
古
の
成
果
は
、
«

真
棒
返
し(
稽
古
最
終
日)
»

に
は
、
突
っ
込
み
の
タ
イ
ミ 

ン
グ
な
ど
は
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
状
況
が
見
ら
れ
、
桐
声
会
の
予
備
軍
が
着
実
に
育
っ
て
い
る
感
で
誠
に
心
強
い
〇
寒
稽
古
の
参
加
者
は 

初
心
者
と
い
っ
て
も
師
匠
の
も
と
で
三
〜
四
年
個
人
的
な
稽
古
を
経
て
、
組
合
主
催
の
寒
稽
古
に
臨
み
、
さ
ら
に
木
遣
り
の
奥
義
を
極
め
た
い
者
が
桐
声 

会
に
入
会
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
ご
と
く
明
快
な
特
徴
を
有
す
る
桐
生
木
遣
は
、
旦
那
衆
を
頂
点
と
し
た
桐
生
の
市
民
性
と
、
桐
生
の
土
地
柄
が
求
め
た
木
遣
り
で
あ
り
、

一
時



の
、
技
巧
の
み
に
ょ
る
乱
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
も
木
遣
師
を
含
め
た
桐
生
の
市
民
性
で
あ
っ
て
、
求
め
に
応
じ
て
、
基
本
と
原
点
を
温
存
し
た
ま
ま
情 

感
と
言
ぅ
隠
し
味
に
、
こ
だ
わ
り
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
木
遣
り
に
完
成
さ
せ
た
の
が
、
桐
生
の
木
遣
師
で
あ
ろ
ぅ
。

情
感
に
こ
だ
わ
り
の
技
巧
と
は
、
味
わ
え
る
木
遣
り
の
こ
と
で
あ
り
、
力
強
さ
を
必
要
と
す
る
木
遣
り
に
は
、
あ
く
ま
で
も
力
強
く
。
艶
•

粋
•

格
調

•

優
美•
気
品•

慶
祝•

雅
び
、
そ
し
て
、
た
お
や
か
か
ら
艶
麗•

哀
調 

ま
で
。

三
十
年
、H

十
年
、
四
十
五
年
、
五
十
年
。
先
人
か
ら
の
偉
大
な
遺
産 

で
あ
る
基
本
と
原
点
を
恩
恵
と
し
て
受
け
継
い
だ
ベ
テ
ラ
ン
木
遣
師
が
、
 

枯
淡
の
興
趣
で
唄
い
あ
げ
る
木
遣
り
こ
そ
試
聴
特
筆
に
値
す
る
。
心
地
ょ 

く
伸
び
る
柔
ら
か
く
上
品
で
豊
か
な
声
量
は
健
在
で
、
張
り
と
艶
と
穏
や 

か
さ
を
湛
え
て
輝
き
を
増
し
、
総
じ
て
贅
を
つ
く
し
た
声
の
フ
ェ
ス
テ
ィ 

ブ
ァ
ル
の
趣
き
を
披
露
し
て
く
れ
る
。
生
身
の
人
間
が
心
の
奥
底
か
ら
唄 

、っ
ス
ペ
ク
タ
ル
は
、
曲
節
内
面
の
情
景
を
暗
示
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
情
景
と 

要
素
は
、
汲
め
ど
も
尽
き
ず
自
然
に
滲
み
出
て
来
る
。
そ
れ
ら
の
微
妙
な 

違
い
を
聴
き
分
け
感
じ
と
る
こ
と
が
、
木
遣
り
を
聴
く
醍
醐
味
で
あ
り
、
 

桐
生
木
遣
に
は
そ
れ
ら
が
網
羅
さ
れ
て
、
聴
く
た
び
ご
と
に
新
た
な
感
動 

を
与
え
て
く
れ
る
。
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危
機
意
識
か
ら
保
存
へ
の
気
運•

果
実
は
文
化
財
指
定

昭
和
十
年
代
、
戦
時
色
と
と
も
に
、
お
よ
そ
文
化
と
名
の
つ
く
日
本
の
良
き
伝
統
は
急
速
に
省
み
ら
れ
な
く
な
り
、
世
情
か
ら
木
遣
り
も
疎
ん
じ
ら
れ 

る
状
況
と
な
っ
た
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
「伝
統
と
鳶
の
真
髄
を
、
心
意
気
の
名
の
も
と
に
桐
生
木
遣
を
守
り
伝
え
て
来
た
」
木
遣
師
に
と
っ
て
は
耐 

え
難
い
苦
渋
に
相
違
な
く
、
戦
中
戦
後
を
通
じ
て
木
遣
師
が
仲
間
や
若
い
衆
に
言
い
続
け
た
こ
と
は.
.
,

「鳶
と
し
て
の
表
看
板
が
覚
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
は•
•

・
」

「表
芸
の
仕
事
は
出
来
て
あ
た
り
ま
え
。
裏
芸
を
覚
え
て
一
人
前,
•

・
」

「各
職
の
先
頭
に
立
つ
鳶
が
、
木
遣
り
の
二
つ
や
三
つ
が
出
来
な
け
れ
ば
お
店
の
建
て
前
に
出
ら
れ
な
い•

.
・

」

「
一
度
覚
え
て
し
ま
え
ば
決
し
て
荷
物
に
な
ら
な
い.•

・
」

「背
中
に
背
負
う
物
で
は
な
い,

•
•
」
 

「背
負
っ
て
も
決
し
て
重
い
も
の
で
は
な
い•

•
・

」

「
い
つ
か
必
ず
役
に
立
つ
時
が
来
る.
.
.

」

「木
遣
り
が
無
く
な
っ
た
ら
桐
生
祇
園
や(
天
神
様
の)

お
開
帳
は
ど
う
す
る
ん
だ• 
•

・
」

「旦
那
衆
に
顔
向
け
が
で
き
な
い•
.

・
」

敗
戦
に
よ
る
焦
土
の
復
興
に
は
、
桐
生
か
ら
も
多
く
の
鳶
の
者
が
東
京•

横
浜
等
に
出
向
い
て
、
持
て
る
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
時
に
は
「桐
生 

木
遣
」

を
披
露
し
て
、

「
お
江
戸
の
旦
那
か
ら
ご
祝
儀
を
弾
ん
で
貰
っ
た
」

「江
戸
木
遣
り
よ
り
も
迫
力
が
あ
る
と
褒
め
ら
れ
た
」

「織
物
の
町
で
鍛
え 

ら
れ
た
だ
け
あ
っ
て
洗
練
さ
れ
て
粋
だ
」
「格
調
や
粋
の
華
は
、
桐
生
の
響
き
で
納
得
で
き
る•

.

・
」

桐
生
の
鳶
が
絶
賛
を
博
し
た
話
を
聞
く
に
つ
け
「
い
ま
一
度
桐
生
に
木
遣
り
を
ガ
」
徐
々
に
気
運
が
高
ま
り
、
木
遣
師
匠
の
門
を
叩
く
者
は
、
早
く
も 

昭
和
二
十
ー
ニ
ー
年
頃
か
ら
出
始
め
た
〇
こ
の
頃
の
木
遣
師
匠
連
は
、
名
人
と
言
わ
れ
た
斉
藤
徳
太
郎(

四
丁
目)
•

花
岡
峰
三
郎(
天
神
町)
.

川
崎 

源
二

郎(

四
丁
目)

を
筆
頭
に
、
小
山
勝
次
郎 U

 
T

目)
.

杉
森
秀
雄(

二
丁
目)
•

時
田
松
蔵(

四
丁
目)
•

川
崎
栄
吉(

四
丁
目)
•

倉
林
梅
太 

郎
(

五
丁
目)

等
戦
前
か
ら
の
名
だ
た
る
人
士
が
揃
っ
て
い
た
。

町
の
機
能
も
町
内
鳶
頭
を
頂
点
と
す
る
組
織
と
、
旦
那
場
に
出
入
り
す
る
鳶
頭
の
気
概
が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
よ
ろ
し
く
相
ま
っ
て
、
戦
後
に
お
け
る



混
乱•

復
興
発
展
期
を
支
ぇ
、
お
店
の
建
て
前
、
新
築
披
露
、
婚
礼.

弔
時
は
も
と
ょ
り
、
商
談
や
時
に
は
旦
那
ど
ぅ
し
の
意
地
の
張
り
合
い
か
ら
、
自 

ら
が
抱
ぇ
る
木
遣
師
を
擁
し
て
、
木
遣
り
を
聴
く
席
を
設
け
る
な
ど
「桐
生
木
遣
」
継
承
へ
の
気
運
は
、
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

鈴
木
清
太
郎
現
桐
声
会
相
談
役
宅
「三
丁
目
會
所
」
を
稽
古
場
と
し
て
、
町
内
鳶
頭
の
鈴
木
幸
太
郎
が
肝
入
り
と
な
っ
て
小
山
勝
次
郎
が
師
匠
役
を
務 

め
、
四
十
人
程
が
熱
心
な
稽
古
を
開
始
し
た
。
こ
の
中
に
現
在
の
桐
声
会
員
は
、
鈴
木
清
太
郎
、
八
木
一
輔
、
堀
田
良
雄
が
入
っ
て
い
た
。

「
四
丁
目
會
所
」
で
ぁ
る
川
崎
栄
吉
宅
で
は
、
師
匠
に
川
崎
栄
吉
、
時
田
松
蔵
が
補
佐
し
て
二
十
五
人
程
が
稽
古
し
、
桐
声
会
員
で
は
、
現
会
長
の
時 

田
安
三
、
徳
井
和
昭(
平
成
五
年
物
故)

が
桐
生
木
遣
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
。

実
の
ぁ
る
保
存
継
承
の
気
運
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
桐
生
天
満
宮
御
開
帳
に
お
け
る
木
遣
披
露
で
、
特
に
、
芸
者
衆
の
手
古
舞
は
、
商
工
会
議
所•

織 

物
組
合•

魚
市
場•

青
果
組
合
。
等
々
各
種
団
体
か
ら
の
奉
納•

献
納
品
の
参
進
供
奉
行
列
で
、
事
例
を
列
記
す
れ
ば
。

四
月
ー
ー
十
一
日 

芸
妓
手
古
舞 

錦
町
雷
電
神
社 

午
前
十
一
時
出
発 

四
月
ー
ー
十
三
日 

芸
妓
手
古
舞 

新
宿
八
幡
宮 

午
前
十
一
時
出
発 

四
月
二
十
六
日 

芸
妓
手
古
舞 

商
工
会
議
所 

午
前
十
一
時
出
発 

五
月 

一
日 

芸
妓
手
古
舞 

桐
生
駅 

午
後
一
時
出
発

五
月 

六
日 

芸
妓
手
古
舞 

新
宿
八
幡
宮 

午
前
十
一
時
出
発 

五
月 

十
日 

芸
妓
手
古
舞 

錦
町
雷
電
神
社 

午
前
十
一
時
出
発

単
に
、
警
護
手
古
舞
と
言
っ
て
も
、
以±

の
ご
と
く
に
想
像
以
上
の
任
務
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
か
ら
、
道
中
を
流
し
な
が
ら
の
木
遣
り
は 

壮
観
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

芸
者
衆
の
木
遣
り
は
、
糸
屋
通
り
に
あ
っ
た
芸
妓
組
合
の
「見
番
」
と

「能
楽
館
」
を
稽
古
場
と
し
て
の
特
訓
に
は
、
鳶
職
組
合
か
ら
小
山
勝
次
郎. 

川
崎
栄
吉.

時
田
松
蔵,

鈴
木
幸
太
郎•

杉
森
秀
雄
が
木
遣
師
匠
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
指
導
に
あ
た
っ
た
が
、
各
邦
楽
を
含
む
諸
芸
が
完
成
し
て
い
る
芸 

者
衆
が
唄
ぅ
木
遣
り
は
、
音
楽
的
す
ぎ
て
木
遣
り
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
千
代
姐
さ
ん
、
太
郎
姐
さ
ん
、
妻
千
代 

姐
さ
ん
な
ど
は
、
手
古*

刖
お
き,

掛
束
ぐ
ら
い
ま
で
は
マ
ス
タ
丨
し
て
評
判
と
な
っ
て
、
そ
の
後
、
伊
香
保
温
泉
や
東
京
か
ら
も
お
呼
び
が
掛
か
っ
た 

と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
よ
ほ
ど
器
用
な
芸
者
で
な
い
と
唄
ぅ
こ
と
が
出
来
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
芸
者
は
参
進
供
奉
行
列
に
参
加
し
た
だ
け 

と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
道
中
を
唄
い
続
け
ら
れ
る
た
め
に
詞
章
を
書
い
た
白
扇
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
眞
鶴,

手
古*

刖
お
き.

掛
束
・



五
目
掛
束•

鳶
掛
。
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
遣
り
す
べ
て
を
芸
者
衆
が
唄
い
な
が
ら
流
し
た
と
も
思
え
な
い
が
、
本
物
の
木
遣
師
が
こ
の
プn

グ 

ラ
ム
で
務
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
八
日
の
天
満
宮
御
開
帳
は
、
桐
生
の
鳶
に
と
っ
て
画
期
的
な
記
念
的
行
事
を
挙
行
し
た
。
桐
生
鳶
職
組
合
が 

中
心
世
話
人
と
な
っ
て
、
関
東
鳶
職
連
合
会
副
会
長
、
永
井
睦
郎
氏(
前
橋)

が
発
起
人
と
な
り
、
天
満
宮
に
奉
納
す
る
「額
」
は
、
産
業
文
化
会
館
を 

出
発
地
と
し
て
、
関
東
一
円
の
頭
衆
が
、
木
遣
り•

纏
•

梯
子
の
妙
技
を
見
せ
つ
つ
市
中
を
練
り
な
が
ら
の
参
進
行
列
は
、
三
十
三
年
経
た
今
も
多
く
の 

人
に
記
憶
も
新
し
く
、
拝
殿
東
側
に
掲
額
さ
れ
た
「絵
馬
」
を
仰
ぐ
と
す
で
に
物
故
さ
れ
た
方
が
多
く
、
往
時
が
忍
ば
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
桐
生
木
遣
に
と
っ
て
、
納
額
挙
行
が
一
大
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
時
の
木
遣
師
は
、
二
十
七
年 

の
御
開
帳
で
大
任
を
果
た
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
人
木
遣
師
が
参
加
し
て
い
な
い
事
実
を
厳
粛
に
受
け
止
め
「
こ
の
ま
ま
で
は
桐
生
の
木
遣
り
が
ダ 

メ
に
な
っ
し
ま
う
」

「後
継
者
の
育
成
を
//:
」
親
方
連
の
真
摯
な
叫
び
と
行
動
は
、
金
子
邦
夫
若
鳶
会
長
が
積
極
的
に
応
え
、
ま
も
な
く
し
て
、
二
丁
目 

会
所
を
稽
古
場
と
し
て
、
杉
森
秀
雄•

宮
下
菊
松
が
師
匠
格
で
、
総
勢
三
十
人
程
の
若
手
が
桐
生
木
遣
り
の
稽
古
を
開
始
し
た
。
こ
の
頃
の
稽
古
は
「寒 

稽
古
」
が
主
体
で
、
現
在
の
よ
う
に
精
鋭
中
心
の
短
期
特
訓
で
は
な
く
、
木
遣
り
が
唄
え
な
い
と
「旦
那
衆
の
前
で
恥
を
か
く
」

「鳶
と
し
て
一
人
前
に 

認
め
て
も
ら
え
な
い
」
と
言
う
鳶
自
身
の
自
覚
と
、
社
会
風
潮
的
に
も
「木
遣
り
が
出
来
な
け
れ
ば
鳶
頭
で
は
な
い
」
と
言
う
背
景
も
あ
っ
て
、
精
進
稽 

古
す
る
者
も
次
第
に
増
え
て
、
四
十
人
に
も
達
す
る
熱
心
な
若
い
衆
が
二
月
一
日
よ
り
三
月
中
旬
、
時
に
は
四
月
初
旬
に
ま
で
及
ぶ
程
長
期
に
わ
た
っ
て 

の
熱
の
入
っ
た
稽
古
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
若
手
で
現
桐
声
会
員
で
は
、
藤
本
濤
司•

徳
井
逹
昌(
平
成
二
年
退
会)

で
、
次
い
で
撹
上
信
吉(
平 

成
四
年
退
会)

が
加
わ
り
、
そ
の
後
、
新
井
士
郎.

須
田
省
三
が
参
加
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
若
手
が
後
継
者
と
し
て
参
入
す
る
状
況
こ
そ
、
師
匠
連
に
と
っ
て
、
心
強
い
こ
と
は
な
く
、
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
で
は
考
え
ら 

れ
な
い
程
の
徹
底
ぶ
り
で
、
桐
生
木
遣
り
の
奥
羲
を
伝
授
す
べ
く
、
時
に
は
桐
生
川
原
に
出
て
、
せ
せ
ら
ぎ
の
響
き
や
上
流
部
に
場
所
を
移
し
て
、
ゆ
ら 

ぐ
葉
音
に
ユ
ラ
ギ
の
抑
揚
を
学
び
、
激
る
瀬
音
に
は
正
面
か
ら
一
意
専
心
の
集
中
力
を
付
け
、
ま
た
、
機
屋
の
座
敷
で
は
、
桐
生
な
ら
で
は
の
「機
音
」
 

の
弛
ま
ぬ
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
の
稽
古
を
試
み
た
。

「声
に
溺
れ
る
な
//:
」

「抑
揚
を
付
け
ろ
//:
」

「瀬
音
に
負
け
る
な
//:
」



「突
っ
込
め
//: 

桐
生
木
遣
り
は
突
っ
込
む
ん
だ
//:
」

「経
糸
と
緯
糸
の
動
き
を
見
ろ
//:
」

「
シ
ャ
ッ
ト
ル
の
突
っ
込
み
を
忘
れ
る
な
//:
」

「遅
れ
れ
ば
経
糸
に
抒
が
入
っ
ち
ゃ
う
ぞ
//:
」

「遅
れ
れ
ば
命
が
無
い
ぞ
//: 

死
ぬ
の
は
手
前
ぇ
だ
け
じ
ゃ
無
い
ぞ
//:
」

「木
遣
り
は
い
つ
も
命
懸
け
だ
//: 

そ
れ
だ
け
は
忘
れ
る
な
//:
」

こ
う
し
て
桐
生
木
遣
り
の
特
徴
で
あ
り
財
産
と
も
言
え
る
「突
っ
込
み
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
」

「歯
切
れ
の
良
い
明
快
な
言
葉
」
そ
し
て
「絶
妙
な
タ
ィ
ミ 

ン
グ
」
を
微
動
だ
と
し
な
い
「木
遣
棒
の
完
全
な
動
き
」
の
重
要
性
が
培
わ
れ
て
、
伝
統
に
磨
き
を
掛
け
る
。

桐
生
木
遣
は
、
桐
生
と
い
う
土
地
柄
と
市
民
性
が
反
映
さ
れ
て
完
成
し
た
桐
生
独
自
の
鳶
の
伝
統
文
化
で
あ
る
。
選
り
す
ぐ
っ
た
格
調
の
語
彙
は
、
あ 

く
ま
で
も
平
明
で
、
こ
こ
ち
好
い
余
韻
と
し
て
印
象
に
残
る
正
確
な
旋
律
は
、
桐
生
川
の
流
れ
や
機
音
の
響
き
に
も
似
た
、
自
然
な
声
調
に
完
成
さ
れ
て 

師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
何
代
に
も
亙
っ
て
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
来
た
。
桐
生
木
遣
の
特
徴
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、

「桐
生
の
自
然
と
仕
事
の
リ
ズ
ム
が
育 

ん
だ
木
遣
り
」
と
言
え
は
し
ま
い
か
。

昭
和
四
十
五
年
、
桐
生
鳶
工
業
組
合
の
内
部
か
ら
「桐
生
木
遣
の
奥
義
を
極
め
る
熱
心
な
若
い
衆
が
出
て
来
た
こ
と
だ
し
、
こ
の
際
、
保
存
会
を
作
っ 

て
は

•  
• 

•
」

時
の
坂
口
健
次
郎
組
合
長
の
発
言
か
ら
保
存
継
承
の
気
運
が
熟
し
て
「桐
生
木
遣
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
初
代
会
長
に
宮
下
菊
松
、
副 

会
長
時
田
安
三
、
師
匠
格
に
杉
森
秀
雄
、
会
員
は
、
徳
井
和
昭•
鈴
木
清
太
郎•

小
山
坦
二.

八
木
一
輔.

堀
田
良
雄•

藤
本
濤
司
の
九
人
で
発
足
し
、
 

そ
の
後
、
撹
上
信
吉•

徳
井
達
昌
が
入
会
し
、
保
存
会
の
名
の
も
と
に
精
進
稽
古
が
続
き
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
九
日
、
念
願
の
独_

な

「纏
•

ま 

と
い
」
作
成
を
機
に
、
陀

志(
だ
し•

頭
の
部
分)

に
書
き
込
む
志
留
之(

し
る
し•

組
印•

組
記
号)

の
必
要
か
ら«

桐
声•

と
う
せ
い»

と
し
、
社 

団
法
人
群
馬
県
鳶
工
業
組
合
桐
生
支
部
「桐
生
鳶
工
業
組
合
」
の
木
遣
保
存
会
と
し
て
「桐
声
会
」
が
再
発
足
し
た
。

時
を
前
後
し
て
、
鳶
の
伝
統
文
化
を
保
存
継
承
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
財
団
法
人
日
本
鳶
伝
統
文
化
振
興
財
団
が
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
日
、
 

設
立
許
可
を
受
け
、
鳶
の
伝
統
文
化
講
習
会•

研
修
会
を
各
地
で
積
極
的
に
開
催
し
、
特

に

「全
国
キ
ャ
リ
指
導
者
研
修
大
会
」
は
、
桐
生•

前
橋•

伊 

勢
崎•

局
崎
の
県
勢
を
始
め
、
鎌
倉•

川
越•

船
橋•

横
浜•

福
井•

甲
府.

千
葉
。
等
々
か
ら
毎
回
六
〜
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
各
地
の
特
徴
あ
る 

木
遣
り
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。
各
地
の
精
鋭
が
一
堂
に
揃
う
全
国
大
会
は
、
五
十
九
年
八
月
ょ
り
平
成
元
年
三
月
ま
で
五
回
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
は
、
リ



ズ
ム•

テ
ン
ポ.

発
声•

声
の
良
し
悪
し•

歌
詞
の
明
瞭
さ•

合
唱
と
し
て
の
良
し
悪
し•

態
度•

目
線•

品
位•

服
装
。
の
十
項
目
が
注
視
さ
れ
る
。
 

全
国
組
織
が
柱
と
な
っ
て
の
、
文
字
ど
お
り
の
振
興
は
、
教
本•

定
本
の
発
行
に
加
え
て
、
各
地
で
唄
い
継
が
れ
て
洗
練
さ
れ
、
定
着
あ
る
い
は
完
成 

し
た
独
自
な
文
化
の
微
妙
な
違
い
を
も
参
加
者
が
実
感
と
し
て
知
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
さ
ら
に
は
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
、
伝
統
の
大
切
さ
が 

培
わ
れ
る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
特
徴
あ
る
ロ
ー
ヵ
ル
文
化
の
保
存.

継
承
と
、
後
継
者
の
育
成,

発
掘
に
は
、
参
加
者
の
意
欲
と
意
識
が
確
か
な
果
実
と 

し
て
得
る
こ
と
が
大
き
い
。

桐
声
会
員
は
、

「桐
生
木
遣
は
、
先
人
か
ら
委
譲
さ
れ
た
大
切
な
伝
統
文
化
で
あ
っ
て
、
鳶
の
真
髄
で
あ
る
木
遣
り
と
い
ぅ
技
芸
を
次
代
に
保
存
継
承 

す
る
責
務
か
ら
、
い
ま
を
生
き
る
鳶
と
し
て
精
進
努
力
は
惜
し
ま
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
組
合
の
保
存
会
で
あ
る-

要
約-
-

」
と
、
言
い
切
る
姿
勢 

に
は
、
木
遣
り
が
一
人
歩
き
し
な
い
で
真
摯
に
継
承
す
る
意
識
と
意
欲
の
現
れ
で
あ
り
、
使
命
感
が
滲
む
謙
虚
な
姿
勢
に
は
心
ょ
り
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を 

得
な
い
。

時
に
は
「鳶
の
表
芸
」
ま
た
あ
る
時
は
「鳶
の
裏
芸
」
と
し
て
「鳶
の
粋
と
い
な
せ
」
の
た
め
に
「
や
せ
が
ま
ん
」
の
気
概
は
、
精
気
に
あ
ふ
れ
、
稽 

古
場
の
気
迫
は
常
人
の
足
が
す
く
む
熱
気
に
満
ち
て
い
る
。

組
合
が
肝
入
り
と
な
っ
て
の
桐
生
木
遣
保
存
会
や
桐
声
会
の
結
成
は
、
社
会
的
認
知
も
著
し
く
、
木
遣
披
露
の
依
頼
も
次
第
に
出
始
め
て
自
然
稽
古
に 

も
熱
が
入
り
、
苦
労
が
報
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
も
多
く
与
え
ら
れ
た
。
多
く
は
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
新
郎
新
婦
の
入
場
に
際
し
て
の
引
き
立
て
役
で
あ
る 

が
、
そ
れ
ら
個
人
的
な
事
例
を
逐

Z:
記
す
こ
と
は
略
す
が
、
公
共
機
関
や
社
会
性
の
あ
る
実
績
を
以
下
列
記
し
て
み
た
い
。

昭
和
四
十
六
年
二
月
十
二
日 

▽

桐
生
商
工
会
議
所
会
館(
産
業
文
化
会
館
別
館)

新
築
落
成
式
典
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
八
日 

▽

妙
音
寺
御
堂
落
慶
入
仏
法
要
。

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
六
日 

▽

草
木
ダ
ム
定
礎
式
。

昭
和
五
十
年
一
月
二
十
二
日 

▽

桐
生
大
橋
渡
り
初
め
。

昭
和
五
十
年
十
月
九
日 

▽

小
俣
鶏
足
寺 

弘
法
大
師
千
百
五
十
年
御
遠
忌
奉
賛
現
住
伊
藤
恵
盛
大
僧
正
昇
進
記
念
大
法
要
。
 

昭
和
五
十
五
年
四
月H

十

三

日
▽

桐
生
川
ダ
ム
定
礎
式
。

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
六
日 

▽

大
間
々
町
福
岡
大
橋
渡
り
初
め
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
二
日 

▽

梅
田
大
橋
渡
り
初
め
。



昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日 

▽

錦
町
雷
電
神
社
社
殿
新
築
祝
賀
手
古
舞
。

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
日 

▽

浄
雲
寺 

解
脱
門
修
復
落
慶
法
要
。
雷
電
神
社
か
ら
の
手
古
舞
。

昭
和
六
十
一
年
六
月
十
四
日 

▽

高
木
病
院
移
転
開
設
新
築
披
露
記
念
祝
賀
会

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
七
日 

▽

東
邦
病
院
開
設
十
周
年
記
念
式
典
。

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
二
日 

V
R
S

両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ㈱

上
棟
式
。

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
四
日 

▽

桐
生
市
高
齢
者
大
学
閉
校
式
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

以
上
の
ご
と
く
、
木
遣
り
の
格
調
あ
る
響
き
と
、
鳶
の
粋
や
い
な
せ
な
容
姿
が
、
錦
上
花
を
添
え
る
任
務
と
し
て
見
直
さ
れ
、
依
頼
さ
れ
て
披
露
す
る 

機
会
も
徐
々
に
増
え
て
来
た
。

一
方
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
、
初
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
た
「梯
子
乗
り•

纏
振
り.

木
遣
り
」
の 

妙
技
は
、
昭
和
五
十
七
年
を
最
後
に
中
断
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
前
記
の
諸
例
や
結
婚
式
で
の
木
遣
披
露
は
、
極
め
て
短
時
間
と
い
ぅ
制
約
が
あ
っ
て
、
 

木
遣
師
と
し
て
せ
っ
か
く
習
い
覚
え
て
も
、
思
ぅ
存
分
に
披
露•

発
表
す
る
場
が
な
い
ジ
レ
ン
マ
の
葛
藤
は
想
像
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
 

光
明
と
す
べ
き
か
、
特
筆
す
べ
き
が
、
高
齢
者
大
学
閉
校
式
に
お
け
る
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
桐
生
木
遣
の
集
大
成
と
し
て
二
時
間
に
わ
た 

る
木
遣
披
露
を
務
め
、
会
場
か
ら
の
絶
賛
は
直
ち
に
大
き
な
声
と
な
っ
て
「木
遣
り
を
文
化
財
に
//:
」

桐
生
市
教
育
委
員
会
も
速
や
か
な
対
応
で
市
民
の
付
託
に
応
え
、
早
く
も
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
一
日
、
文
化
財
調
査
委
員
の
筆
者
に
調
査
依
頼
が
届 

い
た
。

こ
れ
よ
り
少
し
前
、
か
ね
て
よ
り
木
遣
り
の
隠
れ
フ
ァ
ン
を
自
認
し
て
い
た
筆
者
は
、
桐
声
会
員
の
精
進
ご
苦
労
が
た
と
え
僅
か
で
も
報
わ
れ
る
べ
く 

木
遣
り
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ィ
ト
を
当
て
た
い
//:

む
し
ろ
文
化
財
指
定
こ
そ
が
急
務
で
、
公
的
認
知
の
結
果
は
、
必
ず
や
保
存
継
承
へ
の
意
識
と
意
欲
が
倍 

加
し
て
、
後
継
者
の
育
成
や
そ
の
意
欲
に
現
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
木
遣
り
を
文
化
財
に.
.
.

。
当
局
に
推
奨
に
出
向
い
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
先
の 

絶
賛
に
応
え
る
ベ
く
準
備
に
入
っ
て
い
た
当
局
は
、
渡
り
に
船
と
ば
か
り
に
白
羽
の
矢
が
渡
さ
れ
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
加
藤
正
雄
桐
生
鳶
工
業
組
合
長
、
時
田
安
三
桐
声
会
長
を
初
め
と
し
て
桐
声
会
員
の
全
面
協
力
に
よ
っ
て
順
調
に
進
み
、
文
化 

財
指
定
申
請
書
の
書
式
に
ま
と
め
て
、
平
成
元
年
一
月
十r

日
、
会
長
時
田
安
三
の
名
で
提
出
さ
れ
た
。

一
月
三
十
日
、
昭
和
六
十
三
年
度
第
二
回
桐
生 

市
文
化
財
調
査
委
員
会
議
に
て
協
議
し
、
継
続
審
議
と
な
り
、
次
い
で
三
月
一
日
第
三
回
文
化
財
調
査
委
員
会
議
に
よ
っ
て
「市
指
定
に
値
す
る
物
件
」
 

と
し
て
承
認
さ
れ
、
三
月
十
三
日
教
育
委
員
会
に
て
桐
生
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「桐
生
木
遣
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
、
三
月
二
十
日
、
時
田
安



三
桐
声
会
長
に
指
定
書
が
渡
さ
れ
た
。

マ
スn

ミ
各
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
は

速
や
か
で
、
三
月
ー
ー
日
か
ら
「桐
生 

木
遣
」
絶
や
す
ま
い
。
「市
の
無
形 

民
俗
文
化
財
指
定
へ
」
を
皮
切
り
に
、
 

十
三
日
の
教
委
正
式
決
定
を
ぅ
け
て
、
 

十
四
日
ょ
り
一
斉
に
報
道
さ
れ
た
。

「伝
え
ま
す
市
民
の
宝/

祭
事
に
欠 

か
せ
ぬ
木
遣
り/

江
戸
時
代
後
期
の 

典
型
的
な
「中
間
」/

独
自
リ
、ス
ム 

テ
ン
ポ
の
ょ
さ/

桐
生
人
気
質
ほ
と 

ば
し
る/

す
ぐ
れ
た
動
き
評
価/

桐 

声
会
が
二
十
六
曲
継
承
」

指
定
に
続
く
報
道
は
た
だ
ち
に
成
果
に
現
れ
た
。

平
成
元
年
三
月
八
日 

▽

坂
本
実
氏(
坂
本
建
設㈱

社
長)

黄
綬
褒
章
受
賞
祝
賀
会
。

平
成
元
年
十
月
ー
ー
十
三
日 

▽

日
本
女
流
写
真
師
第
一
号
「島
隆
女
史
」
顕
彰
記
念
碑
除
幕
式
。

平
成
元
年
十
一
月
三
日 

▽

大
間
々
町
歴
史
探
訪
会
「新
た
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
」
と
し
て
講
演
披
露
。

平
成
ー
ー
年
一
月
七
日 

▽

消
防
隊
出
初
式
、
職
業
柄
消
防
団
員
も
お
り
賛
助
出
演
し
以
後
恒
例
と
し
て
毎
年
披
露
。
 

平
成
二
年
二
月
二
十
五
日 

▽

桐
生
三
宝
大
荒
神
社
遷
宮
報
告
祭
。

平
成
二
年
十
二
月
六
日 

▽

桐
生
市
制
七
十
周
年
記
念
、
第
六
十
二
回
マ
ラ
ソ
ン
セ
ミ
ナ
ー
(
文
化
セ
ン
タ1
)

。



平
成
三
年
六
月
九
日 

▽

市
政
施
行
七
十
周
年
記
念
第
四
十
三
回
桐
生
市
特
別
記
念
行
事
桐
生
市
民
俗
芸
能
大
会(
文
化
セ
ン
タ
ー) 

平
成
三
年
十
一
月
三
日 

▽

桐
生
明
治
館
企
画
展«

桐
生
木
遣»

棚
地
形
再
現
公
開
。

平
成
四
年
一
月
四
日 

▽

桐
生
市
新
年
互
例
会(
産
業
文
化
会
館)

。

平
成
四
年
一
月
ー
ー
十
九
日 

▽

群
馬
県
選
抜
民
俗
芸
能
大
会(
大
泉
町
文
化
む
ら)

。

平
成
五
年
一
月
四
日 

▽

桐
生
市
新
年
互
例
会(
産
業
文
化
会
館)

〇

平
成
五
年
七
月
〜
六
年
三
月 

▽

群
馬
県
教
育
委
員
会
に
ょ
る
「群
馬
県
無
形
文
化
財
緊
急
調
査
」
と
し
て«

桐
生
木
遣»

の
本
調
査
が
実
施 

さ
れ
、
調
査
報
告
書
の
発
行
と
、
桐
生
木
遣
を
音
声
で
半
永
久
保
存
が
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
の
収 

録
も
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
。

平
成
五
年
十
月
十
六
日 

▽

本
町
商
店
街
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
(
本
町
四•

五
丁
目)

平
成
六
年
一
月
四
日 

▽

桐
生
市
新
年
互
例
会(
産
業
文
化
会
館)

。

平
成
六
年
一
月
十
六
日 

▽

群
馬
県
人
口
二
百
万
人
記
念
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
文
化
祭
」

「
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
民
俗
芸
能
大
会
」
(
前
橋 

市
民
文
化
会
館)

。

平
成
六
年
二
月
六
日 

▽

音
声
に
ょ
る
記
録
保
存
の
た
め
のC
D

収
録
。
収
録
ス
タ
ジ
オ•

桐
生
市•

ア
ゥ
ト
バ
ー
ン
。

以
上
の
如
く
、
公
的
機
関
か
ら
依
頼
さ
れ
て
の
公
開
披
露
の
機
会
も
多
く
な
っ
た
。
特
に
、
明
治
館
企
画
展
へ
の
全
面
協
力
が
契
機
と
な
っ
て
、
桐
生 

市
互
例
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
披
露
の
場
は
、
文
字
ど
う
り
の
新
年
の
幕
開
け
と
い
う
大
任
で
、
す
で
に
連
続
し
て
三
年
務
め
て
恒
例
化
し
て 

来
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
僅
か
な
幕
間
を
利
用
し
て
、
桐
生
木
遣
の
意
味
付
け
が
解
説
さ
れ
、

「木
遣
師
と
し
て
身
に
余
る
光
栄
//:
」

「続
け
て
来
て
良 

か
っ
た
//:
」

「永
年
の
苦
労
も
報
わ
れ
る
」
と
言
わ
し
め
る
程
で
、
行
政
の
積
極
的
な
文
化
財
活
用
の
成
果
は
、
木
遣
り
を
理
解
し
、
真
髄
の
醍
醐
味
を 

味
わ
う
一
般
市
民
の
反
響
も
顕
著
と
な
っ
て
、
自
然
稽
古
に
も
熱
が
入
り
、
月
例
稽
古
や
寒
稽
古
の
出
席
率
が
上
向
い
た
こ
と
と
、
価
値
観
の
高
揚
は
、
 

木
遣
師_

身
の
自
覚
と
責
任
持
っ
て
の
継
承
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
と
し
て
特
筆
で
き
る
。

新
し
い
後
継
者
の
入
会
と
、
桐
声
会
予
備
軍
的
な
、
ま
っ
た
く
の
初
心
者
が
師
匠
の
も
と
で
個
人
的
な
稽
古
を
開
始
し
、
数
年
の
後
に
は
、
あ
る
程
度 

仕
上
が
っ
た
段
階
で
、
桐
声
会
員
と
し
て
入
会
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
粗
製
乱
造
に
留
意
し
た
知
恵
の
あ
る
運
営
も
出
来
る
な
ど
、
伝
承
活
動
の
活
性
化
は 

顕
著
に
充
実
し
て
来
て
い
る
。



平成二年十二月六日 桐生市文化センター 平成四年一月JZ+九日 大泉町文化むら

平成六年一月+六日 前橋市民会館

平成六年一月+六日 前橋市民会館

平成三年十一月三日 桐生明治館

平成五年十月+六日桐生市本町通り



«絆纏»鳶の伝統文化は、木遣•纏振り• 

梯子乗りの技芸に併せて「絆纏姿」も重要 

不可欠な要素で、財)日本鳶伝統文化振興財 

団でも鳶の正装を伝統装束と位置ずけて、

絆纏装束の保存収集や着装と作法、着装時 

の心構えにも重視されている。

桐声会は、結成以来の装束は老朽し、文 

化財指定以降入会された若い後継者に職能 

に不必要な伝統装束を全額自費での調達を 

求めることに酷な状況もある。文化財指定 

以前は、後継者が新加入の都度新調して来 

たが、高度な染色品のため色調の統一は技 

術的に不可能である。

鳶の伝統である粋とイナセは、洗練され 

た統一美にあり、木遣りの原点は命懸けの 

統一に帰結することからも、全員の色調が 

統一された伝統装束こそ伝統文化の保存継 

承と活用ならびに後継者育成に多大な成果 

をもたらすと確信する桐声会は、群馬県教育 

委員会が支援する事業に要望した。

斬新で格調を釀す色柄で統一された伝統 

装束は、文化財としての「桐生木遣」を保 

存継承する意識の高揚につながり、特に中 

堅•若手後継者の保存意欲が倍加し、継承 

意識の永続には多大な事業効果が得られる 

と認められて、「平成五年度群馬県伝統文 

化保存継承支援事業」によって全事業費約 

七十万円のうち、二十万円の助成金を得て 

新調された。



文

化

財

と

し

て

の

桐

生

木

遣
 

-

 

事

由

と

由

来
-

純
然
た
る
労
働
歌
に
端
を
発'
〇

す
る
木
遣
り
も
、
現
在
の
形
に
体
系
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
亨
保
年
間
、
鳶
主
体
で
町
火
消
が
組
織
さ
れ
た
頃
と
さ
れ
て 

い
る
。
同
時
期
、
織
物
を
背
景
と
し
て
経
済
基
盤
の
整
っ
た
桐
生
で
は
、
商
人
の
台
頭
も
相
ま
っ
て
、
江
戸
と
の
直
接
取
引
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
単
に
物 

資
の
流
通
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
人
文
化
の
流
入
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。
大
店
の
普
請
や
自
警
策
か
ら
鳶•

木
遣,

火
消
が
定
着
し
、
そ 

の
後
、
桐
生
新
町
の
自
治
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

桐
生
木
遣
の
特
色
は
、
江
戸
木
遣
の
大
間(

お
お
ま)

に
対
し
、
テ
ン
ポ
の
速
い
典
型
的
な
中
間(
ち
ゅ
う
ま)

で
あ
る
。
中
間
に
あ
っ
て
も
、
節
廻 

し
や
艶
の
良
さ
、
突
っ
込
み
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
、
明
快
で
歯
切
れ
の
良
い
言
葉
、
木
遣
棒
の
し
っ
か
り
し
た
動
き
や
所
作
に
優
れ
、
洗
練
さ
れ
た
木
遣
り
と 

し
て㈱

日
本
鳶
伝
統
文
化
振
興
財
団
よ
り
評
価
さ
れ
て
い
る
。
桐
生
木
遣
に
酷
似
し
て
い
る
の
は
、
前
橋•

熊
谷
の
木
遣
。
以
下
、
佐
野•

足
利•

高
崎 

と
順
次
間
延
び
す
る
大
間
に
推
移
す
る
〇

桐
生
木
遣
も
江
戸
の
木
遣
西
行(
き
や
り
さ
い
ぎ
よ
う
——

木
遣
指
導
者)

に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
が
、
中
間
に
定
着
し
た
経
緯
は
、
桐
生
人
気
質
と 

話
し
言
葉
や
仕
事
の
リ
ズ
ム
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
遣
り
は
、
建
築
の
伝
統
工
法
で
あ
る
木
遣
地
形•

棚
地
形
に
主
目
的
が
お
か
れ
、
口
伝
の
み
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
成
熟
し
た
が
、
独
特
で
高
尚
な
節 

廻
し
や
自
在
で
奥
ゅ
か
し
い
響
き
の
歌
詞
と
と
も
に
、
斬
新
で
洗
練
さ
れ
た
装
束
が
粋
と
鲻
背
な
容
姿
と
し
て
、
祭
事
や
各
種
慶
事
と
弔
事
に
披
露
さ 

れ
る
機
会
も
多
く
、
な
か
で
も
桐
生
祇
園
や
天
満
宮
御
開
帳
に
は
不
可
欠
な
任
務
で
あ
っ
た
。

建
築
様
式
、
特
に
基
礎
工
事
の
近
代
化.

機
械
化
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
現
場
で
の
修
得
が
不
可
能
で
あ
り
、
か
っ
て
よ
り
そ
の
修
得
に
は
不
断
の
努 

力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

全
盛
期
は
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
期
と
言
わ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
後
継
者
不
足
か
ら
危
機
感
を
持
っ
た
意
識
あ
る
有
志
に
よ
っ
て
、
昭 

和
四
十
五
年
に
、
桐
生
鳶
職
組
合
に
、
鳶
の
伝
統
文
化
や
技
芸
を
保
存
し
継
承
す
る
目
的
で
、
桐
生
木
遣
保
存
会
『桐
声
会•

と
う
せ
い
か
い
』
が
結
成 

さ
れ
、
年
間
を
通
し
独
特
で
真
摯
な
稽
古
の
結
果
、
伝
承
さ
れ
て
来
た
四
十
五
曲
の
う
ち
二
十
六
曲
が
完
全
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。



木

遣

り

に

つ

い

て

木
遣
り
は
、
共
同
で
作
業
を
行
う
場
合
、
従
事
す
る
者
が
一
斉
に
力
を
出
し
て
重
量
物
を
、
曳
い
た
り
挙
げ
た
り
、
ま
た
単
調
な
労
働
に
弾
み
を
つ
け 

た
り
す
る
際
の
工
夫
か
ら
始
ま
っ
た
労
働
歌
で
あ
る
。
そ
の
後
、
城
郭
建
築
や
堂
塔
建
築
が
構
築
さ
れ
、
巨
大
構
築
物
を
支
え
る
基
礎
石
を
磐
石
に
据
 ゝ

付
け
る
際
の«

木

遣

「棚
」
地
形»

に
よ
っ
て
大
成
し
、
こ
れ
に
従
事
す
る
鳶
の
者
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
の
が«

木
遣
り»

で
あ
る
。

木
遣
り
の
修
得
は
、
棚
地
形
の
現
場
で
従
事
し
な
が
ら
あ
る
程
度
は
修
得
さ
れ
る
が
、
建
築
工
事
に
お
け
る
各
工
程
の
中
で
も
、
最
っ
と
も
危
険
が
伴 

い
、
し
か
も
命
懸
け
で
重
要
な
役
割
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
工
程
が
棚
地
形
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
場
以
外
に
師
匠
宅
に
通
っ
て
の
必
死
な
稽
古
に
よ
っ 

て
修
得
し
て
、

一
人
前
の
木
遣
師
と
し
て
大
成
す
る
。

修
得
の
手
段
は
唯
一
「
口
伝•

く
で
ん
」
の
み
が
頼
り
で
あ
る
。
現
在
は
、
現
場
で
の
修
得
が
不
可
能
で
あ
り
、
桐
生
木
遣
保
存
会
「桐
声
会
」
に
お 

い
て
は
、
独
特
な
稽
古
方
法
を
取
り
入
れ
て
有
効
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
稽
古
日
は
、
慶
事
や
祭
礼
の
関
係
か
ら
旦
那
場
で
披
露
す
る
機
会
の
多
い
一 

月
•

八
月
を
除
い
た
毎
月
第
三
週
の
月•

火•
水
曜
日
が
月
例
稽
古
日
に
あ
て
ら
れ
、
二
月
は
十
五
日
間
連
夜
に
わ
た
っ
て
の
寒
稽
古
が
実
施
さ
れ
る
。

桐
声
会
の
特
徴
は
、
三
夜
連
続
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
初
心
者
は
自
宅
で
の
稽
古(
予
習
お
よ
び
復
習)

が
原
則
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
理 

由
は
、
個
人
的
な
癖
が
つ
い
て
し
ま
う
た
め
で
、
熟
練
者
で
も
民
謡.

謡
曲
な
ど
を
た
し
な
ん
だ
場
合
、
こ
の
癖
を
除
く
た
め
に
は
約
ニ
ヵ
月
を
要
す
る 

ほ
ど
で
あ
る
。

入
門
後
三
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
木
遣
り
ら
し
く
唄
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
る
ま
で
上
達
す
る
に
は
約
二
十
年
の
稽
古
が
必
要
と 

さ
れ
、
師
匠
か
ら
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
三
十
年
の
修
練
が
要
さ
れ
る
。

木
遣
り
の
「譜
」
は
、
す
べ
て
口
伝
で
あ
り
、
記
録
や
楽
譜
は
一
切
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
学
問
的
に
も
現
実
的
に
も
、
木
遣
り
は 

五
線
譜
上
に
表
現
で
き
な
い
独
特
な
節
廻
し
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
、N
H
K

に
よ
っ
て
、
木
遣
師
が
唄
う
木
遣
り
を
そ
の
場
で
一
流
の
作 

曲
家
が
採
譜
し
、
た
だ
ち
に
声
楽
家(

こ
の
時
は
オ
ペ
ラ
歌
手)

が
楽
譜
ど
う
り
に
唄
う
試
み
を
実
験
し
た
が
、
結
果
は
木
遣
り
と
は
似
て
も
似
つ
か
な 

い
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
独
特
な
節
廻
し
の
ほ
か
に
労
働
現
場
で
培
わ
れ
て
発
展
し
て
来
た
木
遣
り
は
、
理
論
上
解
明
で
き
な
い
独
自 

な

「鳶
の
技
芸
」
と
い
う
伝
統
文
化
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
〇

現
在
断
片
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「譜
」
は
、
各
自
が
修
得
し
た
も
の
を
自
身
の
心
覚
え
の
手
段
と
し
て
書
き
留
め
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
声
量
に



は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、_

分
が
会
得
し
な
が
ら
譜
と
し
て
書
き
留
め
る
場
合
は
有
効
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
他
人
が
見
て
も
覚
え
る
段
で
は
何
ら
役
に
立 

た
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
〇

現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
木
遣
り
は
、
亨
保
年
間
に
大
成
し
、
以
来
二
百
年
余
、
ど
こ
の
地
に
も
実
用
の
資
料
と
な
り
得
る
「譜
」
と
し
て
は
記
録 

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
建
築
様
式
の
変
化
か
ら
、
建
築
現
場
に
お
い
て
、
木
遣
り
が
伴
ぅ
棚
地
形
が
姿
を
消
し
た
三
十
年
程
前
か
ら
、
桐
生
で
は
他 

地
域
に
先
が
け
て
、
伝
承
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
有
志
に
よ
〇
て
、
記
録
採
譜
化
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。

前
述
の
ご
と
く
、
苦
心
し
て
記
録
さ
れ
た
譜
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
少
な
く
と
も
木
遣
師
と
し
て
三
十
年
以
上
の
経
験
者
で
な
い
と
、
 

貴
重
な
資
料
と
は
な
り
得
な
い
が
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
は
記
録
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
熟
練
者
の
英
知
を 

注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
ま
で
も
復
活
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

図1

は

「木
遣
棒
——

稽
古
棒
」
の
棒
運
び
で
、
こ
の
動
作
と
所
作
こ
そ
桐
生
木
遣
の
基
本
と
し
て
厳
密
に
継
承
さ
れ 

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
格
調
を
醸
す
原
点
と
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
木
遣
り
修
得
の
初
心
者
の
段
階
か
ら
繰
り
返
し
、
 

体
で
覚
え
込
ま
さ
れ
る
。
木
遣
棒
の
動
き
は
、
瞬
時
た
り
と
も
不
揃
い
で
あ
る
と
、
棚
地
形
の
現
場
で
は
、
自
身
ば
か 

り
で
な
く
従
事
す
る
す
べ
て
の
者
が
命
取
り
と
な
る
ほ
ど
の
重
要
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
た
め
、
指
導
に
お
い
て
は
最
も
重 

点
が
お
か
れ
、
ま
た
必
死
に
稽
古
に
励
む
結
果
と
な
る
〇

木
遣
棒
の
移
動
と
所
作
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
、
か
つ
、
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
伝
承
が
中
断
し
て
最
近
復 

活
し
た
地
で
は
、
木
遣
棒
の
伴
わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
木
遣
り
は
、
実
戦
的
で
な
く
「聴
か
せ
る
木 

遣
り
」
全
盛
の
現
実
か
ら
、
木
遣
棒
を
重
視
し
な
い
地
が
多
い
な
か
で
、
桐
生
の
ょ
ぅ
に
こ
の
所
作
を
厳
格
に
継
承
さ 

れ
て
来
た
こ
と
は
、
鳶
の
伝
統
文
化
と
し
て
の
「技
芸
」
の
保
存
上
貴
重
で
あ
る
。

木
遣
棒
す
な
わ
ち
稽
古
棒
は
、
正
座
し
た
前
方
を
頂
点
と
す
る
正
三
角
形
の
位
置
を
正
確
に
移
動
さ
せ
て
、
ま
た
突
く
。
木
遣
棒
が
左
膝
前
に
あ
る
時 

が
«

本
棒.

ほ
ん
ぼ
ぅ»

で
、
こ
の
位
置
が
真
棒
の
落
ち
る
状
況
を
表
現
す
る
。
右
膝
前
に
木
遣
棒
が
移
動
し
た
時
が«

ア
ダ
棒»

で
、
江
戸
木
遣
の
場 

合
<

綱/
 •

つ
な
じ
め>

と
称
す
る
。
中
央
向
側
が«

中
棒•

な
か
ぼ
ぅ»

で
あ
る
。

ア
ダ
棒.

中
棒
と
も
に
真
棒
は
休
み
の
状
態
と
な
る
。
本
棒
か
ら
ア
ダ
棒•

中
棒
ま
で
、
桐
生
の
場
合
は
完
全
に
移
動
し
な
が
ら
調
子
を
取
る
が
、
江 

戸
木
遣
は
元
の
部
分
は
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
で
、
握
っ
た
手
の
方
で
拍
子
を
取
る
所
作
で
、
こ
こ
に
決
定
的
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。



中
棒
の
位
置
が
最〇
と
も
重
要
な
場
所
で
、
こ
こ
で«

引〇
立
て•

ひ〇
た
て»

が
行
な
わ
れ
る
〇
江
戸
木
遣
は
「
シ
ッ
タ
テ
」
と
称
し
て
い
る
が
江 

戸
弁
の
訛
り
で
あ
ろ
う
。
中
棒
か
ら
引
っ
立
て
に
い
た
る
間
は
、
ま
ず
、
静
か
に
手
前
に
引
き
、
次
は
右
斜
め
前
方
に
完
璧
な
三
段
階
で
倒
す
。
こ
の
動 

作
が
棚
地
形
の
現
場
で
は
、
綱
を
曳
く
準
備
に
つ
う
じ
て
お
り
、
こ
こ
が
、
桐
生
木
遣
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ
り
、
木
遣
り
の
格
調
を
醸
す
要
因
が
秘
め 

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
木
遣
の
場
合
は
、
こ
の
位
置
で
は
静
か
に
倒
し
て
い
る
た
め
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
艶
と
華
麗
を
醸
す
要
因
と
も
取
れ
る
が
、
あ
き 

ら
か
に
力
強
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
。
次
に
、
倒
し
た
木
遣
棒
を
最
大
の
力
で
元
の
位
置
に
戻
し
、
さ
ら
に
も
う
一
度
、
右
斜
め
前
に
少
し
倒
し
て
、
直
ち 

に
起
こ
す
。
こ
こ
ま
で
は
全
身
の
力
を
振
り
絞•
っ
て
の
所
作
で
、
こ
の
動
作
こ
そ
木
遣
棒
に
「
ユ
ス
リ
」
を
加
え
た
状
況
で
、
実
戦
の
現
場
で
は
真
棒
が
、
 

よ
り
上
方
に
曳
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
普
段
の
稽
古
に
お
い
て
も
、
こ
こ
で
は
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
の
「棒 

運
び
」
の
状
況
が
見
ら
れ
、
真
冬
の
稽
古
場
で
も
、
稽
古
開
始
後
三
十
分
も
経
過
す
る
と
、
頭
か
ら
湯
気
を
出
し
て
い
る
者
も
見
受
け
る
程
の
熱
気
に
包 

ま
れ
て
精
気
が
漲
っ
て
い
る
。

こ
こ
の
動
作
か
ら
一
気
に«

本
棒.

ほ
ん
ぼ
う»

に
移
動
す
る
。
移
動
の
動
作
に
入
っ
た
瞬
間
に
は
、
真
棒
が
落
ち
た
状
況
で
、
こ
れ
で
一
巡
と
な
る 

が
、
こ
の
間
、
約
三
十
秒
。
桐
生
木
遣
は
、
典
型
的
な
中
間(
ち
ゅ
う
ま)

の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
中
間
は
一
分
間
に
二
発
の
真
棒
が
落
ち
る
の
が
約
束
事 

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
木
遣
り
の
曲
種
に
よ
っ
て
の
遅
速
が
あ
っ
て
、
総
体
的
に
は
多
少
は
延
び
て
い
る
。

木
遣
り
は
、
本
棒
——

ア
ダ
棒
——

中
棒
が
、
命
を
懸
け
る
全
て
の
約
束
の
タ
ィ
ミ
ン
グ
で
、
聴
か
せ
る
木
遣
り
の
現
在
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
に 

よ
っ
て
の
み
木
遣
師
と
側
受
け
の
絶
妙
な
掛
け
合
い
の
響
き
が
生
ま
れ
る
。
お
互
い
を
信
じ
て
命
を
託
し
た
調
和
は
、
比
類
な
き
安
定
と
、
約
束
さ
れ
た 

格
調
を
醸
し
て
伝
統
が
現
在
に
調
和
を
見
せ
て
い
る
。
単
な
る
労
働
歌
に
端
を
発
し
た
木
遣
り
も
、
様
々
な
場
と
要
因
や
技
芸
に
こ
だ
わ
り
の
工
夫
の
結 

果
、
粋
に
気
品
す
ら
醸
す
旋
律
の
響
き
は
芸
術
の
領
域
に
達
し
て
い
る
。

I
貴
重
な
木
遣
り•

群
馬
県
で
唯
一
桐
声
会
が
継
承
—

伝
承
さ
れ
て
い
る
桐
生
木
遣
の
中
で«

土
佐•

と
さ»

は
、
も
っ
と
も
高
尚
で
格
式
あ
る
木
遣
り
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
俗

に

「笠
間
の
傘 

ぬ
ぎ.

土
佐
の
手
打
ち
//:
」
と
称
さ
れ
る
『土
佐
』
は
、
披
露
す
る
場
も
、
地
形
の
完
成
時
や
祭
礼
の
千
秋
楽•

慶
事
の
大/

な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
場 

合
の
み
に
披
露
さ
れ
て
来
た
。



つ
ま
り
、
労
働
の
現
場
を
離
れ
て
、
成
し
得
た
仕
事
に
「手
抜
か
り
が
無
い
//:
」
。
職
人
と
し
て
、
木
遣 

師
と
し
て
絶
対
の
自
信
と
誇
り
か
ら
晴
れ
が
ま
し
く
荘
重
に
歌
い
あ
げ
る
木
遣
り
で
あ
る
。

兄
と
弟
。
音
頭
と
側
受
け
の
共
同
作
業
が
完
璧
で
あ
っ
た
と
言
う
ば
か
り
で
な
く
、
詞
句
の
構
成
も
、
 

兄
木
遣
が
、

「
じ
よ
さ
い(
如
在)

も
御
座
ら
ぬ-
-

で
弟
に
託
し
、
弟
木
遣
は
、

「
じ
よ
さ
い
な
け
れ
ば-
-

と
礼
を
尽
し
て
応
え
る
。

如
在
と
は
、
神
を
祀
り
、
神
が
お
わ
し
ま
す
如
く
に
、
謹
み

畏(

か
し
こ)

む
こ
と
で
、
町
内
や
旦
那
衆
、
 

仲
間
や
自
身
の
す
べ
て
に
神
に
誓
っ
て
、
誠
を
尽
く
し
て
手
抜
か
り
が
な
く
加
え
て
旦
那
衆
に
は
謙
虚
さ
と
、
 

仲
間
の
側
受
け
に
対
し
て
は
リ
ー
ダ
ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
信
頼
さ
れ
る
技
量
と
器
量
を
併
せ
持
っ
た
「鳶 

頭
」
が
壮
重
に
唄
い
あ
げ
て
、
「除
災
」
に
も
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「か
け
ほ
」
「
い
い
ほ
」
 

「
さ
い
ほ
」
な
ど
、
神
へ
の
誓
い
や
呼
び
か
け
を
暗
示
す
る
詞
句
を
主
体
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

数
あ
る
木
遣
り
の
中
で
も
桐
生
の
『土
佐
』
は
、

一
大
事
業
を
成
し
得
た
木
遣
師_

身
の
充
実
感
か
ら
、
 

精
根
込
め
て
の
気
概
が
滲
み
出
る
木
遣
り
の
た
め
か
、
聴
く
側
の
素
人
う
け
す
る
木
遣
り
と
言
う
よ
り
も
、
 

む
し
ろ
玄
人
う
け
す
る
木
遣
り
で
、
「兄
木
遣
」
と

「弟
木
遣
」
が
左
右
に
相
対
し
て
、
互
い
に
礼
節
を
尊 

ん
で
の
作
法
か
ら
始
ま
る
が
、
鉢
巻
き
や
腕
時
計
、
手
や
首
の
装
身
具
を
す
べ
て
取
り
除
い
て
、
左
右
に
対 

峙
す
る
「側
受
け
」
は
頭
を
下
げ
て
「受
け
る
」
こ
と
が
伝
統
と
さ
れ
て
い
る
。

土
佐
の
詞
に
は 

r

——

そ
よ
の
鳶
の
衆-
-
-

—

そ
よ
が
打
ち
止
め-
-
-

な
ど
、
木
遣
師
や
鳶
の
衆
と
し
て
、
身
を
引
き
締 

め
、
念
を
押
し
て
の
、
受
渡
し
儀
式
に
合
い
通
じ
る
、
責
任
感
あ
ふ
れ
る
詞
句
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と 

が

「桐
生
の
土
佐
」
を
荘
重
に
完
成
さ
せ
て
い
る
最
大
な
要
因
で
な
か
ろ
う
か
。

江
戸
木
遣
り
で
は
、r

——

ど
な
た
様
も
目
出
度
く
——

r

——

着
い
た
港
が-
-
-
-

桐
生
と
は
意
味
合
い
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

弟木遣 兄木遣



土
佐
は
、
木
遣
り
全
体
の
中
で
も
比
較
的
長
時
間
を
要
し
、
発
声
や
節
廻
し
の
う
え
か
ら
も
、
相
当
な
声
量
と
稽
古
の
頻
度
を
経
て
完
成
す
る
木
遣
り 

で
あ
っ
て
、

「土
佐
」
が
桐
生
木
遣
と
し
て
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
、

「土
佐
」

一
曲
だ
け
で
も
群
馬
県
の
文
化
財
に
匹
敵 

す
る
程
の
価
値
あ
る
木
遣
り
で
あ
ろ
う
。
足
利•

太
田•

伊
勢
崎•

沼
田•

高
崎•

前
橋
等
で
は
す
で
に
絶
滅
し
て
い
る
。

桐
生
に
残
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
格
式
を
重
ん
じ
る
「場
」
と
、
旦
那
衆
を
頂
点
と
す
る
「市
民
性
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら 

ず
、
文
化
的
に
成
熟
し
た
都
市•

桐
生
と
、
そ
の
桐
生
と
旦
那
衆
が
求
め
る
格
調
に
応
え
る
た
め
に
、
桐
生
の
木
遣
師
が
必
死
に
な
っ
て
継
承
し
た
も
の 

で
あ
る
。

戦
前
戦
後
の
混
乱
期
も
あ
っ
て
「土
佐
」
の
格
調
と
格
式
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
た
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
一
日
、
長
野
善
光
寺
の
出
開
帳
が
大
蔵 

院
で
実
施
さ
れ
、
錦
町
最
勝
寺
か
ら
出
発
し
た
手
古
舞
は
、
本
町
通
り
を
北
進
し
、
大
蔵
院
門
前
で
は
画
期
的
な
「笠
ぬ
ぎ
」
の
儀
式
と
「土
佐
」
が
披 

露
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
昭
和
二
十
七
年
、
天
満
宮
御
開
帳
の
最
終
日(
千
秋
楽)

で
も
披
露
さ
れ
、
い
ず
れ
も
兄
木
遣
を
川
崎
栄
吉
が
務
め
、
杉
森
秀 

雄
が
弟
木
遣
を
務
め
、
側
受
け
は
兄•

弟
の
総
勢
三
十
人
程
が
受
け
て
い
る
。
こ
の
時
、
時
田
松
蔵
の
記
憶
で
は
、
こ
の
二
例
が
「三
十
年
振
り
の
土
佐 

で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
た
。

前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
出
開
帳
と
御
開
帳
に
お
け
る
木
遣
師•

側
受
け
と
し
て
の
任
務
が
、
そ
の
後
の
桐
生
木
遣
の
保
存
継
承
へ 

の
気
運
と
な
っ
た
た 

め
、

「土
佐
」
も
度
々
の
稽
古
曲
に
登
場
し
た
が
、
そ
れ
以
来
披
露
す
る
場
も
無
い
ま
ま
、
桐
声
会
の
真
摯
な
保
存
意
欲
の
み
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
来 

た
。昭

和
五
十
九
年
一
月
、
群
馬
県
鳶
工
業
組
合
の
新
年
会
が
桐
生
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、
産
文
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
桐
生
の
木
遣
師
に
よ
っ
て
「土
佐
」
 

が
披
露
さ
れ
た
。
県
内
の
木
遣
師
を
含
め
た
名
だ
た
る
名
士
も
そ
の
格
調
の
響
き
に
水
を
打
っ
た
如
く
に
聴
き
惚
れ
、
現
群
馬
県
連
会
長
吉
田
貞
造
氏
は 

「只
今
の
木
遣
り
は
何
と
言
う
の
で
す
か-
-

？
」
「
こ
れ
が
話
に
聞
い
た
土
佐
で
す
か-
-

」
鳶
の
粋
や
木
遣
り
に
精
通
し
て
い
る
吉
田
氏
に
し 

て
初
め
て
聴
く
木
遣
り
で
あ
っ
た
。

第
一
回
全
国
木
遣
指
導
者
研
修
会
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
熱
海
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
桐
生
か
ら
参
加
し
た
鈴
木
清
太
郎•

八
木
一
輔
両
現
相
談
役 

と
現
副
会
長
の
藤
本
濤
司
氏
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
「失
礼
な
が
ら
桐
生
と
い
う
地
方
に
、
こ
れ
ほ
ど
格
式
あ
る
木
遣
り
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
心
か 

ら
感
謝
し
た
い 

\

 

桐
生
と
い
う
町
と
文
化
を
再
認
識
し
ま
し
た
」
。
専
門
家
で
あ
る
各
地
の
木
遣
師
や
財
団
の
幹
部
か
ら
絶
賛
を
拝
し
て
い
る
。

「土
佐
」
の
保
存•

伝
承
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
は
未
完
で
あ
る
が
、
前
述
の
事
例
か
ら
も
木
遣
師
の
話
題
に
残
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
実
際
に
唄
い



こ
な
せ
る
ま
で
完
全
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
が
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
県
連
新
年
会
や
全
国
研
修
会
で
の
披
露
で
は
、

一
般
人
の 

耳
に
届
く
こ
と
は
な
い
。

一
般
市
民
の
前
で
の
披
露
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
四
日
、
桐
生
市
高
齢
者
大
学
閉
校
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
じ 

つ
に
三
十
六
年
ぶ
り
に
披
露
さ
れ
て
、
会
場
の
絶
賛
は
大
き
く
、
間
も
な
く
公
的
に
開
花
し
た
経
緯
は
す
で
に
記
し
た
と
う
り
で
あ
る
。

桐
生
木
遣
で
は
、
明
治
期
に
絶
滅
し
た«

越
後
た
ち»

が
最
高
の
木
遣
り
で
あ
っ
た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
木
遣
師
は
絆
纏
で
は
な
く
、
鳶
と
し
て
異
例 

の
紋
付
き
羽
織
袴
姿
に
威
儀
を
正
し
て
唄
い
、
側
受
け
は
、
土
下
座
し
て
呼
応
し
、
旦
那
衆
も
一
歩
さ
が
っ
て
低
頭
し
て
聴
く
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た 

と
言
う
。

土
佐
と
い
う
貴
重
木
遣
り
も
、
別
掲
の
ご
と
く
桐
生
市
と
群
馬
県
か
ら
の
公
的
な
相
次
ぐ
出
演
依
頼
に
よ
っ
て
、
度
々
の
披
露
の
場
が
与
え
ら
る
よ
う 

に
な
り
、
真
摯
な
稽
古
と
も
相
ま
っ
て
、
格
式
と
格
調
を
よ
り
響
か
せ
て
の
保
存
は
、
今
後
と
も
桐
声
会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
何
ら
不
安
な
い 

状
況
ま
で
安
定
し
て
来
た
が
、
こ
の
種
の
民
俗
文
化
財
は
、
そ
れ
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
「今
を
生
き
る
市
民•

県
民
」
で
あ
る
桐
声
会
員
の
「意
識
と
意 

欲
」
の
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
的
認
知
と
い
う
保
護
行
政
と
、
活
用
の
た
め
の
披
露
す
る
「場
」
の
提
供
が
何
ょ
り
の
保
護
手
段
に
直
結
す
る 

こ
と
は
、
桐
生
木
遣
が
身
を
持
っ
て
体
験
し
て
い
る
。

外
部
か
ら
眺
め
て
危
惧
す
る
こ
と
は
、
車
社
会
の
現
状
か
ら
し
て
、
稽
古
に
参
集
す
る
継
承
者
の
駐
車
場
対
策 

に
尽
き
る
。
筆
者
も
何
度
か
同
乗
し
た
が
「稽
古
用
に
三
台
分
の
駐
車
場
が
借
り
て
あ
る
け
ど
、
も
う
一
杯
だ
//:
」
 

「捕
ま
っ
た
ら
捕
ま
っ
た
で
い
い
や
//:
/

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
や
//:
(

有
料
の)

駐
車
場
か
ら
は
遠
過
ぎ
る 

し
//:
」-
-

路
上
駐
車
の
ま
ま
稽
古
場
に
駆
け
付
け
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

月
例
稽
古
は
、
会
員
の
自
宅
を
一
年
交
代
で
の
持
ち
回
り
シ
ス
テ
ム
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
順
番
に
ょ
っ
て
は
、
 

町
中
に
あ
っ
て
約
二
十
人
が
一
同
に
会
し
て
の
稽
古
と
な
り
、
あ
る
程
度
の
座
敷(
可
能
な
ら
ば
二
間
続
き)

と
駐 

車
場
を
確
保
出
来
る
会
員
宅
は
、
お
の
ず
か
ら
限
ら
れ
て
く
る
。

一
年
通
し
て
と
な
れ
ば
家
族
の
負
担
も
さ
る
こ
と 

な
が
ら
、
提
供
出
来
な
い
会
員
の
肩
身
を
深
慮
す
れ
ば
、
公
民
館
等
で
、
年
間
と
う
し
て
の
利
用
が
可
能
な
特
例
で 

も
設
け
な
い
限
り
解
決
は
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
温
も
り
の
あ
る
文
化
財
行
政
に
期
待
し
た
い
。

文
化
財
と
し
て
の
「桐
生
木
遣
」
を
、
保
存
継
承
す
る
に
は
、
若
い
後
継
者
も
着
実
に
参
入
さ
れ
て
何
ら
不
安
な

稽古場の一部



い
状
況
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
唯
一
の
悩
み
は
、
駐
車
場
の
自
己
負
担(
稽
古
場
提
供
会
員
負
担)

を
始
め
と
し
て
稽
古
場
の
確
保
に
尽
き
る
〇
神
楽. 

獅
子
舞
な
ど
の
ょ
ぅ
に
拠
点
と
な
る
神
社
の
社
務
所
等
が
な
い
事
情
か
ら
し
て
、
行
政
的
な
支
援
な
く
し
て
今
後
大
き
な
問
題
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

桐

生

木

遣

一

覧

一
、
 

伝
承
さ
れ
て
い
る
桐
生
木
遣

真

鶴
(

ま
な
づ
る)

手

古
(

て
こ•
手
子•

梃
子)

小

草(

こ
ぐ
る
ま•

小
郭)

野
曽
喜(

の
ぞ
き)

ど
ん
生
目(
ど
ん
し
ょ
め)

黒

金
(

く
ろ
が
ね)

掛

束
(

か
け
づ
か)

変
わ
り
掛
束(
か
わ
り
か
け
づ
か)

金

輪
(

か
な
わ)

山
椒
の
木(

さ
ん
し
ょ
の
き)

五
尺
手
拭(
ご
し
ゃ
く
て
の
ご
い•

ご
し
ゃ
く
て
ぬ
ぐ
い) 

鎌

倉
(

か
ま
く
ら)

鳶

掛
(

と
び
か
け)

駅
路•

東

海

道(
え
き
ろ.

と
う
か
い
ど
う)

駅
路•

中
山
道(
え
き
ろ•

な
か
せ
ん
ど
う)

五
萬
石(
ご
ま
ん
ご
く)

師匠•補佐•弟子。座る位置に厳しい序列があるばかりでなく、 

正座したまま四〜五十分気迫に満ちた稽古が続く、小休止で再 

び稽古が続く。

畳を突く木遣棒の動きは正確で、突かれる三点には模様の如く 

埃が集まる。

状況は、中棒から引つ立てに移行する直前。



前

お

き(
ま
え
お
き)

い
い
し(
え
し•

絵
師•

衛
士)

東

金
(

と
う
が
ね)

し
お
り

い
き
ろ
う

土

佐(
と
さ)

五
目
掛
束(
ご
も
く
か
け
づ
か)

石
割
り(

い
し
や
り)

〔石
槍
り(

い
し
や
り)

〕

田

歌(
た
う
た)

ひ
と
く
さ
り-

(
手
古•

前
お
き•

小
草•

野
曽
喜•

田
歌)

ーー、
 

今
後
の
精
進
に
ょ
っ
て
復
元
伝
承
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
桐
生
木
遣

鉄
生

目(

て
つ
し
ょ
め)

酒

田
(

さ
か
た)

軽
井

沢(

か
る
い
ざ
わ)

き
り
よ

三
、

今
後
も
復
元
が
不
可
能
と
さ
れ
る
桐
生
木
遣

-
-
-

昭
和
四
十
六
年
頃
ま
で
は
完
全
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
。-
-
-

棒

車
(

ぼ
う
ぐ
る
ま)

清
念

寺(

せ
い
ね
ん
じ)

白

酒
(

し
ろ
ざ
け)

丹

波(
た
ん
ば)

越

後
(

え
ち
ご)

身体の奥底から渾身の力を振り絞った豊かな音量、瞬時の妥協を許さない正確 

無比な調和、足の感覚が麻痺する姿勢。約二時間後、師匠に続いて仕舞い(納 

め)の「手古」。何度聴いても新たな感動を与えてくれる。これほど聴き応え 

する木遣りはない。木遣師自身もこの手古で全ての疲れが癒されて次の稽古日 

が待ちどうしい言う

状況は、中棒から引っ立てに移行する直前



松

阪
(

ま
つ
ざ
か)

三
河
島(

み
か
わ
し
ま)

変
わ
り
東
金(
か
わ
り
と
う
が
ね)

下

総(

し
も
お
さ)

ち
ょ
ち
ょ
け

お
い
か
け

よ
い
さ
ら

よ
い
さ
か

た
ち

越
後
た
ち(
え
ち
ご
た
ち•

明
治
期
絶
滅)

四
、

伝
承
は
さ
れ
て
い
な
い
が
今
後
桐
生
木
遣
と
し
て
伝
承
し
た
い
木
遣(
他
所
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
木
遣
り
で
、
詞
章
に
「桐
生
の
機
織
り
娘
」
 

の
状
況
が
唄
わ
れ
て
い
る)

変
わ
り
丹
波(
か
わ
り
た
ん
ば)

-
-
-

略-
-
-

r

私
し
ゃ
桐
生
の
機
屋
の
娘
お
望
み
な
ら
ば

ど
ん
な
絹
物
で
も
一
寸
織
っ
て
み
ま
し
ょ
う

c

さ
て
も
粗
相
な
機
屋
の
姐
様
は

箴
に
躓
い
て
織
っ
て
く
れ
よ
う
と

-
-
-

略-
-
-



桐

生

木

遣

伝

承

者•

桐
声
会
員

平
成
元
年
文
化
財
指
定
時
会
員
名
簿 

平
成
五
年
度
調
査
実
施
時
会
員
名
簿 

会

長
 

時
田
安
三 

会

長
 

時
田
安
三

副
会
長 

八

木

一

輔 

副
会
長 

堀

田

良

雄 

相
談
役 

徳
井 

和
昭 

副
会
長 

藤
本 

濤
司 

ク 

鈴
木
清
太
郎 

相
談
役 

鈴
木
清
太
郎

ク 

加

藤

正

雄 

ク 

加

藤

正

雄 

会

計
 

堀

田

良

雄 

ウ 

八
木
一
輔 

幹

事
 

藤

本

濤

司 

会

計
 

須
田
省
三 

ク 

搅

上

信

吉 

幹

事
 

川

島

茂

会

員
 

徳

井

達

昌 

ウ 

岩

森

忠

ク 

新

井

士

郎 

会

員
 

新

井

士

郎

ク 

須
田
省
三 

ウ 

荻

原

志

朗 

ク 

川

島

茂 

ウ 

花

岡

利

雄

ク 

花

岡

利

雄 

ウ 

前
原
仁
一

ク 

前

原

仁

一
, 

ウ 

鈴

木

宏

ク

,

岩

森

忠 

牧

子

武

志

ク 

鈴

木

宏 

 々

金

子

豊 

ク 

牧

子

武

志 

 々

八

木

茂

ク 

新

井

光

男 

 々

小
堀
智
之 

ク 

荻

原

志

朗

『アダ棒』右膝前に移動 本棒からアダ棒に移行 『本棒』この姿勢から開始と

なる。

木遣棒は左膝前



中棒から『引つ立て』に移 

行する体勢

中棒横から 『中棒』 正面向こう側に移動 

木遣棒•稽古棒は正三角形に突く

横から この動作を三回繰り返す

このことをユスリと言い実戦では 

真棒がより上方に曳き上げられる

右斜め前方に倒す 手前に引いて『ユスリ』に

入る体勢

三回のZLスリの後、いつきに『本 

棒』へ落とす。木遣棒を左膝前に 

移行し、再び『アダ棒』•『中棒』 

•『本棒』の繰り返しとなる

実践では、真棒落ちとなる。



口

伝

か

ら

記

録

採

譜

1

-

は

じ

め

に
-
-
-
-
-

木
遣
り
修
得
で
最
大
の
関
門
は
、
<

一
切
が
口
伝>

の
み
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
前
述
の
ご
と
く
楽
譜
上
に
表
現
で
き
ず
、
難
解
な
節
廻 

し
か
ら
、

一
時
間
、
二
時
間
を
要
す
る
木
遣
り
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
が
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
口
伝
が
頼
り
で
あ
っ
た
。
師
匠
が
常
に
弟
子
に
言
い
続
け
た 

こ
と
は
「他
人
が
書
い
た
も
の
で
は
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
よ
//:
」
「後
で
も
わ
か
る
よ
う
に
自
分
で
書
け
よ
//:
」

い
っ
け
ん
、
思
い
や
り
の
あ
る
指
導
も
昭
和
四
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
「身
体
で
覚
え
ろ
//:
」

「書
い
た
モ
ノ
で
は
覚
え
ら
れ 

な
い
//:
」
と
、
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
来
た
た
め
、
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
極
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

木
遣
り
原
本
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
も
の
は
、
桐
生•

前
橋•

高
崎
に
一
〜
二
部
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
原
本
の
多
く
は
、
お
家
流
の
変
体 

仮
名
と
極
端
な
当
て
字
の
羅
列
で
、
現
代
訳
は
難
事
業
で
あ
る
。
稽
古
の
最
中
に
も
師
匠
は
、

「
こ
ん
な
も
ん
も
あ
っ
た
よ
//:
」
と
言
い
な
が
ら
新
し
い 

詞
句
を
突
然
披
露
し
て
、
続
い
て
弟
子
が
唱
和
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

「記
録
し
て
お
か
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る 

」
「手
帳
や
ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
て
お
い
た
」

•  •
・
・

心
覚
え
の
つ
も
り
で
書
き
留
め
た
メ
モ
も
、
い
ち
ど
覚
え
て
し
ま
え
ば
不
要
と
な
る
た
め
、
破
棄
し
た
り
散
逸
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
な
か
、
時
田
安
三 

は
、
文
化
財
指
定
の
気
運
と
と
も
に
申
請
に
添
付
す
る
必
要
か
ら
、
木
遣
師
と
し
て
の
集
大
成
と
し
て
の
採
譜
化
に
着
手
し
、
桐
声
会
員
の
英
知
を
も
注 

い
で
、
後
世
に
託
せ
る
資
料
と
し
て
三
編
の
譜
を
作
成
し
た
。
そ
の
後
も
鋭
意
記
録
化
の
作
業
に
取
り
組
み
、
自
家
本
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
て
今
調
査 

に
提
供
い
た
だ
い
た
。
以
下
、
無
形
文
化
財
と
し
て
の
「桐
生
木
遣
」
の
伝
承
上
、
有
効
な
資
料
と
な
り
う
る
項
目
を
抜
粋
し
て
後
継
者
の
糧
に
供
し
た 

、〇曾
祖
父
の
代
か
ら
鳶
職
の
家
系
と
木
遣
師
匠
と
し
て
の
時
田
安
三
の
労
作
は
、
「
一
切
が
口
伝
」
ど
う
り
の
手
法
で
ま
と
め
て
あ
り
、
資
料
と
し
て
も 

評
価
で
き
る
。
例
え
ば
、

«

金
輪•

か
な
わ»

で
は
、
 

r

繙
子
の
袴
の 

\

 

襞
取
る
よ
り
も\

 

主
の
心
持
が 

取
り
憎
い

«

掛
束•

か
け
づ
か»

で
は
、
 

r

山
の
中
で
も 

\

 

桐
生
は
名
所 

\

 

月
に
三
日
の
市
が
立
つ

以
上
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
時
田
の
父•

松
蔵
と
川
崎
源
次
郎
が
明
治
末
期
に
書
き
留
め
た
「詞
」
の
な
か
に
、
次
の
傍
点
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。



\

 

襞
取
る
よ
り
も 

\

 

桐
生
は
名
所 

\

 

月
に
三
日
の 

-
-
-

と
記
さ
れ
て
い
る
、
し
か
し
現
在
の
桐
生
木
遣
で
は-
-
-

\

 

襞
折
る
よ
り
も 

\

 

桐
生
は
都 

\

 

月
に
六
日
の 

-
-
-

と
明
ら
か
に
時
田
は
唄
い
記
し
て
い
る
。

正
確
に
は
、
桐
声
会 

結
成
以
前
の
師
匠
の
相
違
に
よ
っ
て
、
発
声
そ
の
も
の
に
多
少
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。
桐
生
木
遣
に
は
、
俗
に 

「上
の
木
遣
り
」

「
下
の
木
遣
り
」
 

と
い
う
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
稽
古
場
と
師
匠
の
違
い
に
関
係
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
桐
生
新
町
時
代
か
ら
の
、
民
俗
や
習
俗
を
も
考
慮 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
横
町
を
含
め
た
本
町
一 
•

二•

三
丁
目
を
上
三
町
〇
四•

五.

六
丁
目
を
下
三
町
と
言
い
、
産
土.

鎮
守
神
も
美
和
神
社
と
常 

祇
稲
荷
と
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
町
内
丸
抱
え
の
「町
内
鳶
頭
」
を
頂
点
と
し
た
仕
事
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
明
確
で
、
祇
園
祭
礼
の
習
俗
的 

特
長
を
見
て
も
桐
生
と
い
う
一
つ
の
町
で
あ
り
な
が
ら
も
、
上
と
下
で
は
文
化
性
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

一
切
を
口
伝
の
み
に
頼
っ
て 

来
た
木
遣
り
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
て
も
不_

然
で
は
な
く
、
現
在
で
も
伝
統
が
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
桐
声
会
の
真
摯
な
姿
勢
が
伺
え
る
。

伝
統
と
い
え
ど
も
ゆ
く
河
の
流
れ
の
如
く
、
う
た
か
た
に
変
化
す
る
宿
命
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
田
の
父
が
記
録
し
た
木
遣
原
本
が
「襞
を
取
る
」
で 

あ
り
、
時
田
は
直
接
的
な
師
匠
か
ら
「襞
を
折
る
」
と
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
今
回C
D

収
録
の
木
遣
師
を
務
め
る
八
木
一
輔
は
師
匠
か
ら
、
原
本
つ
ま
り 

伝
統
ど
う
り
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
師
匠
か
ら
の
口
伝
の
み
が
唯
一
の
伝
承
手
段
で
あ
る
「木
遣
」
は
、
フ
レ
ー
ズ
の
一
字
一
句
の
違
い
が
生
じ
て
い
る 

こ
と
に
師
匠
か
ら
の
伝
統
が
生
き
続
け
て
い
る
証
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
が
正
し
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「襞
を
取
る
」
と
記
さ
れ
た 

原
本
の
存
在
と
、
「襞
を
取
る
」
と
唄
い
続
け
て
来
た
八
木
一
輔
を
始
め
と
し
た
多
く
の
木
遣
師
が
、
身
体
で
覚
え
て
来
た
フ
レ
ー
ズ
が
一
致
し
て
い
る 

現
実
と
、C
D

収
録
や
記
録
化
か
ら
も
今
後
は
「襞
を
取
る
」
に
定
着
す
る
で
あ
ろ
う
。

月
に
六
日
の
市
と
は
、

「絹
市
」
で
あ
る
六
斎
市.

「紗
綾
市.

さ
や
い
ち
」

の
市
立
日
を
木
遣
り
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「月
に
三
日
」
 

の
銘
記
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
六
斎
市
以
前
に
三
日
の
市
立
日
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
節 

市
が
突
然
に
月
六
日
の
六
斎
市
に
急
進
展
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
性
急
す
ぎ
て
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
月
一
回.

二
回•

三
回
と
段
階
を
経
て
六
斎
市
に
定 

着
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
正
保
期
の
小
物
成(
雑
税)

が
、
旗
絹
の
現
物
納
か
ら
金
納
に
替
わ
る
以
前
に
「桐 

生
木
遣
」
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
織
物
生
産
の
活
況
と
産
業•

経
済
都
市
と
し
て
の
確
立
。
文
化
の
爛
熟
等
々
も 

相
ま
っ
て
「桐
生
木
遣
」
と
し
て
完
成
す
る
要
因
も
多
々
あ
る
が
、
言
わ
れ
る
ご
と
く
の
亨
保
期
よ
り
も
七•

八
十
年
以
前
に
「桐
生
木
遣
」
と
し
て
、
 

桐
生
の
特
徴
を
唄
っ
た
「木
遣
」
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
桐
生
の
市
立
日
が
毎
月
三
日
間
実
施
さ
れ
て
、
 

あ
る
程
度
の
賑
わ
い
を
呈
し
た
新
資
料
の
発
見
な
く
し
て
断
定
は
出
来
な
い
。
今
後
に
期
待
し
た
い
。



昭
和
四
十
年
頃
の
稽
古
場
で
師
匠
が
、

「桐
生
の
市
は
六
日
あ
っ
た
ん
だ
ょ
ね
//:
」

「今
の
時
代
に
三
日
で
は
世
の
中
通
用
し
な
い
し
、
旦
那
衆
に
叱 

ら
れ
る
か
ら
//:
」
発
言
か
ら
以
来
六
日
と
し
て
い
る
が
、
木
遣
り
の
記
録
と
し
て
は
、
す
べ
て
口
伝
と
い
う
伝
承
と
覚
え
書
き
の
と
う
り
に
踏
襲
さ
れ
て 

い
る
。
こ
の
こ
と
に
桐
生
木
遣
が
伝
統
を
最
大
限
尊
重
し
て
い
る
姿
勢
が
伺
い
知
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
木
遣
り
と
し
て
は
、
完
全
に
唄
え
る
ま
で
に 

伝
承
さ
れ
て
い
て
も
、
基
本
の
木
遣
棒
が
伴
わ
な
い
曲
は
「完
全
と
し
な
い
」
頑
な
姿
勢
や
言
葉
一
つ
の
コ
ダ
ワ
リ
と
併
せ
、
伝
統
に
も
と
ず
い
て
い
る 

と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

2
 
- 

前

ょ

み
•

伝

統

と

新

作-
-

(

26
ペ
ー
ジ
の
意
味
づ
け
を
参
照
く
だ
さ
い)

「
新
玉
の
年
の
は
じ
め
を
寿
ぎ
て
目
出
度
く
祝
い
ま
い
ら
せ-
-
-

ん

「
初
春
に 

あ
ま
多
の
鳶
が 

集
り
て 

目
出
度
く 

祝
ぅ
今
日
の
目
出
度
さ-
-
-
-

r

海
老
は
即
ち 

翁
な
り 

腰
に
梓
の 

弓
を
張
り
目
が
出
て 

目
が
出
て 

お
目
出
度
や-
-
-

「
高

砂

の

翁

と

媼

の

三

番

叟

鶴

亀

共

に

舞

い

遊

ぶ-
-
-

r

如
月
の 

今
日
の
佳
き
日
に 

高
砂
の 

翁
と
媼
の
三
番
叟 

目
出
度
く
祝
い
ま
い
ら
せ-
-
-

ん

r

頃
も
弥
生
の
吉
日
を 

実
に
記
念
す
る
鹿
島
立
ち 

目
出
度
く
祝
い
ま
い
ら
せ-
-
-

ん

c

か
け
ま
く
も 

か
し
こ
き
天
の 

御
柱
や 

目
出
度
く
祝
い
ま
い
ら
せ-

—

ん

c

神
無
月 

今
日
の
佳
き
日
に 

初
渡
り
目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-

—
ん

「
君
が
代
は 

限
り
も
あ
ら
で 

長
浜
の 

真
砂
の
数
は 

読
み
盡
く
す
と
も-
-
-

「
心
だ
に 

誠
の
道
に 

か
な
い
な
ば 

祈
ら
ぬ
と
て
も 

神
や
守
ら
ん
—

•

「
新
玉
の
年
の 

は
じ
め
の
寿
を 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-

ん

「
花
開
く
弥
生
こ
の
月 

今
日
の
日
を 

目
出
度
く
祝
い 

参
ら
せ
む-
-
-

r

八
百
萬 

出
雲
の
社
に 

神
集
い 

今
日
の
佳
き
日
の 

縁
結
び 

目
出
度
く
祝
い 

参
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-

十
月
神
無
月
の
祝
宴 

「
爽
秋
に 

輝
く
光 

満
ち
溢
れ 

今
日
の
集
い
も 

恙
が
な
く
目
出
度
く
祝
い 

参
ら
せ-
-
-

ん



風
薫
る 

今
日
の
佳
き
日
に 

若
鳥
の 

巣
立
ち
を
祝
う 

鳶
の
一
聲I 
I 
I 
I

「
古
し
名
を 

今

に
(

こ
こ
に)

と
ど
め
て
鳶
の
衆(
勇
は
だ)

尚
忘
れ
じ
と
念
じ
つ
、-
-
-

r
年
わ
す
れ 

今
日
の
集
い
を
恙
な
く
目
出
度
く
納
め
ま
い
ら
せ-
-
-

ん

r
あ
ま
た
の 

匠
エ 

集
い
来
て 

古
式
豊
か
に 

太
子
講 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-

ん

c

桜
花 

咲
き
競
う 

今
日
の
佳
き
日
を 

寿
き
て 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-
-

ん

r

極
楽
え 

吹
き
行
く
風
が 

も
の
言
わ
ば 

日
に
幾
度
の 

便
り
聞
か
せ-
-
-

ん

「
爽
や
か
な 

五
月
の
空
に 

解
脱
門 

落
慶
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-

ん

—

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
日
作
—

浄
雲
寺
山
門
落
慶
法
要 

r

梅
田
の
里
に 

生
ま
れ
い
で 

こ
の
人
阿
里
と 

知
ら
し
め
る 

碑
建
つ
を 

祝
い
参
ら
須
う-
-
-

-
-
-
-
-
-
-

島
隆
顕
彰
記
念
碑
除
幕
式 

c

東
邦
の 

輝
く
十
歳
迎
ふ
る
に 

今
日
の
佳
き
日
を 

寿
き
て 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-
-

ん-
-
-
-

東
邦
病
院
十
周
年
記
念
式
典

「
頃
も
長
月 

吉
日
を 

十
歳
寿 

鹿
島
立
ち 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-

ス
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

ク

「
秋
冷
に 

菊
の
香
高
き 

今
日
の
日
を 

目
出
度
く
祝
い 

ま
い
ら
せ-
-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

R
 - S

両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
上
棟
式 

「
清
秋
に
菊
の
香
高
き
今
日
の
日
を
上
棟
祝
い
ま
い
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

「
山
坂
の 

道
一
筋
を 

越
え
て
来
る 

今
日
の
喜
び 

祝
い
参
ら
す
う-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

坂
本
実
氏
黄
授
褒
章
受
賞
祝
賀
会 

r

道
一
筋 

山
坂
越
え
し 

今
日
喜
び 

目
出
度
く
祝
い 

参
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

r

火
防
の
神
の 

御
社 

遷
宮
祝
い 

参
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

三
宝
大
荒
神
社
遷
宮
祝

「
荒
神
の 

山
ふ
と
こ
ろ
に 

鎮
ま
り
て 

あ
ま
ね
く
徳
を 

授
け
給
へ
や-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

r

如
月
の 

今
日
の
佳
き
日
に 

社
建
ち 

萬
人
護
る 

福
徳
の
神-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

r

七
拾
の 

歳
月
重
ね 

桐
生
市
の 

発
展
祈
り
参
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-

市
制
七
十
周
年
記
念
第
六
十
二
回
マ
ラ
ソ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

r

風
の
音
遠
き 

古
の 

先
人
ょ
り
の 

伝
統
を 

尚
後
の
世
に 

伝
え
参
ら
す-
-
-
-
-

 

 々

第
四
十
三
回
桐
生
市
文
化
祭
民
俗
芸
能
大
会 

r

菊
薫
る 

今
日
の
佳
き
日
に 

先
人
の 

残
せ
し
技
を 

尚
も
伝
え-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-

桐
生
明
治
館
企
画
展 

棚
地
形
再
現
特
別
公
開 

「
そ
ょ
が
鳶
の
衆
集
い
来
て
目
出
度
く
納
め
参
ら
せ-
-
-

ん
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

+々 

大/

の
納
め
木
遣
り 

「
初
春
に 

あ
ま
た
の
長
が
集
い
来
て 

目
出
度
く
祝
う 

今
日
の
佳
き
日
を-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

平
成
四
年
桐
生
市
互
例
会



c

初
春
の 

今
日
の
佳
き
日
に 

若
鳥
の 

巣
立
ち
を
祝
い 

参
ら
せ-
-
-

んI

平
成
四
年
一
月
十
二
日 

某
家
結
婚
披
露
宴
新
郎
新
婦
入
場

「
若
鳥
が 

鹿
島
立
ち
す
る 

こ
の
集
い 

目
出
度
く
納
め 

参
ら

せ
-
-
-
-

る-

 

 々

 々

大
〆
の
祝
い
木
遣
り

r
凛
と
し
た 

緑
色
濃
き 

故
郷
の 

歳
の
初
め
を 

祝
い
ま
い
ら
す-
-
-

う
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

平
成
五
年
桐
生
市
互
例
会

r

毛
ぬ
の
国
よ
り 

上
野
へ 

群
馬
と
な
り
て 

二
百
万
余
の
民
集
う 

弥
栄
願
う 

我
ら
鳶
の
衆
——

平
成
六
年
群
馬
県
人
口
二
百
万
人
到
達
記
念

C

毛
ぬ
の
国
か
ら 

上
野
と 

今
の
群
馬
を
作
り
成
し 

二
百
万
余
の
こ
の
民
で 

力
合
わ
せ
て
次
の
代
も-
-

ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
民
俗
芸
能
大
会

「
先
人
よ
り
の 

鳶
の
粋 

華
と
言
わ
れ
し 

こ
の
木
遣 

尚
後
の
代
に 

伝
え
ま
い
らす

-
-

う
-
-
-
-

今
調
査
の
音
声
に
よ
るC
D

記
録
保
存

3

-

手

古(

て
こ)

に
つ
い
て-
-
-

よ
い
や
る 

今
日
の
目
出
度
さ 

慮
外
な
が
ら
も 

庭
に
鶴
亀 

先
づ
は
は
な
よ
り

中
の
綱
か
ら 

御
代
は
目
出
度
の 

黄
金
花
咲
く 

揃
え
て
も
う
一
つ 

手
古
の
三
曲

目
出
度
か
り
け
る 

手
古
で
は
や
せ 

宝
入
船 

此
れ
で/

ま
す 

手
古
で
せ
ん
ぎ
る

今
日
の
祝
い
に 

〆
は
よ
い
ぞ 

目
出
度
く/

ま
す 

今
日
の
佳
き
日
に 

初
春
祝
い
て

初
春
寿
ぎ 

こ
れ
で
打
ち
止
め 

千
代
に
八
千
代
に 

御
苦
労
な
が
ら
も 

千
種
萬
歳

齢
重
ね
て 

旅
立
つ
先
は 

蓮
の
花
咲
く 

極
楽
浄
土
へ 

君
を
偲
び
て

送
り
参
ら
す 

名
ご
り
お
し
く
も 

深
き
な
さ
希
の 

す
ぎ
し
想
い
を 

心
き
ざ
み
し

君
は
逝
き
万
須 

な
が
き
旅
路
に 

あ
と
は
ま
か
せ
て 

心
し
ず
か
に

こ
れ
ら
味
わ
い
深
い
フ
レ
ー
ズ
も
、
披
露
す
る
時
間
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
一
節
も
し
く
は
二
〜
三
節
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
す
る
が
、
俗
に 

「手
古
の
三
曲
」
の
言
葉
が
残
る
よ
う
に
、
三
曲
ぐ
ら
い
の
時
間
が
手
古
を
味
わ
う
の
に
相
応
し
い
長
さ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
手
古
の
場
合
、
 

何
は
さ
て
お
い
て
も
真
先
に
出
す(
唄
う)

基
本
的
な
木
遣
り
で
あ
っ
て
、
構
成
上
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
鳶
の
粋
を
念
頭
に
お
い
て
構
成
す
る
こ 

と
で
あ
ろ
う
。

手
古
は
、

〃
手
古
で
始
ま
り
手
古
で
終
わ
る,
-
-
-

と
言
わ
れ
て
、
最
も
基
本
的
な
、
格
式
あ
る
木
遣
り
で
あ
る
。
こ

の

「手
古
」
が
唄
い
こ
な
せ



る
様
に
な
れ
ば
木
遣
師
と
し
て
一
人
前
と
さ
れ
て
い
る
。
節
廻
し
の
技
術
や
声
の
張
り
方
で
多
少
の
遅
速
が
あ
る
も
の
の
、
手
古
一
曲
はH

十
秒
に
も
満 

た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
程
聴
き
応
え
す
る
木
遣
り
は
他
に
は
な
く
、

一
般
的
に
木
遣
り
を
聴
い
た
と
言
え
ば
、
手
古
が
ほ
と
ん
ど
で
、
他
の
木
遣 

り
を
聴
く
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

4

-

兄
木
遣•

弟
木
遣
と
元
唄
の
こ
と-
-
-
-

御
代
は
目
出
度
の 

\
 

若
松
様
よ 

\

 

枝
も
栄
え
て 

\

 

葉
も
繁
る

あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
代
表
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
〇
そ
の
た
め
、
民
謡
を
始
め
と
し
て
各
邦
楽
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
木
遣
り
で
も
多
く
の
曲
、
 

例
え
ば
「前
お
き
」

「掛
束
」

「鳶
掛
」

「山
椒
の
木
」

「五
目
掛
束
」

「黒
金
」

「下
総
」

「三
河
島
」

「
の
ぞ
き•

野
曽
喜
」

「
日
光
」
そ
の
他
の 

「元
唄.

兄
木
遣
」
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
元
唄
の
七•

七
•

七
.

五
の
七
五
調
の
構
成
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
て
も
、
そ 

れ
ぞ
れ
の
曲
調
に
合
わ
せ
て
唄
う
こ
と
が
可
能
で
、
披
露
す
る
場
の
状
況
に
応
じ
て
「弟
木
遣
」
と
し
て
唄
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
た
め
伝
統
詞
章
ば
か
り
で
な
く
新
曲
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。

元
唄
以
下
の
す
べ
て
が
弟
木
遣
り
と
明
確
な
区
別
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
元
唄
に
続
け
る
意
味
か
ら
下
の
句
が
出
来
て
い
る
。
師
匠
格
が
元
唄
の
み 

で
は
な
く
、
多
人
数
で
行
う
ば
あ
い
は
、
師
匠
で
あ
っ
て
も
途
中
で
唄
う
こ
と
も
あ
り
、
全
員
が
木
遣
師
で
あ
っ
た
り
、
側
受
け
を
務
め
た
り
と
い
う
よ 

う
に
お
互
い
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
特
に
、
道
中
を
流
す
際
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
多
人
数
の
木
遣
師
の
中
に
あ
っ
て
、
日
頃
世
話
に
な 

っ
て
い
る
地
元
町
内
を
通
過
す
る
時
点
で
木
遣
師
を
つ
と
め
る
。
つ
ま
り
地
元
の
旦
那
衆
の
前
で
ソ
ロ
ボ
ー
ヵ
ル
と
し
て
の
大
任
を
果
た
せ
る
役
所
が
自 

在
に
演
出
可
能
な
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
木
遣
り
と
言
え
る
。

全
体
的
に
時
間
を
延
ば
す
こ
と
も
容
易
と
な
る
。
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
ー
分
二
〜
三
十
秒
で
あ
る
た
め
時
間
の
計
算
が
で
き
、
目
的
地
の
直
前
で
重
み
あ
る 

曲
調
に
切
替
え
る
必
要
あ
る
道
中
物
、
た
と
え
ば
、
手
古
舞
に
お
け
る
長
道
中
を
流
す
場
合
な
ど
は
最
適
な
曲
で
あ
る
。
以
下
、
桐
声
会
の
新
作
も
含
め 

て
弟
木
遣
と
し
て
の
フ
レ
ー
ズ
を
列
記
し
た
い
。

◊

峰
の
小
松
に 

雛
鶴
か
け
て 

谷
の
流
れ
で 

亀
遊
ぶ

◊

梅
は
匂
い
よ 

桜
は
花
よ 

人
は
眉
目
よ
り 

只
心



◊

吉
田
通
れ
ば 

二
階
で
招
く 

し
か
も
鹿
の
子
の 

振
り
袖
で

◊

此
処
じ
ゃ
は
や
ら
ぬ 

吉
田
で
は
や
る 

三
十
振
り
袖 

四
十
島
田

◊

箱
根
八
里
は 

馬
で
も
越
す
が 

越
す
に
こ
さ
れ
ぬ 

大

井

川
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

「ど
ん
し
よ
め
」
の
元
唄
で
も
あ
る
。
 

◊

三
十
五
反
の 

帆
を
巻
き
上
げ
て 

行
く
よ
仙
台 

石
卷

◊

君
は
小
鼓 

調
べ
の
糸
よ
締
め
つ
ゆ
る
め
つ 

音
を
い
だ
す

◊

咲
い
た
桜
に 

何
故
駒
つ
な
ぐ 

駒
が
勇
め
ば 

花
が
散
る

◊

此
処
か
こ
の
町
か 

お
染
の
宿
は 

油
締
木
の 

音
が
す
る

◊

髪
も
結
ぅ
ま
い 

化
粧
も
す
ま
い 

主
の
く
る
ま
で 

洗
い
髪

◊

お
前
島
田
か 

私
し
は
か
な
わ 

逢
ぅ
に
逢
わ
れ
ぬ 

大
井
川

◊

思
い
思
い
の 

思
い
を
こ
め
て 

思
い
つ
く
ほ
ど 

苦
労
す
る

◊

木
曽
の
桟 

镫
か
鞍
か 

諸
国
大
名
の 

下
り
上
り

◊

お
前
一
人
か 

連
れ
衆
は
な
い
か 

連
れ
衆
あ
と
か
ら 

駕

籠
(
馬)

で
く
る

◊

幸

手

栗

橋 

古
河
関
宿
も 

水
の
流
れ
は 

皆
一
つ

◊

先
で
秋
風 

吹
か
せ
る
な
ら
ば 

程
よ
く
散
り
ま
す 

山
桜

◊

船
の
船
頭
衆
は 

何
着
て
ね
る
か 

と
ば
の
ひ
き
ね
の 

舵
枕

◊

じ
た
い
山
崎 

い
よ
胡
麻
ど
こ
ろ 

油
締
木
の 

音

が

す

る-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

「
い
い
し•

絵
師•

衛
士
」
 

◊

家
を
出
る
と
き
や 

お
月
と
共
に 

お
月
山
の
陰
で 

私
し
ゃ
此
処
に

◊

わ
し
の
心
は 

矢
作
の
白
帆 

行
方
知
ら
な
い 

水
の
ま
ま

◊

潮
来
出
島
の 

真
菰
の
中
に 

菖
蒲
咲
く
と
は 

し
お
ら
し
い

◊

宇
治
の
橋
に
も 

名
所
が
御
座
る 

お
茶
の
水
汲
む 

え

ゝ
(

こ
れ)

名
所

◊

此
処
は
何
処
よ
と 

馬
子
衆
に
き
け
ば 

此
処
は
上
州 

織

所
-
-
-
-
-

今
調
査
に
お
け
る
記
録
保
存
の
た
め
のC
D

収
録
曲 

◊

山
の
中
で
も 

桐
生
は
名
所 

月
に
三
日
の 

市

が

立

つ-
-
-
-
-
-
-

 

ク



◊

吾

妻

鳴

神

◊

染
め
し
友
禅

◊

梅
は
匂
い
よ

◊

機
が
織
れ
な
き
ゃ

◊

桐
生
お
召
し
と

◊

箴
の
響
き
は
ト
ン
カ
ラ
リ
ン
と

◊

桐
生
紗
綾
市 

そ
の
賑
わ
い
は 

お
召
し
金
襴 

綾
鍛
子-
-

◊

桐
生
の
織
物
の 

そ
の
行
き
先
は 

お
江
戸
上
方 

御
所
ま
で
も

◊

織
姫
祠
る 

七
夕
様
に 

想
ぅ
お
方
と 

願
掛
け
に-
-
-
-

◊

馬
鹿
に
す
る
な
よ 

機
織
娘 

大
和
錦
は 

誰
が
織
る-
-
-

 

◊

山
の
中
で
も 

信
州
は
都 

月
に
三
日
の

◊

山
の
中
で
も 

駿
河
は
名
所 

駕
籠
で
水
汲
む

◊

此
処
は
何
処
よ
と

◊

ど
な
た
様
に
も

◊

瀬
田
の
唐
橋

◊

女

体

男

体

◊

流
れ
も
清
し

◊

澄
み
し
流
れ
に

◊

根

本

鳴

神

◊

野
州
に
名
高
き

◊

上
州
名
刹

◊

人
の
こ
の
世
は

◊

吾
妻 

鳴
神 

其
の
山
並
み
の 

裾
に
広
が
る 

織
所-
-
-

桐
生
大
橋
渡
り
初
め,

昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十
二
日
作 
C
D

収
録
曲

◊

染
め
し
友
禅 

清
め
る
水
は 

黄
金
花
咲
く 

桐
生
川-
-
-

梅
田
大
橋
渡
り
初
め•

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
二
日
作 
C
D

収
録
曲

◊

梅
は
匂
い
よ 

櫻
は
花
よ 

織
物
は
桐
生
の
紗
綾
が
良
い-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

記
録
保
存
の
た
め
のC
D

収
録
曲

◊

機
が
織
れ
な
き
ゃ 

機
神
様
へ 

月
の
七
日
に 

神
参
り-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

桐
生
お
召
し
と 

五
色
の
帯
よ 

歳
の
響
き
が 

子
守
唄-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

箴
の
響
き
は 

ト
ン
カ
ラ
リ
ン
と 

綾
な
す
織
物
は 

虹
の
色-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

桐
生
紗
綾
市 

そ
の
賑
わ
い
は 

お
召
し
金
襴 

綾
鍛
子-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

桐
生
の
織
物
の 

そ
の
行
き
先
は 

お
江
戸
上
方 

御
所
ま
で
も-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

織
姫
祠
る 

七
夕
様
に 

想
ぅ
お
方
と 

願
掛
け
に-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

馬
鹿
に
す
る
な
よ 

機
織
娘 

大
和
錦
は 

誰
が
織
る-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

ク

◊

山
の
中
で
も 

信
州
は
都 

月
に
三
日
の 

市
が
た
つ

◊

山
の
中
で
も 

駿
河
は
名
所 

駕
籠
で
水
汲
む 

こ
れ
名
所

◊

此
処
は
何
処
よ
と 

馬
子
衆
に
き
け
ば 

此
処
は
長
野
の 

善
光
寺

◊

ど
な
た
様
に
も 

ぐ
る
ぐ
る
廻
り
で 

御
苦
労
乍
ら
も 

頼
み
ま
す

◊

瀬
田
の
唐
橋 

唐
金
擬
宝
珠 

水
に
影
さ
す 

膳
所
の
城

◊

女

体

男

体 

其
の
お
姿
に 

清
き
流
れ
の 

鬼
怒
の
川

◊

流
れ
も
清
し 

渡
良
瀬
川
に 

映
え
る
姿
は 

桐
生
大
橋-
-
-
-
-

桐
生
大
橋
渡
り
初
め•

昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十
二
日 

作 

◊

澄
み
し
流
れ
に 

懸
り
し
橋
は 

虹
の
桟
橋 

桐
生
大
橋-
-
-
-
-

 

 々

ク

◊

根
本 

鳴
神 

其
の
谷
間
の 

裾
を
流
る
 ゝ

桐
生
川-
-
-
-
-
-
-

梅
田
大
橋
渡
り
初
め•

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
二
日 

作

◊

野
州
に
名
高
き 

其
の
御
寺
は 

小
俣
宿
な
る 

鶏
足
寺-
-
-

広
法
大
師
千
百
五
十
年
御
遠
忌
奉
賛
現
住
大
僧
正
昇
進
記
念
手
古
舞

◊

上
州
名
刹 

其
の
御
寺
は 

桐
生
の
里
な
る 

浄
運
寺-
-
-
-

浄
運
寺
解
脱
門
修
復
落
慶
法
要
手
古
舞•

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
日 

◊

人
の
こ
の
世
は 

儍
な
き
も
の
よ 

惜
し
み
あ
る
人 

何
故
散
ら
す-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

昭
和
六
十
三
年,

あ
る
人
の
弔
時



◊

名
残
り
惜
し
く
も 

黄
泉
路
を
辿
り 

君
は
逝
き
ま
す 

彼
の
岸
へ

◊

君
の
面
影 

い
よ
偲
び
つ
つ 

送
り
参
ら
す 

旅
立
ち
を

5

-

木

遣

り

の

詞
-
-
-

【田
唄.

た
ぅ
た
】

畦
な
ら
せ 

我
が
田
と
思
い 

君
が
田
を
な
ら
せ

【し
ぉ
り
】

御
代
は
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
て 

葉
も
繁
る

紀
州
和
歌
の
浦
に
も 

名
所
が
御
座
る 

一
に
権
現 

二
に
玉
津
島 

三
に
根
上
り
松 

四
に
塩
浜
よ 

寄
せ
て
は
返
さ
ぬ 

片
男
波

【小
草•

こ
ぐ
る
ま=

小
郭
】

し
ら
べ
て
し
め
ろ

【石
割
り•

い
し
や
り=

石
槍
】

こ
こ
い
ら
で
し
め
る
ま
か
せ
て
ぅ
け
る

【前
お
き•

ま
い
お
き
】

釣
り
合
い
か
け
ろ
御
代
は
目
出
度
の
若
松
様
よ
枝
も
栄
え
て
い
よ
葉
も
繁
る

御
代
は
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
て 

葉
も
繁
る
。

峰
の
小
松
に 

雛
鶴
か
け
て 

谷
の
流
れ
で 

亀
遊
ぶ

潮
来
出
島
の 

真
菰
の
中
に 

菖
蒲
咲
く
と
は 

し
お
ら
し
い

先
で
秋
風 

吹
か
せ
る
な
ら
ば 

程
よ
く
散
り
ま
す 

山
桜

【金
輪•

か
な
わ
】



糯
子
の
袴
の 

襞
取
る
よ
り
も 

主
の
心
持
が 

取
り
憎
い

う
さ
ぎ 

う
さ
ぎ 

何
見
て
跳
ね
る 

十
五
夜
お
月
さ
ん 

見
て
は
ね
る 

河
原
撫
子 

野
に
咲
く
野
菊 

そ
れ
で
其
の
根
が 

引
き
抜
く
に
は

【五
萬
石•

ご
ま
ん
ご
く
】

五
萬
石
で
も 

岡
崎
様
は 

お
城
下
で
も

見
た
か
聞
い
た
か 

岡
崎
様
の 

お
馬
じ
る
し
は

新
地
河
岸
か
ら 

潮
先
の
っ
て 

櫓
下
ま
で

夏
の
祭
り
は 

八
幡
様
よ 

彫
り
者
揃
い
の

【鳶
掛•

と
び
か
け
】

御
代
は
目
出
度
の

峯
の
小
松
に

潮
来
出
島
の

【東
金•

と
う
が
ね
】

東
金
の 

茂
右
衛
門
が

【松
阪
・
ま
つ
さ
か
】

松
阪
越
え
て 

明
星
の

【酒
田•

さ
か
た
】

酒
田
出
る
と
き
ゃ 

涙
で
出
た
が

【軽
井
沢•

か
る
い
ざ
わ
】

軽
井
沢
と
は 

ど
こ
の
性
根
が

橋
を
架
け
よ
か 

軽
井
沢
か
ら

山
も
様
々
妙
義
榛
名
に

糯
子
の
袴
の 

襞
取
る
よ
り
も 

主
の
心
持
が 

取
り
憎
い

う
さ
ぎ 

う
さ
ぎ 

何
見
て
跳
ね
る 

十
五
夜
お
月
さ
ん 

見
て
は
ね
る

河
原
撫
子 

野
に
咲
く
野
菊 

そ
れ
で
其
の
根
が 

引
き
抜
く
に
は 

抜
き
憎
い

【五
萬
石•

ご
ま
ん
ご
く
】

五
萬
石
で
も 

岡
崎
様
は 

お
城
下
で
も 

船
が
つ
く

見
た
か
聞
い
た
か 

岡
崎
様
の 

お
馬
じ
る
し
は 

三
つ
だ
ん
ご

新
地
河
岸
か
ら 

潮
先
の
っ
て 

櫓
下
ま
で 

船
が
つ
く

夏
の
祭
り
は 

八
幡
様
よ 

彫
り
者
揃
い
の 

荒
祭
り

【鳶
掛•

と
び
か
け
】

御
代
は
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
て 

葉
も
繁
る

峯
の
小
松
に 

雛
鶴
か
け
て 

谷
の
流
れ
で 

亀
遊
ぶ

潮
来
出
島
の 

真
菰
の
中
で 

菖
蒲
咲
く
と
は 

し
お
ら
し
い

【東
金•

と
う
が
ね
】

東
金
の 

茂
右
衛
門
が 

背
戸
で
鵜
が
な
く 

何
ん
と
言
う
て
鳴
く 

茂
右
衛
門
が 

妻
の
小
染
恋
し
と

【松
阪•

ま
つ
さ
か
】

松
阪
越
え
て 

明
星
の 

茶
屋
に
腰
掛
け 

眺
む
れ
ば 

雲
に
か
く
れ
て 

見
え
ざ
れ
ど 

あ
れ
は
た
し
か
に 

明
星
ぼ
し 

【酒
田•

さ
か
た
】

酒
田
出
る
と
き
ゃ 

涙
で
出
た
が 

今
は
酒
田
の 

風
も
い
や

【軽
井
沢•

か
る
い
ざ
わ
】

軽
井
沢
と
は 

ど
こ
の
性
根
が 

言
い
初
め
た 

一
夜
泊
ま
り
し 

其
の
お
方
に 

心
惹
か
る
る 

軽
井
沢

橋
を
架
け
よ
か 

軽
井
沢
か
ら 

高
崎
へ 

中
に
碓
井
の 

峠
や 

横
川
番
所
の 

な
い
橋
を

山
も
様
 々

妙
義
榛
名
に 

富
士
の
山 

加
賀
で
白
山 

立
山 

越
後
で
名
高
き 

弥
彦
山



【き
り
よ
】

竹
の
切
り
よ
ぅ 

寸
胴
切
り

咲
い
た
よ
何
が 

咲
い
た

【五
目
掛
束.

ご
も
く
か
け
づ
か
】

峯
の
小
松
に 

雛
鶴
か
け
て 

此
方
の
お
庭
を

川
も
様
 々

利
根
に
烏
に 

神
流
川 

伊
勢
で
宮
川 

加
茂
川 

お
江
戸
で
名
高
き 

隅
田
川

瀧
も
様
 々

華
厳 

霧
降 

裏
見
瀧 

美
濃
で
養
老 

布
引 

熊
野
で
湯
の
瀧 

那
智
の
瀧

花
も
様
 々

牡
丹
芍
薬 

百
合
の
花 

桔
梗
に
莉
宜 

撫
子 

ち
ら
り
と
咲
い
た
よ 

藤
の
花

【ど
ん
し
よ
め
】

箱
根
八
里
は 

馬
で
も
越
す
が 

越
す
に
こ
さ
れ
ぬ 

大
井
川

降
り
て
三
島
の 

明
神
様
え 

酒
を
沼
津
と 

願
か
け
た

【丹
波•

た
ん
ば
】

私
し
や
丹
波
の 

餌
差
の
娘 

女
子
の
身
な
れ
ど 

お
望
み
な
ら
ば 

差
し
て
お
目
に 

掛
け
よ
う
と 

四
十
雀 

さ
て
も
器
用
な 

餌
差
し
の
姐
さ
ん

私
し
や
桐
生
の 

機
屋
の
娘 

女
子
の
身
な
れ
ど 

お
望
み
な
ら
ば 

織
っ
て
お
目
に 

掛
け
よ
う
ぞ 

絹
ば
た
を 

さ
て
も
器
用
な 

機
屋
の
姐
さ
ん

【き
り
よ
】

竹
の
切
り
よ
う 

寸
胴
切
り 

斜
切
り
の
中
に 

溜
ま
り
し
水
は 

澄
ま
ず
濁
ら
ず 

出
ず
入
ら
ず

咲
い
た
よ
何
が 

咲
い
た 

紫
檀 

黒
檀 

檳
椰
子 

枕
箱
真
夜
中 

過
て
目
を
醒
す

【五
目
掛
束•

ご
も
く
か
け
づ
か
】

峯
の
小
松
に 

雛
鶴
か
け
て 

谷
の
流
れ
で 

亀
あ
そ
ぶ

此
方
の
お
庭
を 

蓬
莱
山 

准
え
て 

高
砂
の
爺
さ
ん
と(
翁)

姥
さ
ん
が(
樞)

亀
に
戯
れ 

日
の
出
真
近
に
四
海
の
波
風
穏
や
か
に

上
で
は
女
鶴
男
鶴
が
舞
い
を
舞
い
ま
す

瀬
田
の
唐
橋 

唐
金 

擬
寳
珠 

水
に
影
差
す 

膳
所
の
城

膳
所
の
本
多
さ
ん
は 

御
役
は
筆
者
で 

雁
の
間
勤
め 

御
屋
敷
お
江
戸
で 

南
八
丁
堀

舟
は
出
て
ゆ
く 

帆
か
け
て
走
る 

宿
の
娘
は 

出
て
招
く



主
は
何
時
く
る 

風
の
最
寄
で 

す
ぐ
に
来
る 

必
ず
言
い 

交
せ
し
こ
と
を 

忘
れ
し
ゃ
ん
す
な 

銀
の
簪 

伊
達
に
は
差
さ
ぬ 

切
れ
た
前
髪 

留
め
に
差
す

洗
い
髪
な
ら 

藁
で
束
ね
た 

投
げ
島
田 

黄
楊
の
差
櫛 

ち
よ
い
と
小
粋
に
差
し
て

枕
取
っ
ち
ゃ
投
げ 

取
っ
ち
ゃ
な
げ
枕 

投
げ
た
枕
に 

と
が
は
な
い

も
し
や
こ
の
子
に 

当
り
し
時
に
は 

な
ん
と
す
る 

仲
の
良
い
時
に 

出
来
た
子
で
は
な
い
か

【五
尺
手
拭•
ご
し
ゃ
く
て
の
ご
い
】

五
尺 

五
尺
手
の
ご
い 

さ
い
こ
の
は
た
は 

御
所
の
祝
い
に

染
め
た
染
め
た 

さ
い
こ
の
は 

さ
い
こ
の
は
に
は 

仲
よ
く
そ
め
た

橋
の
下
で
は 

鵜
の
鳥
が 

子
鮒
哇
え
て 

び
く
し
ゃ
く
と

橋
の
下
な
る 

鵜
の
鳥
が 

子
鮒
唼
え
て 

ぎ
く
し
ゃ
く
と

【鎌
倉•

か
ま
く
ら
】

鎌
倉
の 

御
所
の
祝
い
に 

庄
屋
さ
ん
の
娘 

庄
屋
さ
ん
の
娘
が 

酌
に
出
た

酌
に
出
た
そ
ぅ
な 

わ
し
は
酒
よ
り 

肴
よ
り 

庄
屋
さ
ん
の
娘
が 

目
に
つ
い
た

6

-

木

遣

り

の

地

域

性-
-
-

各
地
に
定
着
し
て
い
る
「木
遣
」
は
、
伝
播
の
過
程
と
時
代
的
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
特
性
を
反
映
し
て
特
徴
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の 

で
あ
る
。
木
遣
り
の
ル
ー
ッ
も
京
都
説•

紀
州
説•

江
戸
説
が
あ
る
も
の
の
、
江
戸
の
鳶
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
完
成
さ
せ
た
経
緯
は
既
に
述
べ
た
が
、
 

桐
生
に
限
ら
ず
、
当
初
は
、
江
戸
の«

西
行•

さ
い
ぎ
ょ
ぅ
——

木
遣
り
の
指
導
者»

が
、
そ
の
土
地
に
来
て
、
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
土
地
の
鳶
の
者
に 

伝
授
し
た
ケ
ー
ス
が
一
番
大
き
く
、
次
に
は
、
土
地
の
鳶
が
江
戸
に
出
て
、
習
い
覚
え
て
持
ち
帰
っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合 

は
、
既
に
、
地
域
性
の
あ
る
木
遣
り
が
定
着
し
て
い
て
、
新
た
な
曲
節
と
詞
章
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
ま
で
発
展
し
て
い
た
可
能
性
の
方
が
大
き
か 

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
桐
生
木
遣
り
に
お
い
て
も
、
終
戦
直
後
に
経
験
済
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
地
に
定
着
す
る
ま
で
に
完



成
す
る
に
は
、
そ
の
土
地
の
鳶
に
よ
っ
て
、
洗
練•

工
夫
が
成
さ
れ
て
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
遣
西
行
も
、
昭
和
初
期
頃
に
は
時
お
り
見
受
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
木
遣
師
匠
を
務
め
た
時
田
安
三
や
鈴
木
清
太
郎
の
父
祖
か
ら
の
話
と
し
て
、
 

両
氏
の
記
憶
を
総
合
す
る
と
、

「西
行
さ
ん
は
、
桐
生
で
名
の
知
れ
た
師
匠
を
訪
ね
、
玄
関
先
で
、
手
前
生
国
と
は
っ
し
ま
す
は•
•
•

仁
義
を
切
っ
て
、
 

多
少
の
木
遣
り
を
嗜
み

•  

•  

•

」

「先
ず
は
ひ
と
く
さ
り
——

(
木
遣
り
の
基
本)
•
•
•

と
言
っ
て
木
遣
り
を
披
露
す
る
」
披
露
さ
れ
た
木
遣
り
が
本 

格
的
で
あ
れ
ば
、
桐
生
の
師
匠
で
あ
る
鳶
頭
は
、
西
行
さ
ん
を
下
に
も
置
か
な
い
持
て
な
し
で
、
新
し
い
木
遣
り(
曲)

を
修
得
す
る
ま
で
何
日
で
も
歓 

待
す
る
」
や
が
て
西
行
さ
ん
は
次
の
地
に
旅
立
っ
て
行
く
。
桐
生
の
師
匠
は
新
曲
を
自
分
の
も
の
と
し
て
完
成
さ
せ
て
弟
子
に
伝
授
す
る
。
従
っ
て
、
西 

行
が
指
導
し
た
と
ぅ
り
の
木
遣
り
に
完
成
す
る
わ
け
で
な
く
、_

身
の
声
質•

声
量
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
時
の
鳶
頭
の
感
性
が
多
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
完 

成
す
る
こ
と
と
な
る
〇
西
行
さ
ん
も
、
桐
生
に
来
る
直
前
に
草
鞋
を
脱
い
だ
土
地
、
桐
生
の
次
の
土
地
に
全
く
同
一
な
「木
遣
」
を
伝
授
し
た
と
も
思
え 

な
い
。
そ
の
時
々
の
体
調
や
気
候
風
土
、
経
済
環
境
か
ら
土
地
柄
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
ぅ
。

一
般
的
な
諸
職
関
係
の
「西
行
」
は
、

一
定
の
技
術
を
身
に
付
け
た
職
人
が
、
更
な
る
技
術
の
修
得
と
錬
磨
の
た
め
に
、
各
地
の
親
方
の
も
と
に
留
ま 

っ
て
、
職
人
と
し
て
の
技
術
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
形
成
の
修
業
が
目
的
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
職
人
の
暗
黙
の
制
度
を
悪 

用
す
る
西
行
が
「西
行
宿
で
情
報
交
換
」
し
て
、
丁
重
に
断
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
「草
鞋
銭
と
小
遣
銭
目
当
て
」
の
西
行
が
出
現
し
て
、
各
地
で
西 

行
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
悪
評
を
買
っ
た
。
諸
職
関
係
の
「西
行
ぶ
ち
」
伝
承
で
は
、

「西
行
の
ヤ
ツ
ラ
//:
」

「西
行
の
ヤ
ロ1

//:
」
な 

ど
と
良
い
意
味
で
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
木
遣
り
の
場
合
は
、
玄
関
先
で
木
遣
師
と
し
て
の
優
劣
が
判
断
出
来
る
た
め
、
座
敷
に
上
げ
た
西
行 

に
は
最
大
限
の
敬
意
と
持
て
な
し
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
師
匠
と
し
て
受
け
入
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
桐
声
会
か
ら
聞
こ
え
る
西
行
は
「西
行
さ
ん
//: 

」
で
あ
っ
て
敬
意
を
示
し
て
い
る
。
木
遣
西
行
の
場
合
は
、
木
遣
師
と
し
て
の
巧
拙
は
少
し
聴
け
ば
判
る
し
、
修
得
の
難
易
を
承
知
し
て
い
る
た
め
、
仮 

に
断
る
場
合
で
も
丁
重
な
扱
い
を
し
て
い
た
経
緯
も
伺
え
る
。

伝
授 

丨 

修

得
i

洗

練

—

完

成
i

継

承

—

定

着
;

伝
統 

一
連
の
経
過
が
も
た
ら
す
木
遣
り
は
、
同
じ
木
遣
り(
曲 

題)

で
あ
っ
て
も
、
各
地
に
多
少
の
違
い
と
、
伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
曲
節
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
以
下
時
田
の
労
作 

か
ら«

駅
路•

東
海
道»

に
加
え
て
、
高
崎
市
の
黒
川
宗
輔
氏
よ
り
恵
送
頂
い
た
「木
曽
路•

中
山
道
六
十
九
次
」
の
労
作
は
、
北
関
東
き
っ
て
の
木
遣 

師
と
し
て
知
ら
れ
た
土
屋
光
太
郎
翁
が
、
明
治
四
十
一
年
に
し
た
た
め
た
高
崎
に
唯
一
残
る
原
本
の
解
読
に
加
え
て
、
氏
の
新
訳
と
各
宿
場
を
挿
入
し
て 

あ
り
、
単
な
る
労
働
歌
が
、
粋
や
格
調
の
代
名
詞
に
ま
で
位
置
ず
け
ら
れ
た
軌
跡
や
、
鳶
の
知
恵
や
妙
を
理
解
す
る
に
は
恰
好
な
氏
の
冊
子
で
あ
る
〇



«

駅
路•

東
海
道
と
中
仙
道
：
木
曽
路»

の
二
例
か
ら
、
各
地
の
相
違
箇
所
を
桐
生
木
遣•

江
戸
木
遣•

鎌
倉
木
遣
と
高
崎
木
遣
の
比
較
で
見
い
だ
し 

た
い
。

駅

路
 

東
海
道

桐 

生 

M
 

江

一

尸
 

1
1 II

鎌 

倉

殿
の
お
た
ち
は
そ
の
日
本
橋
よ 

鹿
島
立
し
て
日
本
橋 

鹿
島
立
し
て
そ
の
日
本
橋 

槍
を
ふ
り
こ
む
品
川
宿 

槍
を
ふ
り
出
す
品
川
え 

槍
を
ふ
り
出
す
品
川
の 

い
ろ
の
品
川
ハ
八
ツ
山
こ
え
て 

色
の
品
川
情
け
の
鮫
津 

色
の
品
川
情
け
の
鮫
洲

み
こ
が
す
、、、
ふ

る

す

、、、
が
森 

神
子
が
振
り
そ
な
鈴
が
森 

神
子
が
鈴
ふ
る
鈴
が
森 

す
ぐ
が
森
か
ら
を
つ
づ
ら
う
ま
で 

鈴
が
森
か
ら
於
つ
ぐ
ら
馬
を 

鈴
が
森
か
ら
お
つ
づ
ら
馬
を 

ひ
い
て
を
う
森
わ
ち
ゅ
う
さ
ん 

引
い
て
大
森
和
中
散 

引
い
て
大
森
和
中
散

さ
て
も
み
ご
と
な
大
森
細
工 

君
に
大
森
美
事
に
飾
る 

君
に
大
森
見
事
に
か
ざ
り

国
の
み
や
げ
に
も
と
め
た 

諸
国
土
産
に
わ
ら
細
工 

諸
国
土
産
の
わ
ら
細
工 

三
三
四
五
六
合
の
わ
た
し 

H

 

一
三
四
五
六
郷
の
渡
し 

二
三
一
四
五
六
郷
の
渡
し

な
が
れ
渡
れ
ば 

川
崎
宿
よ 

流
れ
渡
り
て 

川
崎
え 

流
れ
渡
り
て 

川
崎
へ 

ふ
み
し
川
崎
や
る
神
奈
川
よ 

文
の
川
崎
や
る
神
奈
川
よ 

文
の
川
崎
や
る
神
奈
川
よ

ほ
ど
の
保
土
ヶ
谷
戸
塚
の
宿
よ 

想
う
保
土
ヶ
谷 

戸
塚
宿 

思
う
保
土
ヶ
谷 

戸
塚
宿, 

戸
塚
泊
り
じ
ゃ 

又
日
も
高
い 

戸
塚
泊
り
は 

ま
だ
日
も
高
い 

戸
塚
泊
り
じ
ゃ 

ま
だ
陽
が
高
い 

駒
を
い
さ
め
て 

藤
沢
宿 

駒
を
早
め
て 

藤
沢
え 

駒
を
は
や
め
て 

藤
沢
へ

咲
く
や
藤
沢 

み
は
平
塚
よ 

咲
く
や
藤
沢 

は
な
平
塚
よ 

咲
く
や
藤
沢 

身
は
平
塚
よ



み
ち
は
大
磯 

こ
い
そ
が
し 

道
は
大
磯
小
磯
が
し 

道
は
大
磯
小
磯
が
し

寅
を
み
た
さ
に
大
い
そ
か
け
て 

虎
を
見
た
さ
に
大
磯
宿
を 

虎
を
見
た
さ
に
大
磯
か
け
て

い
き
つ
も
ど
り
つ 

七
も
ど
り 

行
き
つ
戻
り
つ 

七
戻
り 

ゆ
き
つ
戻
り
つ 

七
戻
り

り
ん
き
深
い
は
虎
少
将
よ

曽
我
の
十
郎
に
身
を
や
つ
す

恋
と
い
き
じ
の
梅
沢
越
え
て

主
を
思
い
て
坂
ま
で
も

匂
う
梅
沢 

酒
匂
を
越
え
て 

坂
を
の
ぼ
り
て 

小
田
原
か
け
て

最
早 

小
田
原 

う
い
ろ
店 

こ
こ
に
名
代
の 

う
い
ろ
う
店
よ 

も
は
や
小
田
原 

ふ
も
と
い
近
く 

暮
れ
て
小
田
原 

湯
元
も
近
い 

く
れ
て
小
田
原 

提
灯
つ
け
て 

箱
根
お
山
は
駕
籠
で 

や
ら
ん
せ 

明
日
は
箱
根
を
馬
で
越
す 

今
宵
箱
根
は 

馬
で
越
す 

箱
根
峠
の 

権
現
様
よ 

箱
根
峠
の 

権
現
様
よ 

箱
根
峠
の 

権
現
様
は

曽
我
の
五
郎
の 

か
ぶ
と
石 

曽
我
の
五
郎
の
守
り
神 

そ
が
の
五
郎
の 

守
り
神 

名
所
名
所
が
か
ず
あ
る
中
に

音
に
響
き
し
二
子
山

伊
豆
に
ま
わ
れ
ば 

名
所
が
ご
ざ
る 

伊
豆
に
廻
れ
ば
名
所
は
あ
れ
ど 

伊
豆
へ
廻
れ
ば 

名
所
が
ご
ざ
る 

こ
れ
は
帰
り
の 

三
島
宿 

そ
れ
は
戻
り
の 

三
島
宿 

そ
れ
は
帰
り
に 

三
島
宿 

わ
た
し
ゃ
三
島
の 

明
神
さ
ん
え 

あ
れ
は
三
島
の 

明
神
様
よ 

間
は
三
島
の 

明
神
様
よ

酒
を
沼
津
に 

願
か
け
て 

酒
は
沼
津
と 

願
掛
け
る 

酒
は
沼
津
と 

願
掛
け
た

原
と
吉
原
白
酒
ど
こ
ろ 

原
は
吉
原
白
酒
名
代 

原
と
吉
原
白
酒
名
代

の
ん
で
蒲
原 

由
比
興
津 

口
説 

蒲
原 

油
井 

興
津 

冷
や
で
の
ん
で
も 

蒲
原
宿

の
ん
で
浦
原
由
比
ご
き
げ
ん
で



沼
津
こ
ろ
び
つ
千
鳥
あ
し

由
比
の
ロ
節
が
又
し
ゃ
く
の
た
ね 

あ
け
の
鐘
ま
で
つ
い
興
津 

江
尻
も
じ
り
と 

も
つ
れ
た
縁
は 

後
は
府
中
で
夢
う
つ
つ 

江
尻
府
中
で 

つ
く
鞠
子 

江
尻
府
中 

手
で
つ
く
鞠
子 

江
尻
府
中
は
手 

で
つ
く
ま
り
こ 

な
ら
ぶ
岡
部
の 

藤
枝
宿 

な
ら
ば
岡
部
の 

藤
枝
へ 

な
ら
ば
岡
部
の 

藤
枝
宿

ま
り
こ
子
守
は
さ
て
つ
ら
い
も
の

岡
部
み
た
ほ
ど
楽
じ
ゃ
な
い

岡
部
み
た
さ
に
花
美
し
く 

咲
か
せ
て
お
き
た
や
藤
枝
宿 

島
田
く
ず
し
は 

お
か
し
な
も
の
ょ 

わ
た
し
ゃ
首
っ
た
け
大
井
川 

大
井
川
か
ら
い
そ
い
で
見
た
が 

と
て
も
馬
に
は
金
谷
宿 

島
田
金
谷
の 

は
た
ご
や
の
娘 

島
田
金
谷
の 

旅
籠
の
娘 

島
田
金
谷
の 

宿
屋
の
娘 

い
か
を
新
坂 

わ
ら
び
も
ち 

笑
顔
ハ
日
坂 

わ
ら
び
餅 

笑
顔
日
坂 

わ
ら
び
餅 

想
う
掛
川 

ふ
み
と
り
お
と
し 

想
い
掛
川 

文
と
り
交
わ
し 

思
う
掛
川 

文
取
り
お
と
し

と
く
り
袋
井 

見
附
宿 

ち
ら
り
袋
井 

見
附
宿 

ち
ら
り
袋
井 

見
つ
け
宿 

天
龍
わ
た
り
て
い
ょ
西
を
み
れ 

天
竜
ほ
と
り
で
川
岸
み
れ
ば 

松
が
見
ぃ
る
ぞ 

浜
松
が 

松
が
見
ぇ
ま
す 

浜
松
が

遠
州
浜
松
浜
辺
で
ね
れ
ば



磯
の
小
波
が
—
ゅ
り
起
す_
_
_
_

私
し
や
浜
松
浜
辺
の
育
ち

お
米
の
な
る
木
は
わ
し
ゃ
知
ら
ぬ 

遠
州 

浜
松 

舞
坂
ほ
と
り 

遠
州 

浜
松 

舞
坂
踊
り 

遠
州 

浜
松 

ま
い
坂 

通
り

顔
を
新
井
の 

白
須
賀
宿 

髪
は
荒
井
の
白
須
賀
宿 

髪
を
洗
い
の 

白
塚
宿

洗
い
髪
し
て
気
は
す
め
ら
し
く

主
は
二
田
川 

二
心

二
田
川
し
ゃ
ん
す
な
ぅ
た
ぐ
り
深
い 

さ
ほ
ど
い
や
な
ら
吉
田
宿

し
る
か
白
須
賀 

み
は
ニ
タ
川
よ 

わ
し
の
娘
は 

名
も 

二
川
よ 

私
の
娘
は 

名
は 

二
田
川
よ

さ
き
は 

吉
田
で 

二
階
で
招
く 

顔
も
器
量
も 

吉
田
宿 

顔
も
器
量
も 

吉
田
宿

ね
ぐ
い
女
郎
は 

御
油 

赤
坂
よ 

無
駄
な
御
油
け
ん 

赤
坂
宿
へ 

無
駄
な
御
意
見 

又
赤
坂
よ

は
こ
ぶ
藤
川 

や
ぼ
な
き
ゃ
く 

運
ぶ
藤
川 

野
暮
な
客 

運
ぶ
富
士
川 

や
ぼ
の
客

三
味
の
い
ろ
は
は 

岡
崎
女
郎 

三
味
の
習
い
は 

岡
崎
女
郎 

三
味
の
手
踊
り 

岡
崎
女
郎
衆

鳴
海
な
め
て
ぞ
袖
し
ぼ
る 

習
い
地
鯉
鮒
で 

面
白
や 

な
る
み
の
果
て
は
袖
し
ぼ
る

地
鯉
朝
立
ち
笠
寺
雨
よ

鳴
る
も
の 

高
手
で
袖
し
ぼ
る

鳴
海
な
ら
ぬ
は 

目
元
で
知
れ
る 

鳴
海
な
ら
ぬ
み 

身
も
と
で
知
れ
る

あ
れ
は
宮
え
の
船
渡
し 

は
れ
て
乗
り
た
や
宮
城
舟

宮
は
昼
舟
桑
名
は
夜
舟 

宮
は
昼
舟
桑
名
は
夜
舟 

宮
は
晝
舟
桑
名
は
夜
舟

今
日
も 

い
つ
づ
け 

四
日
市 

客
は
居
流
け 

四
日
市 

間
夫
の
い
つ
づ
け 

四
日
市

伊
勢
へ
ま
わ
れ
ば 

名
所
が
こ
ざ
る 

固
い
約
束 

そ
は 

石
薬
師 

右
や
ば
ら
じ
ゃ
と 

言
わ
れ
た
娘



こ
れ
は
帰
り
の
石
薬
師 

誓
い
掛
け
た
る
ほ
と
と
ぎ
す 

塩
野
わ
る
さ
に
虫
が
つ
く 

正
の
亀
山
は
や 

関
の
ぼ
る 

庄
野
亀
山 

早
や
関
登
り 

塩
の
亀
山 

早 

関
の
宿

坂
の
下
で
は 

ま
ょ
い
ま
す 

下
り
て
泊
ま
り
は 

坂
の
下 

下
り
て
泊
ま
り
が 

坂
の
下 

宿
を
と
る
な
ら
坂
下
お
ょ
し

朝
の
寝
ざ
め
が
鹿
の
声

坂
は
て
る
て
る 

鈴
鹿
は
曇
る 

坂
は
照
る
照
る 

鈴
鹿
は
曇
る 

坂
は
照
る
照
る 

鈴
鹿
は
曇
る 

あ
い
の
土
山 

雨
が
降
る 

合
の
土
山 

雨
が
降
る 

間
の
土
山 

雨
が
降
る 

み
ぞ
ロ
は
な
し
に 

石
部
と
や
ら
で 

こ
ち
の
娘
を 

水
口
ぐ
ち
に 

水
口
車
に 

つ
い
だ
ま
さ
れ
て 

ほ
ん
の
旅
寝
の
仮
枕 

固
い
石
部
の
箱
入
り
ぞ 

石
部
金
吉
金
か
ぶ
と

顔
の
赤
い
は 

草
津
と
言
う
が 

人
の
悪
口 

草
津
と
言
え
ど 

頰
の
赤
い
は 

草
津
と
言
う
が

あ
す
は
大
津
で 

も
と
め
ま
す 

大
津
笑
顔
で 

藤
娘 

わ
た
し
大
津
で 

ち
ぢ
れ
っ
毛 

大
津
う
ち
越
え
は
や
京
都
入
り 

京
に
昇
り
て
大
内
見
れ
ば 

京
に
の
ぼ
り
て
大
家
み
れ
ば 

四
位
の
位
で 

上
り
ま
す 

花
の
都
は
花
盛
り 

花
の
都
は
花
ざ
か
り

京
都
な
ん
な
く 

こ
え
て
、っ
れ
し
や

明
日
の
帰
り
は
中
仙
道

-
-

駅
路 

•  

中
仙
道 

•  

木
曽
路-
-

藓
線
上
は
、
黒
川
氏
の
新
訳
と
六
十
九
次
の
各
宿
場
を
示
す
。

桐 

生 

江 

戸 

I- 1

鎌 

倉 

高 

崎 

花
の
都
に
目
出
度
く
登
り

明
日
は
戻
り
は
中
山
道

京
を
思
え
ば
又
明
日
大
津 

京
都
想
え
ば
又
明
日
大
津 

京
都
思
え
ば
又
ぁ
す
大
津 

京
と
思
え
ば
又
明
日
大
津



草
津
ま
く
ら
で 

森
山
宿 

草
津
枕
に 

守
山
え 

I
I  

草
津
ま
く
ら
で 

森
山
宿 

I  

草
津
枕
に 

森
山
宿

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

新
訳.

京
都
想
え
ば
又
明
日
大
津
草
津
枕
に
守
山
宿-
-
-
-
-
-
①

大
津 
②

草
津 
③

守
山̂

^

 

風
の
さ
む
さ
に
愛
知
川
こ
へ
て 

風
の
寒
さ
に
越
知
川
越
え
て 

宿
風
武
佐
に
え
ち
川
越
え
て 

I
I

風
の
寒
さ
に
市
川
こ
え
て

思
う
高
宮 

鳥
井
本 

思
う
高
宮 

鳥
居
本 

思
う
高
宮 

鳥
居
も
と 

お
も
う
高
宮
と
り
裘
本

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

風
の
さ
武
佐
に
愛
知
川
越
え
て
思
う
高
宮
鳥
居
本-
-
-
-
④

武
佐⑤

愛
知
川⑥

高
宮⑦

鳥
居
本-
-

 

鳥
井
本
か
ら 

番
場
を
ゆ
け
ば 

鳥
居
本
か
ら 

番
場
を
越
て 

鳥
居
も
と
か
ら 

番
場
を
越
て 

I
I  

と
り
裘
本
か
ら 

万
場
を
古
え
て

醒
ケ
谷 

清
水
で
夜
を
あ
か
す 

醒
ケ
井
清
水 

で
目
を
さ
ま
す 

今
宵
泊
ま
り
は 

醒
め
が
い
宿 

I  

さ
め
が
い
し
み
ず
で
夜
を
あ
か
す 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

鳥
居
本
か
ら
番
場
を
越
え
て
醒
ケ
井
清
水
で
夜
を
あ
か
す-
-
-
-
-
-
⑧

番

場
⑨

醒
ケ
井-
-
-

 

柏
原
か
ら 

今
須
へ
か
よ
う 

柏
原
か
ら 

今
須
は
昔 

柏
原
か
ら 

今
須
に
泊
る 

柏
原
か
ら
今
津
い
か
よ
う

寝
物
語
り
で 

関
ケ
原 

天
下
分
け
目
の 

関
ケ
原 

寝
も
の
語
が 

関
ケ
原 

ね
も
の
が
た
り
の
関
ケ
原

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

柏
原
か
ら
今
須
え
通
う
寝
物
語
の
関
ケ
原-
-
-
-
-
-
⑩

柏
原 
⑪

今
須 
⑫

関
ケ
原-
-
-
-

 

寝
物
語
に 

心
も
垂
井 

I  

関
ケ
原
か
ら 

垂
井
を
越
せ
ば 

か
せ
ん
さ
い
中
に 

心
が
た
る
い 

白
む
東
も 

赤
坂
え 

I  

ほ
た
る
で
名
高
き 

赤
坂
宿 

赤
坂
き
よ
い
で
三
井
の
寺 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

合
戦
最
中
に
心
が
垂
井
赤
坂
き
よ
い
で
三
井
の
寺-
-
-
-
-
-
-
-
-
⑬

垂
井 
⑭

赤

坂
-
-
-
-
 

垂
井
宿
か
ら
く
せ
川
越
せ
ば

月
と
ほ
た
る
の
赤
坂
宿

意
気
な
密
使
に 

勇
ん
だ
心 

意
気
な
美
江
寺 

い
さ
ん
だ
古
木 

粋
な
見
山
路 

過
ら
ば
郷
戸

想
い
加
納
て 

鵜
沼
宿 

河
度
加
納
で 

鵜
沼
宿 

加
納
盡
き
な
い
鵜
沼
の
郷

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

粋
な
美
江
寺
過
ら
ば
河
渡
想
い
加
納
で
鵜
沼
宿 
⑮

美
江
寺 
⑯

河
渡 
⑰

加
納 
⑱

鵜

沼-
-
-
-

 

想
う
お
か
た
に 

大
田
も
ふ
し
み 

鵜
沼
宿
か
ら 

想
う
た
方
に 

思
う
お
方
と 

相
た
も
伏
見 

I  

お
も
う
御
方
に
太
田
が
ふ
し
ぎ 

御
嶽
ほ
そ
く
て
を
う
く
く
い 

心
で
太
田
で
ま
た
伏
見 

御
嶽
細
く
て
太
く
て
追
分 

I
I  

三
竹
ほ
と
さ
に
か
ぐ
わ
じ
く 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

思
う
御
方
に
太
田
も
伏
見
御
嶽
細
久
手
太
久
手
越
え⑲

太
田⑳

伏
見㉑

御
嶽㉒

細
久
手㉓

太
久
手
——



主
も
御
岳
も
細
久
手
人
目

大
久
手
二
人
が
追
分
え

お
う
ベ
お
う
べ
と 

は
や
荷
物
に 

大
井
大
井
と 

呼
止
め
ら
れ
て 

大
井
大
井
と 

馬
込
つ
い
た 

大
井
大
井
と
早
こ
い
掛
け
て 

中
津
川
で
は 

落
合
舟 

中
津
川
で
の 

落
合
よ 

中
津
川
宿
で
は 

落
合
舟 

夏
川
で
は
立
会
ぶ
ね

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

大
井
大
井
と
早
声
か
け
て
中
津
川
で
は
落
合
舟-
-
-
-
-
㉔

大
井 
㉕

中
津
川 
㉖

落

合-
-
-

 

落
合
二
人
は
妻
菴
に
馬
竃 

落
合
お
方
は
麻
古
女
に
妻
菴 

落
合
二
人
に
妻
籠
に
馬
込
先
よ 

I

お
ち
あ
い
馬
か
ら
津
ま
こ
に
ま
よ
い

さ
き
の
み
と
せ
が
ま
、
な
ら
ぬ 

先
の
縁
は 

三
戸
野
ま
で 

三
度
野 

が
ま
ま
な
ら
ぬ 

さ
き
の
み
と
せ
が
ま
ま
な
ら
ぬ 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

落
合
う
お
方
は
馬
籠
に
妻
駕
籠
先
の
三
留
野
が
儘
な
ら
ぬ-
-
-
-
㉗

馬
籠 
㉙

妻
籠 
㉙

三
留
野
— 

三
留
野
野
尻
に 

須
原
の
森
は 

三
戸
野
野
尻
で 

須
原
ぬ
方
と 

I
I  

縁
の
野
尻
に 

須
原
の
森
よ 

水
戸
野
野
尻
諏
訪
ら
ぬ
者
が

女
郎
に
そ
う
の
上
ケ
松
宿 

先
に
お
竃
で
上
ケ
松 

I  

女
郎
に
そ
ゝ
が
を
上
ゲ
松
宿 

女
郎
に
逢
が
揚
松
宿

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

三
留
野
野
尻
で
須
原
ぬ
方
と
先
に
お
竃
で
上
ケ
松
宿-
-
-
-
㉚

野
尻 
㉛

須
原 
㉝

上
松-
-
-
-

 

不
幸
が
女
郎
に 

思
い
を
か
け
て 

想
掛
け
橋 

寝
醒
の
床
よ 

I  

福
島
女
郎
衆
に 

思
い
を
か
け
て 

I  

福
島
女
郎
に
心
を
か
け
て

か
け
て
通
る
ま
も
な
く
宮
の
越 

福
島
女
郎
衆
が
宮
ノ
越 

と
じ
る
間
も
な
く
宮
の
越 

通
る
間
も
な
く
宮
ノ
越

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

想
い
掛
け
橋
寝
覚
め
の
床
よ
福
島
女
郎
衆
が
宮
ノ
越-
-
-
-
-
-
㉝

福
島 
㉞

宮

ノ

越
-
-
-
-

 

宮
の
越
か
ら
や
ご
原
ゆ
け
ば 

宮
の
越
か
ら
八
五
原
行
け
ば 

1

宮
の
越
か
ら
や
ぶ
原
行
け
ば 

1

宮
の
越
か
ら
薮
原
行
け
ば

巴
御
前
の
一
里
塚 

巴
御
前
の
一
里
塚 

I  

巴
御
前
の
一
里
塚 

I  

友
江
御
前
の 

春
里
塚

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

宮
の
越
か
ら
薮
原
行
け
ば
巴
御
前
の
一
里
塚-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
㉟

薮
原-
-
-
-
-
-

 

宿
じ
ゃ
奈
良
井
と
思
う
て
い
れ
ど 

土
地
の
奈
良
井
と
思'
〇

て
を
れ
ど 

宿
じ
ゃ
奈
良
井
と
お
ぼ
え
て
い
れ
ど
ー
ー
宿
じ
ゃ
習
う
て 

思
て
居
れ
ど 

な
が
れ
な
が
れ
て
贄
川
宿 

い
つ
か
流
れ
て 

二
瓶
川
え 

流
れ
流
れ
て 

エ
エ
ガ
ワ
宿 

I  

流
れ
流
れ
て 

三
河
宿

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

土
地
の
奈
良
井
と
思
〇
て
お
れ
ど
い
つ
か
流
れ
て
贄
川
え-
-
-
-
-
-
-
-
㉚

奈
良
井 
㉝

贄
川
—

I

洗
馬
た
と
う
と
も
も
と
や
ま
越
せ
ば
千
場
戦
う
元
山
も

今
は
塩
尻
下
諏
訪
宿 

今
は
塩
尻
下
の
諏
訪



洗
場
戦
う
本
山
も
今
は
塩
尻
下
の
諏
訪-
-
-
-
-
-
㉚

洗

場
㉚

本

山
⑩

塩
尻 
@

下
諏
訪
— 

諏
訪
の
社
に 

和
田
長
窪
よ 

諏
訪
に
願
い
を 

上
和
田
か
け
て 

I  

諏
訪
の
や
し
ろ
に 

和
田
長
久
保 

I  

諏
訪
の
社
や 

和
田
久
保
越
を

思
う
お
方
に
芦
田
宿 

私
は 

長
窪
芦
田
宿 

I  

思
う
お
方
に
芦
田
宿 

I  

思
う
御
方
に
足
田
宿

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

諏
訪
の
社
や
上
和
田
か
け
て
私
や
長
久
保
芦
田
宿-
-
-
-
-
-
⑪

和
田 
⑬

長

久

保@

芦
田
——
 

芦
田
宿
で 

望
月
を
さ
せ
て 

明
日
生
れ
る 

望
月
ま
し
ょ
う 

芦
田
宿
生
れ
に 

望
月
さ
せ
て 

I  

あ
し
た
生
ま
れ
て 

も
ち
月
さ
せ
て 

八
幡
八
幡
へ 

参
り
ま
す 

八
名
の
八
幡
に
参
り
ま
す 

塩
名
八
幡
へ 

ま
い
り
ま
す 

や
い
て
や
し
よ
な
た
き
た
り
ま
す 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

芦
田
生
ま
れ
て
望
月
さ
せ
て
八
幡
塩
名
田
き
た
り
ま
す-
-
-
-
⑮

望
月 
⑱

八

幡
©

塩
名
田
——
 

八
幡
塩
名
田 

岩
村
田
越
え
て 

屋
代
名
高
お
岩
室
田
を
こ
兔
て

小
田
井
な
わ
て
に 

追
分
宿 

歌
ひ
み
に
ま
す 

お
い
わ
け
し
く 

八
幡
塩
名
田
岩
室
田
を
越
え
て
小
田
井
み
え
ま
す
追
分
宿-
-

⑱

岩
室
田 
⑲

小
田
井 
㉚

追
分 

追
分
駒
に 

沓
掛
越
え
て 

I  

お
い
わ
け
馬
に
は 

早
具
津
か
け
て 

重
い
つ
づ
ら
も 

軽
井
沢 

I  

お
も
い
津
々
ら
も
軽
井
沢 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

追
分
馬
に
て
早
沓
掛
て
重
い
葛
籠
も
軽
井
沢-
-
-
-
-
-
-
-
㉛

沓
掛 
㉝

軽
井
沢-
-
-
-
-
-

 

碓
井
峠
や 

関
所
を
こ
え
て 

I

碓
井
峠
や 

関
所
を
越
え
て 

う
す
い
と
う
げ
の 

ご
ん
げ
ん
様
を 

お
り
て
う
れ
し
き
坂
本
宿 

I  

逢
う
と
う
れ
し
や 

坂
本
宿 

そ
れ
を
下
っ
て 

坂
本
宿

碓
氷
峠
の
権
現
様
を
其
れ
を
下
り
て
坂
本
宿-
-
-
-
-
-
-@

坂
本
—

坂
本
ど
ま
り
と
た
よ
り
を
き
い
て 

坂
本
泊
り
と
便
り
を
聞
い
て 

坂
本
泊
り
と 

た
よ
り
お
き
い
て 

心
う
れ
し
き 

松
井
田
宿 

心
う
れ
し
く
松
井
田
宿 

心
う
れ
し
や 

松
井
田
宿

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

坂
本
泊
ま
り
と
便
り
を
聞
い
て
心
う
れ
し
や
松
井
田
宿-
-
-
-
㉞

松
井
田-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

さ
き
は
板
花
安
中
か
け
て 

I
I

先
は
板
花
安
中
か
け
て 

さ
き
は
安
中
板
鼻
こ
え
て

道
を
い
そ
い
で
高
崎
ま
で
も 

道
を
い
そ
い
で
高
崎
宿 

道
を
磯
い
で
た
か
さ
き
し
く

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

先
は
安
中
板
鼻
越
え
て
道
を
急
い
で
高
崎
宿-
-
-
-
-
-
-
-
㉝

安
中 
㉟

板

鼻
©

高
崎-
-
-



I  

高
崎
泊
り
が 

〇

い
早
立
ち
で 

高
崎
宿
が 

津
い
早
立
ち
で

I
I  

道
は
倉
ケ
野
新
町
宿 

道
は
倉
賀
野 

新
町
ど
ま
り

-
-
-
-

高
崎
宿
が
つ
い
早
立
ち
で
道
は
倉
賀
野
新
町
泊
ま
り-
-
-
-
-

㉝

倉
賀
野 
㉝

新
町-
-
-
-
-

 

か
ら
す
川
な
ら 

国
境
え 

面
を
ハ
だ
つ
る
か
ら
す
を
越
え
て 

国
お
へ
だ
て
て 

か
ら
す
お
こ
へ
て 

神
無
渡
り
て 

本
庄
宿 

か
ん
な
川
わ
た
り
て
本
庄
宿 

勘
名
川
か
ら 

本
庄
宿

-
-
-
-

国
を
隔
て
て
鳥
を
越
え
て
神
無
川
か
ら
本
庄
宿-
-
-
-
-
-
-

㉚

本
庄-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

本
庄
女
郎
衆
に
深
谷
と
な
り
て 

本
庄
越
え
て
は
深
谷
え
と
ま
り 

本
庄
女
ら
に
深
谷
と
な
り
で

塩
辛
き
茶
漬
け
で
目
が
さ
め
た 

し
が
ら
き
茶
漬
け
で
目
を
さ
ま
す 

志
が
ら
き
茶
飯
で
目
お
さ
ま
し 

-
-
-
-

本
庄
女
郎
に
深
谷
と
な
り
て
塩
辛
き
茶
漬
で
目
を
さ
ま
す-
-
-

@

深
谷-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

固
い
石
原
崩
し
て
お
い
て 

I  

固
い
石
原
く
ず
さ
せ
て
置
い
て 

か
た
い
石
原 

具
津
さ
せ
を
い
て 

先
の
熊
谷
二
た
心 

I
I  

主
は
熊
ケ
谷
二
心 

さ
き
は
熊
谷
ふ
た
心

-
堅
い
石
原
く
ず
し
て
お
い
て
主
は
熊
谷
二
た
心1
1

1

1

^

^

1

㉜

熊
谷-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

裾
に
荒
川 

吹
上
げ
清
く 

1  

こ
こ
は
荒
川 

吹
き
上
げ
清
く 

こ
こ
は
荒
川 

吹
上
げ
き
ょ
く

心 

鴻
の
巣
桶
川
え 

I  

心 

鴻
巣 

桶
川
宿 

鴻
の
巣
と
ま
り
が 

桶
川
志
く 

-
-
-
-

こ
こ
は
荒
川
吹
上
つ
ょ
く
鴻
巣
泊
ま
り
が
桶
川
宿-
-
-
-
-
-

@

鴻
巣 
㉞

桶
川-
-
-
-
-
-

 

梅
を
上
尾
と 

天
神
橋
を 

棟
を
上
尾
と 

天
神
様
を 

梅
を
上
尾
と 

天
神
橋
お

越
え
て
間
も
な
く 

大
宮
え 

越
え
て
間
も
な
く 

大
宮
宿 

こ
兔
て
ま
も
な
く 

大
宮
宿 

-
-
-
-

梅
を
上
尾
と
天
神
橋
を
越
え
て
間
も
な
く
大
宮
宿-
-
-
-
-
-

㉟

上

尾
@

大
宮-
-
-
-
-
-

 

大
宮
宿
に
も 

名
所
が
御
座
る 

大
宮
宿
に
は 

名
所
が
ご
ざ
る

廣
き
武
蔵
野
一
の
宮 

広
い
武
蔵
野
一
の
宮

浦
和
月
夜
で 

蕨
を
こ
え
て 

浦
和
月
夜
で 

蕨
を
越
え
て 

浦
和
月
夜
で 

蕨
兔
お
り
て 

戸
田
の
馬
喰
で 

志
村
坂 

戸
田
の
渡
し
に 

志
村
坂 

戸
田
の
は
具
路
に 

志
村
坂



-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

浦
和
月
夜
で
蕨
え
下
り
て
戸
田
の
馬
喰
に
志
村
坂-
-
-
-
-

©

浦
和 
㉝

蕨
-
-
-
-
-
-
-
 

縁
切
り
複
と 

元
板
橋 

縁
切
り
復
も 

元
板
橋
で 

縁
切
り
複
と 

思
い
を
か
け
て 

I  

縁
き
り
兔
の
木
も 

も
う
板
橋
よ

思
い
を
か
け
て 

庚
申
塚 

こ
こ
ろ
残
し
て 

庚
申
塚 

思
う
板
橋 

庚
申
塚
よ 

心
お
の
こ
志
て 

叶
塚

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

縁
切
り
複
木
も
も
う
板
橋
よ
心
を
残
し
て
庚
申
塚-
-
-
-
-

㉚

板
橋-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

心
は
巣
鴨
と
み
ご
と
な
植
木 

こ
こ
は
巣
鴨
で
み
ご
と
な
植
木

江
戸
の
み
や
げ
に
か
う
て
ゆ
く 

江
戸
の
み
や
げ
に
買
う
て
ゆ
く

木
曽
の
土
地
も 

首
尾
よ
く
下
り 

中
山
道
も 

首
尾
よ
く
下
り 

又
の
道
中 

首
尾
よ
く
下
り 

中
山
道 

お
び
よ
く
具
だ
り

今
日
は
お
江
戸
で
お
め
で
た
や 

目
出
度
く
お
江
戸
に
着
き
ま
し
た 

今
日
は 

お
江
戸
で
お
め
で
た
や 

京
は
東
京
で
御
目
出
多
い

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

六
十
九
次
首
尾
よ
く
下
り
京
は
お
江
戸
で
お
目
出
度
い-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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•

採

譜

さ

れ

た

木

遣

り

r
〜
木
遣
師 

紹
介
す
る
『譜
』
は
県
教
委
の
英
断
に
よ
る
今
調
査
の
画
期
的
な
成
果
と
も
言
え
る
「音
声
に
よ
る
半
永
久
保
存
」
の
た
め 

r
〜
側
受
け 

のC
D
収
録
曲
を
主
体
に
採
譜
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
記
し
た
と
お
り
、
木
遣
り
の
特
殊
性
か
ら
採
譜
さ
れ
て
も
木
遣 

®

〜
ア
ダ
棒 

師
が
実
際
に
唄
う
段
で
は
参
考
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
伝
統
を
尊
重
し
た
木
遣
り
と
は
い
え
、
唄
う
木
遣
師 

®

〜

中

棒 

の
声
量•

声
質•

節
廻
し
の
好
み•

声
域
の
個
人
差
か
ら
生
じ
る
息
継
ぎ
の
部
位•

張
り
の
長
短.

小
節
の
得
手
不
得
手
ガ 

®

〜

本

棒 

個
人
的
な
領
域
に
関
す
る
範
疇
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
桐
声
会
が
伝
統
を
尊
重
し
た
『譜
』
も
万
能
で
は
な
い
。
 

む
し
ろ
、
す
べ
て
を
熟
知
し
た
木
遣
師
が
記
録
し
た
譜
は
専
門
す
ぎ
て
よ
り
難
解
で
あ
る
。

今
調
査
で
は
、

「可
能
な
限
り
忠
実
に
」

「素
人
に
も
理
解
出
来
う
る.
.

」
を
主
旨
に
採
譜
化
の
作
業
に
着
手
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
木
遣
師
の
個
人 

性
が
顕
著
で
、
こ
れ
ま
で
採
譜
化
出
来
な
か
っ
た
理
由
も
氷
解
し
た
が
、
こ
の
種
の
調
査
、
特
に
木
遣
り
で
は
記
録
す
る
こ
と
が
今
後
へ
の
重
要
な
意
味 

も
あ
っ
て
稽
古
場
に
十
数
回
出
向
い
て
採
譜
を
試
み
、
副
会
長
藤
本
濤
司
氏
に
全
て
の
監
修
を
仰
い
だ
成
果
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
 

紙
幅
の
関
係
か
ら
一
部
の
側
受
け
と
、
木
遣
棒
の
位
置
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

-
-
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【手

古

て

こ

】-
-
-
-

⑦
 

©

r
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お
»

い
や
17:
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る
手21
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ぉ
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免
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三
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は-
-

せ-
-
-
-
-

え2
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^
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ず
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わ
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■  
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ァ
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-

よ
ぉ.
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.

り
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—
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ぉ
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せ
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ぇ
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ぇ

ぇ

え-
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?
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れ-
-
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——

せ
ェ 

ぇ
ぇ 

ぇ

ぇ

え
——



®

□

三
曲
目
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。
他
の
詩
句
は
、
す
べ
て
七
文
字
で
構
成
さ
れ
、
二
行
前
に
戻
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
譜
で
下
の
句
が
続
け
ら
れ
る
。
 

♦
 

元

唄=
よ
い
や
る 

以
下
手
古
と
し
て
唄
え
る
詞
章 

慮
外
乍
ら
も 

庭
に
鶴
亀

そ
の
他
の
フ
レ
ー
ズ
は
前
項
参
照
く
だ
さ
い
。

T
I

刖
お
きJ
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©
 

9

エ

-
-
-

ぇ
ぇ 

つ
ゥ 

ト

り
ィ 

k
-
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い
—

や
ア 

あ
—
い#

ア 

ぁ 

ぁ

ぁ

あ 

「けH  

:
:

乂 

え-
-

え
ろ.
.
.

I
ぉ■

ぉ■

ぉ 

@

え-
-

免

一̂
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ん

や
ア
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ぁ 

は
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は
ア

.-

ら
よ
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よ
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お
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さ
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あ
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©

よ

ぉ

ぉ
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い
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さ
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の
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お 

オ
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せ
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え
—
え-
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え-
-
-
-
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:

よ
オ 
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い
—
い
—

や
あ
ア 

あ-
-

ね-
-
-

^

ア 

……

い
れ
ぇ 

え
工
工 

な
ア

「こ
一
り
や-

な-
-

釣
り
合
い
か
け
ろ 

御
代
は
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

枝
も
栄
え
て 

い
よ 

葉
も
繁
る

此
の
木
遣
り
は
、
中
棒
の
「綱/

」
の
処
で
終
わ
る
の
で
、
「本
棒
」

へ
落
と
す
場
合
は
、

^

ぁ 

ぃ

れ

、2
し

_

え̂

^

な
ア 

を
入
れ
て 

本
棒
へ
落
と
す
と
、
二
本
と
な
る
。
唄
に
入
る
時
は
次
の
よ
う
に
な
る
。(
前
お
き
の
前
行
に
続
く)

よ
才 

名 

い
—

い
—
や
あr
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一
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ぁ
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お
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お
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ぁ
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せ
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よ-
-
-

お

い

—

い
—

や

あ
ア 

ぁ

あ-
-
-
-

ね-
-
-
-
-
-
-
-

@

い̂

だ

ぁ

も
ォ 

ぉ

さ-
-
-
-
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-
-

か
一
え
—
て 

ぇ
ぇ

ぁ 

ぁ 

れ
——

こ-
-

り
や-
-
-
-

ね-
-
-

◎

五
行
前
に
戻
る
返
し
は
省
略

ぁ 

ぁ

ぁ

ぁ

い

.

..

ゝX.
ヱ
 

ぇ 

な
ア

一
こI
り
や-
-

な-
-
-
-
-
-

以
下
、
下
の
句
に
な
る
が
、
終
わ
り
は
五
文
字
で
あ
る
の
で
「
い-
-
-

よ
葉
も
繁
る
」
と
す
る
。

-
-
-
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◎

こ
の
木
遣
り
は
、
石
槍
り
の 

は
あ
こ
れ
わ
い
な
——

い
ん
よ
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⑦

三人程度の作業は呼吸も併せやすい。

単なる掛け声で事足りる。

+四世紀末 大山寺縁起絵卷より -------- 要部のみ  

コロとテコを用しヽて、力学的知識の広ま 

りが見られる。

力学的原理の利用は、古代からの発想で

すべり摩擦をコロカリ摩擦に変えている。

十四世紀末大山寺縁起絵卷より--------要部のみ-----------

鳶職は、かって梃者(てこのもの)と称されていた。鳶口を持っ 

て材木を打ち立て曳く鳶の者と同称の労働者で、土木工事の人足で 

ある。

綱を曳く者、梃子棒を操作する者、転子(てこ)をカウ者。すべ 

ての従事者の呼吸と力を合わせて鼓舞させる必要からの作業歌が木 

遣で、作業を進行させる音頭取りが巨木にまたがり、大声を発して 

いるのが木遣師である。

元禄三年(16 9 〇)頃の作業状況 人論訓蒙図彙より

——要部のみ——



テコを用いて大材を押す者、綱で曳く者。牽引される板材に乗った音頭取りが扇を振って大声を上げている。 

木遣師の任務も明確で従事者の呼吸を合わせるのみでなく、この場合は鼓舞させる任務も大きい。 

+四世紀 石山寺縁起絵卷より -------- 要部のみ --------

カグラサンとも呼ばれる轆轤 

(ろくろ)も竪軸と横軸の併用が 

見られる。

この場合、渾身の力は必要なく、 

巻き上げるスピードが重要で、轆 

轤を廻すタイミングを合わせるた 

めの作業唄が『巻き揚げ木遣』と 

呼ばれている。

十四世紀初頭の状況

法然上人絵伝より

——要部のみ——



大勢の作業者が従事する場合、鼓舞させ離子たてる趣向が必要である。 

昭和三十年代の作業でも『鳴き屋』と呼ばれた作業唄専門の者が居た。 

十六世紀の状況長石寺縁起絵卷より --------要部のみ-----------

危険な現場での建て方は定滑車 

だけでなく、安全と大材の重量を 

軽減させる工夫から足場を組んで 

斜面を設けての力学的知識が見ら 

れる。鳴り物入りで鼓舞させる状 

況も確認できる。

綱の中間に滑車を設けて重量物 

の見掛け質量を％減•X減とする 

一車•二車の知識は未だ見られな 

い〇

十四世紀末

途方もなしヽ遠方からの巨石の運搬は、コロ •修羅 

(しゅら=ソリ)•テコの知識ばかりでなく大勢 

を鼓舞させるために鳴り物入りで難子たてる趣向 

の他に、浮かれ調子を持続させる風流も要素とし 

てもちいられた。

巨石の上には思い思いの風流を凝らした出で立 

ちの男たち、自慢の太鼓腹を妊婦に見立ててお多 

福の面を付けた男----------------- 。

祭禮の鋅•山車の引き廻しの賑やかさである。 

く長期間•長時間にわたる目的の達成にはそうでも 

しなければ、やっていられないのであろう。 

慶長末期頃と想定される築城図屏風より

——要部夕々——
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